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上
人
は
仏
心
班
師
の
三
光
勝
会
の
学
系
、
い
わ
ゆ
る
泉
南
学
派
の
天
台
学
中
心
、
摂
受
的
な
教
学
を
つ
ぐ
人
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
て
い

る
。
た
し
か
に
上
人
の
学
風
を
学
ん
だ
檀
林
の
教
学
、
関
東
の
飯
高
・
中
村
・
小
西
等
、
関
西
の
松
ヶ
崎
、
求
法
院
等
の
諸
檀
林
の
学
徒

は
円
体
無
殊
の
開
会
思
想
に
た
つ
教
学
を
学
び
天
台
一
辺
倒
の
学
制
の
も
と
に
学
習
し
た
か
ら
本
化
の
教
学
は
殆
ん
ど
か
え
り
見
ら
れ
な

く
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
か
の
深
草
元
政
が
当
時
植
林
の
学
風
を
浄
心
澄
公
に
か
た
り

凡
そ
我
宗
の
学
者
、
幼
に
し
て
名
目
を
習
い
、
や
や
教
観
に
わ
た
っ
て
六
十
巻
の
中
に
皓
首
す
美
。
た
だ
一
化
の
始
終
を
記
し
理
観
の

門
を
窺
ふ
の
み
。
所
謂
、
久
遠
の
微
旨
、
事
観
の
妙
所
に
至
れ
ば
則
ち
芒
乎
と
し
て
知
ら
ざ
る
者
お
ほ
し
笑
。

偶
祖
師
の
微
言
を
聞
か
ば
酔
へ
る
が
如
く
眠
る
が
如
く
、
驚
く
が
如
く
怪
む
が
如
し
。
乃
ち
お
も
へ
ら
く
、
其
義
迂
遠
に
し
て
天
台
の

説
に
そ
む
く
、
日
用
信
ぜ
ざ
る
者
、
酒
食
と
し
て
皆
こ
れ
な
り
。

と
な
げ
い
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
上
人
は
「
法
華
経
大
意
」
に
寿
量
品
の
『
毎
自
作
是
念
』
を
釈
す
る
に

或
は
孔
子
、
老
子
の
仁
義
五
常
、
虚
無
自
然
の
教
を
教
へ
て
な
り
と
も
、
叉
は
文
武
を
も
っ
て
世
を
治
め
て
な
り
と
も
、
詩
歌
管
絃
の

本
年
は
本
学
の
前
身
で
あ
る
善
学
院
西
谷
檀
林
の
中
興
、
檀
林
開
講
主
、
心
性
院
日
遠
上
人
第
三
百
五
十
回
忌
に
当
る
。
上
人
は
一
如

院
日
重
上
人
の
門
下
、
法
兄
寂
照
院
日
乾
上
人
と
共
に
重
門
の
双
壁
と
う
た
わ
れ
師
の
日
重
上
人
を
頭
に
宗
門
中
興
、
重
乾
遠
三
師
と
称

せ
ら
れ
、
織
田
信
長
、
豊
臣
秀
吉
、
徳
川
家
康
の
三
代
に
わ
た
る
弾
圧
、
安
土
法
難
、
慶
長
法
難
を
の
り
こ
え
日
蓮
宗
磐
石
の
基
を
か
た

せ
ら
れ
、
織
田
信
巨

め
た
名
匠
で
あ
る
。
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遊
び
と
て
も
、
農
業
耕
作
の
技
に
て
も
、
或
は
称
名
念
仏
せ
し
め
て
も
、
或
は
三
密
加
持
を
行
は
せ
て
も
、
何
れ
の
道
に
て
も
こ
れ
を

方
便
と
し
て
、
遂
に
一
切
衆
生
を
こ
の
正
直
無
上
道
の
法
華
経
に
引
き
入
れ
て
、
疾
か
に
成
仏
せ
し
め
ん
と
の
広
大
の
御
慈
悲
な
り
。

と
の
べ
て
い
る
。
し
か
る
に
世
人
往
盈
に
し
て
「
或
は
称
名
念
仏
せ
し
め
て
も
、
三
密
加
持
を
行
は
せ
て
も
」
の
句
に
泥
み
、
日
遠
は
念

仏
真
言
の
行
を
も
認
め
、
絶
対
開
会
に
立
つ
摂
受
主
義
者
で
あ
る
と
理
解
す
る
む
き
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
不
用
意
な
断
章
的
な
論
義
で
あ

る
。
上
人
は
こ
れ
ら
を
方
便
と
し
て
手
が
か
り
と
し
て
法
華
経
に
引
入
さ
せ
よ
う
と
釈
す
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
文
の
始
終
を
見
れ
ば
明

ら
か
な
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
慶
長
十
三
年
十
一
月
、
幕
府
が
常
楽
院
日
経
に
命
じ
て
浄
土
宗
と
行
わ
せ
た
い
わ
ゆ
る
慶
長
宗
論
は
、

実
は
当
時
飛
躍
的
に
勢
力
を
の
ば
し
つ
つ
あ
っ
た
日
蓮
宗
を
抑
止
せ
ん
た
め
に
行
わ
れ
た
謀
略
行
為
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
当
時
の
政
治
、

宗
教
等
、
社
会
情
勢
か
ら
見
て
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
幕
府
、
即
ち
家
康
の
攻
勢
、
脅
迫
に
対
し
、
再
度
宗
論
の
開
催
を
訴
え
た
上
人
、

覇
者
・
国
主
と
し
て
天
下
に
の
ぞ
ん
で
い
る
家
康
の
心
情
を
熟
知
し
な
が
ら
、
な
お
か
つ
こ
れ
を
強
請
し
ま
さ
に
刑
せ
ら
ん
と
し
た
と
こ

ろ
に
不
惜
身
命
、
捨
身
弘
法
の
大
道
心
が
う
か
が
わ
れ
る
で
は
な
い
か
。
上
人
が
、
た
と
え
念
仏
、
真
言
で
あ
っ
て
も
こ
れ
を
誘
引
の
一

法
と
し
、
手
掛
り
と
し
て
法
華
信
仰
に
お
も
む
か
し
め
ん
と
し
た
高
い
理
念
を
了
解
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

本
年
三
月
五
日
、
第
三
百
五
十
遠
忌
に
の
ぞ
み
、
謹
ん
で
捻
香
一
住
、
上
人
の
増
円
妙
道
を
祈
り
た
て
ま
つ
る
。

平
成
三
年
三
月

学
長
宮
崎
英
修
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大
正
九
年
十
一
月
三
十
日
山
梨
県
南
都
留
郡
木
生
村
田
野
倉
に
於
い
て
井
上
清
・
す
づ
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
る

昭
和
十
五
年
四
月
早
稲
田
大
学
高
等
師
範
部
英
語
科
（
現
、
教
育
学
部
英
語
・
英
文
科
）
入
学

昭
和
十
六
年
四
月
目
黒
工
業
学
校
（
現
、
目
黒
高
等
学
校
）
非
常
勤
講
師
（
工
業
英
語
担
当
、
昭
和
十
七
年
三
月
迄
）

昭
和
十
八
年
十
月
早
稲
田
大
学
高
等
師
範
部
英
語
科
繰
上
げ
卒
業
（
戦
時
中
の
為
）

昭
和
十
八
年
十
月
早
稲
田
大
学
文
学
部
英
文
科
編
入
試
験
合
格
。
陸
軍
参
謀
本
部
通
訳
（
軍
属
）

昭
和
二
十
二
年
四
月
翻
訳
及
び
衣
類
製
造
に
従
う

昭
和
二
十
九
年
三
月
井
上
英
語
塾
開
講

昭
和
三
十
年
四
月
戦
時
中
の
病
気
悪
化
入
院
手
術
を
す
る
（
三
十
一
年
十
一
月
迄
入
院
）

昭
和
三
十
三
年
三
月
山
梨
県
南
巨
摩
郡
中
富
町
大
森
季
子
と
結
婚
。
姓
を
大
森
と
改
め
る

昭
和
三
十
三
年
六
月
山
梨
県
立
医
学
研
究
所
入
所

昭
和
三
十
四
年
四
月
身
延
山
高
等
学
校
教
諭
英
語
・
生
物
担
当

昭
和
三
十
七
年
四
月
身
延
、
南
部
、
甲
府
に
英
語
教
室
を
開
く
（
夜
間
）
’
五
十
七
年
迄

昭
和
三
十
六
年
四
月
県
立
身
延
高
等
学
校
非
常
勤
講
師
（
昭
和
三
十
八
年
三
月
迄
）

昭
和
三
十
八
年
四
月
身
延
山
短
期
大
学
講
師

昭
和
四
十
二
年
四
月
身
延
山
短
期
大
学
助
教
授

大
森
孝
教
授
略
歴



昭
和
四
十
六
年
四
月

昭
和
四
十
六
年
九
月

昭
和
五
十
年
八
月

昭
和
五
十
一
年
八
月

昭
和
五
十
八
年
七
月

昭
和
六
十
一
年
四
月

昭
和
六
十
三
年
四
月

平
成
元
年
九
月

著
書

言
語
小
論
ｌ
機
能
的
面
に
つ
い
て

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
教
育
事
情
に
つ
い
て

ア
メ
リ
カ
西
部
・
ハ
ワ
イ
を
巡
っ
て
の
一
考
察

小
冊

大
森
孝
教
授
研
究
業
績

身
延
山
短
期
大
学
教
授

右
校
教
務
課
長
（
平
成
二
年
三
月
迄
）

学
校
よ
り
補
助
を
受
け
教
員
の
団
体
に
入
り
、
約
四
週
間
ヨ
ー
ロ
ッ
・
〈
諸
国
の
教
育
事
情
視
察
と
第
二
母
国

語
と
し
て
の
英
語
研
究
の
為
外
遊

約
二
週
間
自
費
に
て
英
語
発
音
の
研
修
を
目
標
に
ア
メ
リ
カ
西
部
・
メ
キ
シ
コ
の
一
部
・
ハ
ワ
イ
等
を
巡
る

山
梨
県
私
立
学
校
審
議
会
委
員
（
昭
和
六
十
二
年
六
月
迄
）

身
延
山
短
期
大
学
学
園
理
事

身
延
山
高
等
学
校
教
頭
（
平
成
二
年
三
月
迄
）

身
延
山
短
期
大
学
学
園
図
書
館
長
（
平
成
三
年
三
月
迄
）

ほ
お
づ
き
書
籍
Ｋ
Ｋ
平
成
元
年
九
月

昭
和
五
十
年
九
月

昭
和
五
十
一
年
九
月



ア
メ
リ
カ
ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
小
論
棲
神
三
十
四
号
昭
和
三
十
六
年
三
月

ア
メ
リ
カ
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ズ
ム
形
成
と
ド
ラ
イ
サ
ー
の
位
置
に
つ
い
て
棲
神
三
十
五
号
昭
和
三
十
七
年
二
月

ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
に
見
る
生
と
死
な
る
も
の
棲
神
三
十
六
号
昭
和
三
十
七
年
十
月

ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
を
中
心
と
す
る
ロ
ス
ト
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
棲
神
三
十
七
号
昭
和
三
十
八
年
十
二
月

ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
に
於
け
る
山
に
つ
い
て
棲
神
三
十
八
号
昭
和
四
十
年
二
月

幼
児
教
育
に
於
け
る
一
考
察
日
本
英
文
学
会
幼
児
教
育
部
研
究
発
表
（
口
頭
の
承
）
昭
和
四
十
一
年
十
月

ス
テ
ィ
ブ
ン
・
ク
レ
ー
ン
に
つ
い
て

棲
神
四
十
号
昭
和
四
十
二
年
十
二
月

言
語
学
上
の
転
移
に
つ
い
て

棲
神
四
十
二
号
昭
和
四
十
五
年
三
月

「
殺
人
者
」
に
於
け
る
宗
教
性
棲
神
四
十
四
号
昭
和
四
十
七
年
二
月

「
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
・
オ
・
フ
・
・
ブ
ッ
ダ
」
に
て
仏
教
用
語
と
し
て
用
い
ら
れ
た
る
英
語
に
つ
い
て

棲
神
四
十
五
号
昭
和
四
十
八
年
二
月

エ
ド
ワ
Ｉ
ヅ
・
コ
ー
ン
ズ
に
よ
る
釈
尊
伝
と
「
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
・
オ
ブ
・
ブ
ッ
ダ
（
仏
教
聖
典
）
」
と
の
表
現
方
法
の
比
較
に
つ
い
て

棲
神
四
十
六
号
昭
和
四
十
九
年
三
月

ヨ
ー
ロ
ッ
・
〈
の
教
育
事
情
に
つ
い
て

棲
神
四
十
七
号
昭
和
五
十
年
三
月

「
仏
教
聖
典
」
に
於
て
仏
教
用
語
と
し
て
用
い
ら
れ
た
英
語
に
つ
い
て
棲
神
四
十
八
号
昭
和
五
十
年
十
月

言
語
に
つ
い
て
の
一
考
察
棲
神
五
十
号
昭
和
五
十
三
年
三
月

論
文



言
語
小
論
③

言
語
に
つ
い
て
の
一
考
察
ｌ
そ
の
２
１

言
語
小
論
①

言
語
小
論
①

言
語
小
論
①

言
語
小
論
①

言
語
小
論
①

言
語
小
論
①

言
語
小
論
⑬

言
語
小
論
⑫

言
語
小
論
⑪

日
本
英
文
学
会
会
員

日
本
英
語
教
育
協
議
会
会
員

ナ
サ
｝
三
ル
・
ホ
ー
ソ
ン
に
つ
い
て
の
一
考
察

学
会

昭
和
三
十
五
年
四
月

昭
和
四
十
年
四
月
ｌ
昭
和
六
十
一
年
三
月

’
棲
神
五
十
一
号

棲
神
五
十
二
号

棲
神
五
十
六
号

棲
神
五
十
四
号

棲
神
五
十
五
号

棲
神
五
十
三
号

棲
神
五
十
七
号

棲
神
五
十
八
号

棲
神
五
十
九
号

棲
神
六
十
号

棲
神
六
十
三
号

棲
神
六
十
一
号

現
在

昭
和
五
十
四
年
三
月

昭
和
五
十
五
年
三
月

昭
和
五
十
六
年
三
月

昭
和
六
十
年
三
月

昭
和
五
十
八
年
三
月

昭
和
五
十
九
年
三
月

昭
和
五
十
七
年
三
月

昭
和
六
十
二
年
三
月

昭
和
六
十
一
年
三
月

平
成
三
年
三
月

平
成
元
年
三
月

昭
和
六
十
三
年
三
月
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法
華
経
の
題
目
を
唱
え
、
他
に
も
唱
え
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
は
、
日
蓮
聖
人
の
生
涯
を
通
じ
て
の
願
目
で
あ
っ
た
。
聖
人
が
理
想
と
し

た
生
仏
一
如
、
娑
婆
即
寂
光
の
世
界
に
到
達
す
る
為
に
は
、
先
ず
「
唱
題
」
か
ら
入
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
説
い
た
こ
と
は
、
紛
れ
も

な
い
事
実
で
あ
っ
た
。
こ
の
場
合
の
唱
題
と
は
、
文
字
通
り
に
法
華
経
の
題
目
を
一
心
に
唱
え
る
こ
と
で
あ
る
。
口
に
唱
え
る
の
柔
で
な

く
、
意
に
唱
え
身
に
唱
え
る
こ
と
に
よ
り
、
理
想
の
実
現
が
あ
る
と
し
た
の
で
あ
る
。
故
に
宗
門
で
も
「
お
題
目
総
弘
通
」
が
叫
ば
れ
、

「
唱
題
」
に
関
す
る
諸
行
事
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

古
来
、
唱
題
に
つ
い
て
は
先
師
に
よ
り
、
そ
の
意
義
や
功
徳
に
つ
い
て
、
法
華
経
や
遺
文
の
上
か
ら
、
幾
多
論
究
さ
れ
て
き
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
専
ら
開
目
・
本
尊
の
両
抄
を
中
心
と
し
た
唱
題
に
よ
る
成
仏
論
に
集
中
し
、
結
論
的
な
究
明
に
傾
く
も
の
が
圧
倒
的
で

あ
っ
た
と
い
え
る
。
勿
論
、
唱
題
成
仏
論
は
教
学
の
帰
結
で
あ
り
、
股
も
重
要
な
問
題
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
に
論
究
が
集
中
す
る
の
は
当

然
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
だ
が
、
問
題
は
唱
題
に
よ
る
成
仏
の
論
に
の
柔
意
を
注
ぎ
、
そ
こ
に
至
る
ま
で
の
段
階
的
究
明
が
、
と
も
す
る

と
忘
れ
ら
れ
が
ち
な
と
こ
ろ
に
あ
る
と
い
え
る
。
即
ち
、
「
題
目
を
唱
え
る
こ
と
が
現
代
に
お
い
て
な
ぜ
必
要
な
の
か
」
と
い
う
問
に
対

し
、
「
そ
れ
は
唱
題
に
よ
っ
て
成
仏
で
き
る
か
ら
で
あ
る
」
と
直
に
結
論
を
持
ち
出
し
、
「
だ
か
ら
お
題
目
総
弘
通
」
で
あ
り
、
「
唱
題

日
蓮
聖
人
初
期
の
唱
題
観
（
上
田
）

日
蓮
聖
人
初
期
の
唱
題
観

一

、

上
田
本
昌

(I)



日
蓮
聖
人
初
期
の
唱
題
観
（
上
田
）

行
」
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
だ
と
短
兵
急
に
考
え
て
、
す
べ
て
こ
と
足
れ
り
と
す
る
点
に
あ
る
と
い
え
る
。

日
蓮
聖
人
が
、
「
唱
題
に
よ
る
成
仏
」
と
い
う
結
論
に
た
ど
り
着
く
ま
で
に
は
、
相
当
の
究
明
と
準
備
を
必
要
と
し
た
わ
け
で
あ
る
。

六
十
一
年
の
生
涯
に
お
い
て
、
そ
の
半
数
の
三
十
二
歳
ま
で
は
、
仏
教
の
采
で
は
な
く
広
く
儒
・
外
に
ま
で
及
ぶ
究
明
と
準
備
の
時
代
を

す
ご
し
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。
更
に
そ
れ
は
後
半
の
人
生
、
即
ち
鎌
倉
・
佐
渡
・
身
延
の
時
代
に
ま
で
引
き
継
が
れ
て
行
っ
た
こ
と
を
考

え
る
と
、
容
易
な
ら
ざ
る
も
の
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

「
唱
題
成
仏
」
と
い
う
結
論
を
振
り
か
ざ
す
こ
と
は
簡
単
で
あ
る
が
、
端
に
結
論
の
象
を
持
っ
て
運
動
を
進
め
る
ば
か
り
で
は
な
く
、

「
唱
題
に
よ
る
成
仏
」
に
至
る
ま
で
の
、
聖
人
の
究
明
の
跡
を
素
直
に
た
ど
っ
て
ゑ
る
必
要
が
、
特
に
現
代
に
と
っ
て
は
不
可
欠
の
要
諦

で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
即
ち
、
「
な
ぜ
唱
題
な
の
か
」
と
い
う
原
点
に
立
ち
帰
っ
て
、
「
唱
題
」
の
本
来
の
意
義
を
、
出
発
点
か
ら
考
察

す
る
こ
と
が
基
本
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
え
る
。

要
す
る
に
開
目
・
本
尊
の
両
抄
に
よ
り
、
聖
人
の
題
目
観
は
完
成
す
る
と
考
え
、
そ
の
完
成
さ
れ
た
題
目
観
の
み
を
考
え
て
、
そ
こ
に

至
る
ま
で
の
過
程
を
軽
視
す
る
と
し
た
ら
、
信
行
上
か
ら
も
、
布
教
上
か
ら
も
、
か
え
っ
て
そ
の
題
目
観
を
真
に
解
す
る
こ
と
は
不
可
能

と
な
ろ
う
。
何
に
事
に
よ
ら
ず
結
論
を
理
解
す
る
為
に
は
、
そ
こ
に
至
る
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
を
知
ら
な
く
て
は
、
結
論
の
真
の
理
解
は
得

末
法
の
世
に
「
仏
使
」
と
し
て
、
題
目
を
弘
め
る
べ
き
使
命
を
持
っ
て
出
世
し
た
日
蓮
聖
人
の
門
下
が
、
「
題
目
を
弘
め
る
べ
き
使
命

」
を
持
っ
た
法
師
（
僧
）
と
し
て
生
き
て
行
く
に
は
、
但
信
無
解
の
在
俗
と
同
一
の
立
場
で
、
結
論
だ
け
し
か
取
り
あ
げ
な
い
と
い
っ
た

態
度
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
令
８
－
）

法
華
経
所
説
の
「
法
師
」
は
、
衆
生
の
教
化
が
使
命
で
あ
る
こ
と
は
、
既
に
論
究
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
聖
人
の
唱
題
観
に
つ
い
て
、

ら
れ
な
い
の
と
同
様
で
あ
る
。

（2）



「
世
間
之
道
俗
さ
せ
る
法
華
経
の
文
義
を
弁
へ
ず
と
も
、
一
部
・
一
巻
・
四
要
品
・
自
我
偶
・
一
句
等
を
受
持
し
、
或
は
自
も
よ
み
か

き
、
若
は
人
を
し
て
も
よ
ゑ
か
か
せ
、
或
は
我
と
よ
ゑ
か
か
ざ
れ
ど
も
（
乃
至
）
終
に
法
華
経
を
得
心
る
も
の
と
成
て
、
十
方
浄
土
に

テ
モ
二
二

（
言
月
君
）

も
往
生
し
、
又
於
二
此
土
一
即
身
成
仏
す
る
事
有
べ
き
や
。
」

ツ

と
質
問
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
「
か
り
そ
め
に
も
法
華
経
を
信
じ
て
卿
も
誇
を
生
ぜ
ざ
ら
ん
人
は
、
余
の
悪
に
ひ
か
れ
て
悪
道
に
堕
べ

日
蓮
聖
人
初
期
の
唱
題
観
（
上
田
）

問
で
は
、

そ
こ
で
、
聖
人
初
期
の
題
目
観
か
ら
逐
次
道
を
辿
る
と
し
た
ら
、
先
ず
『
唱
法
華
題
目
紗
』
と
、
『
法
華
題
目
紗
』
の
二
紗
を
あ
げ
な

く
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
以
前
に
も
『
一
生
成
仏
紗
』
や
『
守
護
国
家
論
』
等
に
妙
法
華
経
の
最
勝
た
る
こ
と
、
真
実
開
顕
の

（
○
ｇ
）

経
典
で
あ
り
、
妙
法
を
唱
え
る
こ
と
に
よ
り
「
一
生
成
仏
更
に
疑
あ
る
べ
か
ら
ず
」
と
い
っ
た
表
記
は
あ
る
も
の
の
本
格
的
な
唱
題
観

は
、
文
応
元
年
五
月
二
十
八
日
に
鎌
倉
の
名
越
で
述
作
さ
れ
た
『
唱
法
華
題
目
紗
』
を
も
っ
て
最
初
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
の
御
書
は
現
在
、
『
唱
題
紗
』
と
も
称
さ
れ
真
蹟
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
が
、
古
来
真
蹟
現
存
の
御
書
と
同
様
に
み
ら
れ
て
お
り
、

（
⑥
③
）

『
南
条
兵
衛
七
郎
殿
御
書
』
の
真
蹟
第
二
紙
・
第
三
紙
の
行
間
に
、
日
興
の
筆
に
よ
る
本
紗
の
抄
写
が
見
ら
れ
る
の
で
、
当
時
は
真
蹟
が

存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
述
作
は
「
文
応
元
年
畦
轆
五
月
二
十
八
日
於
鎌
倉
名
越
書
畢
」
と
末
文
に
あ
る
の
で
、
『
立
正
安
国

論
』
と
ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
し
て
の
述
作
と
い
え
る
。

こ
の
御
書
で
は
念
仏
の
信
者
と
の
問
答
形
式
十
五
番
を
重
ね
、
法
華
経
の
題
目
を
唱
え
る
こ
と
の
功
徳
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
第
一

こ
れ
よ
り
完
成
に
至
る
ま
で
の
初
期
の
過
程
の
一
端
を
考
察
し
て
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
一
、

（3）



日
蓮
聖
人
初
期
の
唱
題
観
（
上
田
）

し
と
お
ぼ
え
ず
。
」
と
答
え
、
大
通
智
勝
仏
の
十
六
王
子
の
例
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
ま
だ
「
法
華
経
の
文
義
」
と
い
う
と
ら
え
方

で
、
一
部
一
巻
一
句
の
書
写
や
読
諦
、
と
他
人
に
も
そ
れ
を
勧
め
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
て
、
ま
だ
「
唱
題
」
に
関
し
て
は
述
べ
ら
れ
て

い
な
い
。
専
ら
「
法
華
経
に
信
を
と
り
候
べ
き
」
こ
と
を
強
調
し
て
問
答
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
難
解
な
法
華
よ
り
、
易
行
の
念
仏

の
方
が
勝
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
聖
道
・
浄
土
の
二
門
に
つ
い
て
、

ノ

レ
ハ

ス

「
念
仏
の
法
門
は
な
に
と
義
理
を
知
ら
ざ
れ
ど
も
、
弥
陀
名
号
を
奉
レ
唱
、
浄
土
に
往
生
す
る
由
を
申
は
、
遙
に
法
華
経
よ
り
も
弥
陀

（
匡
一
ｕ
）

の
名
号
は
い
拳
じ
く
こ
そ
聞
え
侍
れ
。
」

と
信
行
の
難
易
度
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

①
退
大
取
小
の
者
と
い
っ
て
法
華
経
を
捨
て
て
権
教
に
移
っ
た
場
合
は
、
後
に
は
悪
道
に
堕
ち
る
。

②
法
華
経
を
誹
誇
し
て
こ
れ
を
捨
て
た
者
は
、
た
と
え
義
理
を
知
る
よ
う
な
者
で
あ
っ
て
も
誘
法
の
人
で
あ
る
。

③
末
代
の
我
等
が
法
華
経
の
一
偶
一
句
を
聞
い
て
随
喜
の
念
を
持
っ
た
な
ら
ば
、
ま
さ
し
く
五
十
展
転
・
一
念
随
喜
の
者
に
相
当
す
る
。

①
若
し
も
誇
法
の
者
と
な
れ
ば
、
い
か
に
念
仏
を
申
す
と
も
往
生
は
不
定
の
も
の
と
な
る
、
と
し
て
い
る
。

聖
人
に
よ
れ
ば
、
法
華
経
を
疎
略
に
心
得
え
る
者
を
誇
法
と
し
、
「
誇
法
と
申
す
は
違
背
の
義
也
。
」
と
解
し
て
、
仏
に
違
背
し
た
者
が

如
何
に
念
仏
を
唱
え
て
ぶ
て
も
、
成
仏
得
道
は
あ
り
え
な
い
と
の
考
え
を
主
張
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、

テ
ク

テ
ク

「
問
云
、
只
題
目
計
を
唱
る
功
徳
如
何
。
答
云
、
釈
迦
如
来
、
法
華
経
を
と
か
ん
と
お
ぽ
し
め
し
て
世
に
出
で
ま
し
ま
し
し
か
ど
も
、

四
十
余
年
の
程
は
法
華
経
の
御
名
を
秘
し
お
ぽ
し
め
し
て
、
御
年
三
十
の
比
よ
り
七
十
余
に
至
ま
で
法
華
経
の
方
便
を
ま
う
け
、
七
十

二
に
し
て
始
て
題
目
を
呼
出
さ
せ
給
へ
ぱ
、
諸
経
の
題
目
に
是
を
比
ぶ
べ
か
ら
ず
。
其
上
、
法
華
経
の
肝
心
た
る
方
便
・
寿
熾
の
一
念

（
６
）

三
千
・
久
遠
実
成
の
法
門
は
妙
法
の
二
字
に
お
さ
ま
れ
り
。
」

（4 ）



此
の
点
に
つ
い
て
は
天
台
が
『
法
華
玄
義
』
の
中
で
題
目
五
字
の
説
明
を
し
て
い
る
の
で
周
知
の
如
く
で
あ
る
が
、
第
一
巻
で
五
字
の
大

意
を
述
べ
、
第
二
巻
か
ら
七
巻
ま
で
に
渡
り
、
広
く
「
妙
」
の
一
宇
に
つ
い
て
語
り
、
八
巻
九
巻
で
は
「
法
華
経
」
の
三
字
に
つ
い
て
解

釈
し
、
十
巻
で
は
「
経
」
の
一
宇
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
。
特
に
「
妙
」
の
一
字
に
つ
い
て
は
最
も
重
要
視
し
、
巻
を
重
ね
て
あ
ら
ゆ
る

角
度
か
ら
「
妙
」
の
解
説
を
行
っ
て
い
る
。

本
来
、
「
妙
」
と
は
仏
の
悟
り
の
境
界
を
表
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
「
不
可
思
議
境
」
で
あ
り
、
「
絶
言
の
境
地
」
で
あ
っ
て
、

簡
単
に
文
字
や
言
葉
で
説
明
の
つ
く
も
の
で
は
な
い
が
、
敢
て
末
輩
の
為
に
解
説
を
試
ゑ
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
不
立
文
字
」
の
境
を
文

字
で
表
す
こ
と
は
容
易
な
事
で
は
な
い
。
こ
の
意
味
か
ら
『
玄
義
』
が
、
敢
て
そ
の
難
事
を
な
し
と
げ
た
意
義
は
大
き
な
も
の
が
あ
る
と

い
え
る
。
天
台
に
し
て
よ
く
な
し
と
げ
た
行
蹟
と
称
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
尚
、
た
と
え
初
期
の
御
書
と
は
い
え
、
「
法
華
経
の
肝
心
た
る

方
便
・
寿
量
の
一
念
三
千
・
久
遠
実
成
の
法
門
は
妙
法
の
二
字
に
お
さ
ま
れ
り
。
」
と
い
う
説
は
、
後
の
開
・
本
両
抄
は
も
と
よ
り
聖
人

日
蓮
聖
人
初
期
の
唱
題
観
（
上
田
）

と
述
べ
て
こ
れ
よ
り
法
華
経
の
題
目
と
諸
経
の
題
目
と
の
相
異
を
明
確
に
し
て
い
る
。
即
ち
、

①
仏
は
成
道
以
来
七
十
余
歳
に
至
る
ま
で
、
諸
経
を
説
か
れ
た
が
、
法
華
経
の
題
目
は
秘
し
て
未
顕
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
教
・
機
・
時
共

に
い
ま
だ
そ
の
段
階
に
至
ら
な
か
っ
た
為
で
あ
っ
た
。

①
仏
が
七
十
二
歳
に
至
っ
て
始
め
て
法
華
経
の
題
目
を
顕
し
、
真
実
を
示
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

③
従
っ
て
諸
経
の
題
目
と
法
華
経
の
題
目
と
は
、
根
本
的
に
比
較
に
は
な
ら
な
い
程
、
法
華
経
の
題
目
の
方
が
優
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

①
其
の
上
更
に
、
一
切
衆
生
の
皆
成
仏
道
の
法
門
た
る
方
便
品
と
寿
遥
品
の
肝
心
で
あ
る
「
一
念
三
千
」
と
「
久
遠
実
成
」
の
二
大
法
門

は
、
「
妙
法
」
の
題
目
の
二
字
の
承
に
お
さ
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
諸
経
の
題
目
と
は
全
く
違
っ
た
内
容
を
持
っ
た
題
目
で
あ

る
と
す
る
の
で
あ
る
。

（5）



さ
て
、
本
紗
で
は
「
止
観
十
巻
の
心
は
一
念
三
千
・
百
界
千
如
・
三
千
世
間
・
心
仏
衆
生
三
無
差
別
と
立
僅
淫
『
止
観
』
に
及
び
、

妙
法
の
題
目
と
他
の
経
典
の
題
目
と
の
相
違
を
一
層
明
白
に
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

①
一
切
の
諸
仏
・
菩
薩
・
十
界
の
因
果
・
十
方
の
草
木
瓦
礫
等
は
妙
法
の
二
字
に
あ
ら
ず
と
云
う
事
は
な
い
と
し
て
、
法
界
の
す
べ
て
は

妙
法
で
あ
る
と
し
、
諸
経
の
題
目
の
如
く
単
に
一
経
の
題
名
と
し
て
の
意
義
し
か
持
た
ぬ
も
の
と
は
根
本
的
に
異
っ
て
い
る
こ
と
を
示

日
蓮
聖
人
初
期
の
唱
題
観
（
上
田
）

晩
年
の
教
学
に
も
主
流
を
な
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。

①
ま
た
華
厳
・
阿
含
等
の
四
十
余
年
間
の
諸
経
に
は
実
大
乗
の
功
徳
は
収
ま
っ
て
い
な
い
と
し
、
小
乗
は
勿
論
、
権
大
乗
の
経
点
の
題
目

に
は
実
大
乗
の
功
徳
は
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

③
大
乗
の
中
で
も
「
往
生
」
を
説
く
経
の
題
目
に
は
、
他
土
へ
の
往
生
を
説
く
の
み
で
あ
っ
て
、
即
身
成
仏
の
功
徳
は
含
ま
れ
て
い
な

↓

①
例
え
て
承
る
と
諸
大
乗
経
の
題
目
は
、
小
乗
経
の
題
目
に
比
較
し
て
王
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
「
王
中
の
王
」
で
は
な
い
。

こ
う
し
て
諸
経
の
題
目
と
、
法
華
経
の
題
目
と
の
相
違
を
あ
げ
、
そ
の
勝
劣
を
判
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
来
、
「
題
目
」
と
は
経
典
の

「
題
名
」
で
あ
り
「
名
目
」
の
こ
と
で
あ
る
。
故
に
「
題
目
」
と
い
う
が
こ
こ
で
明
ら
か
な
如
く
、
法
華
経
の
題
目
は
単
な
る
一
経
典
名

。

◎

の
み
の
意
味
で
は
な
く
、
「
妙
法
蓮
華
経
」
の
中
に
は
上
述
の
如
き
諸
の
功
徳
が
含
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
此

の
点
に
つ
い
て
は
、
他
の
御
書
の
中
で
も
、
し
ば
し
ば
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

し
て
い
る
。

、
０

一
一
一
、

（6）



本
紗
は
佐
前
も
極
め
て
初
期
の
述
作
で
あ
る
た
め
、
と
も
す
る
と
佐
後
の
諸
御
書
と
は
、
全
く
異
っ
た
所
説
の
如
く
に
考
え
ら
れ
、
軽

視
さ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
た
と
え
佐
前
の
初
期
で
あ
っ
て
も
、
聖
人
の
法
華
経
を
所
依
と
す
る
信
仰
の
基
本
は
、
確
乎
た
る
も
の
が
あ

り
、
唱
題
を
唯
一
の
所
行
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
は
変
り
は
な
い
。
例
え
ば
法
華
経
を
信
行
す
る
者
の
あ
り
方
を
問
う
た
の
に
対
し
、

し
（
加
）

「
常
の
所
行
は
題
目
を
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
唱
く
し
。
た
へ
た
ら
ん
人
は
一
偶
一
句
を
も
可
レ
奉
レ
読
・
」

と
明
確
に
唱
題
を
「
常
の
所
行
」
と
し
て
決
定
し
て
い
る
。
こ
れ
は
佐
前
・
佐
後
を
一
貫
し
た
聖
人
の
信
行
上
に
お
け
る
態
度
で
あ
り
、

日
蓮
聖
人
初
期
の
唱
題
観
（
上
田
）

題
目
八
鐸
蕊
御
価
繩
剛
卜
韮
働
恥
翻
恥
仙
卜
筆
龍
蓋
剛
雍
徳
Ｉ
王
中
の
王

と
述
べ
て
、
法
華
経
の
題
目
の
斗

い
る
。
即
ち
法
華
経
の
題
目
の
一

こ
と
を
論
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

る
。
そ
れ
に
対
し
て
、

更
に
本
紗
で
は
、
諸
経
の
題
目
を
説
い
た
仏
に
つ
い
て
も
、
仏
は
皆
平
等
で
あ
る
と
い
う
意
味
を
も
っ
て
他
仏
も
自
仏
も
、
承
な
同
じ

で
あ
る
と
言
い
、
或
い
は
法
身
平
等
の
理
を
立
て
、
ど
の
仏
も
皆
同
じ
で
あ
る
と
い
う
立
場
を
一
般
に
と
っ
て
い
る
が
、
実
は
経
が
違
う

（
⑨
⑨
）

よ
う
に
仏
も
又
一
仏
毎
に
異
り
、
．
仏
に
一
切
仏
の
功
徳
を
お
さ
め
ず
。
」
と
し
諸
経
で
は
一
仏
一
経
毎
の
存
在
で
あ
る
と
し
て
い

「
今
法
華
経
は
四
十
余
年
の
諸
経
を
一
経
に
収
め
て
、
十
方
世
界
の
三
身
円
満
の
諸
仏
を
あ
つ
め
て
、
釈
迦
一
仏
の
分
身
の
諸
仏
と
談

ず
る
故
に
、
一
仏
一
切
仏
に
し
て
妙
法
の
二
字
に
諸
仏
皆
収
れ
り
。
故
に
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
を
唱
る
功
徳
莫
大
也
。
諸
仏
諸
経
の
題

フ
（
０
秒
）

目
は
法
華
経
の
所
開
也
妙
法
は
能
開
也
、
と
し
り
て
法
華
経
の
題
目
を
唱
く
し
。
」

述
べ
て
、
法
華
経
の
題
目
の
功
徳
が
、
諸
経
典
の
題
目
よ
り
も
所
説
の
仏
・
能
説
の
法
共
に
遙
か
に
優
れ
て
い
る
こ
と
を
明
確
に
し
て

る
。
即
ち
法
華
経
の
題
目
の
中
の
「
妙
法
」
の
二
字
に
、
一
切
の
法
と
仏
と
の
功
徳
を
収
め
て
い
る
こ
と
を
あ
げ
、
優
劣
の
歴
然
た
る

（7）



日
蓮
聖
人
初
期
の
唱
題
観
（
上
田
）

些
の
相
異
も
な
い
点
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
紗
は
入
信
間
も
な
い
対
告
衆
へ
の
著
作
で
あ
る
の
で
、
説
示
の
上
に
も
、
相
当
の
配
慮
が
な

さ
れ
て
い
る
こ
と
も
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、

ス
ヲ

「
愚
者
多
き
世
と
な
れ
ば
一
念
三
千
の
観
を
先
と
せ
ず
。
其
志
あ
ら
ん
人
は
必
ず
習
学
し
て
可
し
観
し
之
」

と
あ
る
如
く
、
末
法
の
世
は
専
ら
唱
題
す
べ
き
で
あ
り
、
更
に
そ
の
上
「
其
志
あ
ら
ん
人
は
必
ず
習
学
し
て
」
一
念
三
千
を
観
ず
べ
き
で

あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
点
は
一
見
た
し
か
に
、
佐
後
の
唱
題
観
と
は
差
が
あ
る
如
く
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
い
う
「
習
学
」
と
は
、

シ
（
皿
）

『
開
目
抄
』
の
最
初
に
、
一
切
衆
生
の
「
習
学
す
べ
き
物
三
あ
り
。
」
と
い
わ
れ
て
い
る
「
習
学
」
と
同
様
の
意
味
で
あ
ろ
う
。
愚
者
は

唱
題
だ
が
、
智
者
は
唱
題
よ
り
も
一
念
三
千
を
観
ぜ
よ
と
い
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
唱
題
で
あ
る
が
、
そ
の
上
更
に
分
に
応

じ
て
の
「
習
学
」
な
の
で
あ
る
。
愚
者
と
智
者
に
分
け
て
、
「
常
の
所
行
」
を
説
い
て
い
る
か
の
如
く
で
あ
る
が
、
「
其
志
あ
ら
ん
人
」

と
は
分
に
応
じ
て
所
行
を
進
め
る
人
の
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
助
行
と
し
て
示
さ
れ
た
も
の
と
い
え
る
。
『
開
目
紗
』
で
も
習
学
す
べ
き

儒
・
外
・
内
の
三
は
、
一
切
衆
生
の
分
に
応
じ
て
の
習
学
で
あ
る
。

即
ち
、
あ
く
ま
で
信
行
の
基
本
・
正
行
は
、
「
題
目
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
唱
く
し
。
」
で
あ
り
、
機
に
従
っ
て
読
・
調
・
解
説
・
書

写
等
の
助
行
を
用
い
、
自
行
・
化
他
に
亘
る
信
心
を
増
益
せ
し
め
る
こ
と
に
あ
る
の
で
あ
る
。
身
延
で
の
代
表
著
作
た
る
『
撰
時
抄
』
に

は
冒
頭
に
、

し

（
岨
）

「
夫
仏
法
を
学
せ
ん
法
は
必
ず
先
づ
時
を
な
ら
う
べ
し
。
」

と
あ
る
。
仏
法
を
「
学
ぶ
」
に
は
必
ず
時
を
「
な
ら
う
」
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
し
、
即
ち
習
学
す
べ
き
こ
と
《

る
。
こ
の
「
習
学
」
も
や
は
り
機
に
従
っ
て
の
習
学
で
あ
る
。
『
唱
法
華
題
目
紗
』
に
し
て
も
、
『
開
目
抄
』
や
思

共
に
一
檀
信
徒
個
人
に
宛
た
消
息
文
で
は
な
い
。
著
作
で
あ
り
広
く
門
下
の
僧
俗
に
与
え
ら
れ
た
も
の
と
い
え
る
。

即
ち
習
学
す
べ
き
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
の
で
あ

』
も
、
『
開
目
抄
』
や
『
撰
時
抄
』
に
し
て
も
、

ら
れ
た
も
の
と
い
え
る
。
従
っ
て
「
機
」
に
よ

（8）



従
来
、
と
も
す
る
と
佐
前
を
序
分
、
佐
後
を
正
宗
分
と
に
区
分
し
、
画
一
的
に
叉
は
機
械
的
に
祖
書
を
二
分
し
て
、
佐
前
の
祖
書
は
序

分
で
あ
る
た
め
、
正
宗
分
に
は
及
ぱ
な
い
か
の
如
く
に
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
あ
ま
り
に
も
序
正
二
分
説
に
拘
っ
た
見
方
で
あ
る

と
い
え
る
。
勿
論
、
そ
う
し
た
説
に
該
当
す
る
祖
書
も
あ
る
で
あ
ろ
う
が
、
佐
前
な
る
が
故
に
、
す
べ
て
を
一
括
し
て
序
分
と
き
め
つ
け

る
扱
い
方
に
は
無
理
が
あ
る
。
佐
前
の
中
に
も
正
宗
分
あ
り
、
佐
後
の
中
に
も
序
分
と
同
様
の
記
述
が
あ
る
こ
と
を
認
め
る
と
き
、
機
械

的
な
分
類
は
、
聖
人
の
教
義
を
真
に
理
解
し
て
い
く
上
で
、
妨
げ
に
な
る
場
合
も
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

日
蓮
聖
人
初
期
の
唱
題
観
（
上
田
）

り
唱
題
正
行
の
他
に
、
適
宜
読
・
調
等
の
助
行
を
修
す
べ
き
こ
と
が
示
さ
れ
、
特
に
二
陣
三
陣
と
聖
人
の
後
を
継
承
す
る
行
者
に
と
っ
て

は
、
「
仏
法
を
学
び
」
「
時
を
な
ら
う
」
こ
と
も
「
必
ず
」
実
践
す
べ
き
こ
と
で
あ
り
、
時
に
分
に
応
じ
て
は
「
一
念
三
千
の
観
」
も
唱

題
を
通
し
て
、
正
観
成
就
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
い
え
る
。
更
に
『
下
山
御
消
息
』
に
よ
る
と
、
「
仏
法
を
修
行
す
る
法
は
必
ず
経

フ

４
ス

（
咽
）

々
の
大
小
・
権
実
・
顕
密
を
弁
べ
き
上
、
よ
く
よ
く
時
を
知
り
、
機
を
鑑
て
申
べ
き
事
也
。
」
と
あ
り
、
機
に
依
っ
て
弘
通
を
弁
え
な
く

て
は
、
「
身
心
を
苦
し
め
て
修
行
す
れ
ど
も
験
な
き
事
な
り
。
」
と
も
い
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
機
根
に
よ
っ
て
、
分
に
応
じ
た

修
行
や
弘
通
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
如
何
な
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
唱
題
の
正
行
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
言
を
ま
た
な
い
の
で
あ
る
。
正
行
を
修
し
た
上
で

更
に
「
志
あ
ら
ん
人
」
は
即
ち
分
に
応
じ
て
の
助
行
を
修
す
べ
き
で
あ
る
。
『
報
恩
抄
』
で
、

プ
（
Ｍ
）

「
日
本
乃
至
漢
土
月
支
一
閻
浮
提
に
入
ご
と
に
有
智
無
智
を
き
ら
は
ず
、
一
同
に
他
事
を
す
て
て
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
唱
く
し
。
」

と
有
智
無
智
を
え
ら
ば
ず
一
同
に
唱
題
を
勧
奨
さ
れ
て
い
る
の
は
、
あ
く
ま
で
正
行
の
唱
題
が
基
本
の
信
行
で
あ
る
こ
と
を
示
さ
れ
た
も

の
で
あ
っ
て
、
『
唱
題
紗
』
の
「
常
の
所
行
は
題
目
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
唱
く
し
。
」
と
い
わ
れ
て
い
る
の
と
大
き
な
差
が
あ
る
わ
け

で
は
な
い
。

（9）



日
蓮
聖
人
初
期
の
唱
題
観
（
上
田
）

一
抄
の
中
で
も
、
例
え
ば
本
尊
に
関
す
る
説
示
で
は
、
未
だ
三
秘
を
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
正
宗
分
未
顕
の
部
分
も
あ
る
が
、
そ
の
点

だ
け
を
と
っ
て
、
一
抄
を
区
分
拠
理
す
る
こ
と
は
、
好
ま
し
い
こ
と
と
は
い
え
な
い
。
特
に
『
唱
題
紗
』
は
、
前
述
の
如
く
『
立
正
安
国

論
』
と
は
あ
い
前
後
し
て
著
作
さ
れ
た
「
姉
妹
篇
」
で
あ
る
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
「
常
の
所
行
は
唱
題
を
」
と
す
す
め
ら
れ

て
い
る
点
は
、
正
宗
分
中
の
祖
書
と
同
一
の
立
場
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
佐
後
の
祖
書
と
大
き
な
相
違
が
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
こ

の
点
に
関
し
て
は
、
身
延
入
山
後
の
聖
人
を
流
通
分
と
し
て
扱
う
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
同
様
に
、
す
べ
て
身
延
時
代
の
祖
書
を
流
通

分
で
あ
る
と
し
、
正
宗
分
は
佐
渡
在
島
中
に
終
っ
て
い
る
か
の
如
く
に
考
え
る
の
も
、
こ
れ
叉
拘
っ
た
見
方
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
む

し
ろ
正
宗
分
の
帰
結
は
、
身
延
時
代
の
祖
書
の
中
に
あ
る
と
も
い
え
る
。

因
承
に
『
唱
題
妙
』
で
は
最
後
に
、
次
の
よ
う
な
注
目
す
べ
き
一
文
を
も
っ
て
、
一
紗
を
締
め
く
く
っ
て
い
る
。

ル
メ

ラ
ソ
ラ

「
唯
仏
の
遺
言
の
如
く
、
一
向
に
権
経
を
弘
め
て
実
経
を
つ
ゐ
に
不
し
弘
人
師
は
、
権
経
に
宿
習
あ
り
て
実
経
に
不
し
入
者
は
、
或
は
魔

（
妬
》

に
た
ぽ
ら
か
さ
れ
て
通
を
現
ず
る
か
。
但
法
門
を
も
て
邪
正
を
た
だ
す
べ
し
。
利
根
と
通
力
と
に
は
よ
る
べ
か
ら
ず
。
」

と
あ
る
ｏ
こ
れ
は
唐
土
の
人
師
の
中
に
通
力
を
現
し
て
人
々
に
徳
を
ほ
ど
こ
し
た
例
を
あ
げ
て
い
る
の
に
対
し
て
の
答
弁
で
あ
る
。
例
え

ば
善
無
畏
三
蔵
の
如
く
、
実
経
に
依
ら
ず
権
経
に
付
い
て
通
力
を
現
ず
る
の
は
、
「
魔
に
た
ぽ
ら
か
さ
れ
て
」
の
所
業
で
あ
る
と
し
、
利

根
や
通
力
に
迷
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
あ
く
ま
で
法
門
の
正
邪
に
依
っ
て
選
択
を
誤
ら
な
い
よ
う
に
心
掛
け
る
こ
と
が
肝
心
で
あ
る
と
誠

て
い
る
◎

こ
の
「
利
根
と
通
力
と
に
は
よ
る
べ
か
ら
ず
。
」
と
い
う
文
と
、
「
但
法
門
を
も
て
邪
正
を
た
だ
す
ぺ
し
。
」
の
文
は
、
唱
題
信
行
し

て
い
く
上
で
、
特
に
重
要
な
祖
文
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
現
今
の
門
下
は
こ
の
文
を
再
確
認
す
べ
き
で
あ
る
と
い
え
る
。

（〃）



次
に
『
法
華
題
目
紗
』
で
あ
る
が
、
前
の
『
唱
題
紗
』
よ
り
六
年
後
の
文
永
三
年
正
月
六
日
に
清
澄
寺
で
著
作
さ
れ
た
も
の
で
、
聖
人

四
十
五
歳
の
時
に
筆
を
と
っ
て
い
る
。
「
根
本
大
師
門
人
日
蓮
撰
」
と
自
署
さ
れ
て
い
る
の
で
、
外
相
承
の
立
場
で
述
べ
ら
れ
た
こ
と
が

わ
か
る
が
、
法
華
経
の
題
目
に
つ
い
て
、
そ
の
意
義
と
功
徳
を
あ
げ
、
唱
題
を
勧
め
て
い
る
点
で
は
、
佐
後
の
祖
書
と
大
き
な
隔
た
り
が

あ
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
は
、
前
の
『
唱
題
妙
』
の
時
と
同
様
で
あ
る
。
た
だ
「
根
本
大
師
門
人
日
蓮
」
と
い
う
署
名
に
拘
っ
て
、
あ
く

ま
で
天
台
沙
門
と
し
て
の
著
述
で
あ
る
と
し
、
唱
題
勧
奨
に
関
す
る
記
述
ま
で
、
軽
視
す
る
こ
と
は
行
過
ぎ
で
あ
ろ
う
。

即
ち
、
此
の
紗
は
最
初
に
大
意
を
述
べ
、
唱
題
の
功
徳
が
如
何
に
大
で
あ
る
か
を
明
示
し
て
い
る
。

テ
ク

り

「
問
云
、
法
華
経
の
意
を
も
し
ら
ず
、
義
理
を
も
あ
ぢ
は
は
ず
し
て
、
只
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
計
五
字
七
字
に
限
っ
て
一
日
に
一
遍
、

へ
カ

ー
月
乃
至
一
年
十
年
一
期
生
の
間
に
只
一
遍
な
ん
ど
唱
て
も
、
軽
重
の
悪
に
引
れ
ず
し
て
四
悪
趣
に
お
も
む
か
ず
、
つ
い
に
不
退
の
位

テ
ク

（
脳
）

に
い
た
る
べ
し
や
。
答
云
、
し
か
る
べ
き
也
。
」

こ
の
第
一
問
答
が
一
紗
の
趣
旨
を
如
実
に
表
し
て
い
る
と
い
え
る
。
た
っ
た
一
遍
の
唱
題
で
あ
っ
て
も
、
意
義
の
す
こ
ぶ
る
深
い
こ
と
が

わ
か
る
。
前
述
の
如
く
聖
人
の
宗
教
は
、
先
ず
「
唱
題
」
す
る
こ
と
か
ら
始
る
わ
け
で
あ
る
。

逆
説
す
る
と
、
如
何
に
「
智
解
」
が
秀
れ
て
い
て
も
、
「
通
力
」
が
巧
み
で
あ
っ
て
も
、
唱
題
を
実
行
し
な
い
者
は
、
悪
趣
を
離
れ
る

こ
と
も
、
不
退
の
位
に
至
る
こ
と
も
不
可
能
な
の
で
あ
る
。
聖
人
に
と
っ
て
、
「
題
目
を
唱
え
る
」
と
い
う
こ
と
は
、
直
に
法
華
経
を
「

信
ず
る
こ
と
」
に
結
び
付
く
の
で
あ
っ
て
、
「
唱
即
信
」
を
意
味
し
て
い
る
と
い
え
る
。
「
法
華
経
の
題
目
は
八
万
聖
教
の
肝
心
一
切
諸

（
Ⅳ
）

仏
の
眼
目
な
り
。
」
で
あ
る
か
ら
、
「
唱
題
す
る
こ
と
」
の
一
行
の
中
に
、
八
万
聖
教
を
唱
え
、
一
切
の
諸
仏
の
功
徳
を
集
中
す
る
こ
と

日
蓮
聖
人
初
期
の
唱
題
観
（
上
田
）

四
、

（血）



日
蓮
聖
人
初
期
の
唱
題
観
（
上
田
）

に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
「
唱
題
信
行
」
の
功
徳
で
あ
る
が
、

テ
ヲ
ル
コ
ト
ヲ
ヒ
ノ
〃
〈
ナ
リ
ト
ケ
《
ワ
ニ
ス

「
正
直
捨
方
便
の
法
華
経
に
は
以
レ
信
得
し
入
と
云
、
隻
林
最
後
の
浬
藥
経
に
は
是
菩
提
因
錐
二
復
無
量
一
若
説
二
信
心
一
則
已
摂
尽
等

云
云
ｏ
夫
仏
道
に
入
る
根
本
は
信
を
も
て
本
と
す
。
五
十
二
位
の
中
に
は
十
信
を
本
と
す
。
十
信
の
位
に
は
信
心
初
也
。
た
と
ひ
さ
と

（
岨
）

り
な
け
れ
ど
も
信
心
あ
ら
ん
者
は
鈍
根
も
正
見
の
者
也
。
た
と
ひ
さ
と
り
あ
れ
ど
も
信
心
な
き
者
は
誹
誘
閲
提
の
者
也
。
」

と
あ
る
如
く
、
髪
で
は
専
ら
「
信
」
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
信
心
な
く
し
て
は
、
仏
道
に
入
る
こ
と
は
で

き
な
い
の
だ
が
、
こ
こ
で
言
う
「
信
」
又
は
「
信
心
」
と
は
、
題
目
を
唱
え
る
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
故
に
「
さ
れ
ば
さ
せ
る

プ

解
な
く
と
も
、
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
唱
る
な
ら
ば
悪
道
を
ま
ぬ
か
る
べ
し
。
」
と
あ
り
、
題
目
を
日
輪
と
雷
に
例
え
、
我
等
を
蓮
華
と
芭

へ
プ

蕉
に
例
え
て
、
「
か
く
を
も
ひ
て
常
に
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
唱
さ
せ
給
く
し
。
」
と
唱
題
を
勧
め
て
い
る
。
即
ち
「
唱
題
即
信
心
」
で
あ

り
、
「
信
心
即
唱
題
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
っ
て
、
「
以
信
得
入
」
は
ま
た
「
唱
題
を
以
て
入
る
こ
と
を
得
る
」
と
同
様
の
意
味

り
、
「
信
心
即
唱
題
」
と
い
う
こ
し

を
持
つ
も
の
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

と
は
、 従

っ
て
、
聖
人
に
と
っ
て
は
「
仏
道
に
入
る
根
本
は
唱
題
を
も
っ
て
本
と
す
る
」
の
で
あ
り
、
た
と
え
さ
と
り
は
な
く
と
も
唱
題
の
者

は
鈍
根
も
正
見
の
者
で
あ
る
。
逆
く
に
智
解
は
あ
っ
て
も
唱
題
な
き
者
は
誹
誇
間
提
の
者
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
「
か
く
を
も

ひ
て
常
に
唱
題
せ
よ
」
と
は
、
唱
題
す
る
こ
と
が
信
心
で
あ
っ
て
、
そ
の
信
心
は
仏
道
に
入
る
根
本
で
あ
る
と
思
い
、
常
に
唱
題
を
怠
ら

ぬ
よ
う
に
せ
よ
と
い
う
意
趣
で
あ
る
と
受
け
と
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
「
唱
題
」
の
「
唱
」
の
意
味
を
、
更
に
堀
り
下
げ
て
承
る
こ
と
に
し
よ
う
。
先
ず
一
般
的
な
解
釈
か
ら
す
る
と
、
「
唱
」

「
①
と
な
へ
る
。
④
い
ひ
は
じ
め
る
。
歌
ひ
は
じ
め
る
。
先
ん
じ
て
行
ふ
。
導
く
。
＠
う
た
ふ
。
④
ょ
ぱ
は
る
。
よ
ぶ
。
①
う
た
。
詩

（〃）



し
た
が
っ
て
、
こ
の
第
一
歩
の
肝
心
で
あ
る
呼
び
か
け
る
こ
と
、
即
ち
唱
題
が
第
一
に
不
可
欠
の
意
義
を
持
つ
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ

う
。
故
に
如
何
な
る
宗
教
で
あ
っ
て
も
、
神
仏
や
法
に
対
す
る
呼
び
か
け
を
一
切
し
な
い
と
い
う
宗
教
は
な
い
。
む
し
ろ
宗
教
は
す
べ
て

こ
の
呼
び
か
け
の
行
為
か
ら
始
っ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
一
般
世
間
で
も
、
先
ず
人
と
人
と
の
関
係
は
挨
拶
か
ら
始
る
の
と

同
様
に
、
声
を
出
し
て
信
仰
す
る
対
象
に
呼
び
か
け
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
す
べ
て
の
信
仰
生
活
が
始
っ
て
行
く
の
で
あ

ブ

る
。
聖
人
が
「
口
に
唱
え
る
こ
と
」
を
厳
し
く
教
え
ら
れ
て
い
る
の
も
そ
の
為
で
あ
る
と
い
え
る
。
「
故
に
一
度
妙
法
蓮
華
経
と
唱
れ

こ
《

ぱ
、
一
切
の
仏
、
一
切
の
法
、
一
切
の
菩
薩
、
一
切
の
声
聞
、
一
切
の
梵
王
（
乃
至
）
一
切
衆
生
の
心
中
の
仏
性
を
、
唯
一
音
に
喚
顕
し

（
別
）

奉
る
功
徳
無
量
無
辺
也
。
」
と
い
う
の
も
、
「
よ
ぶ
」
「
よ
ぱ
わ
る
」
の
意
と
い
え
よ
う
。

日
蓮
聖
人
初
期
の
唱
題
観
（
上
田
）

（
畑
）

詞
。
歌
曲
。
③
或
は
縮
・
語
・
偶
・
昌
に
作
る
。
」

と
い
う
意
味
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
中
で
は
「
と
な
へ
る
」
が
最
も
よ
く
知
ら
れ
て
を
り
、
続
い
て
「
う
た
ふ
」
で
あ
ろ
う
。

「
口
」
に
「
昌
」
が
加
わ
っ
て
で
き
た
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
口
を
開
け
て
音
声
を
発
し
、
「
と
な
え
．
う
た
う
」
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま

り
「
口
唱
」
で
あ
る
が
、
こ
の
音
声
を
発
す
る
こ
と
に
、
実
は
大
き
な
意
義
が
あ
る
の
で
あ
る
。
「
よ
ぱ
は
る
・
よ
ぶ
」
と
い
う
意
味
が

あ
る
如
く
、
相
手
に
声
を
出
し
て
「
呼
、
．
呼
び
か
け
る
」
こ
と
で
あ
る
。

一
般
的
な
例
か
ら
考
え
て
も
、
人
と
人
が
往
き
会
っ
た
時
、
先
ず
声
を
か
け
て
相
手
を
呼
び
と
め
、
互
い
に
意
志
の
通
じ
合
い
が
、
そ

こ
か
ら
始
る
わ
け
で
あ
る
。
相
手
の
名
を
よ
び
合
う
こ
と
、
こ
れ
が
第
一
歩
で
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
、
宗
教
の
世
界
で
も
人
が
神
仏
或
い

は
そ
の
教
法
に
対
し
て
呼
び
か
け
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
と
い
え
る
。
千
里
の
道
も
一
歩
か
ら
始
る
如
く
、
宗
教
の
道
も
こ
の
呼
び
か
け
の

第
一
歩
か
ら
出
発
す
る
の
で
あ
っ
て
、
呼
び
か
け
の
一
歩
な
く
し
て
は
、
二
歩
も
三
歩
も
、
ま
し
て
や
千
里
の
目
的
に
到
達
は
で
き
な

い
◎

（〃）



日
蓮
聖
人
初
期
の
唱
題
観
（
上
田
）

神
力
品
で
は
仏
が
、
無
量
百
千
万
億
の
一
切
の
衆
の
前
に
於
て
、
「
出
広
長
舌
、
上
至
梵
世
」
を
現
し
て
い
る
。
広
長
舌
を
出
す
と
は

世
尊
が
音
声
を
発
し
て
衆
生
に
呼
び
か
け
ら
れ
語
り
か
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
故
に
又
衆
生
は
、
「
彼
諸
衆
生
、
聞
虚
空
中
、
声
己

合
掌
向
、
娑
婆
世
界
、
作
如
是
言
、
南
無
釈
迦
牟
尼
仏
、
南
無
釈
迦
牟
尼
仏
。
」
と
今
度
は
仏
に
向
っ
て
そ
の
名
を
唱
え
、
呼
び
か
け
て

礼
を
尽
し
帰
依
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

次
に
「
唱
」
に
は
「
い
ひ
は
じ
め
る
。
歌
ひ
は
じ
め
る
。
」
と
い
う
意
味
が
あ
る
。
ま
だ
誰
れ
も
唱
え
て
い
な
い
の
に
、
自
分
が
ま
つ

先
に
唱
え
始
め
る
こ
と
で
、
こ
れ
に
は
時
に
勇
気
の
い
る
こ
と
で
あ
り
、
困
難
が
つ
き
ま
と
う
こ
と
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。
何
に
事
に
よ
ら

ず
人
々
に
先
駆
け
て
提
唱
し
、
創
唱
し
始
唱
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
な
り
の
覚
悟
が
必
要
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
一
人
先
頭
を
切
っ
て
始
唱

す
る
と
、
必
ず
後
に
続
い
て
合
唱
し
斉
唱
す
る
者
が
出
て
く
る
も
の
で
あ
る
。
故
に
最
初
の
唱
え
始
め
、
い
い
始
め
の
人
は
唱
導
者
と
し

つ
ま
り
上
行
等
の
四
大
菩
薩
は
、
「
最
為
上
首
」
で
あ
り
、
「
唱
導
之
師
」
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
「
唱
導
師
」
は
、
末
法
の
世
に
仏
に

代
っ
て
法
華
経
の
題
目
を
唱
え
始
め
、
正
法
た
る
こ
と
を
「
い
ひ
は
じ
め
る
」
の
で
あ
る
。
聖
人
を
「
末
法
唱
導
師
」
と
称
す
る
の
も
こ

て
尊
重
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

涌
出
品
で
は
周
知
の
如
く
、

る
◎

こ
に
由
来
し
て
い
る
。

（
別
）

之
師
。
」

「
是
菩
薩
衆
中
、
有
四
導
師
、
一
名
上
行
、
二
名
無
辺
行
、
三
名
浄
行
、
四
名
安
立
行
、
是
四
菩
薩
、
於
其
衆
中
、
最
為
上
首
、
唱
導

本
化
の
大
菩
薩
が
涌
出
し
、
こ
の
「
始
唱
」
の
役
を
、
仏
滅
後
の
末
の
世
で
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

(I4)



こ
れ
を
要
す
る
に
、
唱
題
と
は
口
で
題
目
を
唱
え
る
と
同
時
に
、
率
先
し
て
行
い
、
導
く
こ
と
に
あ
る
と
い
え
る
。
自
他
共
に
唱
題
に

よ
っ
て
導
か
れ
て
行
く
こ
と
に
な
る
。
「
先
ん
じ
て
行
ふ
」
と
は
、
人
よ
り
先
に
唱
え
る
「
唱
導
」
の
意
味
も
あ
る
が
、
「
行
ふ
」
と
は

「
口
唱
」
か
ら
「
意
唱
」
へ
、
更
に
「
意
唱
」
か
ら
「
身
唱
」
へ
と
進
行
し
て
い
く
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
い
う
ま
で
も

な
く
「
こ
こ
ろ
」
で
唱
え
、
「
身
」
で
唱
え
る
と
は
「
行
ふ
」
こ
と
で
あ
り
、
実
践
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
身
・
口
・
意
の
三

業
に
唱
え
る
こ
と
が
「
受
持
」
で
あ
る
。
身
業
に
唱
え
る
と
は
「
色
読
」
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
聖
人
が
常
に
体
験
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
聖
人
は
．
心
欲
見
仏
、
不
自
惜
身
命
」
の
唱
題
を
貫
き
通
し
た
の
で
あ
っ
た
。
ま
さ
に
題
目
の
口
唱
か
ら
始
っ
て
、
意
唱
・
身
唱

日
蓮
聖
人
初
期
の
唱
題
観
（
上
田
）

聖
人
は
「
不
自
惜
身
命
」
の
決
意
で
あ
り
、
「
我
不
愛
身
命
」
の
覚
悟
で
、
唱
導
の
師
を
勤
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
聖
人
に
従
っ
て
唱

題
を
実
践
し
、
又
そ
の
流
れ
を
汲
ん
で
、
唱
題
を
弘
め
よ
う
と
す
る
者
、
即
ち
門
下
に
と
っ
て
は
、
聖
人
と
共
に
唱
題
す
る
心
構
え
が
必

要
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
「
唱
え
導
く
師
」
が
法
華
経
で
い
う
「
法
師
」
で
あ
り
、
広
い
意
味
に
お
け
る
「
日
蓮
門
下
」
と
い
う
こ
と
に
な

る
で
あ
ろ
う
。

か
く
し
て
「
唱
」
に
は
も
う
一
つ
最
も
大
事
な
意
味
が
あ
る
。
そ
れ
は
「
先
ん
じ
て
行
ふ
。
導
く
。
」
と
い
う
内
容
を
持
っ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
既
に
明
白
な
如
く
、
単
に
口
で
唱
え
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
始
め
て
唱
え
つ
つ
他
の
者
を
誘
い
導
く
意
味
を
持
っ

て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
上
更
に
「
先
ん
じ
て
行
ふ
」
こ
と
の
意
味
が
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
勿
論
、
他
に
先
駆
け
て
唱

え
実
践
し
て
行
く
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
前
述
の
如
く
、
決
意
が
必
要
で
あ
る
。
人
の
先
頭
に
立
っ
て
導
く
為
に
は
、
覚
悟
が
な
く

て
は
な
ら
な
い
。

五
、

(1S)



と
い
う
場
合
の
唱
題
は
、
勿
論
口
唱
の
意
味
で
あ
る
が
、
「
始
唱
」
さ
れ
「
首
唱
」
さ
れ
て
、
「
唱
導
」
さ
れ
た
こ
と
を
同
時
に
意
味
す

る
も
の
で
あ
る
。
「
声
も
を
し
ま
ず
」
と
は
「
高
唱
」
さ
れ
、
「
一
同
に
」
に
「
唱
和
」
す
べ
き
こ
と
を
勧
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

『
法
華
題
目
紗
』
で
は
、
こ
の
唱
題
の
証
文
と
し
て
、
陀
羅
尼
品
の
「
受
持
法
華
名
者
、
福
不
可
量
」
の
文
と
、
正
法
華
経
総
持
品
の

「
若
聞
此
経
宣
持
名
号
徳
不
可
量
」
及
び
添
品
法
華
経
の
陀
羅
尼
品
「
受
持
法
華
名
者
福
不
可
量
」
等
の
経
文
を
あ
げ
て
、
唱
題
の
福
徳

（
調
）
・

が
不
可
量
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
更
に
「
広
・
略
・
要
の
中
に
は
題
目
は
要
の
内
な
り
。
」
と
し
て
、
「
要
の
題
目
」

の
中
に
仏
法
一
切
の
功
徳
を
納
め
て
い
る
こ
と
を
「
響
ぱ
如
意
宝
珠
の
一
切
の
財
を
納
め
、
虚
空
の
万
象
を
含
め
る
が
如
し
。
」
と
論
じ

ク
テ
ト
ル
ケ
ト
ニ
ハ
〈
夕
シ
ハ
シ
シ
キ
ヲ
シ
ク
ス
ニ
ス
ト

「
妙
楽
云
但
名
し
大
不
レ
名
し
妙
者
一
有
心
易
し
治
無
心
難
し
治
難
し
治
能
治
所
以
称
し
妙
等
云
云
。
此
等
の
文
の
心
は
大
方
広
仏
華

厳
経
・
大
集
経
・
大
般
若
経
・
大
浬
藥
経
等
は
題
目
に
大
の
字
の
み
あ
り
て
妙
の
字
な
し
。
但
生
者
を
治
し
て
死
せ
る
者
を
は
治
せ

ず
。
法
華
経
は
死
せ
る
者
を
も
治
す
。
故
に
妙
と
云
ふ
釈
也
。
さ
れ
ば
諸
経
に
し
て
は
仏
に
な
る
べ
き
者
も
仏
に
な
ら
ず
。
法
華
は
仏

（
狐
）

に
な
り
が
た
き
者
す
ら
尚
仏
に
な
り
ぬ
。
」

ま
た
諸
経
に
は
「
大
」
の
文
字
の
付
い
た
題
目
は
、
例
に
あ
げ
た
如
く
数
多
く
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
「
妙
」
の
文
字
は
付
い
て
い
な
い
。

「
妙
」
の
文
字
が
付
い
て
い
る
の
は
妙
法
蓮
華
経
の
承
で
あ
る
と
し
、
難
治
を
能
く
治
す
る
が
故
に
「
妙
」
と
称
す
る
の
で
あ
っ
て
、
妙

て
い
る
。

日
蓮
聖
人
初
期
の
唱
題
観
（
上
田
）

へ
と
進
ま
れ
た
「
三
業
唱
題
」
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
色
心
二
法
共
に
唱
題
す
る
こ
と
が
肝
心
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
先
ん
じ
て
行

ふ
。
導
く
。
」
と
い
う
「
唱
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
と
、
全
く
共
通
す
る
も
の
と
い
え
る
。

．
閻
浮
提
の
内
に
仏
滅
後
二
千
二
百
二
十
五
年
が
間
、
一
人
も
唱
え
ず
。
日
蓮
一
人
南
無
妙
法
蓮
華
経
・
南
無
妙
法
蓮
華
経
等
と
声

フ
（
館
）

も
を
し
ま
ず
唱
る
な
り
。
」

(I6)



法
の
題
目
の
功
徳
、
特
に
「
妙
」
の
徳
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。

（
開
）

か
く
し
て
「
能
化
所
化
倶
無
歴
劫
妙
法
経
力
即
身
成
仏
」
の
仏
果
を
得
る
為
の
唱
題
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
末
法
の
衆
生
は
法

華
経
を
信
じ
、
余
念
な
く
唱
題
の
一
行
を
修
す
べ
き
で
あ
り
、
能
所
倶
に
無
歴
劫
に
し
て
、
題
目
の
功
徳
に
よ
り
、
即
身
成
仏
を
得
る
と

す
る
の
で
あ
る
。
唱
題
と
い
う
最
も
や
り
や
す
い
行
の
中
に
、
最
も
到
達
し
が
た
い
仏
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、
末
法

の
衆
生
に
と
っ
て
、
こ
れ
以
上
の
簡
素
化
さ
れ
た
行
は
他
に
な
い
こ
と
に
な
る
。
『
法
華
題
目
紗
』
は
上
述
の
如
く
、
天
台
沙
門
の
流
れ

を
継
承
し
た
型
を
と
っ
て
の
著
述
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
内
容
は
こ
う
し
て
唱
題
に
関
す
る
最
も
基
本
的
な
論
究
を
実
施
し
、
唱
題
の

重
要
性
を
始
め
と
し
て
、
そ
の
功
徳
や
意
義
を
探
究
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

此
の
基
本
的
な
論
究
に
も
と
づ
い
て
、
聖
人
は
こ
れ
以
後
、
諸
御
書
の
中
で
唱
題
成
仏
に
関
す
る
究
明
を
進
展
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
即
ち
、
初
期
と
は
い
え
、
唱
題
に
関
す
る
最
も
重
要
な
『
唱
法
華
題
目
紗
』
と
『
法
華
題
目
紗
』
の
両
紗
か
ら
、
聖
人
の
本
格
的
な

「
唱
題
」
に
関
す
る
所
信
と
態
度
が
、
基
本
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
っ
て
、
我
等
は
先
ず
此
の
両
紗
か
ら
「
唱
題
と
は
何

か
」
の
根
本
を
習
っ
た
上
で
、
唱
題
信
行
を
出
発
さ
せ
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
い
え
る
。

最
後
に
唱
題
を
尊
重
す
る
こ
と
は
大
事
な
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
あ
ま
り
唱
題
の
形
式
に
こ
だ
わ
っ
て
、
威
儀
を
調
え
る
こ
と
の
柔
に

走
り
過
ぎ
た
り
、
音
声
の
抑
揚
・
緩
急
等
を
厳
し
く
規
す
る
が
如
き
は
、
本
来
の
唱
題
か
ら
遠
い
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
末
法
の
衆

（
瀦
）

生
は
、
散
心
に
し
て
、
四
威
儀
に
固
執
せ
ず
、
行
住
坐
臥
を
選
ば
ず
、
「
自
然
に
」
唱
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
一
念
随
喜
・
五
十
展
転

の
者
が
、
極
め
て
自
然
に
唱
え
る
こ
と
が
本
来
の
姿
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
自
然
に
唱
題
す
る
こ
と
に
よ
り
、
仏
果
も
ま
た

（
”
）
（
詔
）

「
自
然
に
譲
与
」
さ
れ
、
「
自
然
に
意
に
当
る
」
こ
と
と
な
ろ
う
。
こ
の
自
然
譲
与
や
自
然
当
意
が
、
即
ち
自
然
益
身
・
即
身
成
仏
へ
つ

な
が
っ
て
行
く
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

日
蓮
聖
人
初
期
の
唱
題
観
（
上
田
）

（〃）



日
蓮
聖
人
初
期
の
唱
題
観
（
上
田
）

ブ

「
さ
せ
る
解
な
く
と
も
、
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
唱
る
な
ら
ば
悪
道
を
ま
ぬ
か
る
べ
し
。
」
と
い
う
場
合
の
「
さ
せ
る
解
」
と
は
、
勿
論

「
学
解
」
や
「
理
解
」
を
さ
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
更
に
は
む
ず
か
し
い
行
軌
を
必
要
と
し
な
い
こ
と
も
含
め
て
い
る
こ
と
は
、

フ

「
只
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
計
り
」
と
言
い
「
只
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
題
目
計
り
唱
と
も
」
と
表
し
て
い
る
こ
と
で
首
肯
で
き
よ
う
。
こ
の

「
た
だ
」
と
い
う
の
は
、
唱
え
る
こ
と
の
他
は
一
切
、
む
ず
か
し
い
理
解
や
儀
式
を
要
し
な
い
こ
と
の
意
味
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
即

ち
、
「
だ
れ
に
で
も
」
ま
た
「
い
つ
で
も
」
そ
し
て
「
ど
こ
で
も
」
で
き
る
唱
題
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

。
◎

末
法
の
下
根
下
機
、
濁
世
の
衆
生
に
と
っ
て
は
、
「
た
だ
ひ
た
す
ら
に
」
唱
題
が
肝
要
で
あ
っ
て
、
む
ず
か
し
い
威
儀
や
特
定
の
場
所

を
必
ず
し
も
要
し
な
い
の
で
あ
る
。
「
若
於
園
中
、
若
於
林
中
、
若
於
樹
下
、
若
於
僧
坊
、
若
白
衣
舎
、
若
在
殿
堂
、
若
山
谷
曠
野
、

（
羽
）

（
乃
至
）
即
是
道
場
」
で
あ
っ
て
、
極
め
て
自
然
な
態
度
、
日
常
の
生
活
に
即
し
た
中
で
の
唱
題
で
あ
り
、
「
た
だ
」
唱
え
る
こ
と
自
体

に
上
述
の
如
き
大
き
な
意
義
が
あ
る
と
い
え
る
。
但
し
こ
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
考
察
の
如
く
「
機
に
応
じ
」
又
は
「
分
に
応
じ
て
」
の

唱
題
、
即
ち
何
万
遍
以
上
唱
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
か
い
う
数
量
や
、
或
い
は
威
儀
を
調
え
て
の
唱
題
は
、
一
向
に
差
し
つ
か
え
る
も

の
で
は
な
い
が
、
基
本
は
数
量
や
形
式
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な
く
、
各
自
の
分
に
応
じ
て
自
然
に
唱
え
て
い
く
こ
と
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。

科
学
万
能
・
経
済
至
上
が
叫
ば
れ
て
い
る
現
代
に
あ
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
地
球
・
人
類
を
真
に
救
う
も
の
は
、
宗
教
以
外
に
な
い
の
で

は
な
い
か
、
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
宗
教
の
中
で
も
仏
教
は
、
一
切
衆
生
の
成
仏
を
目
標
と
し
て
い
る
。
或
る
特
定
の
民
族
・
国
土

の
承
の
倖
せ
を
願
う
宗
教
と
異
り
、
す
べ
て
の
人
々
、
あ
ら
ゆ
る
国
土
の
平
安
を
願
目
と
し
て
い
る
。

し
か
も
法
華
経
は
諸
宗
教
・
諸
経
典
の
一
切
を
開
会
し
て
、
皆
仏
道
に
入
ら
し
む
る
道
を
広
く
説
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
法
華
経
の

一
ハ
、

（〃）



題
目
は
、
排
他
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
「
開
会
」
で
あ
っ
て
、
仏
知
見
を
開
示
悟
入
せ
し
め
る
役
目
、
機
能
を
持
っ
て
い
る
。
今
こ
そ
地

球
上
の
全
人
類
が
、
対
立
・
排
他
で
は
な
く
、
互
い
に
法
華
経
の
題
目
に
含
蔵
さ
れ
て
い
る
開
会
の
法
門
に
よ
り
、
互
い
に
理
解
し
合
い

助
け
合
っ
て
、
地
球
を
護
持
し
、
破
壊
・
地
獄
へ
の
道
を
塞
ぐ
こ
と
に
協
力
し
合
う
べ
き
と
き
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
誇
法
・
間
提
の
者

多
く
、
仏
道
に
縁
な
き
衆
生
の
溢
れ
て
い
る
現
今
、
こ
れ
ら
永
不
成
仏
の
徒
を
救
済
す
る
為
に
は
、
如
何
に
「
縁
な
き
衆
生
」
を
「
縁
あ

ら
し
め
る
か
」
に
あ
る
。
下
種
結
縁
の
題
目
を
唱
え
つ
つ
、
自
他
共
に
救
済
さ
れ
る
方
法
と
し
て
の
唱
題
は
、
こ
れ
か
ら
の
世
間
で
大
い

に
注
目
さ
れ
尊
重
さ
れ
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
地
球
上
で
絶
え
間
な
く
繰
り
返
え
さ
れ
て
い
る
紛
争
は
、
中
東
湾
岸
で
見
ら
れ
る

如
く
、
主
と
し
て
一
神
教
の
信
徒
ら
で
あ
る
。
彼
ら
は
異
宗
教
を
排
除
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
り
、
そ
の
為
に
は
如
何
な
る
殺
識
を
実
施

し
て
も
か
え
り
染
な
い
と
い
う
主
義
で
あ
る
。
元
来
、
イ
ス
ラ
ム
教
・
ユ
ダ
ヤ
教
・
キ
リ
ス
ト
教
等
の
一
神
教
は
他
宗
教
と
の
共
存
に
は

そ
ぐ
わ
ぬ
も
の
を
本
質
的
に
持
っ
て
い
る
。
ま
し
て
や
法
華
経
の
よ
う
な
「
開
会
」
の
思
想
は
見
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

仏
教
の
中
で
も
最
も
大
事
な
開
会
・
開
顕
の
法
門
を
持
っ
た
法
華
経
こ
そ
、
こ
れ
か
ら
の
世
界
を
救
う
宗
教
と
し
て
、
唯
一
の
も
の
と

い
え
よ
う
。
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
国
民
の
仏
知
見
を
開
き
、
仏
道
に
悟
入
せ
し
め
る
題
目
の
一
大
合
唱
が
湧
き
起
る
時
、
真
の
平
和
と
娑
婆

即
寂
光
の
大
果
が
得
ら
れ
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
そ
の
為
に
も
、
聖
人
初
期
の
唱
題
観
を
根
元
に
戻
っ
て
、
知
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
い

え
る
。
そ
こ
か
ら
真
の
唱
題
が
始
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
今
や
世
界
は
ソ
連
の
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
て
い
る
如
く
、
新
し

い
道
を
求
め
て
い
る
。
現
代
の
日
本
を
、
そ
し
て
世
界
を
救
い
導
く
為
の
宗
教
た
り
得
る
べ
く
、
唱
題
宗
の
存
在
意
義
は
極
め
て
大
き
い

も
の
が
あ
る
と
い
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
教
学
も
布
教
も
、
す
べ
て
髪
に
目
的
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

日
蓮
聖
人
初
期
の
唱
題
観
（
上
田
）

（〃）



戸

§@a@@@鮠塊@@@@332533323g
「
法
華
経
に
現
わ
れ
た
法
師
と
化
人
」
（
本
誌
第
六
十
二
号
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

一
生
成
仏
紗
定
遺
四
四
頁

『
日
蓮
聖
人
真
蹟
集
成
』
第
四
巻
六
七
・
六
八
頁

唱
法
華
題
目
紗
定
遺
一
八
四
頁

同
同
一
八
六
頁

同
同
二
○
二
頁

同
同
二
○
三
頁

同
同
二
○
三
頁

同
同
二
○
三
頁

同
同
二
○
二
頁

開
目
抄
同
五
三
五
頁

撰
時
抄
同
一
○
○
三
頁

下
山
御
消
息
同
一
三
一
三
頁

報
恩
抄
同
一
二
四
八
頁

唱
法
華
題
目
紗
同
二
○
八
頁

法
華
題
目
妙
同
三
九
一
頁

同
同
三
九
二
頁

同
同
三
九
二
頁

『
大
漢
和
辞
典
』
（
諸
橋
轍
次
著
）
二
’
一
○
四
四
頁

法
華
初
心
成
仏
妙
定
遺
一
四
三
二
頁

涌
出
品
大
正
蔵
九
’
四
○
（
上
）

報
恩
抄
定
遺
一
二
四
八
頁

法
華
題
目
紗
同
三
九
四
頁

日
蓮
聖
人
初
期
の
唱
題
観
（
上
田
）

（20）
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品 目
紗 紗

大
正
蔵

日
蓮
聖
人
初
期
の
唱
題
観
（
上
田
）

定
遣
四
○
二
頁

同
四
○
四
頁

同
二
○
二
頁

同
七
二
頁

同
一
二
九
八
頁

九
’
五
二
（
上
）

（”）



最
近
「
帝
釈
窟
説
法
」
像
、
（
写
真
１
）
即
ち
帝
釈
天
が
洞
窟
中
説
法
の
釈
尊
を
楽
師
を
つ
れ
て
慰
問
す
る
と
い
う
大
き
な
ガ
ン
ダ
ー

ラ
彫
刻
を
入
手
し
た
。
こ
う
し
た
彫
刻
は
各
地
の
博
物
館
に
十
体
程
紹
介
さ
れ
て
は
い
る
が
、
こ
の
彫
刻
は
特
殊
な
も
の
で
釈
尊
の
肩
か

ら
火
が
出
、
法
衣
の
裾
か
ら
水
が
流
れ
出
て
い
る
、
所
謂
「
双
神
変
」
の
像
で
非
常
に
珍
し
い
。
後
述
の
如
く
、
釈
尊
を
人
間
の
立
場
を

超
え
て
「
超
越
者
」
「
救
済
者
」
と
し
て
考
え
た
、
仏
陀
観
の
転
換
を
示
す
像
と
い
え
る
。

然
し
て
、
私
が
こ
の
小
論
で
問
題
と
し
た
い
の
は
、
仏
陀
の
ま
わ
り
の
「
山
林
」
を
表
わ
す
部
分
に
、
樹
（
大
分
こ
わ
れ
て
は
い
る

が
）
の
中
に
人
物
・
虎
・
象
・
鹿
・
猿
そ
し
て
鳥
等
が
彫
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
所
謂
「
自
然
に
か
こ
ま
れ
た
釈
尊
」
と
い
う
点
で

あ
る
。
こ
れ
は
樹
の
下
か
ら
樹
の
下
に
、
そ
し
て
自
然
の
洞
窟
の
中
に
止
住
さ
れ
遊
行
さ
れ
た
釈
尊
の
「
自
然
と
一
枚
と
な
っ
た
生
涯
」

を
示
す
と
共
に
、
釈
尊
を
樹
や
洞
窟
で
表
現
さ
れ
る
「
自
然
の
生
命
力
」
の
凝
固
発
現
と
し
て
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
且
つ
又
私
は
「
樹
に
か
こ
ま
れ
た
洞
窟
中
の
釈
尊
」
像
に
東
洋
的
な
自
然
観
を
見
る
。
そ
し
て
こ
れ
こ
そ
現
代
の
人
類
の
破
滅
の
危

機
を
救
う
も
の
で
あ
る
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。

樹
と
釈
尊
（
高
橋
）

樹
と
釈
尊

ｌ
東
洋
的
自
然
観
の
考
察
Ｉ

◇

高
橋
堯
昭

（23）



樹
と
釈
尊
（
高
橋
）

1帝釈窟説法Swat出土筆者蔵

即
ち
、
長
い
間
の
間
違
っ
た
自
然
観
、

西
洋
流
に
自
然
と
人
間
を
分
ち
、
不
遵

に
も
自
然
に
対
す
る
人
間
の
優
位
を
信

じ
、
勝
手
に
開
発
の
名
を
か
り
て
自
然

を
破
壊
し
て
来
た
人
間
。
そ
の
自
然
否

定
の
態
度
は
、
地
球
の
汚
染
か
ら
人
類

自
体
の
破
滅
を
も
招
き
か
ね
な
い
状
況

で
あ
る
。
こ
れ
を
救
う
も
の
こ
そ
釈
尊

の
生
涯
、
そ
し
て
教
え
と
い
う
東
洋
的

知
慧
で
あ
る
と
信
ず
る
か
ら
で
あ
る
。

釈
尊
は
生
涯
樹
と
の
か
か
わ
り
に
生

き
、
最
後
は
樹
の
下
で
入
滅
さ
れ
た
。

そ
の
混
梁
像
に
興
味
あ
る
シ
ー
ン
が
あ

る
。
（
写
真
２
）
の
横
臥
す
る
釈
尊
の
頭

と
足
の
所
に
立
つ
沙
羅
双
樹
の
樹
の
中

◇

（24）



て
来
る
。
愛
馬
カ
ン
タ
ヵ
に
乗
っ
て
出
家
出
城
さ
れ
る
時
、
城
中
の
人
が
蹄
の
音
で
目
覚
め
、
出
家
を
妨
げ
る
の
を
恐
れ
た
地
神
は
「
馬

の
足
」
を
捧
げ
も
っ
て
城
外
に
運
ん
だ
と
い
う
話
。
或
は
菩
提
樹
下
で
い
よ
い
よ
悟
ら
れ
よ
う
と
す
る
時
、
マ
ー
ラ
（
悪
魔
）
は
こ
れ
を

か
ら
人
物
が
半
身
を
出
し
、
或
は
合
蝶
し
た
り
泣
き
悲
し
ん
だ
り
す
る
彫
刻
を
多
く
見
か
け
る
。
こ
れ
は
マ
ト
ゥ
ー
ラ
出
土
の
「
樹
と
ヤ

ク
シ
ー
の
一
体
像
」
（
写
真
３
）
、
即
ち
表
か
ら
見
れ
ば
ヤ
ク
シ
ー
だ
が
、
裏
面
は
樹
で
あ
り
蓮
華
の
花
で
あ
る
と
い
う
彫
刻
の
如
く
、

樹
と
釈
尊
（
高
橋
）

2浬薬図FreerGalleryofArt49､9.G

樹
を
人
格
化
し
た
ヤ
ク
シ
ー
（
夜
叉
）
の
概

念
が
成
立
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
「
樹
と
ヤ
ク
シ
ー
の
一
如
」
と
い
う
考

え
方
は
、
や
が
て
「
樹
と
菩
薩
」
、
そ
し
て

「
樹
と
釈
尊
」
の
一
体
化
と
い
う
考
え
方
に

至
る
。
従
っ
て
こ
う
な
っ
て
来
る
と
、
釈
尊

の
ま
わ
り
の
樹
々
は
、
自
然
の
樹
で
は
な

く
、
樹
神
・
ヤ
ク
シ
ー
が
釈
尊
を
守
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
に
も
な
っ
て
来
る
。

更
に
樹
神
の
概
念
の
成
立
は
、
同
時
に
そ

の
よ
う
大
樹
を
成
長
せ
し
め
る
大
地
の
生
命

力
、
即
ち
地
神
と
い
う
概
念
を
よ
び
起
す
。

か
く
て
樹
神
は
叉
地
神
と
し
て
も
考
え
ら
れ

（25）



妨
げ
よ
う
と
、
或
は
コ
ケ
テ
ッ
シ
ュ
な
媚
態
で
、
或
は
恐
ろ
し
い
形
相
の
軍
隊
姿
で
威
嚇
す
る
。
す
る
と
、
釈
尊
は
指
を
大
地
に
つ
け
て

（
触
地
印
）
地
神
を
呼
ぶ
と
、
大
地
震
が
起
っ
て
マ
ー
ラ
は
退
散
す
る
と
い
う
話
。
（
写
真
４
）
こ
の
話
の
地
神
は
イ
コ
ー
ル
樹
神
で
も

あ
る
ｏ
こ
れ
．
を
示
す
彫
刻
が
あ
る
○
即
ち
釈
尊
が
悟
り
に
入
ら
ん
と
菩
提
樹
に
近
づ
く
と
、
樹
神
は
菩
提
樹
下
の
金
剛
宝
座
の
下
か
ら
ァ

－
カ
ソ
サ
ス
の
葉
に
つ
つ
ま
れ
て
半
身
を
現
わ
し
て
釈
尊
を
招
じ
て
い
る
図
。
（
写
真
５
）
或
は
マ
ー
ラ
の
誘
惑
の
図
柄
に
、
同
じ
よ
う

に
釈
尊
の
台
座
の
下
の
、
ア
ー
カ
ン
サ
ス
の
葉
の
中
か
ら
地
神
が
上
半
身
を
出
し
て
い
る
か
ら
、
（
写
真
６
）
当
時
の
人
灸
は
樹
神
も
地

神
も
同
じ
も
の
（
夜
叉
）
と
し
て
考
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

樹
と
釈
尊
（
高
橋
）

ヤクシーマトウーラ博蔵3
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た
。
イ
ン
ド
の
人
に
と
っ
て
樹
は
切
っ
て
も
切
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、
灼
熱
の
太
陽
が
す
べ
て
を
焼
き
こ
が
す
こ
の
国
で
は
、
昼

は
熱
暑
を
さ
け
て
樹
の
下
で
昼
寝
し
、
夜
は
「
貧
者
の
一
灯
」
の
話
が
示
す
よ
う
に
、
こ
こ
で
集
会
す
る
。
か
く
て
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
屋

が
、
日
用
雑
貨
を
売
る
者
が
来
る
。
月
に
何
日
と
き
め
て
開
か
れ
る
「
市
」
で
、
こ
の
太
い
幹
を
中
心
に
円
く
店
が
並
ん
で
い
る
の
を
見

た
こ
と
が
あ
る
。
勿
論
農
家
も
大
樹
の
か
げ
に
作
ら
れ
、
家
畜
も
樹
の
下
で
育
て
ら
れ
る
。
通
り
の
自
転
車
屋
も
タ
バ
コ
屋
も
樹
の
下
。

樹
と
釈
尊
（
高
橋
）

4 1朧臓FreeGallaryofArt蔵

イ
ン
ド
は
暑
い
。
こ
う
し
た
所
で

は
人
な
の
生
活
は
勢
い
、
巨
大
な
傘

の
よ
う
に
枝
を
ひ
ろ
げ
た
大
樹
の
下

が
生
活
の
場
と
な
り
、
冠
婚
葬
祭
の

人
生
の
通
過
儀
礼
の
場
で
も
あ
っ

こ
う
し
た
樹
神
（
ひ
い
て
地
神
）

信
仰
は
、
イ
ン
ド
の
風
土
、
モ
ン
ス

ー
ン
イ
ン
ド
か
ら
由
縁
す
る
も
の
と

私
は
思
う
。
然
ら
ば
イ
ン
ド
の
風
土

と
は
一
体
ど
ん
な
も
の
で
あ
ろ
う

か
。

◇

（27）



樹
と
釈
尊
（
高
橋
）

夕塞鐸． ‐竺…~一

カルカッタ博蔵5

か
く
て
大
樹
の
根
元
に
は
樹
の
糖
を
祀
る
小
さ
な
祠
が
出
来
、
供
物
や

花
そ
し
て
紅
粉
が
ふ
り
か
け
ら
れ
る
（
プ
ジ
ャ
ー
）
。
更
に
そ
れ
が
発

展
し
て
ヒ
ン
ズ
ー
の
祠
と
な
り
、
通
り
す
が
り
の
人
が
祈
っ
て
行
く
。

町
角
で
よ
く
見
る
光
景
は
、
イ
ン
ド
の
人
盈
は
通
り
す
が
り
に
大
樹

に
体
を
よ
せ
、
頭
を
す
り
つ
け
て
祈
っ
て
い
る
（
写
真
７
）
・
私
は
は

じ
め
て
イ
ン
ド
に
行
っ
た
時
に
は
、
木
陰
で
「
ト
イ
レ
し
て
い
る
」
と

思
っ
た
程
だ
っ
た
。
然
し
そ
う
で
は
な
く
、
真
蟄
に
樹
の
神
に
祈
っ
て

い
る
の
だ
っ
た
。
今
さ
ら
な
が
ら
「
樹
と
民
衆
の
生
活
」
の
関
係
の
深

さ
に
驚
く
と
共
に
、
こ
う
し
た
風
土
な
れ
ば
こ
そ
、
樹
と
そ
し
て
そ
の

樹
を
生
む
大
地
の
力
へ
の
信
仰
（
夜
叉
信
仰
）
が
起
る
筈
だ
と
し
み
じ

承
思
っ
た
。

従
っ
て
、
こ
こ
で
生
れ
育
ち
、
そ
し
て
入
滅
さ
れ
た
釈
尊
の
生
涯
も

例
外
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
説
か
れ
た
教
説
も
イ
ン
ド
の
風
土
と
結
び

つ
い
て
い
る
の
は
当
然
の
話
で
あ
る
。
後
に
編
纂
さ
れ
た
大
乗
経
典
が

（
１
）

釈
尊
を
超
人
と
し
て
数
癒
の
奇
蹟
の
過
度
な
表
現
を
し
て
い
る
の
と
違

っ
て
、
釈
尊
の
言
行
が
残
さ
れ
て
い
る
と
い
う
原
始
経
典
や
大
般
浬
梁

経
の
文
章
が
、
如
何
に
釈
尊
が
イ
ン
ド
の
自
然
と
、
そ
れ
に
順
応
し
た

（28）



Ｐ
圭
属
ノ
○

即
ち
こ
の
こ
と
は
、
イ
ン
ド
を
旅
す
る
者
の
ど
こ
に
で
も
見
か
け
る
こ
と
で
あ
る
。
或
は
樹
の
下
に
冥
想
し
、
或
は
老
体
を
杖
に
托
し

て
ハ
ダ
シ
で
歩
い
て
い
る
修
行
者
。
釈
尊
も
か
く
や
と
思
わ
れ
、
茨
さ
に
二
千
五
百
年
の
時
間
が
止
っ
た
よ
う
に
感
ず
る
の
は
私
一
人
で

は
あ
る
ま
い
。
こ
う
し
た
樹
や
自
然
と
の
か
か
わ
り
を
、
ま
ず
釈
尊
の
言
行
が
残
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
原
始
経
典
の
中
か
ら
見
て
見

樹
と
釈
尊
（
高
橋
）

6 Krsherriev蔵

風
習
の
中
で
生
涯
を
過
さ
れ
た
か
を

示
し
て
い
る
。
例
え
ば
マ
ャ
夫
人
が

樹
の
下
で
釈
尊
を
産
ま
れ
、
誕
生
後

の
樹
神
へ
の
宮
参
り
、
或
は
出
家
し

た
釈
尊
の
山
林
で
の
苦
行
、
菩
提
樹

下
の
悟
り
、
以
後
樹
下
か
ら
樹
下
へ

の
遊
行
、
そ
し
て
最
後
は
沙
羅
双
樹

で
の
入
滅
等
々
。
い
わ
ば
釈
尊
の
一

生
は
樹
と
の
か
か
わ
り
の
中
で
あ

り
、
且
つ
又
こ
れ
は
釈
尊
だ
け
の
生

き
方
で
は
な
く
、
当
時
の
、
否
現
在

ま
で
一
貫
し
た
修
行
者
の
生
き
方
で

あ
っ
た
。

（29）



イ
、
ガ
ヤ
Ｉ

尊
き
師
は
ガ
ャ
ー
（
林
）
の
タ
ソ
キ

タ
石
床
に
お
け
る
ス
テ
ィ
ロ
ー
マ
と

い
う
神
霊
（
夜
叉
）
の
住
居
に
お
ら

（
Ｏ
白
）

れ
た
。

ロ
、
ラ
ー
ジ
ャ
ガ
ハ
で
釈
尊
の
止
宿
さ

れ
た
所
は

（
３
）

バ
ニ
ヤ
ン
の
樹
木
の
園
、
シ
ー
タ
ー
（
月
挫
）

林
の
サ
ッ
パ
ソ
ン
デ
イ
カ
の
洞
窟
、

タ
ー
ポ
ー
ダ
詞
、
ヴ
ェ
ー
ヴ
ァ
ナ

タ
・
‐
‐
ポ
ー
ダ
園
、
ヴ
ェ
ー
ヴ
ブ
ナ

〈
、
ヴ
ェ
ー
サ
リ
ー

（
蛆
）
（
蝿
）
（
皿
）

ア
ン
醤
〈
・
ハ
ー
リ
ー
の
マ
ン
ゴ
ー
園
、
チ
ャ
ー
・
〈
－
ラ
霊
樹
ウ
デ
ー
ナ
霊
樹
、
ゴ
ー
タ
マ
ヵ
霊
樹
、
サ
ー
ラ
ン
ダ
ダ
霊
樹

‐
：
‐
Ｉ
１
１
１

（
原
Ｊ
）

（
竹
林
）
の
カ
ラ
ン
ダ
カ
ー
ニ
ヴ
ァ
ー
パ
、
ジ
帯
ハ
ー
ヵ
の
マ
ン
ゴ
ー
林
、
マ
ハ
ヴ
ァ
ナ
（
大
林
）
の
二
階
建
講
堂
、

（
Ｒ
ｕ
）
（
〃
Ｉ
）
（
○
Ｏ
）

ニ
グ
ロ
ー
ダ
樹
、
ム
チ
ャ
リ
ン
ダ
樹
、
ラ
ー
ジ
ャ
タ
ナ
樹
、
ラ
ッ
テ
ィ
の
林
園
の
ス
パ
テ
ィ
タ
廟
に
と
ど
ま
っ
て
：

（
畑
）
（
皿
）

ん
で
い
る
神
が
、
こ
こ
に
つ
か
ま
っ
て
下
さ
い
と
枝
を
ま
げ
た
、
ネ
ー
ラ
ン
ジ
ャ
川
の
ほ
と
り
菩
提
樹
の
根
も
と

樹
と
釈
尊
（
高
橋
）

◇

ア
ジ
ャ
パ
ー
ラ
．

（
９
）

。
：
カ
ク
ダ
樹
に
住 7町の裏通りで

（30）



（
Ⅳ
）

力
士
が
生
れ
た
所
の
サ
ー
ラ
樹
の
一
対
の
サ
ー
ラ
樹
の
間
に

ト
、
そ
の
他
の
地
及
び
位
臘
不
詳
の
所

（
肥
）

（
舎
衛
城
）
サ
ー
ヴ
ァ
ッ
テ
ィ
ー
・
ジ
ェ
ー
タ
林
に
い
た
時

・
コ
ー
サ
ラ
国
の
ス
ン
ダ
リ
ヵ
ー
河
の
岸
に
滞
在
さ
れ
て
居
ら
れ
た
謬
ハ
ラ
モ
ン
は
火
の
祀
り
の
御
供
物
の
お
さ
が
り
を
与
え
よ
う
と
し

（
蛆
）

た
。
遠
か
ら
ぬ
所
で
ブ
ッ
ダ
が
或
る
樹
の
根
も
と
で
頭
ま
で
衣
を
ま
と
っ
て
坐
っ
て
い
る
の
を
見
た

・
特
定
の
夜
、
即
ち
半
月
の
十
四
、
十
五
日
及
び
八
日
の
夜
に
園
林
の
霊
域
（
。
黒
ご
色
）
な
ど
、
怖
ろ
し
く
身
の
毛
も
よ
だ
つ
と
こ
ろ

（
別
）

に
、
床
や
座
を
設
け
て
止
ま
ろ
う

ホ
、
・
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
村

へ
、
ク
シ
ナ
ー
ラ

二
、
ナ
ー
ラ
ン
ダ

（
妬
）

バ
ー
ヴ
ァ
ー
リ
ヵ
商
人
の
マ
ン
ゴ
ー
林（

躯
）

鍛
治
工
の
子
チ
ュ
ン
ダ
の
マ
ン
ゴ
ー
園

。
あ
る
時
、
預

Ｏ
ル
ン
ピ
ニ
ー

（
別
）

ｏ
修
行
者
は
樹
や
墓
地
を
愛
し

（
認
）

美
し
い
木
立
ち
茂
る
（
財
宝
の
神
ク
ベ
ー
ラ
の
）
楽
園
チ
ャ
ト
ラ
タ
の
よ
う
な
心
楡
し
い
森
の
奥
地
ル
ン
ビ
ニ
ー
と
名
付
け
る
園
に

樹
と
釈
尊
（
高
橋
）

（
銘
）

道
を
は
な
れ
た
密
林
の
と
こ
ろ
に
至
り
、
そ
の
中
に
入
っ
て
一
樹
の
も
と
に
坐
し
た
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か
く
の
如
く
釈
尊
は
樹
と
の
か
か
わ
り
の
中
で
一
生
を
過
さ
れ
た
。
然
し
て
、
そ
の
樹
は
単
な
る
自
然
と
し
て
の
樹
で
は
な
い
。
熱
帯

と
い
う
風
土
の
中
で
、
暑
熱
か
ら
逃
れ
る
こ
と
を
通
じ
て
、
も
っ
と
精
神
的
な
も
の
へ
の
昇
化
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
夏
、
我
々
が
目
が

ま
わ
る
よ
う
な
思
い
で
、
や
っ
と
大
木
の
根
方
に
た
ど
り
つ
く
。
そ
し
て
そ
の
樹
陰
の
涼
風
に
ほ
っ
と
救
わ
れ
た
よ
う
な
気
持
に
な
る
体

験
を
よ
く
も
つ
。
こ
う
し
た
体
験
が
、
や
が
て
樹
の
下
に
い
る
こ
と
自
体
大
い
な
る
も
の
に
つ
つ
ま
れ
て
い
る
と
い
う
「
安
ら
ぎ
」
に
変

る
。
恰
も
親
の
足
元
で
幼
児
が
安
心
し
て
遊
ん
で
い
る
よ
う
に
。
こ
れ
が
聖
樹
信
仰
の
源
泉
で
あ
っ
た
と
思
う
。

釈
尊
と
樹
と
の
か
か
わ
り
は
更
に
続
く
。
菩
提
樹
下
で
悟
っ
た
後
も
、
そ
の
悟
り
の
内
容
を
た
し
か
め
る
べ
く
、
ア
ジ
ヤ
パ
ー
ラ
ニ
グ

（
狐
）

ロ
ー
ダ
の
根
元
に
七
日
間
、
ム
チ
ャ
リ
ン
ダ
樹
に
も
、
更
に
ラ
ー
ジ
ャ
ー
タ
ナ
樹
に
も
、
そ
し
て
又
も
と
の
ア
ジ
ヤ
・
ハ
ー
ラ
’
一
グ
ロ
ー
ダ

樹
下
で
夫
念
七
日
間
そ
の
内
容
を
た
し
か
め
、
又
楽
し
ん
だ
と
あ
る
が
、

こ
の
釈
尊
を
あ
た
た
か
く
包
み
、
釈
尊
に
安
ら
ぎ
を
与
え
た
の
は
、
最
早
や
樹
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
チ
ャ
イ
ト
ャ
・
聖
樹
聖
所
で
あ

っ
た
。
こ
こ
に
も
前
述
の
樹
神
即
地
神
と
い
う
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。
こ
れ
を
示
す
最
適
な
経
典
が
あ
る
。
大
般
浬
藥
経
の
ベ

ー
サ
リ
ー
の
所
で
あ
る
。
岩
松
浅
夫
氏
は
次
の
よ
う
に
訳
し
て
い
る
。
（
原
始
仏
典
ブ
ッ
ダ
の
生
涯
「
大
い
な
る
死
」
第
三
章
２
）

「
ア
ー
ナ
ン
ダ
よ
、
こ
の
ヴ
ェ
ー
サ
ー
リ
ー
の
町
は
た
の
し
い
所
で
あ
る
。
こ
の
ウ
デ
ー
ナ
霊
地
は
楽
し
い
所
で
あ
る
。
ゴ
ー
タ
マ
ヵ

霊
地
は
楽
し
い
所
で
あ
る
。
サ
ッ
タ
ン
鯖
ハ
霊
地
は
楽
し
い
所
で
あ
る
。
・
ハ
フ
プ
ッ
タ
霊
地
は
楽
し
い
所
で
あ
る
。
サ
ー
ラ
ン
ダ
ダ
霊
地

は
楽
し
い
所
で
あ
る
。
そ
し
て
チ
ャ
ー
・
ハ
ー
ラ
霊
地
は
楽
し
い
所
で
あ
る
」
と
訳
さ
れ
、

一
方
中
村
元
氏
は
（
ゴ
ー
タ
マ
仏
陀
の
生
涯
一
九
四
頁
）
同
じ
所
を

樹
と
釈
尊
（
高
橋
）

◇
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と
い
う
有
名
な
話
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
樹
神
に
つ
つ
ま
れ
る
」
と
い
う
こ
と
を
心
理
的
に
適
格
に
表
現
し
た
も
の
と
思
う
。
こ
れ
は
叉
洞

窟
中
で
地
神
に
つ
つ
ま
れ
る
と
い
う
感
じ
に
も
つ
な
が
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
釈
尊
は
ラ
ー
ジ
ギ
ー
ル
で
竹
林
精
舎
が
寄
贈
さ
れ
て
い
る
に

こ
の
大
い
な
る
も
の
に
「
つ
つ
ま
れ
る
」
と
い
う
感
じ
を
示
す
ジ
ャ
ー
タ
ヵ
が
あ
る
。
即
ち
ム
チ
ャ
リ
ン
ダ
樹
に
住
む
竜
、
こ
れ
も
樹

神
の
一
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
る
も
の
だ
が
、
略
述
す
る
と
次
の
如
く
な
る
。

「
樹
下
に
冥
想
す
る
釈
尊
が
風
雨
に
さ
ら
さ
れ
る
の
を
防
ぐ
た
め
、
釈
尊
を
竜
の
胴
体
で
ぐ
る
ぐ
る
巻
き
に
し
て
、
釈
尊
を
保
護
す

と
な
っ
て
行
っ
た
と
私
は
考
え
る
。

「
ア
ー
ナ
ン
ダ
ょ
、
ヴ
ェ
ー
サ
ー
リ
ー
は
楽
し
い
。
ウ
デ
ー
ナ
（
ロ
号
息
）
霊
樹
は
楽
し
い
。
ゴ
ー
タ
マ
カ
ｓ
ｏ
圃
目
農
凹
）
霊
樹
は

楽
し
い
。
サ
ッ
タ
ン
・
ハ
ヵ
（
留
茸
西
目
冨
冨
）
霊
樹
は
楽
し
い
。
・
ハ
フ
ブ
ッ
タ
ａ
農
５
９
国
）
霊
樹
は
楽
し
い
。
サ
ー
ラ
ン
ダ
ダ

命
閏
画
回
骨
烏
）
霊
樹
は
楽
し
い
。
チ
ャ
ー
・
ハ
ー
ラ
霊
樹
は
楽
し
い
」

と
訳
さ
れ
て
い
る
。
岩
松
氏
や
中
村
氏
が
霊
地
霊
樹
と
訳
さ
れ
て
い
る
原
語
は
共
に
（
げ
時
ご
画
で
あ
る
。
同
一
の
も
の
を
樹
や
こ
れ
を
生

糸
出
し
た
大
地
、
霊
樹
霊
地
と
訳
さ
れ
て
い
る
所
が
、
両
者
が
同
じ
意
味
を
兼
ね
そ
な
え
て
い
る
も
の
、
両
者
の
同
一
を
指
し
示
し
て
い

る
と
思
わ
れ
て
興
味
深
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
中
村
元
氏
は
、
ス
ッ
タ
ニ
・
ハ
ー
タ
で
「
建
物
が
建
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
樹
の
ま
わ
り

（
路
）
（
那
）

が
聖
な
る
神
域
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
と
解
説
さ
れ
て
い
る
が
、
さ
ぞ
か
し
ジ
ャ
ー
カ
タ
ｚ
ｏ
，
畠
扇
圭
忍
の
如
く
、
ま
わ
り
に
柵
が
設

け
ら
れ
、
そ
の
中
は
掃
き
清
め
ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
が
チ
ャ
イ
ト
ャ
と
し
て
人
灸
か
ら
信
仰
さ
れ
て
い
た
。
従
っ
て
釈
尊
が
樹

か
ら
樹
に
遊
行
さ
れ
た
の
は
、
こ
う
し
た
チ
ャ
イ
ト
ャ
と
し
て
の
樹
か
ら
樹
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
こ
に
坐
す
時
、
何
も
の
か
大
い
な

る
も
の
に
、
「
つ
つ
ま
れ
た
」
心
の
安
ら
ぎ
を
感
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
が
前
掲
の
経
典
の
「
○
○
樹
は
た
の
し
い
」
と
い
っ
た
表
現

るへ
L一図

（
写
真
８
）

樹
と
釈
尊
（
高
橋
）
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更
に
更
に
続
く
、
ス
ッ
タ
’
一
。
ハ
ー
タ
に
は

（
別
）

○
或
る
時
、
尊
き
師
（
●
ブ
ッ
ダ
）
は
ア
ー
ラ
ヴ
ィ
ー
国
の
ア
ー
ラ
ヴ
ァ
ヵ
と
い
う
神
霊
（
夜
叉
）
の
住
居
に
住
み
給
う
た

○
或
る
時
、
尊
き
師
（
ブ
ッ
ダ
）
は
ガ
ャ
ー
（
村
）
の
タ
ン
キ
タ
石
床
に
お
け
る
ス
ー
チ
ロ
ー
マ
と
い
う
神
霊
（
夜
叉
）
の
住
居
に
お

（
洲
）

ら
れ
た
。
そ
の
時
カ
ラ
と
い
う
神
霊
と
ス
チ
ロ
ー
マ
と
い
う
神
霊
と
が
師
の
い
ま
す
近
く
を
通
り
過
ぎ
た
。

樹
と
釈
尊
（
高
橋
）

8 VictoriaandAlleerMusiunrinLondon

も
拘
ら
ず
、
「
盗
賊
の
窟
、
ウ
ー
バ
ー

ラ
山
の
中
腹
の
サ
ッ
タ
・
ハ
ソ
ニ
の
窟

（
七
葉
窟
）
イ
シ
ギ
リ
山
の
カ
ー
ラ
・

シ
ラ
ー
、
シ
ー
タ
林
（
寒
林
）
の
サ
ッ

。
〈
リ
ン
デ
ィ
カ
の
洞
窟
等
を
と
ま
り
歩

い
穂
こ
れ
又
自
然
の
洞
窟
で
は
な
く

地
神
に
「
つ
つ
ま
れ
て
」
の
境
地
で
あ

っ
た
ろ
う
。
冒
頭
の
私
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
洞
窟
中
の
釈
尊
も
、
こ
う
し
た
大

地
即
ち
地
神
に
つ
つ
ま
れ
、
そ
れ
と
一

如
と
な
っ
た
釈
尊
を
表
わ
し
て
い
る
も

の
と
思
う
。

釈
尊
の
樹
神
地
神
と
の
か
か
わ
り
は

（34）



※
（
弱
）

○
か
の
北
方
ク
ル
の
住
民
た
ち
、
さ
ら
に
ま
た
（
財
宝
の
神
）
ク
ベ
ー
ラ
の
遊
園
す
ら
も
美
し
く
す
る
こ
と
が
出
来
る
…

以
上
述
べ
た
原
始
経
典
よ
り
成
立
の
遅
い
（
Ａ
Ｄ
一
世
紀
）
ブ
ッ
タ
チ
ャ
リ
タ
に
は
樹
神
夜
叉
の
総
大
将
た
る
ク
ベ
ラ
と
釈
尊
と
の
間

柄
が
美
し
い
文
章
で
数
多
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
即
ち

○
夜
叉
カ
ピ
ラ
の
名
に
ち
な
ん
で
呼
ば
れ
る
こ
の
都
（
カ
ピ
ラ
バ
ッ
ッ
）
は
、
そ
れ
を
と
り
ま
く
郡
・
町
・
村
を
挙
げ
て
悦
ん
だ
が
、
そ

の
さ
ま
は
恰
も
ナ
ラ
ク
バ
ー
ラ
（
ク
ベ
ラ
の
子
）
誕
生
の
際
に
財
宝
の
主
（
ク
ペ
ー
ラ
）
の
都
（
ア
ラ
ヵ
ー
）
の
天
女
が
群
ら
が
っ
て

○
尊
き
師
（
ブ
ッ
ダ
）
は
ア
ー
ラ
ヴ
ィ
ー
に
お
け
る
ア
ッ
ガ
ー
ラ
ヴ
ァ
霊
樹
の
も
と
に
お
ら
れ
た
。
そ
の
時
ヴ
ァ
ン
ギ
ー
サ
さ
ん
の
師

※
（
別
）

で
ニ
グ
ロ
ー
ダ
・
カ
サ
ッ
パ
と
い
う
長
老
が
ア
ッ
ガ
ー
ラ
ヴ
ァ
霊
樹
の
も
と
で
亡
く
な
っ
て
か
ら
間
が
な
か
っ
た
。

※
（
躯
）

○
わ
た
し
は
特
定
の
夜
、
す
な
わ
ち
、
半
月
の
十
四
・
五
日
及
び
八
の
夜
に
園
林
の
霊
域
（
。
ｇ
ご
脚
）
森
の
霊
域
樹
下
の
霊
域
な
ど
・
・
・

の
文
章
か
ら
見
て
も
釈
尊
と
樹
の
関
係
の
深
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
釈
尊
は
「
自
己
を
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
、
他
に
こ
れ
を
求
め
て
は

（
錦
）

い
け
な
い
」
の
言
葉
の
如
く
、
超
越
者
を
求
め
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
然
し
、
樹
神
地
神
を
意
識
的
に
「
祈
る
」
と
い
う
立
場

で
は
な
か
っ
た
が
、
常
に
心
情
的
に
、
樹
や
胴
穴
の
中
で
「
安
ら
ぎ
」
の
感
を
得
て
居
ら
れ
た
こ
と
は
十
分
推
測
出
来
る
。

だ
か
ら
こ
そ
、
前
述
の
カ
ル
カ
ッ
タ
博
物
館
の
「
樹
神
が
釈
尊
を
悟
り
の
座
に
招
し
入
れ
る
」
と
か
、
又
「
地
神
が
地
震
を
起
し
て
マ

ー
ラ
を
退
散
」
せ
し
め
、
又
「
入
滅
を
か
な
し
ん
で
樹
神
が
樹
か
ら
半
身
を
出
し
て
」
泣
く
と
い
う
彫
刻
が
作
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
釈
尊
は
樹
と
大
地
の
中
で
、
即
ち
「
自
然
に
つ
つ
ま
れ
て
」
生
涯
を
送
ら
れ
た
。

※
（
弧
）

喜
ん
だ
如
く
で
あ
っ
た
。

樹
と
釈
尊
（
高
橋
）

◇

（お）



樹
と
釈
尊
（
高
橋
）

※
（
鮒
）

○
財
宝
の
神
（
ク
ベ
ー
ラ
）
の
息
子
に
天
女
の
群
れ
が
待
る
ご
と
…

○
（
出
家
出
城
に
際
し
）
す
る
と
夜
叉
た
ち
は
お
辞
儀
し
て
、
身
体
を
か
が
め
な
が
ら
、
そ
の
下
脾
を
金
の
腕
環
で
飾
り
あ
げ
た
蓮
花
の

よ
う
な
手
の
先
を
（
悦
び
に
）
震
わ
せ
な
が
ら
、
差
し
出
し
て
、
そ
の
手
で
駿
馬
の
蓮
化
の
よ
う
な
（
四
つ
の
蹄
を
大
地
に
つ
か
ぬ
よ

よ
う
な
手
の
先
を
一

○
こ
の
彼
の
言
葉
を
き
く
と
、
財
宝
の
主
ク
ベ
ー
ラ
の
春
属
た
ち
は
悦
ん
だ
。
ま
た
心
か
ら
悦
ん
だ
。
神
々
の
群
れ
は
彼
に
そ
の
決
意
を

（
鯛
）

し
た
こ
と
の
成
就
を
予
言
し
、
祝
福
し
た
。

（
棚
）

○
天
上
の
（
財
宝
の
神
）
ク
ベ
ー
ラ
の
地
位
と
地
上
の
王
の
栄
華
の
両
者
を
同
時
に
亨
受
し
た
ら
ど
う
だ
。

等
を
枚
挙
に
連
な
い
。
こ
の
ブ
ッ
ダ
チ
ャ
リ
タ
は
成
立
も
時
代
的
に
お
そ
く
、
成
立
地
も
北
西
イ
ン
ド
だ
か
ら
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
通

商
が
当
時
は
極
め
て
隆
昌
で
あ
っ
た
の
と
対
応
し
、
樹
神
の
富
の
面
が
強
調
さ
れ
、
財
宝
神
と
な
っ
た
．
ハ
ン
チ
ヵ
・
ク
ベ
ー
ラ
が
人
々
か

ら
渇
仰
さ
れ
た
。
現
在
数
多
く
出
土
し
て
い
る
．
〈
ン
チ
カ
と
ハ
ー
リ
テ
ィ
ー
像
、
ブ
ァ
ロ
ー
と
ア
ル
ド
ク
シ
ョ
ー
像
が
こ
れ
を
示
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
当
時
の
状
勢
を
反
映
し
て
ブ
ッ
タ
チ
ャ
リ
タ
に
は
金
銀
財
宝
の
神
と
し
て
の
夜
叉
の
王
が
釈
尊
と
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と

の
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
然
し
そ
の
源
は
樹
神
と
釈
尊
と
の
か
か
わ
り
、
即
ち
モ
ン
ス
ー
ン
イ
ン
ド
の
風
土
の
中
で
の
間
柄
で
あ
る
こ
と

は
勿
論
で
あ
ろ
う
。

（
Ｗ
）

う
）
持
ち
上
げ
た
。

然
し
て
樹
神
に
つ
つ
ま
れ
て
と
い
う
立
場
が
、
更
に
樹
神
即
釈
尊
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
徹
底
し
て
行
く
。

冒
頭
の
「
洞
窟
内
の
釈
尊
」
の
肩
か
ら
火
が
出
、
足
も
と
か
ら
水
の
出
る
図
柄
は
こ
う
し
た
「
超
越
者
」
「
救
済
者
」
と
し
て
の
釈
尊

◇

（36）



守

り

樹
と
釈
尊
（
高
橋
）
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と
い
う
立
場
に
移
行
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
も
イ
ン
ド
の
風
土
か
ら
来
る
人
間
と

樹
と
の
親
密
か
か
か
わ
り
合
い
か
ら
の
必

然
的
な
帰
結
で
あ
る
。

即
ち
カ
ル
カ
ッ
タ
博
物
館
の
ベ
ー
ス
ナ

ガ
ル
出
土
の
如
意
樹
が
枝
か
ら
財
布
や
穀

物
の
壷
が
垂
れ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
聖

樹
を
か
こ
む
柵
た
る
棚
楯
が
、
そ
の
ま
ま

釈
尊
の
舎
利
を
祀
る
ス
ト
ゥ
ー
・
〈
の
頂
部

に
作
ら
れ
、
又
、
聖
樹
の
像
の
上
に
か
け

ら
れ
た
傘
蓋
が
仏
塔
の
最
頂
部
に
建
て
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
。
（
写
真
９
）
こ
れ
は

聖
樹
に
対
し
て
行
わ
れ
た
プ
ジ
ャ
ー
（
供

養
）
が
、
そ
の
ま
ま
ス
ト
ゥ
ー
パ
に
捧
げ

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
だ
し
、
燃
灯

・
焼
香
・
散
華
・
奏
楽
・
右
僥
の
儀
式

も
、
も
と
も
と
は
聖
樹
に
や
ど
る
樹
神
．

（37）



夜
叉
、
更
に
こ
の
聖
樹
を
育
て
る
地
神
に
捧
げ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
ジ
ャ
ー
タ
ヵ
の
数
灸
の
物
語
が
示
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
儀
式
が
仏
塔
に
対
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
「
聖
樹
イ
コ
ー
ル
釈
尊
」
と
い
う
図
式
が
ま
す
ま
す
顕
著

に
な
っ
て
行
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

樹
と
釈
尊
〔
高
橋
）

10舎利容器・個人蔵（日本）

即
ち
、
。
ヘ
シ
ャ
ワ
ル
博
物

館
蔵
の
ア
ー
ヵ
ン
サ
ス
の
葉

の
中
か
ら
釈
尊
が
誕
生
す
る

よ
う
な
彫
刻
が
出
る
に
至

る
。
こ
れ
は
南
伝
の
因
縁
物

（
如
）

語
に
セ
ー
ナ
村
の
長
者
の
娘

ス
ジ
ャ
ー
タ
が
樹
神
と
間
違

え
て
釈
尊
を
供
養
し
た
と
あ

る
が
彼
女
が
樹
神
と
釈
尊
を

区
別
出
来
な
か
っ
た
こ
と
を

意
味
し
、
当
時
、
最
早
や
両

者
を
同
じ
よ
う
に
考
え
て
い

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
考
え
方
の
典
型

（38）



の
生
命
力
の
発
現
と
し
て
超
越
者
に
な
る
。

法
華
経
で
い
う
「
久
遠
の
本
仏
」
と
い
う
こ
と
い
な
る
。
か
く
立
場
の
飛
躍
を
こ
の
像
は
示
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
例
は
オ
ー
ラ
ン
ガ
バ
ー
ド
石
窟
第
九
窟
二
階
ベ
ラ
ン
ダ
近
く
に
、
仏
が
恰
も
木
の
実
の
如
く
描
が
か
れ
、
ア
ジ
ャ
ン
タ
石
窟

第
七
窟
に
宇
宙
の
心
捧
か
ら
無
数
の
茎
、
そ
の
夫
之
の
茎
上
の
蓮
華
台
上
に
諸
仏
が
坐
っ
て
い
る
。
（
写
真
哩
）
こ
う
し
た
例
は
北
魏
の

樹
と
釈
尊
（
高
橋
）

ラホール博物館蔵11

的
も
な
の
は
、
ア
ー
ヵ
サ
ン
ス
の
葉
の

株
の
上
に
舎
利
塔
が
立
ち
、
恰
も
仏
舎

利
は
樹
の
実
の
よ
う
に
も
見
え
る
。

（
写
真
皿
）
或
は
叉
ミ
ラ
ク
ル
・
オ
ブ

・
ス
ラ
バ
ス
テ
イ
と
い
わ
れ
る
、
ガ
ン

ダ
ー
彫
刻
の
白
眉
と
い
わ
れ
る
も
の

に
、
釈
尊
は
水
中
（
水
の
下
の
大
地
）

か
ら
出
た
太
い
柱
で
支
え
ら
れ
た
蓮
華

台
の
上
に
坐
し
、
（
写
真
ｕ
）
そ
の
柱

か
ら
分
れ
た
多
く
の
茎
の
上
の
蓮
華
台

の
上
に
諸
仏
世
尊
が
坐
す
よ
う
な
彫
刻

が
出
て
来
る
。
こ
う
な
る
と
、
釈
尊
自

体
は
人
間
で
は
な
く
、
大
地
・
大
自
然

（39）



か
ら
湧
き
出
し
た
よ
う
に
感
ぜ
ら
れ
る
。
こ
の
巨
大
な
岩
の
か
た
ま
り
た
る
神
殿
の
、
然
も
中
心
塔
最
上
階
の
ま
わ
り
に
無
数
の
ヤ
ク
シ

ｌ
が
彫
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
ら
の
中
に
、
「
一
つ
の
手
で
樹
の
枝
を
も
ち
、
足
は
片
方
を
地
神
が
捧
げ
も
ち
、
他
の
足
は
蓮
華
の
蕾
の
上
に
の
っ
て
い
る
」
像

（
写
真
過
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
侭
ハ
ー
ル
フ
ッ
ト
の
模
写
と
い
っ
て
し
ま
え
ば
そ
れ
ま
で
だ
が
、
岩
を
す
っ
ぽ
り
く
り
抜
い
た
神
殿
頂
上

樹
と
釈
尊
（
高
橘
）
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石
窟
内
彫
刻
や
、
チ
ベ
ッ
ト
の
聖
樹
マ
ン

ダ
ラ
等
枚
挙
に
連
ま
な
い
。
そ
の
中
で
有

名
な
敦
埋
莫
高
窟
第
三
三
二
、
東
壁
の
阿

弥
陀
浄
土
変
（
七
世
紀
）
は
前
述
の
ア
ジ

ャ
ン
タ
の
彫
刻
と
そ
っ
く
り
で
、
こ
れ
が

後
世
の
マ
ン
ダ
ラ
を
思
わ
せ
る
多
仏
の
造

像
形
式
と
な
っ
て
行
く
。

こ
う
し
た
仏
と
聖
樹
と
の
関
連
は
仏
教

の
独
断
場
の
承
で
は
な
い
。
ヒ
ン
ズ
ー
教

で
も
同
じ
で
あ
る
。
岩
山
を
す
っ
ぽ
り
彫

り
進
象
、
大
地
の
脳
の
如
く
彫
り
残
さ
れ

た
エ
ロ
ー
ラ
石
窟
カ
イ
ラ
ー
サ
寺
。
こ
の

前
に
立
つ
と
、
大
地
の
生
命
力
が
地
の
底

（〃）



の
壁
に
立
っ
て
い
る
こ
と
が
、
大
地
の
生
命
力
の
表
現
そ
の
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
考
え
る
と
、
仏
陀
も
ヒ
ン
ズ
ー
の
神
々
も
樹
神
や
大
地
の
神
と
一
如
の
も
の
で
あ
り
、
仏
教
も
ヒ
ン
ズ
ー
教
も
共
炎
に
イ
ン
ド
の

風
土
の
中
で
生
れ
、
仏
も
神
も
「
自
然
の
源
」
か
ら
よ
っ
て
来
て
い
る
こ
と
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。
仏
陀
が
人
間
釈
尊
か
ら
救
済
者
超

越
者
に
な
っ
て
行
く
大
乗
仏
教
の
仏
陀
観
の
素
地
は
こ
う
し
た
樹
神
信
仰
、
否
イ
ン
ド
の
風
土
自
身
に
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

そ
し
て
叉
他
面
か
ら
見
る
と
、
こ
の
自
然
の
樹
も
、
単
な
る
樹
で
は
な
く
て
、
大
自
然
の
生
命
力
、
人
間
や
動
物
そ
し
て
樹
灸
を
も
育

樹
と
釈
尊
（
高
橋
）
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ぐ
く
柔
育
て
る
「
大
い
な
る
も
の
」
の
表
現
で
あ
る
か
ら
、
樹
自
体
も
仏
陀
と
同
じ
素
地
を
も
っ
て
い
る
も
の
と
な
る
。
だ
か
ら
、
い
た

ず
ら
に
樹
を
切
っ
て
自
然
破
壊
す
る
こ
と
は
、
こ
の
偉
大
な
る
も
の
を
切
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

（
鍋
）

○
あ
ら
ゆ
る
煩
悩
の
け
が
れ
を
滅
尽
し
た
長
老
た
ち
は
今
や
死
ん
で
し
ま
っ
た
、
そ
の
よ
う
な
人
は
数
少
な
い

ぱ
わ
か
る
。
即
ち

変
化
を
も
た
ら
し
た
。

と
い
う
よ
う
な
状
況
に
な
り

○
利
益
を
欲
し
、
怠
惰
に
流
れ
、
精
励
す
る
こ
と
な
く
、

（
虹
）

○
そ
な
た
は
風
病
に
犯
さ
れ
な
が
ら
、
叢
林
や
林
の
粗
末
な
、
そ
し
て
す
べ
て
に
事
欠
く
地
域
に
住
む

（
蛇
）

○
緑
の
光
を
放
ち
、
よ
く
繁
茂
す
る
ア
ッ
サ
ッ
タ
樹
（
菩
提
樹
）
の
下
で
…
…
。

○
さ
あ
私
は
独
り
で
ブ
ッ
ダ
が
称
讃
さ
れ
て
い
る
森
へ
行
こ
う
。
そ
こ
は
孤
独
に
住
し
、
専
念
す
る
修
行
者
に
と
っ
て
安
楽
の
場
所
で
あ

と
一
定
の
所
属
寺
院
へ
の
定
住
化
が
進
ん
で
も
、
心
あ
る
僧
は
依
然
と
し
て
、
樹
や
洞
窟
を
求
め
て
屋
外
に
住
も
う
と
し
た
こ
と
が
わ
か

る
。
然
し
事
態
は
益
々
変
っ
て
行
く
。
そ
れ
を
表
現
し
た
経
文
は
、

然
し
て
樹
下
か
ら
樹
下
に
遊
行
し
た
釈
尊
の
生
き
方
は
、
や
が
て
僧
達
が
一
定
の
所
属
僧
院
に
定
住
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
い
な
る

篭 こ
れ
は
釈
尊
滅
後
百
五
十
年
、
ア
シ
ョ
カ
王
時
代
に
編
纂
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
長
老
偶
や
長
老
尼
偶
を
大
般
浬
藥
経
と
対
比
し
て
承
れ

樹
と
釈
尊
（
高
橘
）

◇

（
“
）

あ
ろ
う
。
（
傍
線
筆
者
）

（42）



然
し
て
、
自
然
を
は
な
れ
た
人
間
は
一
体
ど
こ
へ
行
く
の
で
あ
ろ
う
か
。
西
洋
的
自
然
観
の
如
く
、
自
然
と
人
間
を
分
け
、
自
然
に
対

す
る
人
間
の
優
位
を
う
そ
ぶ
き
、
「
人
間
は
自
然
を
支
配
す
る
も
の
、
自
然
は
人
間
に
奉
仕
す
る
も
の
」
等
の
不
遵
の
考
え
に
陥
っ
て
行

く
。
従
っ
て
、
人
間
の
快
適
な
生
活
さ
だ
け
を
求
め
て
の
自
然
の
開
発
、
否
自
然
の
破
壊
が
進
ん
で
行
く
。
こ
れ
は
人
間
自
体
の
破
滅
に

も
連
ら
な
る
。
現
代
の
地
球
温
暖
化
・
酸
性
雨
オ
ゾ
ン
層
の
破
壊
が
そ
の
ほ
ん
の
一
つ
の
表
現
で
あ
る
。

自
然
と
人
間
も
も
と
も
と
一
枚
の
も
の
、
否
、
人
間
は
自
然
の
中
に
生
か
さ
れ
て
い
る
、
ほ
ん
の
小
さ
な
存
在
に
す
ぎ
な
い
。
こ
う
し

ょ
う
な
者
が
多
く
な
る
。
（
傍
線
筆
者
）
即
ち

○
軽
薄
で
、
心
の
定
ま
ら
な
い
修
行
者
が
、
た
と
い
ポ
ロ
布
で
つ
づ
っ
た
衣
を
着
て
い
て
も
、
猿
が
獅
子
の
毛
皮
を
ま
と
っ
て
い
る
よ
う

（
〃
）

に
、
そ
の
為
彼
は
美
し
く
は
見
え
な
い
。

（
銘
）

○
在
家
者
た
ち
が
捧
げ
る
洗
面
粉
油
、
洗
い
粉
、
水
、
座
具
そ
し
て
食
物
を
よ
り
多
く
得
よ
う
と
欲
求
す
る
。

と
あ
っ
て
、
我
々
も
耳
が
い
た
い
程
、
俗
化
し
て
行
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
が
釈
尊
よ
り
た
っ
た
百
五
十
年
し
か
経
な
い
時
の
表
現

と
あ
っ
て
、
我
々
Ｊ

で
あ
る
か
ら
驚
く
。

と
い
う
よ
う
な
僧
が
多
く
な
り
、

か
く
し
て
自
然
を
は
な
れ
た
僧
は
、
ま
す
ま
す
世
俗
の
欲
に
と
ら
わ
れ
た
生
活
に
陥
っ
て
行
く
。

が
る
。
（
傍
線
筆
者
）

樹
と
釈
尊
（
高
橋
）

◇ 今
来
ぬ
葡
を
捨
て
町
に
住
む
僧
達
は
内
は
世
俗
の
欲
に
承
ち
な
が
ら
、
外
見
だ
す
成
曽
ら
し
く
提

（43）



ぱ
な
ら
な
い
。

冒
頭
の
写
真
「
洞
窟
内
説
法
の
釈
尊
」
像
は
釈
尊
が
「
自
然
に
生
か
さ
れ
」
又
「
自
然
の
生
命
の
凝
結
」
と
し
て
超
越
者
釈
尊
に
ま
で

考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
前
述
し
た
。
然
し
、
こ
れ
は
釈
尊
だ
け
で
は
な
く
、
我
を
も
動
物
や
樹
と
共
に
、
自
然
の
中
に
生
か
さ
れ
、
そ

の
生
命
力
を
分
与
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
「
す
べ
て
の
も
の
は
仏
性
を
も
つ
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
動
物
だ
っ
て
樹
だ
っ
て
成

仏
す
る
、
即
ち
「
草
木
成
仏
」
と
い
う
思
想
が
出
て
来
る
由
縁
の
も
の
で
あ
る
。

こ
の
同
じ
立
場
の
も
の
が
、
他
を
傷
つ
け
、
切
っ
た
り
殺
し
た
り
し
て
い
い
わ
け
は
な
い
。
そ
の
報
い
は
必
ず
自
ら
に
ふ
り
か
か
っ
て

来
る
。

た
謙
虚
な
反
省
が
な
け
れ
ば
人
類
に
救
い
は
な
い
。
今
こ
そ
釈
尊
の
生
涯
、
そ
し
て
釈
尊
を
生
ん
だ
イ
ン
ド
の
自
然
観
に
立
ち
も
ど
ら
ね

私
は
こ
う
し
た
立
場
か
ら
釈
尊
の
生
涯
、
そ
し
て
そ
れ
を
表
わ
し
た
仏
教
彫
刻
の
意
味
を
強
調
し
た
い
。

各
地
で
「
○
○
樹
は
た
の
し
い
」
と
い
わ
れ
た
釈
尊
の
「
自
然
と
一
如
」
と
な
る
生
き
方
、
こ
れ
こ
そ
現
代
の
人
類
否
地
球
の
危
機
を

救
う
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
釈
尊
の
、
否
釈
尊
を
生
ん
だ
イ
ン
ド
の
大
地
、
そ
こ
か
ら
来
る
東
洋
的
自
然
観
に
、
今
こ
そ
立
ち
帰
ら
ね

ば
な
ら
な
い
。

雰
密（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
５
）

大
方
広
荘
厳
経
の
如
き
大
乗
の
仏
伝

中
村
元
訳
ブ
タ
の
こ
と
ば
（
岩
波
文
庫
）
五
九
頁

ブ
ッ
ダ
最
後
の
旅
（
中
村
元
氏
）
３
１
蛇

岩
松
浅
夫
訳
ブ
ッ
ダ
の
生
涯
（
原
始
仏
典
）
３
１
妃

同
右
３
１
鯛

樹
と
釈
尊
（
高
橋
）

（44）



（
６
）
岩
松
浅
夫
訳
原
錯

（
７
）
同
右

（
８
）
同
右

（
９
）
同
右

（
ｍ
）
同
右

（
、
）
同
右

（
胆
）
中
村
元
氏
仏
陀
最

（
昭
）
同
右

（
皿
）
同
右

（
巧
）
同
右

（
焔
）
同
右

（
”
）
同
右

（
昭
）
旨
・
Ｚ
角
（
原
始
仏
典

（
四
）
岩
波
文
庫
ブ
ッ
ダ

（
釦
）
旨
・
Ｚ
・
円
原
始
仏
坐

（
副
）
の
．
ｚ
・
原
始
仏
典
歯

（
配
）
ぐ
冒
画
曽
冨
画
鼠
。
画
一

（
銅
）
大
乗
仏
典
ブ
ッ
ダ

（
型
）
原
始
経
典
律
蔵

（
溺
）
中
村
元
ブ
ッ
ダ
最
（
記
）
ジ
ャ
ー
タ
カ
恥
三
二

（
”
）
ジ
ャ
ー
タ
カ
律
大
一

（
躯
）
前
掲
岩
松
氏
大
い

（
調
）
中
村
元
氏
岩
波
文

樹
と
釈
尊
（
高
橋
）

岩
松
浅
夫
訳
原
始
仏
典
仏
陀
の
生
涯
内
畝
部
俊
英
訳
律
蔵
大
品

同
右
同
右
同
右
同
右
同
右

中
村
元
氏
仏
陀
最
後
の
旅
２
１
劃

同
右
３
１
１

同
右
３
１
２

同
右
１
１
晦

同
右
４
１
皿

同
右
５
１
１

旨
・
Ｚ
角
（
原
始
仏
典
一
六
五
頁
所
掲
）

岩
波
文
庫
ブ
ッ
ダ
の
言
葉
ｌ
ス
ッ
タ
ニ
・
ハ
ー
タ
ー
九
三
頁

旨
・
Ｚ
・
円
原
始
仏
典
一
六
六
’
一
六
七
頁

の
．
ｚ
・
原
始
仏
典
内
九
五
八
’
六
○

ぐ
冒
画
曽
冨
画
鼠
回
農
胃
含
・
忠
）

大
乗
仏
典
プ
ッ
タ
チ
ャ
リ
タ
－
１
６

原
始
経
典
律
蔵
畝
部
俊
英
訳
律
大
品
１
１
型
の
２
１
１

中
村
元
ブ
ッ
ダ
最
後
の
旅
（
岩
波
文
庫
（
註
）
一
九
三
’
一
九
五
頁

ジ
ャ
ー
タ
ヵ
恥
三
○
五
・
四
七
九
（
南
伝
大
蔵
経
参
照
）

ジ
ャ
ー
タ
ヵ
律
大
品
冨
．
ぐ
』
ｓ
単
五
分
律
大
理
’
一
○
三
中

前
掲
岩
松
氏
大
い
な
る
死
第
三
章
四
二

中
村
元
氏
岩
波
文
庫
四
三
頁

1 1 1 4 3 2
l l l l l l
242424 1 1 1
ののの

12022

l l l
1 2 2

（術）



（
釦
）
中
村
元
氏
岩
波
文
庫
五
九
頁

（
劃
）
同
右
七
二
頁
（
釈
尊
だ
け
で
な
く
当
時
の
遊
行
者
は
こ
う
し
て
樹
の
下
で
死
ん
だ
）

（
鉋
）
原
始
仏
典
一
九
頁
・
富
・
Ｚ
・
現
Ｉ
］
９
１
コ

（
詔
）
相
応
部
経
典
四
七
・
九
、
「
病
」
（
九
’
二
）

（
弘
）
大
乗
仏
典
内
原
実
訳
ブ
ッ
タ
チ
ャ
リ
タ
－
１
鯛

（
弱
）
同
右
３
‐
ｍ

（
錨
）
同
右
１
１
鯛

（
訂
）
同
右
５
１
副

（
記
）
同
右
５
１
鯛

（
調
）
同
右
９
１
副

（
鉛
）
南
伝
大
蔵
経
二
十
八
巻
因
縁
物
語
一
四
七
頁

（
虹
）
岩
波
文
庫
中
村
元
氏
訳
仏
弟
子
の
告
白
ｌ
テ
ー
ラ
ガ
ー
タ
ー
ー
三
五
○
’
三
五
五

（
蛇
）
同
右
一
二
七

（
網
）
同
右
五
三
八

（
坐
）
同
右

九
六
二

（
輻
）
同
右
九
二
八

（
妬
）
同
右
九
四
五

（
灯
）
同
右
一
○
八
一

息
９
司
白
九
三
七

（
虹
）
岩
波
文
庫
中
村
元

（
蛇
）
同
右

（
網
）
同
右

（
坐
）
同
右

（
輻
）
同
右

（
妬
）
同
右

（
灯
）
同
右

（
妃
）
同
右

そ
の
他
参
考
文
献
と
し
て

栗
田
功
編
の
画
邑
冨
国
鈩
騨
デ
弓

胃
ご
顔
◎
岸
Ｑ
ｍ
ｐ
Ｑ
彦
幽
『
色
色
風
旨
勺
色
颪
の
冨
冒

樹
と
釈
尊
（
高
鶴
）

（秘）



平
成
二
年
九
月
、
縁
あ
っ
て
洛
陽
を
訪
れ
、
白
馬
寺
に
お
参
り
す
る
機
会
を
も
っ
た
。
白
馬
寺
は
洛
陽
の
東
十
二
キ
ロ
位
の
と
こ
ろ
に

あ
り
、
そ
の
途
中
で
や
や
北
よ
り
に
道
を
変
え
七
・
八
キ
ロ
も
行
く
と
、
そ
こ
は
黄
河
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
白
馬
寺
の
す
ぐ
東
側
は
一

面
の
畑
で
あ
っ
た
が
、
か
つ
て
漢
や
魏
の
時
代
（
２
５
～
２
６
４
）
に
は
、
洛
陽
城
が
あ
っ
た
所
だ
と
い
う
。

白
馬
寺
は
並
木
の
続
い
て
い
る
道
を
、
ふ
い
と
左
に
曲
が
っ
た
ら
い
き
な
り
現
れ
た
と
い
う
感
じ
で
建
っ
て
い
た
。
レ
ン
ガ
を
積
み
重

ね
た
、
文
字
通
り
の
ベ
ン
ガ
ラ
色
の
塀
で
囲
ま
れ
、
塀
よ
り
高
い
レ
ン
ガ
色
の
ア
ー
チ
型
の
入
り
口
を
も
っ
た
山
門
を
備
え
て
い
た
。
本

来
の
寺
院
の
形
態
で
あ
る
四
角
な
境
内
を
も
っ
た
寺
で
あ
る
と
思
わ
れ
た
。

入
場
料
を
払
っ
て
中
に
入
り
、
お
参
り
を
し
た
後
に
、
白
馬
寺
の
こ
と
を
紹
介
し
た
書
物
、
『
中
国
文
物
小
叢
書
』
と
い
う
の
を
買
い

求
め
た
。
以
下
は
こ
の
書
の
中
で
、
「
永
平
求
法
与
白
馬
寺
」
と
題
さ
れ
た
所
の
文
章
の
翻
案
と
、
そ
こ
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
説
示
に
対

す
る
資
料
の
展
開
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
も
の
を
公
に
す
る
の
は
、
今
日
以
降
に
洛
陽
の
白
馬
寺
を
訪
れ
る
人
に
と
っ
て
、
更
に

突
っ
込
ん
だ
訪
問
と
な
り
う
れ
ば
と
思
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

レ
ポ
ー
ト

白
馬
寺
管
見
（
望
月
）

白
馬
寺
管
見

１
白
馬
寺

望
月
海
淑

（〃）



『
魏
書
・
釈
老
志
』
や
『
洛
陽
伽
間
記
』
等
の
醤
物
の
記
峨
に
よ
る
と
、
漢
の
明
帝
劉
荘
は
夜
、
身
長
が
丈
六
に
も
お
よ
び
、
頸
の
後

部
か
ら
白
光
を
出
す
金
色
の
人
が
、
宮
殿
の
庭
に
飛
ん
で
来
た
と
い
う
夢
を
ぷ
た
。
そ
こ
で
帝
は
群
臣
に
質
問
を
し
た
。
す
る
と
大
臣
・

伝
毅
は
明
帝
に
語
っ
た
。
「
西
方
に
神
が
い
ま
す
、
そ
の
名
は
仏
と
い
い
、
姿
形
は
陛
下
が
夢
に
み
た
も
の
と
同
じ
よ
う
に
思
わ
れ
ま

す
」
と
。
そ
こ
で
明
帝
は
、
郎
中
の
察
惜
と
中
郎
将
の
秦
景
等
に
十
余
人
の
従
者
を
つ
け
て
、
天
竺
へ
と
向
か
わ
せ
、
仏
の
経
典
と
仏
法

と
を
求
め
さ
せ
た
。
察
惜
と
秦
景
の
一
行
は
西
へ
向
か
い
、
大
月
氏
国
（
今
の
中
央
ア
ジ
ア
の
ア
フ
ガ
｝
一
ス
タ
ン
一
帯
地
方
）
に
到
着

し
、
著
明
な
仏
教
学
者
で
も
あ
る
天
竺
の
高
僧
の
摂
摩
騰
と
竺
法
蘭
に
会
い
、
更
に
仏
の
経
典
と
釈
迦
牟
尼
仏
の
像
を
も
手
に
い
れ
、
使

者
達
は
こ
の
二
人
に
中
国
へ
の
来
朝
を
請
願
し
て
、
一
緒
に
洛
陽
へ
帰
っ
て
来
た
。

洛
陽
は
中
国
の
歴
史
上
の
名
城
で
あ
り
、
「
九
朝
の
故
都
」
と
素
称
さ
れ
て
い
た
。
東
漢
の
国
都
で
あ
る
洛
陽
城
は
全
国
で
も
最
大
の

城
市
で
あ
る
が
、
同
時
に
当
時
の
世
界
の
中
で
も
、
第
一
流
の
繁
栄
し
た
城
市
で
も
あ
っ
た
。

摂
摩
騰
と
竺
法
蘭
の
二
僧
は
洛
陽
に
来
る
と
、
鴻
腫
寺
（
官
署
名
）
に
住
し
、
共
同
し
て
最
も
早
期
の
漢
訳
経
典
た
る
『
四
十
二
章

経
』
を
訳
出
し
た
。
そ
の
後
、
竺
法
蘭
は
『
十
地
断
結
経
』
『
法
海
蔵
経
』
『
仏
本
生
経
』
『
仏
本
行
経
』
等
の
仏
教
典
籍
を
陸
続
と
し

て
訳
出
し
た
。
こ
の
漢
代
訳
出
の
『
四
十
二
章
経
』
は
、
仏
教
伝
播
の
上
で
重
要
な
作
用
を
も
っ
て
い
る
。

今
、
白
馬
寺
の
毘
臆
閣
の
内
壁
の
後
に
は
、
清
代
に
彫
刻
さ
れ
た
『
四
十
二
章
経
』
の
刻
石
が
は
め
こ
ま
れ
て
い
る
が
、
漢
の
明
帝
は

非
常
に
こ
の
著
作
を
珍
ら
し
が
ら
れ
、
皇
室
図
書
館
の
蘭
台
石
室
に
こ
れ
を
保
存
す
る
よ
う
に
命
じ
ら
れ
た
。
仏
教
の
合
法
的
地
位
は
こ

れ
に
よ
っ
て
正
式
に
承
認
さ
れ
た
。
中
国
に
お
け
る
沙
門
と
礼
拝
の
法
は
こ
れ
か
ら
始
ま
っ
た
。
こ
れ
は
わ
が
国
の
仏
教
史
上
に
著
明
な

白
馬
寺
管
見
（
望
月
）

２
白
馬
寺
の
「
縁
起
」

（48）



「
永
平
求
法
」
と
い
わ
れ
、
民
間
流
伝
の
「
唐
僧
の
取
経
」
は
こ
れ
よ
り
五
百
六
十
多
年
の
後
の
こ
と
に
な
る
。

明
帝
は
摂
摩
騰
と
竺
法
蘭
の
二
高
僧
を
重
ん
じ
、
勅
命
し
て
洛
陽
城
の
西
の
雍
門
の
外
三
里
、
道
の
北
側
の
と
こ
ろ
に
、
仏
教
伝
統
様

式
の
第
一
座
僧
院
を
建
立
さ
せ
た
。
大
月
氏
国
よ
り
白
馬
の
背
に
経
典
と
仏
像
と
を
載
せ
て
来
た
と
伝
え
る
の
で
、
こ
れ
は
白
馬
寺
と
名

付
け
ら
れ
た
。
「
寺
」
の
字
は
鴻
臘
寺
の
「
寺
」
に
由
来
す
る
も
の
で
、
後
に
な
っ
て
漸
く
仏
教
の
僧
院
の
称
呼
と
な
っ
た
。

白
馬
寺
の
名
称
に
関
し
て
は
一
種
の
伝
説
が
あ
る
。
古
代
イ
ン
ド
に
一
人
の
国
王
が
お
り
、
各
個
の
僧
院
を
こ
わ
そ
う
と
し
て
命
令
を

下
し
た
。
し
か
し
招
提
寺
の
僧
院
は
未
だ
こ
わ
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
時
、
国
王
は
夜
中
に
一
頭
の
白
馬
が
塔
を
め
ぐ
り
な
が
ら
悲
し
げ

に
鳴
い
て
い
る
の
を
見
た
。
王
は
そ
の
霊
異
を
信
じ
、
僧
院
の
破
壊
を
止
め
さ
せ
、
招
提
を
改
め
て
白
馬
と
し
た
が
、
そ
れ
以
後
、
僧
院

に
は
白
馬
と
名
付
け
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
、
と
。

今
、
白
馬
寺
の
後
に
は
薄
の
塙
と
を
も
っ
た
高
台
が
あ
り
、
そ
の
高
さ
は
六
米
で
、
東
西
の
長
さ
は
四
十
二
・
八
○
米
、
南
北
は
三
十

二
・
四
○
米
で
あ
り
、
清
涼
台
と
呼
ば
れ
て
い
る
院
が
あ
る
。
伝
え
に
よ
る
と
、
漢
の
明
帝
は
こ
こ
に
来
た
っ
て
読
書
を
し
た
と
い
い
、

後
に
な
っ
て
こ
こ
に
経
典
と
釈
迦
牟
尼
仏
の
像
が
置
か
れ
、
摩
騰
と
法
蘭
の
二
人
は
こ
こ
で
経
典
を
訳
し
、
居
住
し
た
と
も
い
う
。
そ
し

て
こ
こ
は
こ
の
寺
の
中
で
、
現
存
す
る
も
の
の
中
で
最
も
古
い
建
築
遺
跡
と
い
わ
れ
て
い
る
。

摩
騰
・
法
蘭
の
二
人
の
高
僧
は
こ
こ
で
入
寂
し
た
の
で
、
白
馬
寺
内
に
葬
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
二
人
の
墳
墓
は
、
寺
の
門
内
の
東

西
の
両
側
の
松
柏
の
林
の
中
に
あ
る
。
そ
の
墓
は
石
が
嵌
め
ら
れ
た
円
形
の
塚
で
あ
り
、
墓
前
に
石
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は

明
代
の
崇
禎
七
年
（
一
六
三
四
）
の
も
の
で
あ
る
。

と
い
う
の
が
、
白
馬
寺
縁
起
に
戦
せ
ら
れ
て
い
た
白
馬
寺
の
根
幹
で
あ
る
。
更
に
漢
の
明
帝
劉
荘
の
創
建
以
来
二
千
年
と
い
う
長
い
才

月
が
た
ち
、
世
の
移
り
変
わ
り
は
激
し
く
、
時
に
は
栄
え
時
に
は
廃
れ
た
。
そ
し
て
東
漢
（
後
漢
）
の
時
、
中
原
に
は
少
数
の
寺
院
だ
け

白
馬
寺
管
見
（
望
月
）

（49）



が
あ
り
、
外
国
か
ら
中
国
へ
来
た
仏
教
を
信
ず
る
西
域
の
商
人
が
集
ま
っ
て
い
た
が
、
中
国
人
の
出
家
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
魏
の
斎
王

芳
の
嘉
平
二
年
（
二
五
○
）
に
イ
ン
ド
僧
・
曇
何
迦
羅
が
白
馬
寺
に
来
て
、
戒
律
た
る
『
僧
祇
戒
律
』
を
訳
出
し
、
僧
も
日
増
し
に
多
く

な
り
、
洛
陽
の
寺
も
四
十
二
ヶ
寺
に
達
し
、
著
明
な
竺
法
護
も
こ
こ
で
『
文
殊
師
利
浄
律
経
』
『
魔
逆
経
』
『
正
法
華
経
』
等
の
九
十
余

部
の
経
典
を
訳
出
し
た
。
等
々
遺
物
の
紹
介
を
展
開
し
て
い
る
が
、
後
は
カ
ッ
ト
す
る
こ
と
に
す
る
。

縁
起
（
以
下
単
に
「
縁
起
」

ら
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

こ
の
よ
う
な
白
馬
寺
に
伝
え
ら
れ
て
来
た
縁
起
を
整
理
し
て
見
る
と
、
漢
の
明
帝
が
黄
金
の
人
を
夢
に
見
て
西
方
に
求
め
さ
せ
た
と
い

う
、
い
わ
ゆ
る
感
夢
求
法
説
と
、
白
馬
に
か
か
わ
る
伝
説
と
の
二
つ
の
部
分
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら

（
利
＆
）

の
こ
と
に
詳
し
い
鎌
田
茂
雄
博
士
の
『
中
国
仏
教
史
』
第
一
巻
等
に
、
こ
の
こ
と
を
訪
ね
な
が
ら
見
て
い
こ
う
と
考
え
る
。
ま
ず
白
馬
寺

縁
起
（
以
下
単
に
「
縁
起
」
と
す
る
）
は
、
書
的
記
載
と
し
て
『
魏
書
・
釈
老
志
』
と
『
洛
陽
伽
閾
記
』
を
挙
げ
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
か

（
ｎ
画
）

な
い
と
こ
ろ
が
異
な
っ
て
い
る
。

『
魏
書
・
釈
老
志
』
に
は
孝
明
帝
が
夜
に
金
人
の
夢
を
見
た
、
頂
に
白
光
あ
り
殿
庭
に
飛
行
し
て
来
た
の
で
、
群
臣
に
訪
ね
た
。
伝
毅

は
仏
だ
ろ
う
と
い
い
、
帝
は
郎
中
察
惜
と
博
士
の
弟
子
秦
景
等
を
天
竺
へ
お
く
り
、
浮
屠
の
遺
範
を
写
さ
し
め
た
。
察
惜
は
沙
門
摂
摩
騰

と
竺
法
蘭
と
を
つ
れ
て
洛
陽
へ
帰
っ
て
来
た
…
…
と
続
け
ら
れ
て
お
り
、
ほ
ぼ
「
縁
起
」
と
同
様
で
あ
る
が
、
金
人
の
大
き
さ
の
説
示
が

な
く
、
明
帝
令
至
画
工
一
図
中
仏
像
上
置
二
清
涼
台
及
顕
節
陵
上
一
と
あ
り
、
白
馬
が
塔
の
周
り
を
鳴
き
な
が
ら
ま
わ
っ
た
と
い
う
伝
説
が

『
洛
陽
伽
蘭
記
』
で
は
、
白
馬
寺
は
漢
の
明
帝
が
立
て
た
と
こ
ろ
と
し
た
上
で
、
明
帝
は
黄
金
で
身
長
六
で
項
背
か
ら
日
月
の
光
明
を

白
馬
寺
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さ
れ
て
い
る
。

ａ
『
後
漢
紀
』
ｂ
『
後
漢
書
』
ｃ
『
四
十
二
章
経
』
ｄ
『
水
経
注
』
ｅ
『
牟
子
理
惑
論
』
ｆ
『
洛
陽
伽
蘭
記
』
ｇ
『
冥
祥
記
』
ｈ
『
化

（
４
詮
）

胡
経
』
ｉ
『
釈
老
志
』
（
鎌
田
博
士
の
表
示
に
よ
っ
て
魏
書
を
省
略
し
た
）
ｊ
『
高
僧
伝
』
等
で
あ
る
が
、
こ
の
中
で
ｈ
を
除
い
て
他
は

す
べ
て
、
金
色
の
身
体
を
し
て
い
た
と
な
し
て
い
る
。
そ
し
て
ａ
．
ｂ
は
身
体
が
長
大
だ
と
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
ｄ
で
は
大
人
と
し

て
お
り
、
ｆ
・
ｇ
．
ｈ
で
は
六
（
丈
六
の
ミ
ス
プ
リ
だ
と
思
わ
れ
る
）
と
か
、
二
丈
と
か
六
尺
と
か
と
な
し
て
、
具
体
的
大
き
さ
の
数
字

を
挙
げ
て
い
る
。
又
ｊ
を
除
い
て
は
項
・
頂
・
身
か
ら
光
を
だ
し
た
と
な
さ
れ
、
ｃ
・
ｅ
・
ｉ
．
ｊ
な
ど
で
は
空
を
飛
行
し
て
来
た
と
な

い
と
い
い
う
る
が
、
空
中
を
飛

白
馬
寺
管
見
（
望
月
）

放
つ
神
・
仏
と
い
わ
れ
る
の
を
夢
に
見
て
、
使
い
を
西
域
に
派
遣
し
て
求
め
さ
せ
、
経
と
像
と
を
手
に
入
れ
た
。
時
白
馬
負
し
経
而
来
、

因
以
為
し
名
と
い
い
、
明
帝
が
崩
御
し
た
の
で
祇
疸
を
陵
上
に
起
こ
し
た
。
こ
れ
よ
り
以
後
、
沢
山
な
人
倉
が
塚
の
上
に
或
は
浮
図
を
作

り
、
寺
の
経
函
は
今
も
猶
存
し
、
常
に
焼
香
や
供
養
が
な
さ
れ
て
お
り
、
経
函
は
時
に
光
明
を
放
ち
堂
宇
を
耀
や
か
す
の
で
、
世
の
道
俗

（
３
）

は
こ
れ
を
礼
敬
し
た
、
等
と
示
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
明
帝
の
夢
と
白
馬
が
経
典
を
背
負
っ
て
来
た
と
い
う
こ
と
と
、
明
帝
の
崩
御
の
後
に
な
っ
て
寺
が
つ
く
ら
れ
、
人
々
が
お

参
り
し
た
と
い
う
こ
と
だ
け
で
、
経
典
を
求
め
に
行
っ
た
人
や
翻
訳
を
し
た
人
な
ど
の
記
述
な
ど
は
な
い
。

し
た
が
っ
て
「
縁
起
」
の
記
事
は
、
こ
れ
ら
二
醤
を
参
照
し
た
だ
け
で
出
来
上
が
っ
た
も
の
だ
と
は
い
い
が
た
い
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で

鎌
田
博
士
の
『
中
国
仏
教
史
』
に
よ
っ
て
、
明
帝
が
夢
見
た
金
人
に
関
す
る
説
話
の
戦
せ
ら
れ
て
い
る
書
物
を
列
記
し
て
ゑ
る
と
、
次
の

よ
う
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
明
帝
が
夢
に
見
た
像
が
金
色
を
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
、
光
を
だ
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
は
、
諸
本
あ
ま
り
異
同
は
な

と
い
い
う
る
が
、
空
中
を
飛
行
す
る
と
い
う
こ
と
と
、
わ
け
て
も
身
体
の
大
き
さ
に
関
し
て
は
、
大
層
な
異
同
が
あ
る
と
い
わ
な
け
れ

（斑）



ぱ
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
何
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
か
。

「
縁
起
」
嶢
大
臣
・
伝
毅
の
言
に
よ
っ
て
明
帝
が
西
方
へ
、
郎
中
の
察
惜
と
中
郎
将
の
秦
景
等
に
十
余
人
を
つ
け
て
送
り
出
し
た
と

な
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
諸
本
の
記
述
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

『
四
十
二
章
経
』
伝
毅
の
言
に
よ
り
明
帝
は
、
張
悲
と
羽
林
中
郎
将
秦
景
と
博
士
弟
子
王
遵
等
十
二
人
を
派
避
、
彼
ら
は
仏
経
四
十

『
四
十
二
章
経
』
』

『
牟
子
理
惑
論
』
伝
毅
の
言
に
よ
っ
て
明
帝
は
、
中
郎
察
惜
と
羽
林
郎
中
秦
景
と
博
士
弟
子
王
遵
等
十
八
人
が
行
き
、
彼
ら
は
写
仏

経
四
十
二
章
を
持
っ
て
還
っ
た
。
（
張
蒸
の
名
は
大
正
蔵
経
所
収
本
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
）

『
魏
書
・
釈
老
志
』
伝
毅
の
言
に
よ
っ
て
、
郎
中
察
惜
と
博
士
弟
子
秦
景
等
と
が
行
き
、
彼
ら
は
浮
屠
の
遣
範
を
写
し
沙
門
摩
騰
と

竺
法
蘭
と
を
連
れ
、
仏
経
四
十
二
章
と
釈
迦
の
立
像
と
を
得
て
還
っ
た
。

『
高
僧
伝
』
伝
毅
の
言
に
よ
っ
て
、
郎
中
察
惜
と
博
士
弟
子
秦
景
等
が
行
き
、
彼
ら
は
摩
騰
に
あ
っ
て
還
り
、
摩
騰
は
四
十
二
章
経

『
高
僧
伝
』
』

二
章
を
持
っ
て
還
っ
た
。

一
巻
を
訳
出
し
た
。

『
冥
祥
記
』
群
臣
の
言
に
よ
っ
て
、
察
惜
が
行
き
、
迦
葉
摩
騰
を
連
れ
て
還
り
、
優
填
王
画
と
釈
迦
僑
像
を
も
持
っ
て
還
っ
た
。

『
水
経
注
』
群
臣
の
言
に
よ
っ
て
、
使
い
が
天
竺
へ
行
き
、
彼
ら
は
写
経
と
像
を
白
馬
の
背
に
の
せ
て
還
っ
た
。

『
洛
陽
伽
蘭
記
』
使
い
が
行
き
、
経
と
像
を
得
て
、
白
馬
の
背
に
の
せ
て
還
っ
た
。

と
、
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
整
理
す
る
と
、
伝
毅
の
言
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
と
い
う
書
と
、
群
臣
の
言
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た

白
馬
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と
い
う
書
と
、
明
示
を
し
て
い
な
い
書
と
の
三
種
の
記
述
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
う
ち
の
伝
毅
に
つ
い
て
は
後
に
譲
こ
と
に
し

て
、
明
帝
の
前
に
い
た
誰
か
が
西
域
派
遣
を
口
に
し
た
と
、
簡
単
に
考
え
て
お
け
ば
よ
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

次
に
使
者
と
し
て
は
、
禁
惜
と
秦
景
と
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
王
遵
を
加
え
た
も
の
も
あ
る
。
し
か
し
博
士
弟
子
が
秦
景
に
な

っ
た
り
王
遂
に
な
っ
た
り
し
て
お
り
、
藥
惜
の
官
名
が
ま
ち
ま
ち
で
あ
っ
た
り
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
各
書
物
の
記
事
が

首
尾
一
貫
し
て
い
な
い
の
は
、
不
思
議
な
こ
と
に
思
わ
れ
る
が
、
確
か
な
記
述
が
な
か
っ
た
た
め
か
も
し
れ
な
い
と
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
疑
い
の
眼
を
も
っ
て
見
る
と
、
『
四
十
二
章
経
』
に
は
張
審
の
名
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
張
審
に
関
し
て
『
化
胡
経
』
の
中

に
は
伝
毅
の
言
を
う
け
た
明
帝
が
、
張
霧
等
を
派
遣
し
、
彼
ら
は
仏
教
の
河
源
を
窮
め
、
三
十
六
国
を
へ
て
舎
衛
国
に
至
っ
た
が
、
そ
の

時
に
仏
は
す
で
に
浬
樂
に
入
っ
て
い
た
た
め
、
写
経
六
十
万
五
千
言
を
持
っ
て
、
永
平
十
八
年
に
中
国
へ
還
っ
て
来
た
、
と
あ
る
。

こ
こ
に
出
て
く
る
永
平
十
八
年
と
い
う
の
は
、
西
暦
七
十
五
年
の
こ
と
で
あ
り
、
張
羅
が
大
月
氏
国
へ
向
か
っ
た
の
は
、
前
漢
の
武
帝

の
時
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
れ
は
紀
元
前
百
四
十
年
ご
ろ
の
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
『
化
胡
経
』
の
記
述
で
は
、
張
泰
は
一
旨
数
十
年
も

西
域
に
い
た
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
『
化
胡
経
』
は
道
教
に
か
か
わ
る
も
の
を
集
め
た
記
事
だ
か
ら
、
そ
の
立
場
で
の
批
判
だ
と
い
っ

た
と
こ
ろ
で
、
あ
ま
り
に
も
時
が
違
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

（
尽
哩
）

そ
の
た
め
だ
ろ
う
『
笑
道
論
』
な
る
も
の
に
は
、
こ
の
記
事
に
関
し
て
「
こ
れ
亦
妄
作
…
…
そ
の
妄
引
を
笑
う
べ
き
な
り
」
と
批
判
が

載
せ
ら
れ
て
、
前
漢
の
武
帝
の
時
の
人
が
後
漢
の
明
帝
の
時
に
い
る
筈
が
な
い
で
は
な
い
か
と
な
さ
れ
て
い
る
。

（
一
Ｒ
ｕ
）

こ
の
張
泰
に
関
し
て
は
、
鎌
田
博
士
の
『
日
本
仏
教
史
』
小
野
玄
妙
博
士
の
「
仏
教
経
典
総
論
」
に
詳
し
い
が
、
張
泰
の
名
に
つ
い
て

『
化
胡
経
』
等
の
筆
者
か
ら
批
判
さ
れ
た
関
係
者
は
、
そ
れ
以
後
、
張
秦
の
名
を
消
し
て
蕊
惜
に
入
れ
替
え
た
の
で
は
な
い
の
か
、
と
さ

（
〃
０
）

え
い
わ
れ
て
い
る
か
ら
、
ど
う
も
歴
史
に
忠
実
な
記
述
で
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
と
す
る
と
、
『
化
胡
経
』
が
示
す
張
泰
の
西
域
へ

白
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の
出
張
と
六
十
万
五
千
言
に
の
ぼ
る
写
経
を
将
来
し
た
と
い
う
各
書
の
記
述
に
も
一
考
を
要
す
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

し
か
し
て
、
西
域
の
こ
と
を
明
帝
に
言
上
し
た
伝
毅
な
る
人
物
に
つ
い
て
、
鎌
田
茂
雄
博
士
は
『
後
漢
書
』
の
記
述
に
よ
っ
て
、
伝
毅

は
明
帝
の
次
の
章
帝
の
時
に
初
め
て
徴
召
さ
れ
た
人
で
あ
り
、
彼
は
建
初
中
（
七
六
’
八
四
）
に
蘭
台
の
令
史
と
な
り
、
老
中
を
拝
し
、

遜
固
な
ど
と
と
も
に
校
書
を
司
ど
っ
た
。
し
た
が
っ
て
明
帝
よ
り
も
後
の
時
代
の
人
で
あ
る
か
ら
、
明
帝
が
伝
毅
の
言
に
よ
っ
て
使
者
を

（
○
０
）

送
っ
た
と
い
う
の
に
は
、
年
代
的
に
無
理
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

張
泰
に
つ
い
で
伝
毅
な
る
人
物
に
つ
い
て
も
、
こ
の
よ
う
に
歴
史
的
に
問
題
が
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
次
は
経
典
の
訳
者
に
つ
い
て
レ

ポ
ー
ト
を
し
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

「
縁
起
」
に
は
摂
摩
騰
と
竺
法
蘭
と
が
中
国
へ
来
た
っ
て
『
四
十
二
章
経
』
等
を
訳
出
し
た
と
あ
る
。

そ
し
て
如
上
の
諸
経
典
に
お
い
て
訳
者
の
名
を
示
し
て
い
る
も
の
は
、
『
四
十
二
章
経
』
『
冥
祥
記
』
『
魏
書
・
釈
老
子
』
『
高
僧

伝
』
等
で
あ
る
。
ま
ず
「
縁
起
」
が
示
し
て
い
る
『
魏
書
・
釈
老
志
』
を
見
る
と
、
そ
こ
で
は
西
域
へ
の
使
者
が
摂
摩
等
と
竺
法
蘭
と
と

も
に
中
国
へ
還
っ
て
来
た
こ
と
、
察
惜
等
の
使
者
達
が
四
十
二
章
を
得
て
来
た
こ
と
、
白
馬
寺
が
建
て
ら
れ
そ
こ
で
こ
の
二
人
は
卒
し
た

こ
と
、
が
記
さ
れ
て
は
い
る
が
、
訳
出
し
た
と
い
う
こ
と
は
記
さ
れ
て
は
い
な
い
。
中
国
へ
来
た
と
い
う
こ
と
は
、
伝
道
の
た
め
と
い
う

願
い
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
だ
と
思
う
か
ら
、
経
典
の
訳
出
は
当
然
の
こ
と
で
は
あ
ろ
う
が
、
念
の
た
め
忠
実
を
期
す
る
こ
と
に
し
た
。

そ
こ
で
『
四
十
二
章
経
』
を
見
る
と
、
張
泰
等
の
使
者
達
が
こ
の
経
典
等
を
写
し
取
っ
て
還
っ
て
来
て
、
寺
を
建
て
、
こ
こ
を
中
心
に

仏
教
が
栄
え
、
諸
奄
に
寺
が
建
て
ら
れ
た
と
の
記
述
が
本
文
に
は
あ
る
が
、
訳
出
に
関
し
て
の
記
述
は
な
い
。
し
か
し
、
現
今
の
大
正
蔵
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こ
れ
に
関
し
て
、
釈
僧
祐
が
撰
し
た
『
出
三
蔵
記
集
』
に
は
、
四
十
二
章
経
一
巻
に
つ
い
て
「
旧
録
云
孝
明
皇
帝
四
十
二
章
経
安
法
師

（
的
）

所
撰
録
欠
此
経
」
と
し
た
上
で
、
張
泰
と
秦
景
と
は
月
支
国
で
竺
摩
騰
に
あ
っ
て
、
こ
の
経
を
訳
写
し
て
洛
陽
に
還
っ
た
と
あ
っ
て
、
摩

騰
が
訳
出
に
か
か
わ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
『
四
十
二
章
経
』
の
経
題
の
次
に
見
ら
れ
る
摩
騰
・
法
蘭
の
二
人
の
名

が
、
『
出
三
蔵
記
集
』
で
は
摩
騰
一
人
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
両
書
に
は
相
違
が
あ
る
。

『
高
僧
伝
』
に
は
摂
摩
騰
は
中
天
竺
の
人
、
大
小
乗
経
を
解
し
、
常
に
遊
化
し
金
光
明
経
を
講
じ
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
察
惜
・
秦
景

等
は
天
竺
で
摩
騰
に
あ
い
、
摩
騰
は
弘
通
を
志
し
て
い
た
か
ら
、
疲
苦
を
も
輝
ら
ず
流
沙
を
渉
っ
て
洛
陽
に
来
た
と
あ
り
、
「
有
記
」
に

曰
く
と
し
て
、
摩
勝
は
四
十
二
章
経
を
訳
し
、
洛
陽
の
西
雍
門
外
の
白
馬
寺
に
住
ん
だ
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
竺
法
蘭
に
関
し
て
、
中
天
竺
の
人
で
経
論
数
万
章
を
諭
し
た
と
い
い
、
天
竺
学
者
の
師
と
な
り
、
察
惜
等
に
あ
い
摩
騰
と
共

に
洛
陽
に
来
て
、
四
十
二
章
経
等
を
訳
出
し
、
六
十
余
才
で
亡
く
な
っ
た
と
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
の
「
有
記
」
と
は
ど
の
雷
な
の
だ

（
ｎ
回
）

い
わ
れ
る
か
ら
、
摩
睡

く
置
く
こ
と
に
す
る
。

経
を
見
る
と
、
そ
こ
で
は
経
題
の
す
ぐ
後
に
、
「
後
漢
西
域
沙
門
迦
葉
摩
騰
共
法
閾
訳
」
と
あ
っ
て
、
二
人
の
訳
出
で
あ
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
こ
れ
が
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
の
か
、
よ
く
分
か
ら
な
い
が
、
『
四
十
二
章
経
序
』
に
は
摩
騰
の
名
は
な
か
っ
た
と

（
ｎ
回
）

い
わ
れ
る
か
ら
、
摩
騰
・
法
蘭
の
訳
者
名
の
記
述
は
後
に
な
っ
て
か
ら
付
け
加
え
ら
れ
た
も
の
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
こ
で
こ
れ
は
暫

『
冥
祥
記
』
に
お
い
て
吟

し
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

に
お
い
て
は

ろ
う
か
。

そ
こ
で
整
理
を
し
て
み
る
と
、

白
馬
寺
管
見
（
望
月
） 、

使
者
の
察
惜
は
西
域
沙
門
迦
葉
摩
騰
等
を
得
て
還
っ
て
来
た
こ
と
、
明
帝
は
こ
れ
を
重
く
ゑ
て
供
養
を
な

摩
騰
と
法
蘭
の
二
人
が
中
国
へ
来
た
と
す
る
だ
け
の
も
の
と
、
二
人
が
訳
出
し
た
と
す
る
も
の
と
、
摩

（”）



騰
等
が
来
た
と
す
る
も
の
と
、
摩
騰
だ
け
の
名
を
挙
げ
て
訳
出
し
た
と
す
る
も
の
と
が
あ
る
。
し
か
し
天
竺
か
ら
中
国
ま
で
来
た
と
い
う

こ
と
は
、
仏
法
を
伝
え
る
た
め
で
あ
っ
た
の
は
明
白
な
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
来
た
以
上
は
訳
出
し
た
と
い
い
う
る
で
あ
ろ
う
。
す
る
と

『
出
三
蔵
記
集
』
が
一
人
だ
け
の
名
を
挙
げ
、
『
冥
祥
記
』
は
摩
騰
等
と
し
て
、
『
出
三
蔵
記
集
』
に
近
い
表
現
を
し
て
い
る
こ
と
が
分

そ
こ
で
、
『
高
僧
伝
』
巻
第
十
四
の
高
僧
伝
序
録
を
見
る
と
、
西
域
の
名
僧
が
次
含
と
来
た
り
、
そ
の
上
、
漢
の
時
代
か
ら
梁
の
時
代

ま
で
六
代
も
変
わ
り
六
百
年
が
過
ぎ
た
。
こ
の
間
、
群
英
が
あ
ら
わ
れ
、
種
食
な
記
録
を
遺
し
た
と
し
て
、
そ
の
書
物
の
名
を
挙
げ
て
い

（
、
）

る
が
、
そ
の
中
に
は
今
ま
で
取
り
上
げ
て
来
た
南
宋
の
王
談
の
『
冥
祥
記
』
と
沙
門
僧
祐
の
『
出
三
蔵
記
集
』
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の

こ
と
は
、
こ
の
二
書
は
当
然
『
高
僧
伝
』
よ
り
も
以
前
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

す
な
わ
ち
、
『
高
僧
伝
』
が
示
し
て
い
た
「
有
記
」
と
は
『
冥
祥
記
』
か
『
出
三
蔵
記
集
』
の
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
『
高
僧
伝
』
は
漢
の
明
帝
・
永
平
十
年
に
始
ま
っ
て
、
終
わ
り
は
梁
の
天
藍
十
八
年
に
至
る
、
凡
て
四
五
三
戦
、
二
五
七
人

を
載
せ
た
と
し
て
い
る
か
ら
、
こ
の
書
が
書
か
れ
た
の
は
梁
の
天
蓮
十
八
年
（
五
一
九
）
よ
り
以
前
に
遡
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
し
た
が

っ
て
、
『
高
僧
伝
』
は
後
漢
の
明
帝
の
時
代
よ
り
も
四
五
○
年
も
後
に
書
か
れ
た
も
の
と
な
る
。

そ
し
て
、
「
有
記
」
と
い
わ
れ
た
『
冥
祥
記
』
の
作
者
の
王
瑛
も
『
出
三
蔵
記
集
』
の
作
者
の
僧
祐
も
四
百
年
代
の
人
だ
と
い
う
か

ら
、
『
高
僧
伝
』
か
ら
そ
ん
な
に
遡
っ
た
時
代
の
も
の
で
は
な
い
と
い
い
う
る
。
こ
の
こ
と
は
こ
れ
ら
の
書
の
記
事
に
は
、
あ
ま
り
真
悪

性
を
置
け
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
こ
で
重
要
な
鍵
を
握
る
も
の
と
し
て
『
後
漢
紀
』
と
『
後
漢
書
』
を
改
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
で
あ
ろ
う
。

か
る
◎『

後
漢
紀
』
は
晋
の
哀
宏
が
ま
と
め
た
も
の
だ
と
い
う
、
晋
は
二
六
五
年
か
ら
三
一
六
年
ま
で
で
あ
る
か
ら
、
他
の
書
か
ら
見
る
と
一
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し
た
が
っ
て
鎌
田
博
士
は
、
『
後
漢
紀
』
の
素
朴
な
伝
説
に
や
や
潤
色
を
加
え
た
の
が
、
『
後
漢
書
』
の
記
事
で
あ
る
と
し
、
「
或
日
」

と
し
て
伝
毅
や
張
泰
な
ど
の
名
を
挙
げ
た
他
の
各
書
等
は
、
ま
っ
た
く
の
創
作
で
あ
っ
て
史
実
で
は
な
く
で
た
ら
め
な
記
事
で
あ
る
と
し

て
い
る
。

番
に
早
い
時
期
の
書
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
は
明
帝
が
夢
に
金
人
を
見
た
、
長
大
で
項
に
日
月
の
よ
う
な
光
が
あ
っ
た

の
で
、
帝
は
群
臣
に
質
問
を
し
た
。
中
に
一
人
答
え
る
者
が
あ
っ
た
。
西
域
に
仏
と
い
う
神
が
あ
る
と
い
い
ま
す
が
、
陛
下
の
見
た
夢
は

（
魁
）

そ
れ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
、
と
。
そ
こ
で
帝
は
使
い
を
天
竺
へ
派
遣
し
、
法
や
仏
像
等
を
求
め
さ
し
た
と
あ
る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は

使
い
の
固
有
名
詞
や
摩
騰
ら
が
来
て
経
を
訳
し
た
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
、
ま
っ
た
く
触
れ
ら
れ
て
は
い
な
い
。

『
後
漢
書
』
は
宋
の
氾
華
の
撰
に
な
る
も
の
だ
が
、
そ
こ
に
は
世
に
伝
う
。
明
帝
が
夢
に
金
人
を
見
た
、
項
に
光
明
が
あ
っ
た
の
で
帝

は
群
臣
に
質
問
を
し
た
。
中
に
一
人
答
え
る
者
が
あ
っ
た
、
西
域
に
仏
と
い
う
神
が
あ
る
と
い
い
ま
す
、
そ
の
形
は
大
き
く
一
丈
六
尺
も

あ
り
、
黄
金
の
色
を
し
て
い
る
と
い
い
ま
す
、
と
。
そ
こ
で
帝
は
使
い
を
天
竺
へ
派
遣
し
、
仏
法
を
求
め
さ
し
た
か
ら
、
遂
に
中
国
へ
も

（
蝿
）

仏
の
画
像
な
ど
が
伝
え
ら
れ
た
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
『
後
漢
紀
』
に
比
べ
て
、
仏
像
の
大
き
さ
が
具
体
的
に
示
さ
れ
た
こ
と
が
異
な
る

が
、
他
は
ほ
ぼ
同
じ
で
、
僧
侶
や
経
典
の
将
来
に
つ
い
て
は
全
く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
し
て
最
も
大
き
な
違
い
は
、
「
世
伝
」
と
し

て
、
こ
の
こ
と
が
世
間
に
お
い
て
伝
え
ら
れ
て
来
た
話
だ
と
し
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
。

こ
の
こ
と
は
『
後
漢
書
』
は
『
後
漢
紀
』
の
説
示
を
受
け
と
め
て
書
き
と
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
明
帝
と
仏
教
伝
来
に
関
す
る
記
事

に
つ
い
て
は
、
世
間
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
噂
で
あ
っ
て
、
歴
史
的
事
実
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
撰
者
自
身
が
疑
い
を
持
っ
て
い
た
の
で

こ
の
こ
と
は
『
後
漢
垂

に
つ
い
て
は
、
世
間
に
』

は
な
い
か
と
思
わ
せ
る
。

す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
各
書
の
う
ち
比
較
的
に
古
い
と
い
わ
れ
て
い
る
『
牟
子
理
惑
論
』
『
化
胡
経
』
等
に
は
、
摩
騰
な
ど
僧
の
名
は
挙
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げ
ら
れ
て
い
な
い
。
摩
騰
の
名
が
出
て
来
る
の
は
、
南
宋
の
王
瑛
の
『
冥
祥
記
』
が
一
番
に
古
く
、
他
は
『
高
僧
伝
』
『
魏
書
・
釈
老

志
』
な
ど
で
あ
り
、
他
に
『
出
三
蔵
記
集
』
に
も
四
十
二
章
経
を
訳
し
た
と
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
書
は
す
べ
て
四
百
年
代
に
書
か
れ
た
も

の
だ
と
い
う
か
ら
、
こ
の
説
示
は
疑
わ
し
い
と
い
い
う
る
。

そ
し
て
法
蘭
が
出
て
来
る
の
は
、
『
魏
書
・
釈
老
志
』
『
高
僧
伝
』
等
で
あ
る
か
ら
、
摩
騰
よ
り
も
更
に
遅
い
時
期
の
書
で
あ
り
、
更

に
疑
わ
し
い
と
い
い
う
る
。
ち
な
桑
に
法
蘭
の
訳
に
関
す
る
説
示
は
『
高
僧
伝
』
に
お
い
て
、
十
地
断
結
・
仏
本
生
・
法
海
蔵
・
仏
本
行

・
四
十
二
章
等
の
五
部
を
訳
し
た
が
（
「
縁
起
」
も
こ
の
こ
と
を
記
し
て
い
る
か
ら
、
『
高
僧
伝
』
に
よ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
）
四
部
を
失

い
、
た
だ
四
十
二
章
経
の
ゑ
が
遣
っ
た
と
あ
る
が
、
こ
の
遣
っ
た
と
い
わ
れ
る
『
四
十
二
章
経
』
も
、
『
歴
代
三
宝
紀
』
に
お
い
て
は
摂

摩
臘
訳
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
『
四
十
二
章
経
』
な
る
経
は
、
梵
爽
の
翻
訳
で
は
な
く
、
抄
訳
で
も
な
さ
そ
う
で
、
初
心
の
者

（
皿
）

が
遠
来
の
三
蔵
か
ら
仏
教
の
何
か
に
つ
け
て
聞
き
取
り
書
き
で
も
し
た
と
い
う
体
の
も
の
だ
、
と
さ
え
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
法

蘭
と
い
う
人
物
が
果
た
し
て
中
国
に
来
朝
し
た
の
か
ど
う
な
の
か
、
ま
こ
と
に
疑
わ
し
い
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

の
「
縁
起
」
は
冒
壼

見
る
こ
と
に
す
る
。

「
縁
起
」
は
白
馬
が
経
典
を
背
に
の
せ
て
来
た
の
で
白
馬
寺
と
な
し
た
こ
と
、
古
代
イ
ン
ド
の
王
が
僧
院
を
こ
わ
し
た
時
、
夜
中
に
白

馬
が
鳴
き
な
が
ら
塔
の
周
り
を
回
っ
た
か
ら
僧
院
が
遣
っ
た
と
い
い
、
そ
の
た
め
白
馬
寺
と
い
う
僧
院
は
他
に
も
多
い
と
し
て
い
る
。
こ

の
「
縁
起
」
は
冒
頭
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
『
魏
書
・
釈
老
志
』
と
『
洛
陽
伽
蘭
記
』
等
に
よ
っ
た
と
し
て
い
る
か
ら
、
こ
の
両
書
か
ら

『
魏
書
・
釈
老
志
』
に
は
、
白
馬
の
背
に
経
を
の
せ
て
漢
に
や
っ
て
来
た
の
で
、
洛
陽
城
の
雍
関
の
西
に
白
馬
寺
を
立
て
た
と
あ
り
、
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以
上
見
て
来
た
よ
う
に
、
摂
摩
騰
・
竺
法
蘭
や
白
馬
寺
の
伝
説
等
や
に
わ
か
に
は
信
ぜ
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
西
晋
の
時

代
（
二
六
五
～
三
一
六
）
に
は
、
す
で
に
洛
陽
の
西
門
外
に
白
馬
寺
が
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
が
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。

竺
法
護
は
二
八
六
年
（
太
康
七
年
）
八
月
に
『
正
法
華
経
』
を
訳
し
、
二
八
九
年
（
太
康
十
年
）
四
月
に
は
『
文
殊
師
利
浄
律
経
』
を

訳
し
、
十
二
月
に
は
『
魔
逆
経
』
を
訳
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
訳
出
の
舞
台
と
な
っ
た
の
は
、
洛
陽
門
外
の
白
馬
寺
で
あ
っ
た
こ
と
は

ほ
か
で
は
『
水
経
注
』
に
、
経
等
を
白
馬
の
背
に
の
せ
て
来
た
か
ら
、
白
馬
を
も
っ
て
寺
の
名
に
し
た
の
だ
と
あ
る
だ
け
で
、
他
の
各

書
に
は
ほ
と
ん
ど
記
述
が
見
ら
れ
な
い
。
ま
さ
に
「
相
伝
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
伝
説
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

『
洛
陽
伽
闘
記
』
に
は
、
白
馬
が
経
像
を
の
せ
て
来
た
の
で
、
そ
れ
に
ち
な
ん
で
名
を
つ
け
た
、
と
あ
る
。
こ
の
二
書
の
記
述
の
内
容
に

は
大
差
は
な
い
と
思
わ
れ
、
「
縁
起
」
も
こ
れ
に
よ
っ
た
も
の
と
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
し
か
し
こ
の
二
書
に
は
白
馬
が
塔
を
鳴

き
な
が
ら
ま
わ
っ
た
と
い
う
記
述
は
な
い
。

他
の
書
の
中
で
『
高
僧
伝
』
に
は
、
摂
摩
騰
の
住
居
は
洛
陽
城
の
西
の
雍
門
の
外
の
白
馬
寺
で
あ
る
と
し
た
上
で
、
相
伝
だ
と
断
り
な

が
ら
、
外
国
の
国
王
が
か
つ
て
諸
寺
を
壊
し
た
、
そ
の
時
、
招
提
寺
は
ま
だ
壊
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
夜
中
に
白
馬
が
来
て
鳴
き
な
が
ら
塔

の
周
り
を
ま
わ
っ
た
。
そ
こ
で
王
は
諸
寺
を
壊
す
の
を
止
め
さ
せ
、
こ
れ
に
よ
り
招
提
を
改
め
て
白
馬
寺
と
し
た
、
と
あ
り
更
に
、
た
め

に
白
馬
寺
と
い
う
名
の
寺
は
多
く
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。

こ
の
『
高
僧
伝
』
の
説
示
は
「
縁
起
」
の
説
示
と
大
変
に
似
通
っ
て
い
る
、
白
馬
に
か
か
わ
る
「
縁
起
」
の
説
示
の
展
開
は
、
『
高
僧

伝
』
に
よ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
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明
帝
没
し
て
お
よ
そ
一
二
○
年
、
後
漢
末
は
三
国
時
代
を
迎
え
る
準
備
に
入
っ
て
い
た
。
時
に
魏
の
曹
操
は
白
馬
寺
を
中
心
と
す
る
仏

教
関
係
者
、
道
教
の
五
斗
米
道
の
関
係
者
等
と
、
親
密
な
関
係
を
保
ち
な
が
ら
魏
の
国
威
を
掲
げ
て
い
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
当
時

ど
の
よ
う
な
形
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
白
馬
寺
が
あ
り
、
そ
こ
に
人
々
が
お
り
、
活
動
を
展
開
し
て
い
た
と
見
る
こ
と
は
出
来
る
で
あ
る

ひ
ろ
く
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
『
出
三
蔵
記
集
』
に
は
正
法
華
経
記
第
六
と
し
て
、
出
経
後
記
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
太
康
七
年
（
二
八

六
）
八
月
十
日
倣
埋
菩
薩
法
護
が
、
手
に
胡
経
を
と
り
口
に
正
法
華
経
二
十
七
品
を
宣
出
し
、
長
仕
明
等
が
筆
受
し
、
九
月
二
日
に
終
わ

っ
た
。
そ
こ
で
天
竺
沙
門
の
竺
力
と
亀
效
居
士
帛
元
信
と
が
参
校
し
た
、
と
あ
り
、
更
に
、
正
法
華
経
後
記
第
七
作
者
未
詳
と
し
た

上
で
、
永
煕
元
年
（
二
九
○
）
八
月
二
十
八
日
、
比
丘
康
那
律
が
洛
陽
に
お
い
て
正
法
華
経
を
写
し
終
わ
っ
た
。
時
に
張
季
博
等
は
手
に

（
婚
）

経
本
を
と
り
、
白
馬
寺
に
詣
で
て
法
護
と
対
し
た
と
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
塚
本
善
隆
博
士
は
、
西
晋
の
洛
陽
白
馬
寺
は
、
初
期
仏
教
界
に
次
第
に
名
を
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ

の
白
馬
寺
が
、
す
で
に
成
立
し
流
布
し
つ
つ
あ
っ
た
明
帝
感
夢
に
由
来
す
る
仏
教
伝
来
の
説
を
と
り
あ
げ
て
、
白
馬
寺
の
宣
伝
運
営
に
資

（
畑
）

す
る
よ
う
に
な
る
の
も
自
然
な
成
行
き
で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
鎌
田
博
士
は
、
後
漢
末
に
荊
州
に
白
馬
寺
と
名
づ
け
ら
れ
た

（
Ⅳ
）

一
寺
が
建
て
ら
れ
た
こ
と
、
西
晋
頃
に
は
、
洛
陽
城
の
西
に
あ
っ
た
寺
が
白
馬
寺
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
と
い
え
る
、
と

述
べ
て
い
る
。

為
ノ
。

白
馬
寺
管
見
（
望
月
）
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『
後
漢
書
』
（
王
雲
五
主
編
三
九
二
下
三
九
一
二
上
）

小
野
玄
妙
・
前
掲
番
（
二
四
上
）

『
出
三
蔵
記
集
』
（
大
正
五
十
五
・
五
六
下
五
七
上
）

塚
本
善
隆
『
中
国
仏
教
通
史
』
（
第
一
巻
五
○
’
五
一
）

鎌
田
茂
雄
・
前
掲
書
（
二
七
）

鎌
田
茂
雄
『
中
国
仏
教
史
』
（
第
一
巻
一
○
六
’
二
八
）

『
魏
書
・
釈
老
志
』
巻
一
百
一
十
四
、
釈
老
志
十
（
王
雲
五
主
編
・
台
湾
商
務
印
書
舘
印
行
本
一
○
、
一
三
二
上
下
）

『
洛
陽
伽
蘭
記
』
（
大
正
五
十
一
・
一
○
一
四
中
下
）

『
後
漢
紀
』
（
巻
十
）
、
『
後
漢
書
』
（
王
雲
五
主
編
三
九
二
下
三
九
二
一
上
）
、
『
四
十
二
経
序
』
（
大
正
十
七
・
七
一
三
上
）
、
『
水
経

注
』
（
巻
十
六
）
、
『
牟
子
理
惑
論
』
（
大
正
五
十
二
・
四
下
’
五
上
）
、
『
洛
陽
伽
闘
記
』
（
大
正
五
十
一
・
一
○
一
四
中
下
）
、
『
冥
祥
記
』

（
大
正
五
十
三
・
三
八
三
中
）
、
『
化
胡
経
』
（
大
正
五
十
二
・
一
四
七
下
）
、
『
魏
書
・
釈
老
志
』
（
巻
一
百
一
十
四
釈
老
志
十
）
、
『
高
僧

伝
』
（
大
正
五
十
・
三
二
二
下
Ｉ
三
上
）

『
笑
道
論
』
（
大
正
五
十
二
・
一
四
七
下
’
八
上
）

鎌
田
茂
雄
・
前
掲
書
（
二
二
’
二
四
）
、
小
野
玄
妙
「
仏
教
経
典
総
論
」
（
『
仏
書
解
説
大
辞
典
別
巻
』
）
（
二
○
’
二
三
）

鎌
田
茂
雄
・
前
掲
書
（
二
四
）

鎌
田
茂
雄
・
前
掲
番
（
二
三
）
「
と
く
に
察
惜
は
『
冥
祥
記
』
に
な
っ
て
張
泰
の
代
わ
り
に
登
場
し
た
人
」
・
小
野
玄
妙
・
前
掲
醤
（
一
二
）

「
流
石
に
其
の
後
に
出
た
北
斉
魏
収
の
魏
笹
釈
老
志
に
は
、
此
の
「
使
者
張
燕
」
の
四
字
を
抹
消
し
て
し
ま
い
、
歴
代
三
宝
紀
巳
下
其
の
後
の
記

文
に
は
、
復
た
張
窯
の
名
を
見
な
い
こ
と
に
な
り
、
或
は
か
の
張
燕
に
代
へ
て
禁
惜
の
名
を
挙
げ
て
い
る
が
」
・
『
後
漢
書
』
（
王
雲
五
主
編
「
宋

紹
興
刊
本
」
三
七
六
三
上
’
六
四
下
）

鎌
田
茂
雄
・
前
掲
書
（
一
○
九
、
二
○
）

『
出
三
蔵
記
集
』
（
大
正
五
十
五
・
五
下
）

『
高
僧
伝
』
（
大
正
五
十
・
四
一
八
中
下
）

『
後
漢
紀
』
（
巻
十
）

白
馬
寺
管
見
（
望
月
）

(6I)



「
…
…
現
代
は
諸
科
学
と
技
術
が
め
ざ
ま
し
い
発
達
を
と
げ
人
類
は
巨
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
手
に
し
た
と
同
時
に
、
そ
れ
に
起
因
す
る
多
く
の
課
題
を

背
負
う
こ
と
と
な
っ
た
。
環
境
破
壊
、
経
済
格
差
、
核
戦
争
に
よ
る
人
類
滅
亡
の
危
機
、
情
報
の
洪
水
、
人
類
の
価
値
を
転
倒
し
か
ね
な
い
生
命
倫
理
の

問
題
等
。
こ
れ
ら
の
課
題
を
処
理
す
る
為
に
は
ど
う
し
て
も
「
葛
一
段
◎
日
（
ｇ
・
島
の
葛
凰
農
鼻
ｅ
）
智
慧
」
と
８
．
日
冨
脇
ざ
ロ
（
ｇ
・
闇
尉
目
冨
７

●
●
●
●
●
●
●

圃
碕
丙
凰
兵
ｇ
慈
悲
」
が
必
要
で
あ
る
。
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
は
共
に
古
来
、
智
慧
と
慈
悲
を
中
心
に
据
え
て
人
類
を
導
い
て
き
た
。
し
か
し
過
去
の
遺

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

産
を
誇
っ
て
い
る
だ
け
で
は
人
類
の
未
来
は
啓
け
て
こ
な
い
よ
う
に
思
う
。
仏
教
者
も
キ
リ
ス
ト
者
も
共
に
伝
統
的
遺
産
を
発
展
さ
せ
な
が
ら
現
代
の
諸

課
題
に
立
ち
向
い
、
新
た
な
地
平
を
示
す
使
命
を
持
っ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
…
…
」
（
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
趣
旨
の
一
部
を
抜
粋
）

筆
者
は
去
る
昭
和
五
十
四
年
（
一
九
七
九
）
の
「
東
西
文
化
の
源
泉
ｌ
霊
性
の
交
流
」
に
特
別
招
聰
さ
れ
て
渡
欧
し
て
以
来
、
そ
の
後
も
再
三
、
東
西

開
さ
れ
た
。

昭
和
六
十
三
年
（
一
九
八
八
）
七
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
の
四
日
間
、
上
智
大
学
の
東
洋
宗
教
研
究
所
を
会
場
と
し
て
、
日
巨
◎
唱
の
‐

砕
目
ｇ
切
旨
目
”
看
一
且
◎
日
四
目
Ｃ
Ｏ
Ｂ
冨
幽
◎
ロ
ー
弓
胃
目
画
腸
畠
①
具
国
厘
呂
冨
の
自
画
ロ
ｇ
ｏ
胃
胃
置
昌
ご
昏
吋
三
日
の
の
」
（
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
仏

教
と
キ
リ
ス
ト
教
の
対
話
ｌ
智
慧
と
慈
悲
の
現
代
的
意
義
）
が
開
催
さ
れ
、
日
・
米
・
英
・
独
・
仏
・
印
・
比
な
ど
か
ら
七
十
名
の
研
究
者
ｌ
仏
教
学
・

宗
教
学
・
哲
学
・
文
学
・
言
語
学
・
社
会
学
・
倫
理
学
・
教
育
学
ｌ
が
集
ま
り
、
夫
々
の
分
野
か
ら
問
題
の
提
起
が
な
さ
れ
、
稔
り
あ
る
研
究
討
議
が
展

◇
研
究
ノ
ー
ト
◇

智
慧
と
蓉
霊
恋
（
町
田
）

智
慧
と
慈
悲
愈
１
）

ｌ
哲
学
・
キ
リ
ス
ト
教
・
仏
教
の
接
点
を
求
め
て
Ｉ

町
田
是
正

（“）



何
々
Ａ

こ
の
研
究
ノ
ー
ト
で
い
う
「
知
識
」
と
は
、
「
…
…
厨
目
皇
の
烏
①
◎
兵
ｇ
・
…
…
ぐ
。
ロ
島
切
言
の
ｍ
ｇ
ｅ
）
・
…
・
・
の
知
識
」
を
指
す
の

何
々
々

で
は
な
く
、
「
…
…
属
ｇ
急
行
烏
①
ｇ
ｏ
員
（
９
．
恥
耳
目
の
言
汀
の
⑦
ロ
ｅ
）
…
…
に
つ
い
て
の
知
識
」
の
こ
と
で
す
。
端
的
に
表
現
す
れ

ば
、
仏
教
に
お
け
る
言
国
司
貰
巴
般
若
」
、
キ
リ
ス
ト
教
に
於
け
る
目
の
の
口
。
“
厨
（
ｇ
神
の
認
識
」
、
或
は
ド
イ
ツ
語
の
「
ｓ
の

同
旨
里
。
胃
洞
察
」
の
意
味
を
志
向
す
る
知
識
の
こ
と
で
す
。

さ
て
、
筆
者
が
、
い
わ
ゆ
る
「
属
ｇ
尋
庸
烏
の
（
ｇ
知
識
」
の
量
が
増
大
す
れ
ば
、
そ
れ
に
比
例
し
て
「
理
解
」
が
深
ま
る
と
す
る
一

一
般
に
知
垂

で
し
ょ
う
か
。

般
に
知
識

霊
性
交
流
の
場
に
招
聰
さ
れ
て
き
た
が
、
本
「
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に
も
上
智
大
学
か
ら
招
か
れ
て
末
席
に
列
す
る
機
会
を
得
た
。
内
外
研
究
者
の
発

表
及
び
討
議
を
聴
き
な
が
ら
、
殊
に
筆
者
の
琴
線
に
ふ
れ
る
内
容
を
備
忘
メ
モ
し
て
お
い
た
。
既
に
三
ヶ
年
を
経
過
し
て
い
る
が
、
今
は
メ
モ
を
頼
り
に

三
年
前
の
会
場
の
雰
囲
気
を
回
想
し
な
が
ら
、
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
そ
し
て
哲
学
の
接
点
を
求
め
て
研
究
ノ
ー
ト
の
形
で
草
し
て
み
た
。

※
横
文
字
の
英
語
は
（
Ｅ
）
、
ド
イ
ツ
語
は
（
Ｄ
）
、
ギ
リ
シ
ャ
語
は
（
Ｇ
）
、
ラ
テ
ン
語
は
Ｌ
）
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
は
（
Ｓ
）
の
記
号
で
示
し
た
。

の
量
が
増
え
れ
ば
理
解
が
深
ま
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
果
し
て
知
識
赴
が
増
え
る
こ
と
で
理
解
が
深
ま
る
の

究三一
、 、 、

籾
辱
窓
と
》
蕊
悲
（
町
田
）

目
次

問
題
の
視
点

智
慧
に
至
る
道

エ
ピ
ロ
ー
グ一

、
問
題
の
視
点 二

、
智
慧
の
意
味

四
、
智
慧
と
慈
悲

（“）



般
的
な
考
え
方
に
対
し
て
疑
問
を
も
つ
の
は
、
例
え
ば
、
事
実
に
つ
い
て
の
知
識
が
豊
富
に
得
ら
れ
た
と
し
て
も
、
そ
の
事
実
（
情
報
）

を
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
る
の
か
、
如
何
よ
う
に
有
機
的
に
関
連
づ
け
る
の
か
、
ま
た
判
断
す
る
か
に
よ
っ
て
、
色
々
な
己
儲
ぐ
①
認
融
‐

且
己
の
（
ｇ
理
解
」
と
「
§
“
昌
牙
の
局
黒
曾
・
己
の
（
ｇ
誤
解
」
が
生
ま
れ
て
く
る
と
予
想
さ
れ
る
か
ら
で
す
。

ど
ん
な
に
沢
山
の
事
実
（
情
報
）
を
集
め
て
も
、
そ
れ
の
使
い
方
の
如
何
に
よ
っ
て
は
、
善
く
も
．
悪
く
も
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

知
識
量
と
理
解
力
の
関
係
を
考
え
ま
す
と
、
集
め
ら
れ
た
事
実
に
基
づ
い
て
、
或
る
事
物
を
証
拠
だ
て
て
い
く
能
力
ｌ
分
別
・
洞
見
・
判

断
・
思
惟
ｌ
と
さ
れ
て
い
る
「
急
勝
８
日
（
固
）
》
＆
の
葛
の
厨
胃
詳
ｅ
）
智
慧
」
に
つ
い
て
、
我
々
は
考
察
の
視
点
を
向
け
な
け
れ
ば
な
り

●
●
●
●

ま
せ
ん
。
そ
し
て
智
慧
の
は
た
ら
き
の
潤
滑
の
役
目
を
は
た
し
、
更
に
は
智
慧
に
磨
き
を
か
け
る
で
あ
ろ
う
「
９
日
ｇ
ｍ
ｍ
ｓ
ｐ
．
目
閏
昌

（
巴
》
＆
の
国
胃
日
冨
且
鴇
骨
ｅ
）
慈
悲
」
に
つ
い
て
も
、
言
及
す
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
て
き
ま
す
。

先
ず
問
題
と
な
り
ま
す
こ
と
は
、
人
間
は
ど
の
よ
う
に
し
て
「
智
慧
」
の
世
界
に
到
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
云
う
こ
と
で
す
。
問

題
提
起
と
し
て
、
Ｈ
「
智
慧
」
は
人
間
の
思
考
能
力
が
到
達
し
う
る
最
高
の
も
の
と
し
て
、
人
類
史
の
長
い
伝
統
の
な
か
で
形
成
さ
れ
獲

得
さ
れ
た
も
の
か
。
口
或
は
絶
対
者
（
神
）
か
ら
授
与
さ
れ
た
有
難
い
贈
り
も
の
と
解
す
べ
き
か
。
日
究
極
的
に
は
絶
対
者
（
神
）
の
恩

恵
に
浴
す
る
も
の
で
あ
る
の
か
。
つ
ま
り
表
現
を
か
え
て
云
え
ば
、
「
智
慧
」
は
人
間
自
ら
の
自
力
で
得
ら
れ
る
も
の
な
の
か
、
そ
れ
と

も
神
と
の
関
係
で
他
力
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
（
付
与
さ
れ
た
）
も
の
か
、
と
云
う
こ
と
で
す
。

人
間
の
精
神
文
化
の
歴
史
に
お
い
て
、
人
間
の
「
９
国
冒
巴
（
固
）
．
ｇ
の
の
。
騨
呂
目
冨
詳
ｅ
）
霊
性
」
と
最
も
深
く
関
わ
っ
て
き
た

の
は
、
キ
リ
ス
ト
教
と
仏
教
ｌ
イ
ス
ラ
ム
教
を
含
め
て
Ｉ
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
す
。
従
っ
て
、
東
西
宗
教
の
根
本
と
さ
れ
る

「
智
慧
」
と
「
愛
」
、
「
智
慧
」
と
「
慈
悲
」
の
関
係
を
問
題
と
す
る
の
は
当
然
な
こ
と
と
思
い
ま
す
。

プ
イ
ロ
ゾ
ブ
イ
ー

筆
者
は
研
究
ノ
ー
ト
の
論
を
す
す
め
る
手
掛
り
と
し
て
、
「
巳
の
言
凪
普
凪
厨
‐
馬
冨
ｅ
）
智
慧
愛
」
（
智
慧
へ
の
欲
求
）
の
問
題
か
ら

智
慧
と
慈
悲
（
町
田
）

（“）



考
察
に
入
り
た
い
と
思
う
。

●
●
●
●

現
代
哲
学
が
現
実
性
に
欠
け
、
影
響
力
を
失
っ
て
ひ
か
ら
び
て
し
ま
っ
た
、
と
痛
罵
に
も
似
た
指
摘
が
さ
れ
て
久
し
く
な
り
ま
す
。
ど

う
し
て
現
代
哲
学
は
厳
し
い
批
判
の
的
と
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
惟
う
に
そ
の
一
因
は
、
哲
学
が
本
来
的
に
使
命
と
す
る
「
智
慧

愛
」
の
欲
求
を
満
た
し
て
い
な
い
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

本
来
、
哲
学
が
使
命
と
し
た
も
の
は
、
色
々
な
時
代
文
化
・
地
域
文
化
と
の
出
会
い
に
際
し
て
、
そ
の
都
度
、
明
確
に
指
導
的
な
発
言

（
イ
ラ
ク
の
ク
エ
ー
ト
侵
攻
。
多
国
籍
皿
の
イ
ラ
ク
経
済
封
賦
・
皿
事
行
動
）

を
す
る
こ
と
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
現
代
哲
学
は
、
例
え
ば
軍
事
的
暴
力
と
戦
争
拡
大
の
危
機
に
際
し
て
、
明
確
な
発
言
を
し
た
で
し
ょ

う
か
。
戦
争
の
誘
因
と
な
る
も
の
は
ｌ
報
復
・
支
配
欲
・
政
治
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
相
違
・
宗
教
的
対
立
・
国
際
的
勢
力
の
不
均
衡
、
そ

し
て
指
導
者
層
の
偏
狭
と
独
善
・
極
端
な
愛
国
主
義
・
国
家
主
義
ｌ
色
禽
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
そ
れ
ら
戦
争
の
誘
因
と
な
る
も
の
は
、

お
よ
そ
「
智
慧
」
と
は
ほ
ど
遠
い
見
方
・
考
え
方
で
あ
り
ま
す
。

現
代
社
会
は
知
識
そ
の
も
の
は
洪
水
の
ご
と
く
溢
れ
、
巷
間
に
ば
ら
ま
か
れ
て
い
ま
す
。
情
報
が
多
量
で
あ
る
た
め
に
、
か
え
っ
て
人

々
は
惑
い
の
渦
中
に
ま
き
こ
ま
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
現
代
哲
学
は
人
間
が
生
き
て
い
く
う
え
で
、
最
も
根
本
と
な
る
べ
き
「
智
慧
」
と

「
慈
悲
」
の
問
題
に
つ
い
て
、
ど
う
も
論
議
の
対
象
か
ら
は
ず
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
の
で
す
。
※

又
》
◎
※
急
．
函
昌
冨
画
の
叩
は
自
著
「
イ
ン
ド
と
ヨ
ー
ロ
ッ
・
〈
思
想
上
の
出
会
い
の
展
望
」
の
な
か
で
、
「
仏
教
の
発
祥
地
イ
ン
ド
に
於
て
、
西
洋
の
「
フ
ィ
ロ

ソ
フ
ィ
ー
」
と
同
義
語
の
探
索
が
な
さ
れ
た
際
、
残
念
な
が
ら
「
智
慧
」
の
概
念
が
何
の
問
題
に
も
な
ら
な
か
っ
た
」
と
指
摘
す
る
と
共
に
慨
嘆
し
て
い

智
慧
と
慈
悲
（
町
田
）

二
、
智
慧
の
意
味

（66）



我
々
は
哲
学
に
お
け
る
「
智
慧
」
の
問
題
が
、
「
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
」
本
来
の
意
味
で
あ
っ
た
「
智
慧
へ
の
欲
求
」
と
い
う
要
素
を
失

わ
ず
に
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
「
智
慧
愛
」
の
要
素
を
失
な
い
、
単
に
「
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
」
の
コ
ト
・
〈
の
形
骸
化
と
な
っ
て
い
な
い

か
、
大
い
に
反
省
す
べ
き
で
あ
り
ま
す
。

我
国
に
於
て
ギ
リ
シ
ャ
に
語
源
を
も
つ
弓
昌
８
．
号
旨
」
が
、
「
哲
学
」
の
訳
語
で
用
い
ら
れ
る
に
至
っ
た
の
は
、
明
治
七
年
（
一

（
一
八
二
九
’
九
七
）

八
七
四
）
西
周
が
『
百
一
新
論
』
の
な
か
で
訳
し
て
以
来
で
す
。
※

西
周
の
「
哲
学
」
の
訳
語
に

「
智
を
愛
す
る
」
の
意
に
接
諄

智
慧
と
慈
悲
（
町
田
）

｜
の
訳
語
に

西
周
は
弓
冨
旨
欲
す
る
。
求
め
る
。
愛
す
る
」
と
「
の
◎
呂
厨
知
恵
・
知
識
」
の
合
成
語
で
あ
る
弓
匡
旨
⑳
。
呂
旨
」
に
つ
い
て
色
々
な
訳
を
試
み
た

よ
う
で
。
希
賢
学
・
性
理
学
・
究
理
学
・
理
学
・
そ
し
て
哲
学
と
し
た
の
で
す
。
こ
の
概
念
は
ギ
リ
シ
ア
語
の
「
フ
イ
ロ
ソ
フ
イ
ア
」
と
い
う
語
意
に
も

っ
と
も
近
い
と
さ
れ
る
「
希
求
」
「
哲
智
」
「
希
哲
学
」
、
す
な
わ
ち
「
道
理
に
明
る
く
な
る
こ
と
を
望
む
学
問
」
と
な
り
、
更
に
「
悟
性
の
学
問
」
と

な
り
、
そ
し
て
「
哲
学
」
と
な
っ
た
の
で
し
た
。

※
西
周
が
「
哲
学
」
の
訳
語
に
幸

な
い
の
で
復
習
し
て
お
き
ま
す
。

の
訳
語
に
至

今
日
、
イ
ン
ド
に
お
い
て
呑
冨
さ
四
ｇ
ｇ
（
９
．
島
の
勺
冨
ざ
８
℃
嵐
の
（
ｇ
」
に
相
当
す
る
語
を
探
せ
ば
「
烏
詠
騨
皀
四
（
ｇ
」
が
当
る
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
「
烏
泳
画
冒
」
は
元
煮
は
国
厨
．
身
Ｆ
身
碩
見
る
、
識
別
す
る
、
認
知
す
る
」
か
ら
派
生
し
た
コ
ト
・
〈
で
す
。
こ
の
「
号
の
」
と
い
う
概
念
は

本
来
は
「
観
」
と
い
う
こ
と
で
絶
対
の
自
覚
（
諦
観
）
に
通
ず
る
も
の
で
す
。
従
っ
て
「
目
臥
§
い
」
は
ど
ち
ら
か
と
云
え
ば
「
の
凰
駕
の
目
⑦
（
ｇ
・
農
の

厚
冨
目
昌
昌
の
ｅ
）
認
識
」
の
意
に
近
い
コ
ト
．
ハ
で
あ
っ
て
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
哲
学
の
「
智
慧
愛
」
（
智
慧
へ
の
欲
求
）
の
概
念
と
は
違

う
よ
う
に
思
い
ま
す
。

至
る
苦
心
を
か
え
り
承
る
と
き
、
彼
が
あ
ら
ゆ
る
観
点
を
熟
慮
し
て
、
で
き
う
る
か
ぎ
り
ギ
リ
シ
ャ
語
の

さ
と
い
さ
と
い

の
意
に
接
近
し
よ
う
と
し
た
努
力
が
偲
ば
れ
ま
す
。
即
ち
「
哲
」
と
「
智
」
は
悉
ど
同
意
の
漢
語
で
す
が
、
西
周
は

る
苦
心
課
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
事
柄
で
す
が
、
此
処
で
は
哲
学
に
於
け
る
智
慧
の
意
味
を
考
え
る
う
え
で
看
過
で
き

（67）



「
智
」
を
用
い
な
い
で
「
哲
学
」
と
し
た
と
こ
ろ
に
、
彼
が
「
の
。
ｇ
厨
」
を
「
知
」
で
も
叉
「
智
」
で
も
な
く
、
「
智
慧
」
の
観
点
か
ら

受
け
と
め
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
ま
す
。
※

キ
リ
ス
ト
教
神
学
に
於
て
、
「
智
慧
」
を
問
題
と
す
る
と
き
、
次
の
様
に
三
つ
の
問
題
が
提
起
さ
れ
ま
す
。
伽
「
智
慧
」
は
人
類
の
長

い
歴
史
の
伝
統
の
な
か
で
、
人
間
の
思
考
能
力
が
到
達
し
た
最
高
の
も
の
と
し
て
形
成
さ
れ
た
も
の
か
否
か
。
側
絶
対
者
（
万
物
の
創
造

者
）
た
る
神
の
聖
霊
か
ら
授
与
さ
れ
た
有
り
難
い
贈
り
も
の
か
否
か
。
側
智
慧
は
神
の
恩
恵
（
愛
）
に
浴
す
る
も
の
で
あ
る
か
否
か
（
神

の
愛
と
、
智
慧
は
い
ず
れ
を
優
位
と
み
る
べ
き
か
、
と
い
う
問
題
）
。

さ
て
右
の
三
つ
の
問
題
の
す
べ
て
に
つ
い
て
、
本
ノ
ー
ト
で
は
言
及
で
き
な
い
の
で
、
差
し
当
り
側
の
愛
と
智
慧
の
相
関
に
つ
い
て
見

て
お
き
た
い
。

新
約
聖
書
「
コ
リ
ン
ト
前
書
」
の
な
か
に
、
神
の
智
慧
に
つ
い
て
次
の
様
な
教
え
が
見
え
ま
す
。

録
し
て
（
聖
書
二
云
ク
の
こ
と
…
筆
者
注
）

「
わ
れ
智
者
の
智
慧
を
ほ
ろ
ぼ
し
、
慧
き
者
の
慧
を
空
し
う
せ
ん
」
と
あ
れ
ば
な
り
（
一
章
一
九
節
）

智
者
い
ず
こ
に
か
在
る
、
学
者
い
づ
こ
に
か
あ
る
、
こ
の
世
の
論
者
い
づ
こ
に
か
あ
る
、
神
は
世
の
智
慧
を
し
て
愚
な
ら
し
め
給
へ

る
に
あ
ら
ず
や
（
一
章
二
○
節
）

寒
「
哲
学
」
の
訳
語
に
至
る
過
程
で
、
理
・
哲
・
智
の
漢
語
の
意
味
に
言
及
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
更
に
は
漢
語
の
「
学
」
に
も
考
察
の
目
を
向
け

る
べ
き
で
す
が
、
そ
の
考
察
の
領
域
は
日
本
学
研
究
者
の
領
域
で
あ
り
、
ま
た
筆
者
の
考
察
能
力
を
越
え
た
問
題
な
の
で
論
及
は
避
け
る
。

智
慧
と
慈
悲
（
町
田
）

三
、
智
慧
に
至
る
道

（68）



※
「
グ
ノ
ー
シ
ス
」
を
特
に
尊
重
す
る
人
食
を
「
グ
ノ
ー
シ
ス
派
」
と
呼
び
、
キ
リ
ス
ト
教
で
は
異
端
の
扱
い
を
し
て
い
る
。
こ
の
派
の
人
々
は
人
間
の

意
志
よ
り
も
知
識
（
理
性
）
を
尊
重
す
る
結
果
、
意
志
の
反
逆
に
よ
っ
て
背
負
っ
た
人
間
の
罪
を
解
明
で
き
ず
、
従
っ
て
キ
リ
ス
ト
の
噸
罪
の
意
味
を
説

明
で
き
な
い
信
仰
上
の
大
き
な
欠
点
を
も
っ
て
い
ま
し
た
が
、
他
面
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
を
哲
学
的
に
深
入
り
せ
し
め
て
諸
種
の
異
端
邪
説
に
対
し
て
、

神
学
的
に
弁
証
す
る
こ
と
の
出
来
る
道
を
開
い
た
功
縦
は
認
め
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。（グ

ノ
ー
シ
ス
）

現
今
、
再
び
「
グ
ノ
ー
シ
ス
」
に
つ
い
て
の
論
議
が
盛
ん
で
す
が
、
「
神
の
認
識
」
と
我
々
人
間
の
目
①
厚
篇
目
目
の
ｅ
）
認
識
」

又
は
「
烏
の
弓
冨
の
ロ
ｅ
）
知
識
」
と
の
異
同
が
充
分
に
説
明
さ
れ
な
い
ま
ま
に
「
グ
ノ
ー
シ
ス
」
の
論
議
が
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
い

我
等
は
奥
義
を
解
き
て
神
の
智
慧
を
語
る
、
即
ち
隠
れ
た
る
智
慧
に
し
て
神
わ
れ
ら
の
光
栄
の
た
め
に
世
の
創
の
先
よ
り
預
じ
め
定

め
給
い
し
も
の
な
り
（
二
章
七
節
）

新
約
聖
書
に
お
け
る
神
の
智
慧
は
、
人
間
の
智
慧
や
理
性
を
も
っ
て
し
て
は
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
そ
れ
は
す
べ
て

神
の
こ
と
は
、
神
の
聖
霊
の
ほ
か
に
知
る
者
な
し
（
１
リ
ン
ト
前
書
・
二
章
三
節
）

神
こ
れ
を
聖
霊
に
よ
り
顕
し
給
え
り
（
前
同
書
・
二
章
一
○
節
）

の
も
の
で
あ
っ
て
、
人
間
が
神
の
智
慧
を
知
り
得
る
の
は
、
神
の
可
①
ぐ
色
昌
◎
ロ
（
９
．
己
⑦
○
爵
呂
閏
目
ｍ
ｅ
）
啓
示
」
に
よ
る
と

し
て
い
る
。
こ
の
神
の
智
慧
は
キ
リ
ス
ト
教
で
は
「
の
ｇ
”
獄
（
ｇ
ゞ
農
の
の
目
◎
の
瀞
角
》
神
智
・
神
の
認
識
」
と
呼
ん
で
い
る
。
※

智
慧
に
あ
ら
ず
（
二
章
六
節
）

世
は
己
の
智
慧
を
も
て
神
を
知
ら
ず
、
こ
れ
神
の
智
慧
に
適
へ
る
な
り
、
こ
の
故
に
神
は
宣
教
の
愚
を
も
て
、
信
ず
る
者
を
救
う
を

善
し
と
為
し
給
え
り
（
一
章
二
一
節
）

然
れ
ど
我
ら
は
成
人
し
た
る
者
の
中
に
て
智
慧
を
語
る
。
こ
れ
此
の
世
の
智
慧
に
あ
ら
ず
、
又
こ
の
世
の
廃
ら
ん
と
す
る
司
た
ち
の

智
慧
と
慈
悲
（
町
田
）

（69）



我
盈
は
、
人
間
の
「
言
盛
。
目
（
９
）
ａ
①
言
の
厨
房
笄
ｅ
）
智
慧
」
は
、
人
間
の
最
高
能
力
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
「
の
の
ぎ
ｇ
営
日
頤
ｅ
）

自
力
」
に
よ
っ
て
狸
得
し
た
成
果
と
し
て
う
け
と
め
て
い
よ
う
。
他
方
、
キ
リ
ス
ト
教
神
学
に
お
け
る
グ
ノ
ー
シ
ス
的
解
釈
に
よ
れ
ば
、

人
間
の
智
慧
は
、
神
か
ら
授
け
ら
れ
た
も
の
、
つ
ま
り
「
目
印
①
ご
胃
営
島
ｍ
ｅ
）
他
力
」
に
よ
る
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る
。
而
し
て
、
自

力
で
あ
れ
、
他
力
で
あ
れ
、
人
間
の
智
慧
が
神
の
愛
の
光
（
慈
し
ゑ
）
に
照
さ
れ
て
、
人
類
の
頭
上
に
輝
く
と
き
、
そ
こ
に
真
の
「
愛

智
」
が
誕
ま
れ
る
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
現
代
の
我
々
に
と
っ
て
大
切
な
こ
と
は
、
「
の
９
場
神
の
智
」
に
つ
い
て
、
形
而
上
学
に
問
題
と

し
て
と
り
あ
げ
て
論
議
す
る
こ
と
で
は
な
く
て
、
「
の
冒
。
“
厨
」
の
世
界
に
入
り
た
い
と
希
求
す
る
人
間
の
智
慈
の
問
題
こ
そ
大
切
で
あ
り

ま
す
。
さ
ら
に
云
え
ば
、
「
属
目
◎
乱
①
烏
①
（
ｇ
知
恵
」
か
ら
「
言
冨
◎
日
（
ｇ
智
慧
」
に
至
る
道
程
、
そ
の
方
法
が
論
議
さ
れ
た
う
え

で
、
信
仰
の
問
題
と
し
て
「
の
旨
８
厨
」
が
論
議
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
ま
す
。

Ｉ
Ｉ

大
乗
仏
教
の
経
典
は
、
周
知
の
よ
う
に
「
即
“
爵
（
巴
般
若
」
又
は
「
卑
冒
も
胃
騨
昌
冒
＠
般
若
波
羅
蜜
」
の
哲
学
が
根
本
と
な

っ
て
い
ま
す
。
「
般
若
」
と
は
、
仏
教
を
一
貫
す
る
最
高
の
徳
の
智
慧
を
云
い
ま
す
。
「
胃
異
圏
」
の
「
冒
画
」
は
「
智
」
を
意
味
し
ま

す
。
若
し
外
国
語
で
「
日
脚
」
に
相
当
す
る
コ
ト
金
〈
を
探
せ
ば
、
英
語
で
は
「
乱
＄
賢
い
．
聡
明
」
、
ド
イ
ツ
語
で
は
「
⑱
民
①
筒
昌
ｇ
見

分
け
る
．
認
識
す
る
」
が
当
り
ま
し
襲
う
。
従
っ
て
「
即
”
識
ど
の
概
念
に
相
当
す
る
「
智
慧
」
は
、
極
め
て
直
観
的
・
総
合
的
・
思
惟

的
、
そ
し
て
無
限
（
完
成
）
を
志
向
す
る
意
味
が
強
い
の
で
は
な
い
か
。
で
す
か
ら
、
哲
学
や
論
理
学
で
云
う
と
こ
ろ
の
貝
目
。
且
①
烏
①

合
）
ゞ
§
の
爵
の
ｍ
ｇ
ｅ
）
》
ぐ
霊
習
“
＠
知
識
」
と
異
な
る
こ
と
は
自
明
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
さ
ら
に
云
え
ば
、
霊
若
」
の
概
念
で

い
う
「
智
」
は
、
物
事
の
正
邪
の
判
断
、
又
は
物
事
を
対
象
化
し
て
分
析
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
当
に
真
の
「
覚
」

ま
す
。

智
慧
と
慈
悲
（
町
田
）

（70）



す
べ
き
で
あ
り
ま
す
。
※

我
盈
は
「
般
若
」
・
「
智
慧
」
の
語
義
を
模
索
す
る
過
程
で
、
智
慧
の
世
界
に
至
る
道
、
つ
ま
り
菩
提
の
覚
知
を
求
め
て
実
践
す
る
こ

と
の
大
事
を
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
換
言
す
れ
ば
、
釈
尊
成
道
の
根
本
体
験
及
び
そ
れ
に
至
っ
た
道
に
遡
行
す
る
こ
と
と
、
難
か
し
い
事
で

は
あ
る
が
追
体
験
す
る
こ
と
の
大
事
を
教
え
ら
れ
ま
す
。
般
若
・
智
慧
に
は
、
実
践
す
る
こ
と
の
意
味
が
強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
留
意

（
解
脱
）
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
※

※
「
胃
画
意
ど
は
概
念
的
な
認
識
で
は
な
く
、
直
観
的
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
生
命
の
智
慧
（
人
生
の
諦
観
）
で
あ
り
ま
す
。
筆
者
が
「
胃
塁
圏
」
と
い

う
概
念
に
つ
い
て
諄
諄
と
言
及
す
る
理
由
は
、
「
冒
旦
目
」
に
は
次
の
二
様
性
が
あ
る
と
思
う
か
ら
で
す
。
即
ち
側
は
、
体
験
的
に
蓄
蔵
さ
れ
た
認
識

と
、
理
論
的
な
認
識
を
絶
対
の
真
理
の
次
元
に
ま
で
高
め
よ
う
と
実
践
努
力
す
る
面
。
側
は
、
実
践
し
て
得
ら
れ
た
智
慧
を
、
菩
提
の
覚
知
（
さ
と
り
）

と
し
て
享
受
し
て
諦
観
の
世
界
に
住
す
る
面
。
す
な
わ
ち
、
「
冒
旦
爵
」
に
つ
い
て
語
ら
れ
る
場
合
、
認
識
と
非
認
識
、
智
と
無
知
、
思
量
と
非
思
量
、

学
と
無
学
、
心
と
無
心
、
と
い
う
よ
う
な
逆
説
的
対
立
が
生
ま
れ
て
く
る
か
ら
で
す
。
筆
者
は
言
旦
圏
」
の
概
念
を
思
念
し
た
と
き
、
対
立
す
る
概

念
の
た
め
に
思
考
は
混
乱
し
戸
惑
い
を
覚
え
る
の
で
す
。
而
し
て
思
考
の
戸
惑
い
の
な
か
か
ら
、
結
局
は
「
冒
凰
圏
」
の
め
ざ
す
世
界
は
、
「
日
◎
恩
餌

命
）
．
急
目
鼻
盆
（
９
．
「
急
目
。
庸
脚
（
ｇ
解
脱
」
に
あ
り
、
若
し
ド
イ
ツ
語
で
表
現
す
れ
ば
「
農
①
厚
思
、
匡
局
救
済
」
（
精
神
的
、
肉
体
的
苦
痛
か
ら

の
解
放
の
意
）
の
世
界
で
は
な
か
ろ
う
か
。
さ
ら
に
表
現
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
「
頁
旦
騒
」
の
世
界
と
は
、
尿
冒
冒
冨
命
）
．
号
の
◎
旨
蔚
回
◎
昏
冒
‐

胃
の
協
筒
）
空
」
で
あ
り
、
或
は
「
画
ｇ
曹
画
．
画
閻
毎
ご
勝
昏
員
９
．
己
８
筋
ｅ
）
無
」
と
呼
ば
れ
る
状
態
を
云
う
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
残
念
で
す

※
「
覚
」
に
相
当
す
る
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
に
は
新
旧
の
二
訳
が
あ
っ
て
、
旧
訳
で
は
「
ぐ
岸
貰
冨
」
を
当
て
、
専
ら
対
象
を
推
測
し
た
り
、
分
別
し
た
り

す
る
思
惟
の
こ
と
と
し
て
い
ま
し
た
。
新
訳
で
は
「
ｇ
農
匡
を
当
て
「
菩
提
」
と
音
写
さ
れ
、
「
さ
と
り
」
叉
は
「
さ
と
り
の
智
慧
」
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
「
覚
」
は
「
ｇ
呂
冨
」
の
漢
訳
と
し
て
用
い
ら
れ
、
「
仏
陀
と
音
写
さ
れ
て
、
「
覚
っ
た
人
」
・
「
め
ざ
め
た
人
」
・
「
ホ
ト
ケ
仏
」
の
こ

と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

智
慧
と
慈
悲
（
町
田
）
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「
智
慧
と
慈
悲
」
・
「
智
慧
と
愛
」
が
、
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
の
根
本
で
あ
る
こ
と
は
既
に
自
明
の
と
こ
ろ
で
す
。

筆
者
は
一
九
七
九
年
の
初
秋
、
西
ド
イ
ツ
有
数
の
修
道
院
「
留
口
胃
○
昌
胃
回
国
。
”
５
己
に
於
て
霊
性
交
流
の
体
験
を
し
た
。
修
道

勺
邑
冨
国
⑩
ｚ
ｏ
ｇ
丙
里
ど
く
。
罵

院
長
ノ
ト
ケ
ル
ー
ポ
ル
フ
師
は
繁
忙
の
な
か
を
差
し
く
っ
て
、
隔
日
に
午
前
八
時
か
ら
十
時
ま
で
、
筆
者
の
疑
問
に
答
え
て
く
れ
た
。
神

の
愛
に
つ
い
て
次
の
様
に
平
易
に
表
現
し
て
い
る
。
※

※
院
長
ノ
ト
ケ
ル
Ⅱ
ポ
ル
フ
師
は
当
時
三
十
九
才
。
ロ
ー
マ
の
ア
ン
セ
ル
モ
神
学
大
学
に
留
学
、
神
学
と
哲
学
の
学
位
を
有
し
、
英
・
独
・
仏
・
伊
・
拉

・
露
の
六
ケ
国
語
を
解
す
る
簡
信
の
俊
英
で
あ
っ
た
。
一
九
七
九
年
九
月
十
日
の
講
義
「
イ
エ
ズ
ス
の
織
牲
」
の
一
部
を
要
約
紹
介
し
て
み
よ
う
。

「
…
…
イ
エ
ズ
ス
は
人
類
の
代
表
と
な
っ
て
十
字
架
上
で
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。
…
…
こ
の
犠
牲
は
人
間
イ
エ
ズ
ス
が
神
の
子
と
な
っ
た
こ
と
を
意
味
し

て
い
ま
す
。
…
…
神
と
人
類
の
間
に
は
高
く
厚
い
壁
が
横
た
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
…
…
イ
エ
ズ
ス
が
カ
ル
ヴ
ァ
リ
オ
丘
の
十
字
架
上
で
犠
牲
に
な
っ
た
こ

と
で
人
類
は
厚
い
壁
を
越
え
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
イ
エ
ズ
ス
が
人
類
を
代
表
し
て
壁
を
こ
わ
さ
れ
た
の
で
す
。
イ
エ
ズ
ス
の
深
い
愛
が
示
さ

れ
ま
し
た
…
…
」
（
町
田
の
筆
録
ノ
ー
ト
よ
り
）
・

十
字
架
上
の
イ
エ
ス
は
「
留
日
霞
甘
旨
目
Ｐ
）
犠
牲
」
に
於
て
絶
対
の
愛
を
示
さ
れ
た
の
で
し
た
。
十
字
架
上
の
イ
エ
ス
の
「
智

慧
」
は
「
絶
対
愛
」
へ
と
転
換
（
昇
華
）
さ
れ
た
の
で
し
た
。
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
で
は
、
十
字
架
上
の
犠
牲
の
現
象
を
「
人
類
と
神
と

の
間
の
厚
い
壁
を
取
り
除
い
た
イ
エ
ス
の
深
い
愛
で
あ
る
」
と
、
受
け
と
め
て
い
る
の
で
す
。
※

※
筆
者
は
「
聖
オ
ッ
テ
ィ
リ
エ
ソ
修
道
院
」
（
・
ハ
イ
エ
ル
ン
州
都
・
ミ
ュ
ソ
ヒ
ェ
ン
南
西
三
十
キ
ロ
在
）
に
滞
在
中
、
西
ド
イ
ツ
有
数
の
大
新
聞
「
南
ド

が
「
空
」
・
「
無
」
の
研
究
領
域
は
、
筆
者
の
思
考
能
力
を
越
え
て
い
る
の
で
言
及
は
控
え
ま
す
。

智
慧
と
慈
悲
（
町
田
）

四
、
智
慧
と
慈
悲
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キ
リ
ス
ト
教
で
は

示
が
ぷ
ら
れ
ま
す
。

目
呂
哩
鳥
」
の
な
か
で
、
「
冒
凰
目
（
智
慧
）
と
丙
胃
目
幽
（
慈
悲
）

画
匡
圃
園
．
ｇ
豊
冨
（
無
）
の
体
験
か
ら
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
」
と

で
し
た
。
む
し
ろ
筆
者
は
「
智
慧
と
慈
悲
と
が
弁
証
昇
華
さ
れ
て
、
迫

の
解
脱
の
世
界
が
空
で
あ
り
無
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
解
し
て
い
ま
＋

観
る
智
慧
、
つ
ま
り
「
凰
弓
涛
巴
ロ
ザ
昌
冨
無
分
別
心
」
で
あ
り
、
輪

た
い
の
で
す
。
※

昭
和
六
十
三
年
夏
、
上
智
大
学
に
於
け
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
た
一
人
、
阿
部
正
雄
氏
は
自
著
Ｒ
ｇ
ｇ
Ｑ
急
朋
蔚
日

昏
呂
哩
鳥
」
の
な
か
で
、
「
冒
塁
目
（
智
慧
）
と
丙
胃
目
幽
（
慈
悲
）
は
、
己
２
９
画
（
浬
桑
）
も
し
く
は
自
這
画
圃
（
空
）
、
即
ち

画
匡
圃
ぐ
ぃ
．
ｇ
の
匡
冨
（
無
）
の
体
験
か
ら
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
」
と
、
繰
り
返
し
述
べ
て
い
ま
し
た
が
、
筆
者
に
は
納
得
し
難
い
表
現

で
し
た
。
む
し
ろ
筆
者
は
「
智
慧
と
慈
悲
と
が
弁
証
昇
華
さ
れ
て
、
浬
藥
静
寂
の
解
脱
の
世
界
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
っ
て
、
そ

の
解
脱
の
世
界
が
空
で
あ
り
無
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
解
し
て
い
ま
す
。
浬
藥
と
は
、
自
己
の
執
着
を
減
し
事
物
を
あ
る
が
ま
ま
の
姿
に

観
る
智
慧
、
つ
ま
り
「
凰
弓
涛
巴
ロ
ザ
昌
冨
無
分
別
心
」
で
あ
り
、
輪
廻
転
生
の
中
で
救
済
へ
と
導
く
慈
悲
心
が
は
た
ら
い
て
い
る
と
し

※
阿
部
正
雄
氏
は
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
当
日
「
の
８
画
目
：
”
◎
旨
蔚
ご
◎
号
旨
習
①
腸
」
と
題
し
て
発
表
も
し
た
が
、
阿
部
氏
の
立
脚
地
は
キ
リ
ス
ト
神

学
の
立
場
で
あ
っ
て
絶
対
者
た
る
神
は
人
の
外
に
在
る
も
の
」
と
し
て
い
る
。
然
る
に
筆
者
を
含
め
て
仏
教
徒
は
「
仏
と
人
は
一
如
と
な
れ
る
」
と
の
想

い
が
胸
奥
で
脈
を
と
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
神
学
と
仏
教
学
の
基
本
的
相
違
点
の
相
互
理
解
な
く
し
て
は
、
東
西
交
流
は
深
ま
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。

イ
ッ
新
聞
」
、
ま
た
我
国
の
〃
仏
教
タ
イ
ム
ス
″
・
〃
中
外
日
報
″
に
当
る
「
ド
イ
ツ
カ
ト
リ
ッ
ク
新
聞
」
そ
の
他
テ
レ
ヴ
イ
・
ラ
ジ
オ
な
ど
の
記
者
と

の
再
三
の
会
見
、
ロ
ー
マ
法
王
庁
●
ハ
チ
カ
放
送
局
記
者
と
の
イ
ン
タ
ピ
ー
に
お
い
て
、
『
修
道
士
が
清
貧
・
貞
潔
・
従
順
の
誓
願
を
成
就
し
よ
う
と
し
て
、

寸
暇
を
借
し
ゑ
祈
り
・
働
き
．
学
ぶ
と
い
う
厳
し
い
修
道
の
な
か
で
培
ち
か
わ
れ
る
愛
徳
・
隣
人
愛
は
、
信
と
行
と
智
の
三
者
が
相
乗
し
合
っ
た
「
愛
」

で
あ
っ
て
、
恰
も
仏
教
が
唱
導
す
る
逆
縁
者
に
も
注
が
れ
る
「
慈
悲
」
と
通
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
そ
れ
は
冒
目
、
。
冒
目
将
匡
①
冨
清
ら
か
な
愛
」
と

云
っ
て
も
よ
い
も
の
で
す
。
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
の
交
流
、
東
西
の
遮
性
の
交
流
は
将
来
ま
す
ま
す
深
ま
る
で
し
ょ
う
』
と
述
べ
て
お
い
た
。

智
慧
と
蕊
悲
（
町
田
）

「
愛
」
が
「
智
」
よ
り
優
位
に
あ
る
こ
と
を
強
調
し
ま
す
。
新
約
聖
書
「
ヨ
ハ
ネ
第
一
書
」
の
な
か
に
次
の
様
な
説
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新
約
聖
書
の
全
篇
は
、
神
の
愛
と
智
慧
の
説
示
で
う
め
つ
く
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
し
か
し
聖
書
の
全
篇
ど
こ
を
探
し
て
も
「
神
は
智
慧

な
り
」
と
い
う
説
示
は
見
当
り
ま
せ
ん
。
神
は
「
愛
」
な
の
で
あ
り
ま
す
。

西
谷
啓
示
博
士
は
、
自
著
の
『
宗
教
と
は
何
か
』
の
終
章
の
と
こ
ろ
で
、
愛
と
慈
悲
に
言
及
し
て
次
の
様
に
述
べ
て
い
ま
す
。

仏
教
に
お
い
て
も
、
キ
リ
ス
ト
教
に
於
て
も
、
慈
悲
と
愛
と
が
全
て
の
生
物
に
ま
で
及
ぼ
さ
れ
る
の
は
、
単
に
博
愛
的
な
感
情
だ
け

で
は
な
く
、
そ
こ
に
宗
教
本
来
の
立
場
（
本
質
）
に
由
来
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
…
…
仏
教
も
キ
リ
ス
ト
教
も
、
真
の
慈
悲
と
愛

の
基
盤
を
完
全
な
る
「
目
‐
凹
冒
画
冒
＠
ゞ
ａ
①
ｍ
の
号
の
号
烏
丙
骨
ｅ
）
無
我
」
に
お
い
て
い
る
。
…
（
「
宗
教
と
は
何
か
」
二
八

さ
て
い
ず
れ
に
せ
よ
、
仏
教
の
般
若
、
キ
リ
ス
ト
教
の
智
慧
、
人
間
の
智
慧
、
世
間
の
智
慧
に
つ
い
て
と
り
あ
げ
る
場
合
、
単
に
哲
学

的
感
覚
の
枠
内
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
仏
教
的
に
、
キ
リ
ス
ト
教
的
に
、
文
化
的
に
、
広
い
視
野
に
立
っ
て
考
察
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り

ま
す
。

智
慧
と
慈
悲
（
町
田
）

我
ら
が
彼
よ
り
聞
き
て
、

愛
な
き
者
は
神
を
知
ら
ず
、
神
は
愛
な
れ
ば
な
り
（
一
・
ヨ
ハ
ネ
四
章
八
節
）

我
ら
に
対
す
る
神
の
愛
を
我
ら
既
に
知
り
、
か
つ
信
ず
。
神
は
愛
な
り
。
愛
に
居
る
者
は
神
に
居
り
、
神
も
亦
か
れ
に
居
給
う
（
一

節
讐一

’
二
八
二
頁
）

ヨ
ハ
ネ
四
章
一
六
節
）

五
、
エ
ピ
ロ
ー
グ

ま
た
汝
ら
に
告
ぐ
る
音
信
は
是
な
り
、
即
ち
神
は
光
な
り
。
少
し
の
暗
き
所
な
し
（
一
・
ヨ
ハ
ネ
一
章
五
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（
⑦
巳
号
昏
へ
プ
ラ
イ
鰯
で
閥
篤
の
窓
）

エ
ル
サ
レ
ム
郊
外
の
カ
ル
ヴ
ァ
リ
オ
丘
の
十
字
架
上
に
あ
っ
て
、
弟
子
達
の
背
信
、
民
衆
の
瑚
笑
、
血
の
惨
み
、
そ
の
な
か
で
日
凛

固
岸
Ｆ
Ｂ
ｍ
の
号
画
呂
薗
昌
わ
が
神
、
わ
が
神
、
な
ん
ぞ
、
わ
れ
を
見
棄
て
給
い
し
」
今
タ
イ
二
七
章
四
六
節
）
と
、
悲
痛
と
苦
悶
の

坤
き
、
し
か
し
無
残
な
犠
牲
は
憎
悪
も
怨
念
も
す
べ
て
を
超
越
し
て
、
か
ぎ
り
な
い
「
愛
」
へ
と
昇
華
さ
れ
具
現
さ
れ
ま
し
た
。

父
と
母
と
を
敬
へ
、
ま
た
己
れ
の
ご
と
く
汝
の
隣
を
愛
す
く
し
ｇ
タ
イ
一
九
章
一
九
節
）

汝
の
隣
を
愛
し
、
汝
の
仇
を
憎
む
べ
し
と
云
へ
る
こ
と
あ
る
を
汝
等
き
け
り
今
タ
イ
五
章
四
三
節
）
さ
れ
ど
我
は
汝
ら
に
告
ぐ
、

汝
ら
の
仇
を
愛
し
、
汝
ら
を
責
む
る
者
の
た
め
に
祈
れ
今
タ
イ
五
章
四
四
節
）

息
目
色
（
色
）
言
璽
（
出
生
）

紀
元
前
四
世
紀
の
古
代
イ
ン
ド
の
社
会
は
、
ヴ
ァ
ル
ナ
・
ジ
ャ
ー
テ
イ
に
よ
っ
て
閉
鎖
的
な
集
団
身
分
制
が
固
定
化
さ
れ
、
さ
ら
に
は

地
域
・
言
語
・
職
業
・
種
族
・
宗
教
儀
礼
な
ど
の
相
違
に
よ
っ
て
副
ヴ
ァ
ル
ナ
（
種
姓
）
を
生
み
だ
し
、
貧
富
の
格
差
、
人
間
差
別
の
社

（
少
⑤
茸
色
目
・
蜀
胃
騨
巴

会
が
形
成
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
不
可
触
賎
民
が
溢
れ
出
で
た
。
そ
ん
な
無
惨
な
現
実
を
直
視
さ
れ
た
釈
尊
が
、

あ
た
か
も
、
母
が
己
が
独
り
子
を
身
命
を
賭
し
て
護
る
よ
う
に
、
そ
の
よ
う
に
一
切
の
生
き
と
し
生
け
る
も
の
ど
も
に
対
し
て
も
、

中
村
元
訳
（
生
き
と
し
生
け
る
も
の
に
対
し
て
…
簸
者
注
）

無
盈
の
「
慈
悲
黒
画
員
旨
ど
の
心
を
起
す
べ
し
（
「
ス
ッ
タ
ニ
・
ハ
ー
タ
」
一
四
九
偶
）
ま
た
全
世
界
に
対
し
て
、
無
量
の
「
慈
悲

（
こ
こ
ろ
）

禺
胃
目
ど
の
意
を
修
す
べ
し
（
「
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
」
一
五
○
偶
）

と
強
調
さ
れ
た
こ
と
に
我
々
は
深
い
想
い
を
し
た
い
も
の
で
す
。
人
間
と
し
て
保
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
「
慈
悲
」
と
、
人
間
と
し

て
生
き
て
い
く
べ
き
「
智
慧
」
を
教
示
さ
れ
て
い
る
。
慈
悲
と
智
慧
の
発
祥
が
、
無
惨
な
古
代
イ
ン
ド
の
風
土
の
な
か
に
あ
っ
た
こ
と
に

目
を
向
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

た
。
仏
教
の
「
慈
悲
」
、
キ
リ
ス
ト
教
の
「
愛
」
、
こ
の
東
西
宗
教
の
生
れ
た
背
景
は
、
悲
惨
・
無
残
・
荒
蓼
の
風
土
の
な
か
か
ら
で
し

智
慧
と
慈
悲
（
町
田
）
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人
類
を
救
済
す
る
慈
愛
は
、
決
し
て
飽
食
放
漫
の
社
会
か
ら
は
生
れ
な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。
（
未
完
・
以
下
次
号
）

（
平
成
二
年
十
月
十
三
日
）

節
曹

。

智
慧
と
慈
悲
（
町
田
）

イ
エ
ス
云
い
給
う
「
汝
、

心
を
尽
し
、
精
神
を
尽
し
、
思
い
を
尽
し
て
主
な
る
汝
の
神
を
愛
す
べ
し
」
…
今
タ
イ
二
三
章
三
七

（76）



現
在
の
身
延
の
門
前
町
は
、
数
珠
や
仏
具
、
土
産
品
な
ど
を
販
売
す
る
店
が
軒
を
連
ね
、
年
間
を
通
じ
て
身
延
山
の
参
詣
の
人
々
で
賑

わ
っ
て
い
る
が
、
父
の
時
代
は
自
分
で
製
造
し
た
数
珠
を
宿
坊
（
父
の
出
入
り
先
は
覚
林
坊
と
清
水
坊
）
へ
持
参
し
、
全
国
か
ら
参
詣
の

お
客
様
の
食
事
の
膳
や
夜
具
の
上
げ
下
げ
を
お
手
伝
い
し
、
そ
の
合
間
を
見
て
数
珠
の
販
売
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
た
。

数
珠
の
製
造
方
法
に
つ
い
て
も
、
現
在
の
機
械
で
玉
を
作
り
出
す
技
術
に
は
遠
く
及
ば
ず
、
ま
ず
材
料
の
梅
の
木
や
白
檀
の
木
を
探
し

行
に
も
熱
が
入
っ
た
と
言
っ
て
い
た
。

私
の
家
は
二
代
続
い
て
数
珠
を
商
っ
て
生
計
を
立
て
て
い
る
。
も
っ
と
も
商
っ
て
い
る
の
は
現
在
で
、
父
は
数
珠
職
人
で
あ
っ
た
。
私

が
小
学
校
の
頃
（
終
戦
時
は
小
学
一
年
）
、
よ
く
父
か
ら
昔
話
の
よ
う
に
自
分
の
徒
弟
時
代
の
話
を
聞
か
さ
れ
た
。
父
の
先
代
は
篭
職
人

で
、
寵
づ
く
り
だ
け
で
は
出
世
で
き
な
い
と
、
父
が
小
学
校
（
当
時
は
尋
常
小
学
校
と
云
っ
た
）
六
年
頃
に
は
す
で
に
数
珠
職
人
に
仕
立

て
よ
う
と
奉
公
に
出
し
た
ら
し
い
。
奉
公
先
で
親
方
の
子
供
を
背
負
っ
て
学
校
に
行
き
、
帰
っ
て
か
ら
数
珠
を
作
る
こ
と
を
習
っ
た
と
い

う
。
そ
の
当
時
の
身
延
に
は
、
新
屋
、
三
升
屋
、
松
本
屋
等
数
珠
製
造
所
と
言
っ
た
家
内
工
業
を
営
む
と
こ
ろ
が
数
軒
有
っ
て
、
そ
れ
ぞ

れ
数
名
の
弟
子
を
抱
え
か
な
り
隆
盛
で
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。
一
人
前
の
数
珠
職
人
に
な
る
こ
と
が
自
分
の
将
来
の
道
だ
と
思
い
、
修

数
珠
考
（
一
宮
） 数

珠
考

一
は
じ
め
に

一
宮
嘉
孝

（77）
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歩
き
、
そ
れ
を
板
状
に
製
材
に
掛
け
、
幾
日
も
日
陰
で
乾
燥
さ
せ
、
数
珠
の
大
小
に
よ
っ
て
割
り
切
り
を
し
て
錐
で
穴
を
開
け
、
分
銅
を

※
１
※
２

回
す
よ
う
な
轆
轆
に
つ
け
て
ち
ょ
う
な
で
削
っ
て
い
く
、
次
に
木
賊
（
砥
草
）
を
掛
け
、
水
蝋
で
磨
く
、
親
玉
（
母
珠
）
二
個
、
主
珠
百

数
珠
考
（
一
宮
）

（78）



－~侭員〆…J癖

｜
ー

蕊，，5

※
１
、
木
賊

※
２
、
水
蝋
し
剤

蕊
一

数
珠
考
（
一
宮
）

寺←

・ 毎 （
砥
草
）
シ
ダ
類
ト
ク
サ
科
の
常
緑
多
年
草
、
本
州
中
部
以
北
に
生
え
観
賞
用
に
庭
園
な
ど
で
栽
培
さ
れ
る
。

（
い
ぼ
た
）
い
ぼ
た
の
木
に
巣
を
く
う
い
ぼ
た
虫
の
分
秘
す
る
蝋
、
加
熱
融
解
し
冷
水
で
凝
固
さ
せ
た
も
の
、
ロ
ー
ソ
ク
の
原
料
・
つ
や
出

空

き
-繕』－－－-一.令蟹蝉一一

鞘

垂

瀞， ‘
②
穴
を
開
け
る
錐
の
種
類
、
玉
の
大
き
さ
に
よ
り
穴
も
違
う
。

①
梅
の
木
を
板
状
に
製
材
に
掛
け
、
そ
れ
を
割
切
り
す
る
。

し

I
駄驚
､

、訂

＃

驚磐 §′

唖 巴･

巽 ‘
難騨 』
職．

ｔ
、
１
ｍ

、
芋
聖

ヨ

Ｒ

■

子

Ｐ

Ｒ

ご

＃鍵
＝
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八
個
、
弟
子
珠
（
記
子
珠
）
四
十
一
個
、
四
菩
薩
珠
四
個
、
露
珠
四
個
、
計
百
五
十
九
個
の
珠
を
一
つ
一
つ
丁
寧
に
削
り
、
磨
く
わ
け
だ

か
ら
並
大
抵
の
努
力
で
は
な
か
っ
た
と
子
供
心
に
記
憶
し
て
い
る
。

④
割
切
り
を
す
る
木
槌
と
ち
ょ
う
な
の
実
物
。

③
轆
轆
と
呼
ば
れ
る
も
の
の
実
物
。

数
珠
考
（
一
宮
）

亜

唾

P車＆ L

弓

延灘

→霧謹癌幸

翫 毎

町‘識 為暑
■ ？

合曇

：鍵：
“､甥 ‘

型

炎

茸

唾
･4

が

＃

9

昨

韓

千蝉追

悪

憲

一

剖

鞭
h季
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菩
薩
を
礼
拝
す
る
と
き
に
手
に
掛
け
、
あ
る
い
は
も
み
、
ま
た
は
念
仏
念
諦
の
回
数
を
数
え
る
た
め
に
つ
ま
ぐ
る
用
具
と
あ
る
。

（
２
）

一
般
的
に
は
こ
の
説
明
で
十
分
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
念
の
為
『
仏
具
大
辞
典
』
を
見
る
と
、
数
珠
は
密
教
の
経
典
『
木
穂
子
経
』

．
『
陀
羅
尼
集
経
』
・
『
牟
梨
曼
茶
羅
呪
経
』
・
『
金
剛
職
伽
念
諦
経
』
・
『
諸
仏
境
界
摂
真
実
経
』
に
起
源
、
形
状
、
功
徳
、
作
法
等

に
関
す
る
諸
説
が
あ
る
こ
と
を
知
り
早
速
経
典
の
解
読
を
試
み
る
。

（
Ｑ
Ｕ
）
（
刈
祉
）
（
二
反
Ｕ
）
（
か
、
）

本
稿
は
、
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
・
『
仏
教
辞
典
』
・
『
日
蓮
辞
典
』
・
『
仏
教
大
辞
典
』
・
『
日
蓮
宗
信
行
要
典
』
等
を
引
用
し
出

来
る
限
り
在
家
の
人
達
に
も
判
り
や
す
く
説
明
を
加
え
た
た
め
に
学
術
的
に
は
非
常
に
稚
拙
な
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
叉
仏
教
学
を

数
珠
考
（
一
宮
）

浴

溌

・

浄

鴬

へ
い
、
甲
。

園
轟
鰹
醇
耐
肌
帥
雛
嘩
〕 ⑲

0

、

寺

；

鷺

⑤このようにて玉を削り、暦をかける。

そ
の
よ
う
な
作
業
を
日
ご
と
続
け
た
父
の
手
の

指
先
だ
け
は
、
異
様
に
太
く
な
っ
て
い
た
。
父
の

手
助
け
で
、
ち
ょ
う
な
を
研
ぐ
砥
石
の
面
を
平
ら

に
す
る
作
業
を
手
伝
い
な
が
ら
、
一
体
数
珠
と
は

ど
の
様
な
意
義
が
あ
る
の
か
、
不
思
議
に
思
え
る

こ
と
も
あ
っ
た
。
長
じ
て
家
業
を
継
承
し
、
ま
た

縁
有
っ
て
宗
門
の
法
器
を
育
成
す
る
身
延
山
大
学

に
奉
職
す
る
こ
と
が
で
き
、
永
年
の
疑
問
を
解
き

ほ
ぐ
す
た
め
、
数
珠
に
つ
い
て
の
考
察
を
試
承

た
。

（
１
）

『
広
辞
苑
』
に
よ
れ
ば
、
「
数
珠
」
と
は
仏
、

(81)



専
門
に
学
ん
で
い
な
い
私
に
と
っ
て
、
仏
教
語
の
理
解
に
は
非
常
に
困
難
を
極
め
た
。

先
ず
語
源
に
つ
い
て
、

（

、

Ｕ

）

仏
子
、
常
に
応
じ
二
時
に
は
頭
陀
し
、
冬
夏
に
は
座
禅
し
、
結
夏
安
居
す
べ
し
。
常
に
楊
子
、
操
豆
、
三
衣
、
瓶
、
鉢
、
座
具
、
錫

杖
、
香
炉
、
漉
水
嚢
、
手
巾
、
刀
子
、
火
燧
、
饒
子
、
繩
床
、
経
、
律
、
仏
像
、
菩
薩
の
形
像
を
用
い
よ
。
し
か
も
菩
薩
、
頭
陀
を
行
ず

る
時
、
及
び
遊
方
の
時
。
百
里
千
里
を
行
来
せ
ん
に
、
こ
の
十
八
種
物
を
常
に
そ
の
身
に
随
え
よ
。
頭
陀
は
、
正
月
十
五
日
よ
り
三
月
十

（
〃
８
）

『
釈
氏
要
覧
』
巻
中
賜
紫
沙
門
（
１
０
１
９
）
訳
道
誠
集
に

「
数
珠
牟
梨
曼
陀
羅
呪
経
云
。
梵
語
鉢
塞
莫
。
梁
云
二
数
珠
一
。
此
乃
是
引
‐
接
二
下
根
一
牽
Ⅱ
課
二
。
修
行
一
具
也
。
」
略
。

「
牟
梨
曼
陀
羅
呪
経
に
数
珠
は
梵
語
で
鉢
塞
莫
（
は
そ
ま
）
と
い
う
。
此
れ
乃
ち
下
根
を
引
接
し
て
、
修
行
を
牽
課
す
る
の
具
な
り
。
」

現
調
査
に
よ
る
と
、
（
は
そ
ま
）
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
原
典
に
は
象
あ
た
ら
な
い
。

以
上
が
語
源
と
さ
れ
る
唯
一
の
文
献
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
。
⑧
〉

つ
ぎ
に
起
源
で
あ
る
が
、
鳩
摩
羅
什
（
３
３
４
１
４
１
３
／
３
５
０
１
４
０
９
）
訳
『
梵
網
経
』
第
三
十
七
軽
戒
に

「
若
仏
子
。
常
応
二
時
頭
陀
冬
夏
座
禅
。
結
夏
安
居
。
常
用
二
楊
枝
操
豆
三
衣
瓶
鉢
坐
具
錫
杖
香
炉
漉
水
褒
手
巾
刀
子
火
燧
饒
子
繩
床

経
律
像
菩
薩
形
像
一
而
菩
薩
行
頭
陀
時
及
遊
方
時
‐
行
来
二
百
里
千
里
一
此
十
八
物
種
常
随
二
其
身
一
。
頭
陀
者
従
二
正
月
十
五
日
一
至
三
月
十
五

日
八
月
十
五
日
至
二
十
月
十
五
日
一
・
是
二
時
中
此
十
八
種
物
常
随
二
其
身
一
。
如
二
鳥
二
翼
一
。
」

数
珠
考
（
一
宮
）

二
数
珠
の
起
源
に
つ
い
て
の
考
察

（82）



「
聞
二
如
是
一
。
一
時
仏
遊
二
羅
閲
祇
闇
耆
堀
山
中
一
。
与
二
大
比
丘
衆
一
千
二
百
五
十
人
倶
一
。
菩
薩
無
数
。
名
称
一
遼
聞
。
天
人
所
存
敬
。

時
難
国
王
。
名
波
流
離
。
遺
レ
使
来
Ⅲ
到
二
仏
所
一
。
頂
Ⅱ
礼
二
仏
足
一
。
日
二
仏
言
一
。
世
尊
。
我
国
辺
小
。
頻
歳
憲
賊
。
五
穀
勇
貴
。
疾
病
流

行
。
人
民
困
苦
。
我
恒
不
レ
得
二
安
臥
一
。
如
来
法
蔵
。
多
悉
深
広
。
我
有
一
憂
務
一
。
不
し
得
一
修
行
一
唯
願
世
尊
。
特
垂
一
慈
慾
一
。
賜
一
我
要

法
一
。
使
レ
我
日
夜
易
レ
得
一
修
行
一
。
未
来
世
中
二
・
遠
離
衆
苦
一
。

仏
告
し
王
言
。
若
欲
レ
減
一
煩
悩
障
報
障
一
者
。
当
貫
一
禾
穂
子
一
百
八
一
。
以
常
自
随
。
若
行
若
坐
若
臥
。
恒
当
至
心
無
二
分
散
意
一
。
称
二
仏

陀
達
磨
僧
伽
名
一
。
乃
過
一
二
木
槌
子
一
・
如
是
漸
次
度
一
禾
穏
子
一
・
若
十
若
二
十
。
若
百
若
千
。
乃
至
百
千
万
。
若
能
満
一
三
十
万
遍
一
。

心
身
不
し
乱
。
無
二
諸
謡
曲
一
者
。
捨
レ
命
得
し
生
二
第
三
焔
天
一
。
衣
食
自
然
。
常
安
楽
行
。
若
復
能
満
一
二
百
万
遍
一
。
当
得
し
断
，
除
一
言
八
結

業
一
。
始
名
背
一
至
死
流
一
。
趣
向
泥
浬
。
永
断
一
煩
悩
根
一
・
獲
一
無
上
果
一
。
信
還
啓
レ
王
。
王
大
歓
喜
。
遙
向
世
尊
。
頭
面
礼
し
仏
云
。
大

善
我
当
奉
行
。
即
勤
一
使
民
一
。
営
弁
木
槌
子
。
以
二
為
千
具
一
。
六
親
国
戚
。
皆
与
一
二
具
一
・
王
常
諦
念
。
雄
一
親
軍
旅
一
。
亦
不
二
廃
置
一
。

又
作
是
念
。
世
尊
大
慈
。
普
応
二
一
切
一
。
若
我
比
善
。
得
し
免
二
長
愉
苦
海
一
。
如
来
当
現
。
我
身
為
二
我
説
法
一
。
願
楽
二
迫
心
一
。
三
日
不

食
。
仏
即
応
形
。
与
諸
春
属
。
来
二
其
宮
内
一
而
告
レ
王
日
。
莎
斗
比
丘
。
調
三
宝
名
。
経
歴
十
歳
。
得
二
成
斯
陀
含
杉
果
。
漸
側
次
二
習
行
一
。

以
上
の
如
く
『
梵
網
経
』
を
引
用
す
る
に
、
比
丘
十
八
物
（
頭
陀
十
八
物
）
１
仏
子
の
持
物
Ｉ
の
中
に
数
珠
は
入
っ
て
い
な
い
こ
と
が

判
か
る
。
た
だ
古
代
イ
ン
ド
に
お
い
て
壷
ハ
ラ
モ
ン
教
な
ど
に
お
い
て
数
珠
が
用
い
ら
れ
、
三
世
紀
頃
仏
教
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
き
た
と
い

う
。
そ
れ
ら
の
こ
と
を
解
き
起
す
為
に
数
珠
に
関
す
る
密
教
経
典
を
引
用
す
る
こ
と
と
す
る
。

五
日
に
至
り
、
八
月
一

二
翼
の
如
く
と
せ
よ
。

八
月
十

（
皿
）
『
仏
説
木
樋
子
経
』
に

数
珠
考
（
一
宮
） 五

日
よ
り
十
月
十
五
日
に
至
る
。
こ
の
二
時
の
中
に
、
こ
の
十
八
種
物
を
、
常
に
そ
の
身
に
随
え
る
こ
と
、
鳥
の
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今
在
一
書
香
世
界
一
。
先

生
一
二
念
随
喜
者
一
・
全

こ
れ
を
読
象
下
す
と
。 作

一
時
、
仏
、
羅
閲
祇
闇
嗜
山
の
中
に
大
比
丘
衆
千
二
百
五
十
人
と
倶
に
遊
ぶ
。
菩
薩
無
数
、
天
人
の
敬
す
る
所
の
名
称
を
遠
く
聞
く
。

時
に
難
国
に
王
あ
り
、
名
を
波
流
離
と
い
う
、
使
い
を
仏
の
処
に
遣
わ
し
て
、
仏
に
膝
ま
づ
い
て
申
し
上
げ
た
。
世
尊
。
わ
が
国
は
非
常

に
小
さ
く
頻
繁
に
志
賊
に
襲
わ
れ
穀
類
は
値
上
が
り
し
悪
い
病
が
流
行
し
人
民
は
非
常
に
困
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
為
に
我
は
恒
に
安
臥
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
仏
の
法
蔵
（
仏
諸
説
の
教
法
）
は
こ
と
ご
と
く
深
広
で
あ
り
ま
す
。
我
に
は
前
述
の
憂
い
あ
り
て
修
行
で
き
ま
せ

ん
。
ど
う
か
世
尊
、
特
に
慈
悪
（
慈
し
み
、
哀
れ
承
）
を
垂
れ
て
我
に
要
法
を
賜
え
。
我
は
日
夜
修
行
を
得
て
未
来
世
の
中
の
衆
生
の
苦

ん
。
ど
う
か
世
尊
、
特
涯

仏
、
王
に
告
げ
る
。
も
し
煩
悩
障
報
を
減
つ
せ
ん
と
欲
す
れ
ば
、
木
樋
子
一
百
八
を
貫
い
て
常
に
自
ら
随
い
、
行
、
座
、
臥
、
に
心
に
分

散
の
意
な
く
、
仏
陀
、
達
磨
、
僧
伽
（
仏
、
法
、
僧
）
の
名
を
称
え
て
一
つ
の
木
穏
子
を
過
し
、
こ
の
よ
う
に
次
念
に
木
穂
子
を
数
え
る

こ
と
十
～
二
十
又
千
～
百
千
万
若
し
二
十
万
遍
を
満
た
さ
ば
心
身
は
乱
れ
ず
、
諸
盈
の
語
曲
（
他
人
に
媚
び
譜
う
）
無
、
身
を
捨
て
て
第

（
、
）

三
焔
天
（
仏
語
、
欲
界
の
夜
摩
天
の
う
ち
第
三
重
天
Ｉ
夜
摩
天
Ｉ
善
く
時
分
を
知
っ
て
五
欲
の
楽
を
受
け
る
が
故
な
り
、
ま
た
快
楽
を
唱

え
る
故
え
な
り
と
も
い
う
）
に
生
ず
る
を
得
て
、
衣
、
食
、
自
然
に
楽
業
と
な
る
。
若
し
百
万
遍
に
達
す
れ
ば
百
八
の
結
業
（
煩
悩
）
を

断
じ
始
め
て
生
死
の
流
れ
に
背
い
て
煩
悩
の
根
を
永
く
断
っ
て
無
上
の
果
を
狸
得
す
る
な
り
と
。
使
者
は
還
っ
て
王
に
報
告
し
、
王
は
大

い
に
歓
喜
し
遙
に
世
尊
に
向
か
い
頭
面
に
仏
を
礼
し
て
実
行
す
る
こ
と
を
誓
う
。
直
ち
に
吏
民
に
勅
し
て
木
穏
子
一
千
具
を
造
ら
せ
て
六

親
国
戚
に
も
そ
の
一
具
を
与
え
王
自
ら
も
そ
の
一
具
を
常
に
持
ち
調
念
し
、
戦
と
い
え
ど
も
離
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。
略

し
み
を
遠
離
し
給
え
と
。

数
珠
考
（
一
宮
）畔
支
仏
。
王
聞
二
是
巳
一
。
倍
復
二
修
行
一
。
仏
告
二
阿
難
一
。
何
況
能
訓
二
三
宝
名
一
・
経
歴
万
数
。
但
能
聞
二
此
人
命
一
。

未
来
生
処
。
常
聞
レ
十
Ⅱ
善
。
説
是
法
時
。
大
衆
歓
喜
。
皆
願
二
奉
行
一
。
」
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す
な
わ
ち

「
百
八
の
結
と
は
、
小
乗
の
見
修
と
合
わ
せ
て
煩
悩
に
一
百
八
の
数
を
共
有
す
る
を
論
ず
。
且
見
惑
を
明
か
す
。
三
界
四
諦
の
下
に
煩
悩

の
八
十
八
を
共
有
す
る
。
謂
、
苦
の
下
に
一
切
の
即
十
使
を
具
す
。
貧
、
膜
、
擬
、
慢
、
疑
、
有
見
、
辺
見
、
邪
見
、
見
取
、
戒
禁
取

也
。
集
滅
垈
一
見
を
離
れ
る
。
謂
、
集
減
の
二
諦
は
下
に
各
の
身
、
辺
、
邪
の
三
見
を
除
く
也
。
道
は
二
見
を
除
く
。
謂
、
道
諦
は
身
、

「
百
八
結
者
。
小
乗
見
修
合
論
三
煩
悩
共
Ⅲ
有
二
一
百
八
数
一
且
明
二
見
惑
一
三
界
四
諦
下
煩
悩
共
Ⅱ
有
二
八
十
八
一
。
謂
苦
下
具
二
一
切
即
十
使
一
ｏ

貧
膜
擬
慢
疑
有
見
辺
見
。
邪
見
。
見
取
戒
禁
取
也
。
集
滅
離
一
三
見
一
謂
集
滅
二
諦
下
各
除
二
身
辺
邪
三
見
一
也
。
道
除
二
於
二
見
一
謂
道
諦

除
二
有
辺
一
頁
一
也
。
上
界
不
レ
行
し
悉
謂
上
界
四
諦
下
各
除
碩
一
一
。
已
上
三
界
四
諦
共
Ⅱ
有
二
八
十
八
一
也
。
修
道
所
断
し
惑
欲
有
し
四
謂
貧

膜
擬
慢
上
二
界
各
除
膜
共
有
六
己
上
成
し
十
計
九
十
八
也
。
更
加
二
十
縄
一
謂
無
断
無
槐
昏
沈
悪
作
悩
嫉
棹
挙
睡
眠
盆
覆
合
し
前
都
有
二
一
百

八
一
也
。
」

「
略
。
即
是
過
去
無
量
恒
河
沙
諸
仏
諸
説
。
一
百
八
数
為
二
念
珠
鐙
一
。
略
。
」

「
即
ち
、
こ
れ
過
去
無
量
恒
河
沙
（
恒
河
沙
Ⅱ
数
の
多
い
こ
と
）
の
諸
仏
の
説
く
と
こ
ろ
、
一
百
八
数
を
念
珠
の
量
と
す
。
」

と
あ
る
よ
う
に
、
数
珠
は
釈
尊
出
世
以
前
よ
り
存
在
し
て
い
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
釈
尊
が
前
記
『
木
樋
子
経
』
で
数
珠

の
功
徳
を
説
い
た
こ
と
に
よ
り
仏
教
に
用
い
ら
れ
現
在
に
至
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
百
八
の
結
業
（
煩
悩
）
に
つ
い
て
い
さ
さ
か
私
な
り
に
考
察
を
試
承
る
。

（
咽
）
『
釈
氏
要
覧
』
の
注
釈
に

讓
仏
境
界
摂
真
毒
』
に

こ
の
『
木
穂
子
経
』
を
読
む
限
り
に
お
い
て
、
釈
尊
が
波
流
離
王
に
与
え
た
御
説
法
を
以
て
数
珠
の
起
源
と
し
た
い
の
で
あ
る
が
、

。

〃

数
珠
考
（
一
宮
）
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辺
見
を
除
く
。
上
界
は
志
を
行
せ
ず
。
謂
、
上
界
の
四
諦
の
下
に
各
膜
の
一
を
除
く
。
巳
に
三
界
は
四
諦
の
八
十
八
を
共
有
す
る
也
。
修

道
は
惑
を
断
ず
る
。
欲
に
四
有
る
。
謂
、
貧
、
膜
、
擬
、
慢
。
上
界
は
各
膜
の
六
を
除
く
、
計
九
十
八
也
。
更
に
十
綴
を
加
え
る
。
謂
、

無
、
噺
、
無
槐
、
昏
沈
、
悪
作
、
悩
、
嫉
、
棹
挙
、
睡
眠
、
盆
な
り
、
前
に
覆
合
し
て
一
百
八
也
。
」

こ
れ
を
要
約
し
図
解
す
る
と
左
記
の
通
り
と
な
る
。

数
珠
考
（
一
宮
）

度
一
疑
一
有
身
見
一
辺
執
見
一
邪
見
一
見
取
一
戒
錘
毒
勵
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以
上
の
「
見
道
位
」
八
十
八
に
加
え
、
更
に
「
修
道
」
に

欲
界
貧
、
膜
、
擬
、
慢
、

色
界
貧
、
擬
、
慢

無
色
界
貧
、
擬
、
慢

計
九
十
八
、
ま
た
更
に
加
え
る
こ
と
十
縄
。

日
。
無
、
術
、
無
塊
、
昏
沈
、
悪
作
、
悩
、
嫉
、
棹
挙
、
睡
眠
、
盆
、

慢膜貧無
色
界

色欲
界界

数
珠
考
（
一
宮
）

婬
欲
と
食
欲
の
二
欲
の
強
き
有
情
の
住
む
と
こ
ろ
を
言
う
。
即
ち
我
狗
の
世
界
。

浄
ら
か
な
物
質
か
ら
な
る
世
界
で
、
四
禅
を
修
め
た
者
の
生
ま
れ
る
世
界
。
欲
界
の
よ
う
な
諸
欲
か
ら
離
れ
て
い
る
が
、
ま

だ
色
と
し
て
の
物
質
か
ら
解
放
さ
れ
て
い
な
い
世
界
。

色
身
、
す
な
わ
ち
肉
身
を
離
れ
、
物
質
の
束
縛
を
離
脱
し
て
心
の
は
た
ら
き
だ
け
か
ら
な
る
世
界
。

十
悪
な
ど
の
一
つ
。
物
ご
と
に
執
着
す
る
迷
い
。
貧
愛
、
貧
欲
。

自
分
の
心
と
違
う
も
の
に
対
し
て
、
怒
り
恨
む
こ
と
。

箸
り
た
か
ぶ
る
。

十 三三四
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身疑撰
見

辺
見

邪
見

見
取

戒
禁
取

無断無
槐

昏
沈

悼
挙

盆以
上
百
八
の
煩
悩
に
つ
い
て
簡
単
に
解
釈
し
て
ぷ
た
。

数
珠
考
（
一
宮
）

身
見
を
起
こ
し
、
そ
の
後
辺
に
起
す
断
・
常
の
悪
見
の
故
に
辺
見
と
名
づ
く
。

因
果
の
道
理
を
無
視
す
る
妄
言
を
い
う
。

身
、
辺
、
邪
見
を
起
こ
し
、
こ
れ
を
妄
執
し
て
真
実
な
り
、
優
れ
た
見
解
で
あ
る
と
執
す
る
妄
言
を
い
う
。

す
べ
て
の
悪
を
蕃
作
禁
止
す
る
も
の
。
戒
法
、
戒
律
。

あ
る
行
為
、
は
た
ら
き
を
否
定
す
る
こ
と
。

物
事
に
対
し
て
正
し
い
判
断
が
下
せ
な
い
暗
愚
な
心
の
は
た
ら
き
。
惑
い
迷
う
心
作
用
。

う
た
が
い
。
あ
や
し
承
。

心
身
に
実
我
あ
り
と
執
す
る
我
件
と
、
一
切
の
事
物
の
如
幻
仮
有
を
し
ら
ず
し
て
、
此
は
我
が
も
の
な
り
と
執
す
る
我
所
見

他
人
に
対
し
て
恥
じ
な
い
こ
と
。
世
間
を
顧
み
な
い
で
粗
暴
な
行
い
や
悪
事
を
働
く
こ
と
。

く
ら
く
、
し
ず
む
。

く
ら
く
、

い
た
承
。

恥
じ
る
。

と
を
合
せ
称
す
。

い
か
り
。

三
数
珠
の
形
状
に
就
い
て
の
孝
察
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こ
の
よ
う
に
数
珠
の
形
状
を
定
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
数
珠
に
は
上
品
（
一
千
八
十
珠
）
最
勝
（
一
百
八
珠
）
中
（
五
十
四
珠
）
下
（
二

十
七
珠
）
の
四
種
が
あ
る
と
さ
れ
る
。

（
Ⅳ
）

ま
た
『
陀
羅
尼
集
経
』
巻
第
二
「
仏
説
作
法
相
品
」
に

「
仏
言
若
人
欲
し
作
二
法
相
数
珠
一
。
先
喚
二
珠
匠
一
。
莫
レ
諭
二
価
値
一
。
努
取
二
精
巧
一
。
其
宝
物
等
皆
須
未
二
曽
経
余
用
一
者
。
二
皆
須
内
外

明
徹
無
有
破
欠
。
円
浄
皎
潔
。
大
小
任
意
。
与
其
珠
匠
先
受
二
八
斎
一
・
香
湯
酒
浴
著
二
新
浄
衣
一
。
与
作
護
身
。
厳
三
一
道
場
懸
二
諸
幡
花
一
ｏ

以
レ
香
水
塗
二
一
小
壇
一
子
日
を
各
以
レ
香
Ⅱ
華
供
養
。
又
著
二
一
両
盤
餅
果
供
養
一
。
叉
復
夜
別
各
燃
し
七
灯
。

作
是
相
珠
一
百
八
穎
。
造
成
珠
巳
。
又
作
一
金
珠
以
為
し
母
珠
。
叉
更
別
作
二
十
穎
銀
珠
一
。
以
充
レ
記
Ⅱ
子
。
此
即
名
為
二
三
宝
法
相
悉
充
円

備
一
。
能
令
行
者
是
珠
時
。
常
得
二
三
宝
加
被
護
念
一
。
言
三
宝
者
。
所
謂
仏
宝
法
宝
僧
宝
。
」

「
か
く
の
ご
と
く
、
も
し
人
法
相
の
数
珠
を
作
ら
ん
と
欲
す
れ
ば
、
先
ず
珠
匠
を
喚
び
価
を
論
ぜ
ず
、
精
巧
な
も
の
、
い
ま
だ
用
い
な
い

宝
物
と
し
、
内
外
明
徹
、
破
れ
欠
損
無
き
円
浄
絞
潔
な
物
、
大
小
に
拘
ら
ず
、
珠
匠
の
八
斎
戒
す
な
わ
ち
香
湯
に
酒
浴
し
、
新
浄
衣
を

着
、
身
を
護
り
、
道
場
に
諸
々
の
幡
華
を
懸
け
て
厳
し
、
香
水
を
壇
に
注
ぎ
日
々
に
香
花
を
も
っ
て
供
養
し
、
餅
果
を
供
養
し
、
そ
れ
ぞ

と
し
、
内
外
明
徹
、

身
を
護
り
、
道
場
に

「
其
数
珠
者
。
要
当
須
満
二
一
百
八
穎
一
。
如
其
難
得
或
為
し
五
十
四
。
或
五
十
四
。
或
二
十
七
。
或
十
四
亦
皆
得
用
。
此
即
数
珠
法
相
差

（
妬
）

別
」
『
曼
殊
室
利
呪
蔵
中
校
量
数
珠
功
徳
経
』
に
も
同
文
あ
り
。

悪夢
珠剛
分頂
別職
有伽
四念
種珠
経
一

上に

上

癖
説
校
菱
珠
功
徳
筐
に

為
二
下
類
こ

数
珠
考
（
一
宮
）

品
最
勝
及
中
下
一
千
八
十
以
為
レ
上
一
百
八
珠
為
し
最
勝
五
十
四
珠
以
為
し
中
二
十
七
珠

（89）



数
珠
考
（
一
宮
）

（
蛆
）

れ
七
灯
を
燃
や
し
て
数
珠
を
作
れ
。
ま
た
一
つ
の
金
珠
を
母
珠
と
し
、
叉
、
更
に
十
頚
の
銀
珠
を
作
り
以
て
記
子
に
充
て
よ
。
こ
れ
即
ち

三
宝
の
義
な
り
ｏ
又
行
者
を
し
て
、
こ
の
珠
を
つ
ま
ぐ
る
時
、
常
に
三
宝
の
加
被
護
念
を
得
る
な
り
。
三
宝
と
は
仏
宝
、
法
宝
僧
宝
な

り
、
」
と
説
か
れ
て
数
珠
を
作
る
と
き
の
清
浄
な
る
様
、
を
解
き
、
只
単
に
一
百
八
穎
だ
け
で
な
く
、
現
在
に
最
も
近
い
形
状
を
示
し
て

お
り
ま
す
。
し
か
し
、
現
在
の
一
百
八
穎
の
数
珠
に
は
母
珠
は
二
珠
有
り
ま
す
が
、
こ
れ
の
根
拠
は
ま
っ
た
く
無
く
、
百
八
を
二
分
す
る

た
め
に
二
珠
の
母
珠
を
用
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

続
い
て
一
百
八
穎
の
珠
の
形
で
あ
る
が
、

（
蛆
）『
日
蓮
聖
人
御
遺
文
全
集
』
戒
法
門
に

「
勢
至
菩
薩
経
云
以
二
平
形
念
珠
一
者
此
是
外
道
弟
子
非
二
我
弟
子
一
・
我
遺
弟
必
可
レ
用
二
円
形
念
珠
一
。
超
越
次
第
者
依
因
果
妄
語
之
罪
当

堕
一
地
獄
一
。
」
の
経
典
を
解
し
、

く
平
き
故
也
」

と
申
し
て
、
数
珠
の
珠
は
円
形
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
諭
し
て
い
る
。

「
勢
至
菩
薩
の
文
意
を
能
能
信
ず
べ
し
○
平
き
念
珠
を
持
て
虚
事
を
す
れ
ば
、
三
千
大
千
世
界
の
人
の
食
奪
う
罪
也
」
と
し
て
、
さ
ら

に
、
「
天
狗
外
道
平
形
の
念
珠
を
作
り
出
し
て
、
一
遍
の
念
仏
に
十
の
珠
数
を
超
た
り
。
乃
至
一
万
遍
を
ぱ
十
万
遍
と
申
す
。
是
珠
の
薄

（
別
）
『
仏
説
校
量
数
珠
功
徳
経
』

『
仏
説
校
量
数
珠
功
徳
経
』
に

「
爾
時
文
殊
師
利
法
王
子
菩
薩
摩
訶
薩
。
為
し
欲
し
利
二
益
諸
有
情
一
故
。
以
二
大
悲
心
一
告
二
諸
大
衆
一
言
。
汝
等
善
聴
我
今
演
説
。
受
持
数
珠

四
数
珠
の
種
類
と
功
徳
に
つ
い
て
の
考
察

（”）



以
上
の
よ
う
に
、
諸
経
の
中
に
は
、
数
珠
の
種
類
（
材
質
）
と
そ
れ
に
伴
う
功
徳
を
示
し
教
え
て
い
る
が
、
原
文
を
省
略
し
て
そ
の
意

を
表
に
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

略
」

校
‐
量
二
功
徳
一
盤
し
益
差
別
若
有
レ
諦
念
二
諸
陀
羅
尼
及
仏
名
一
者
。
為
二
欲
し
自
利
及
護
移
他
Ⅲ
人
。
速
求
二
諸
法
得
壱
成
験
者
。
其
数
珠
法
応
有
二

如
レ
是
須
当
受
持
一
。
若
用
レ
鉄
為
数
珠
者
。
諦
念
一
遍
得
福
五
倍
。
若
用
レ
赤
Ⅱ
銅
為
数
珠
者
。
諦
念
一
遍
得
福
十
倍
。
略
。
」

「
爾
の
時
に
文
殊
師
利
法
王
子
菩
薩
摩
訶
薩
は
諸
の
有
情
を
利
益
せ
ん
と
欲
す
る
が
為
の
故
に
、
大
悲
の
心
を
持
っ
て
諸
の
大
衆
に
告
げ

て
言
く
。
『
汝
等
善
く
聴
け
、
我
今
数
珠
を
受
持
す
る
も
の
の
功
徳
を
校
量
し
て
益
を
渡
る
差
別
を
演
説
す
べ
し
。
若
し
諸
の
陀
羅
尼
及

び
仏
名
を
諭
念
す
る
こ
と
有
ら
ん
者
、
自
利
を
欲
し
及
び
他
人
を
護
ら
ん
が
為
に
速
や
か
に
諸
の
法
の
成
験
を
得
ん
こ
と
を
求
る
も
の

は
、
其
数
珠
の
法
、
応
に
是
く
の
ご
と
く
に
し
て
須
く
当
に
受
持
統
べ
き
こ
と
有
る
べ
し
。
若
し
鉄
を
用
い
て
数
珠
と
為
す
者
は
謂
念
す

る
こ
と
一
遍
に
し
て
福
の
五
倍
を
得
ん
。
若
し
赤
銅
を
用
い
て
数
珠
と
為
す
者
は
諭
念
す
る
こ
と
一
遍
に
し
て
福
の
十
倍
を
得
ん
。
』

烏
慮
陀
羅
一
百
億
倍

囚
陀
羅
一
百
億
倍
１

数
珠
考
（
一
宮
）

が
媒
謙
一

若
以
此
等
宝
物
数
珠
当
得

十
種
波
羅
蜜
功
徳
満
足

視
身
即
阿
縛
多
羅
三
貌
三

薔
堤
黒

（”）



３
．
金
剛
頂
琉
伽
念
珠
経

２
．
仏
説
校
量
数
珠
功
徳
経

１
．
曼
珠
室
利
呪
蔵
中
校
量
数
珠
功
徳
経
大
唐
三
蔵
沙
門
訳
義
浄
訳

数
珠
考
（
一
宮
）

（92）

（
躯
）

諸
宝
香
木

和
合
珠

金 金
剛
子

帝
釈
子

１
レ
や
こ

鉄 赤
銅
真
珠
珊
瑚

木
槻
子

五
倍
十
倍
百
倍
百
倍
千
倍

（
別
）倶
証
福

千
倍

一

倍
三

倍
四
倍
百
倍
百
倍
両
倍

無
数

一

分
二
倶
誕

一

一

分

一

一

分
一
倶
誕



に
、
蓮
子
、
金
剛
子
、
諸
宝
と
な
っ
て
い
る
。

（
妬
）

菩
提
子
を
最
上
と
し
た
こ
と
は
次
の
『
仏
説
校
量
数
珠
功
徳
経
』
に
示
さ
れ
て
い
る
。

「
諸
善
男
子
。
以
二
何
因
Ⅲ
縁
一
我
今
独
讃
下
用
二
菩
提
子
一
狸
し
益
し
最
‘
勝
と
。
諸
人
善
聴
。
我
為
し
汝
等
重
説
二
昔
因
一
。
過
去
有
二
仏
出
現
一
於

世
。
在
二
此
樹
下
一
成
二
等
正
覚
一
。
時
一
外
道
信
二
邪
倒
見
一
段
誇
二
三
宝
一
。
彼
有
レ
ー
Ⅲ
男
勿
被
二
非
人
打
殺
一
・
外
道
念
言
我
今
邪
盛
。
未
審
二

諸
仏
有
何
神
力
一
。
如
来
既
是
在
二
此
樹
下
一
成
二
等
正
覚
一
。
若
仏
是
聖
樹
応
有
し
感
。
即
将
亡
子
臥
二
著
菩
提
樹
下
一
。
作
二
如
是
言
一
。
仏
樹

若
聖
我
子
必
蘇
。
以
経
レ
七
日
調
念
二
仏
名
一
。
其
子
乃
得
二
重
蘇
一
。
外
道
讃
言
。
諸
仏
神
力
我
未
曽
見
。
仏
成
道
樹
現
二
此
希
奇
一
ｏ
甚
大

威
徳
難
し
可
二
思
議
一
。
諸
外
道
等
悉
捨
レ
邪
帰
レ
正
発
二
菩
提
心
一
。
信
側
知
二
仏
力
不
可
思
議
一
。
諸
人
皆
号
二
為
延
命
樹
一
。
略
。
」

す
な
わ
ち
、
「
諸
の
善
男
子
、
何
の
因
縁
を
持
っ
て
か
我
れ
今
独
り
菩
提
子
を
用
う
れ
ば
、
益
を
渡
る
こ
と
最
勝
な
り
と
讃
ず
る
や
と

い
う
に
、
諸
人
善
聴
せ
よ
。
我
汝
等
の
た
め
に
重
ね
て
昔
の
因
を
解
か
ん
。
過
去
に
仏
現
世
に
出
現
し
て
此
の
樹
下
に
在
り
て
当
正
覚

（
三
貌
三
仏
陀
の
訳
）
を
成
じ
た
ま
え
り
。
時
に
一
人
の
外
道
、
邪
倒
の
見
を
信
じ
三
宝
を
穀
誇
せ
り
ｏ
彼
に
一
人
の
男
有
り
、
た
ち
ま

ち
に
非
人
に
打
ち
殺
さ
れ
る
。
外
道
念
言
し
て
『
我
今
邪
盛
り
な
り
。
諸
仏
は
何
た
る
神
力
が
あ
る
の
か
い
ぶ
か
し
い
。
諸
仏
は
な
に
な

る
神
力
有
る
や
。
如
来
は
す
で
に
是
れ
此
の
樹
下
に
在
り
て
等
正
覚
を
成
ぜ
り
。
若
し
仏
、
是
聖
樹
な
ら
ば
応
に
感
有
く
し
』
と
。
即
ち

亡
子
を
将
い
て
菩
提
樹
の
下
に
臥
著
せ
し
め
、
是
く
の
如
き
言
を
作
る
。
『
仏
よ
樹
若
し
聖
な
ら
ば
我
が
子
か
な
ら
ず
蘇
ら
ん
』
と
。
以

以
上
を
要
約
す
る
と
、
『
陀
羅
尼
集
経
』
が
水
精
を
も
っ
て
最
上
と
な
し
て
い
る
他
は

４
．
諸
仏
境
界
摂
真
実
経

（
別
）

６
．
陀
羅
尼
集
経

（
羽
）

５
．
守
護
国
界
主
陀
羅
尼
経

数
珠
考
（
一
宮
）

菩
提
子
を
以
て
最
上
の
福
室
倒
副
刈
到
到
判

順

（”）



さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
の
材
質
に
つ
い
て
補
足
説
明
を
す
る
と
、

菩
提
子
（
活
児
子
）
く
わ
科
の
常
緑
喬
木
、
イ
ン
ド
産
、
イ
ン
ド
三
大
聖
樹
と
さ
れ
て
い
る
木
の
実
。

水
精
古
代
に
お
い
て
は
水
の
化
石
と
考
え
ら
れ
た
。
現
在
の
水
晶
の
原
始
的
な
も
の
。

烏
慮
陀
羅
（
金
剛
子
）
モ
ク
ゲ
ン
ジ
（
樂
樹
）
の
こ
と
で
堅
い
実
が
採
れ
る
の
で
こ
の
様
に
呼
ば
れ
る
。

因
陀
羅
（
帝
釈
子
）
実
存
す
る
も
の
で
、
帝
釈
子
に
似
た
も
の
不
明
。

烏
慮
陀
羅
（
金
剛
子
）

因
陀
羅
（
帝
釈
子
）

蓮
子
蓮
花
の
果
実

っ
て
七
日
を
経
て
仏
名
を
論
念
す
る
。
そ
の
子
す
な
わ
ち
重
ね
て
蘇
る
こ
と
を
得
た
り
。
外
道
讃
言
う
。
『
諸
仏
の
神
力
を
我
は
未
だ
曽

っ
て
見
な
か
っ
た
。
仏
の
成
道
し
た
樹
こ
そ
子
の
希
奇
を
現
ず
。
甚
大
な
る
威
徳
は
思
議
す
べ
き
こ
と
難
し
』
と
。
諸
の
外
道
等
は
こ
と

ご
と
く
邪
を
捨
て
正
に
帰
し
菩
提
心
を
発
し
、
仏
力
の
不
思
議
な
こ
と
を
信
じ
知
る
。
諸
人
皆
、
号
け
て
延
命
樹
と
為
せ
り
。
略
。
」
そ

（
邪
）

の
他
、
『
蘇
婆
呼
童
子
請
問
経
巻
下
』
に
は

「
数
珠
有
多
種
蓮
華
子
阿
盧
陀
羅
阿
叉
子
水
精
赤
銅
錫
木
槻
子
琉
璃
金
銀
鋲
鉄
商
怯
」
な
ど
の
種
類
が
あ
る

「
数
珠
有
多
種
華

木
槻
子
ム
ク
ロ
ジ
科
の
落
葉
小
喬
木
、
中
国
原
産
。
さ
く
果
の
一
つ
で
種
は
黒
色
。

珊
瑚
腔
腸
動
物
、
花
虫
類
の
骨
格
、
骨
格
は
石
灰
質
を
分
泌
し
て
海
底
に
根
を
下
ろ
し
て
生
殖
す
る
。

真
珠
貝
の
体
内
に
で
き
た
球
状
の
結
成
物
。

赤
銅
銅
に
二
～
八
％
の
金
、
と
き
に
は
一
％
前
後
の
銀
を
加
え
た
美
術
用
合
金
。

碑
喋
軟
体
動
物
、
シ
ャ
コ
ガ
イ
科
の
二
枚
貝
、
貝
類
中
最
大
、
古
来
中
国
で
は
七
宝
の
一
つ
で
、
貝
殻
を
水
盤
に
し
た
り
、
置
物
に
す

と
さ
れ
て
い
る
。

数
珠
考
（
一
宮
）

（94）



１
起
源
『
木
棚
子
経
』

数
珠
考
（
一
宮
）

（
”
）
『
十
一
面
観
自
在
菩
薩
心
密
言
念
諦
儀
軌
』
に

「
略
。
欲
し
念
Ⅲ
調
取
し
数
珠
蟠
安
二
手
中
一
。
便
芙
蓉
合
掌
当
し
心
。
調
加
Ⅱ
持
レ
珠
略
。
以
レ
ニ
側
手
聚
レ
五
Ⅱ
指
捻
レ
珠
。
是
名
二
念
珠
印
一
・

以
二
此
印
一
念
論
不
レ
緩
不
レ
急
。
乃
至
不
し
疲
Ⅱ
僻
。
念
謝
時
心
不
レ
異
Ⅱ
縁
。
観
Ⅱ
念
し
本
尊
。
略
。
」

「
念
諭
せ
ん
と
欲
す
れ
ば
、
数
珠
を
取
り
幡
め
て
手
中
に
安
ん
じ
、
即
ち
芙
蓉
合
掌
し
て
、
心
に
当
て
講
し
て
珠
を
加
持
し
、
二
手
の
五

の
指
を
集
め
て
、
珠
を
捻
ず
、
こ
れ
を
数
珠
印
と
名
づ
く
、
こ
の
印
を
以
て
念
調
す
る
に
、
緩
や
か
な
ら
ず
、
急
な
ら
ず
、
乃
至
疲
搬

せ
ず
、
念
諦
の
時
は
心
に
異
縁
せ
ず
、
本
尊
を
観
念
せ
よ
」
と
あ
り
数
珠
を
持
し
真
心
を
以
て
弛
ま
ず
急
か
ず
、
ま
た
疲
搬
せ
ず
、
心
惑

わ
ず
御
本
尊
を
論
念
す
べ
し
と
教
え
て
い
る
。

和
合
珠
七
宝
な
ど
の
珠
を

香
木
白
檀
、
沈
香
、
伽
羅

商
怯
螺
貝
の
こ
と
、
殻
が

七
宝
な
ど
の
珠
を

殻
が

以
上
の
如
く
数
珠
に
関
す
る
経
典
を
参
考
に
し
て
そ
れ
ぞ
れ
を
ま
と
め
る
と
次
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

起
源
『
木
棚
子
経
』
に
、
釈
尊
が
、
煩
悩
障
報
を
減
せ
ん
と
欲
す
る
な
ら
ば
百
八
個
の
珠
を
貫
い
て
、
行
、
座
、
臥
、
常
に
持
参

取
り
交
ぜ
た
物
。

る
。

渦
巻
状
に
巻
い
て
い
る
も
の
の
総
称
、
狭
義
の
巻
貝
。

六
経
典
を
読
ん
で
の
ま
と
め

五
数
珠
の
作
法
に
つ
い
て
の
考
察

（”）
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（
詔
）

し
て
、
仏
、
法
、
僧
の
名
を
唱
え
よ
と
教
え
た
こ
と
に
よ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
『
諸
仏
境
界
摂
真
実
経
』
に
よ
れ
ば
、
釈
尊
誕
生
以
前

の
遠
い
昔
よ
り
百
八
数
を
念
珠
の
量
と
す
る
と
あ
る
。

２
語
源
『
釈
氏
要
覧
』
に
、
梵
語
で
鉢
塞
莫
（
は
そ
ま
）
梁
で
は
即
ち
数
珠
で
あ
る
。

又
諺
真
実
経
』
に
、
念
珠
（
ね
ん
じ
ゅ
、
お
も
い
の
珠
）
と
い
う
説
も
あ
る
。

３
功
徳
百
八
の
煩
悩
を
消
滅
す
る
た
め
修
行
を
牽
課
す
る
用
具
で
あ
る
。

４
形
状
上
品
、
千
八
十
珠
、
最
勝
、
百
八
珠
、
中
、
五
十
四
、
下
類
、
二
十
七
し
て
、
こ
れ
ら
は
全
て
百
八
を
基
準
と
し
て
そ
れ
の

十
倍
、
半
分
、
四
半
分
と
し
て
い
る
。
又
そ
の
中
心
に
母
珠
を
一
珠
、
記
子
珠
を
十
願
加
え
る
こ
と
に
よ
り
、
三
宝
の
加
護
を
得
る
と
さ

れ
、
珠
は
円
形
の
も
の
を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

５
製
造
の
心
得
法
相
の
数
珠
を
作
る
た
め
に
は
、
値
を
論
ぜ
ず
、
珍
宝
、
内
外
明
徹
、
無
欠
損
、
円
浄
、
こ
れ
ら
の
も
の
を
兼
ね
備

え
た
上
、
清
潔
、
供
養
第
一
を
心
掛
け
て
数
珠
を
作
れ
と
さ
れ
る
。

６
数
珠
を
持
っ
て
の
作
法
に
つ
い
て
、
数
珠
を
取
り
、
扶
従
合
掌
し
て
心
に
当
て
る
。
「
し
か
し
て
心
惑
わ
ず
御
本
尊
を
諭
念
す
べ

し
、
」
と
教
え
て
い
る
。

日
本
へ
の
数
珠
の
伝
来
は
、
天
平
八
年
（
七
六
三
）
天
竺
の
僧
、
菩
提
仙
那
が
太
宰
府
に
来
朝
し
て
、
天
皇
へ
の
献
納
品
の
一
つ
と
し

（
帥
）

て
、
菩
提
子
の
数
珠
一
連
を
奉
呈
さ
れ
た
も
の
が
最
古
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
叉
奈
良
時
代
に
伝
え
ら
れ
た
数
珠
で
現
存
す
る
も
の
で

は
、
法
隆
寺
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
、
聖
徳
太
子
愛
用
の
「
蛸
蛉
玉
金
剛
子
数
珠
」
が
有
名
だ
と
言
わ
れ
る
。
そ
の
後
、
平
安
時
代
に
入
る

七
日
蓮
宗
を
中
心
と
し
て
現
在
使
わ
れ
て
い
る
数
珠
に
つ
い
て

（96）



古
博
慈
署
夫
師
狩
釆
ト
ー
孫
請
釆
異
部
念
珠
罵
鳶
徳
宗
皇
帝
，
１
総
苓
提
子
念
珠
閏
必

稗
水
鳥
芥
子
長
覧
葱
也
杳
東
寺
税
移
涜
識
去
洪
能
満
荒
海
如
辨
エ
所
持
主
木
今
傅
罵
ず
す
毒
．
氷
一
元
年
冬

弘
法
大
師
唐
朝
青
龍
寺
息
系
赤
エ
ｆ
御
請
来
皆
水
晶
舎
塾
百
八
果
欝
線
赤
色

璽
巽
皐
暑
握
子

唐
朝
皇
帝
罰
リ
熱
宏
大
師
櫛
賜
等
提
子
念
婆
百
八
泉
豊
永
積

苛
謀
赤
色
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〔
！

＃

東
寺
脊
苓
捷
堤

銭
瑛
憧
師
寄
遥

（97）



墨
理
観
塾
太
子
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妙
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念
雅
之
岡
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〔口JJ 念
四
丁
水
粉
ト
シ
水
ノ
メ
十
価
杢
穂
＆
田
国
丁
・
ト
ン
＊
ノ
典
永
鯛
千
国
画

！
東
京
鯉
井
堀
密
錘四

分
玉

と
、
密
教
の
興
隆
に
と
も
な
い
広
く

用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
材

質
も
今
ま
で
の
よ
う
に
高
価
な
財
宝

で
な
く
、
一
般
に
も
使
用
で
き
る
材

質
が
出
現
し
て
き
た
。

日
蓮
聖
人
は
、
向
学
の
志
で
比
叡

山
に
登
り
、
天
台
学
を
学
ん
だ
こ
と

に
よ
り
、
聖
人
の
持
物
等
は
天
台
宗

の
法
衣
、
法
具
と
似
通
っ
た
も
の
が

（
瓢
）

多
い
と
言
わ
れ
る
。
佐
渡
、
実
相
寺

に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
、
宗
宝
「
日
蓮

の
持
物
数
珠
」
（
写
真
①
）
三
島

玉
沢
妙
法
華
寺
収
蔵
「
日
蓮
聖
人
持

物
の
数
珠
」
（
写
真
①
）
を
参
照
す

る
限
り
、
鎌
倉
時
代
の
日
蓮
宗
の
数

珠
は
現
在
の
も
の
と
は
ま
っ
た
く
形

が
違
う
こ
と
が
判
る
。
先
の
玉
沢
妙

（”）
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⑥ 高祖所持念珠準宗宝第壱二七八号昭和3年8月25日定

材質水晶佐渡実相寺蔵

一
拍
甲
も

⑦ 高祖念珠入箱

（”）
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一幸昭

》

・

ー

用

字一望&－､ - 単一 ｡ ､-,, ,- ▲雪一勺凧
．
一

高祖持物数珠玉沢妙法華寺蔵

材質母珠しんちゅう他は木

下はお万の方寄進による数珠袋

⑦′

闘
毒

？

③ 日昭上人持物数珠玉沢妙法華寺蔵

水晶・木玉と混合母珠大きく、諸留が小さい

(〃0）
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i溺璽議感』亨；…職 ･識露灘議舗識
⑨ 日祐上人持物数珠玉沢妙法華寺蔵材質木玉

と
さ
れ
て
い
る
。

次
に
現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
数
珠
の
材
質
に
付
い
て
付
記
す
る
と
、
最

も
安
価
に
で
き
る
梅
の
木
を
珠
と
し
て
作
り
出
し
た
数
珠
の
値
を
一
価
と

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
材
質
と
価
格
を
比
較
す
る
と
次
ぎ
の
よ
う
に
な
る
ｏ

更
に
、

法
華
寺
の
開
祖
日
昭
上
人
（
二
三
一
～
二
一
三
三
）
（
写
真
①
）
二
代

日
祐
上
人
持
物
（
一
二
八
二
～
二
一
天
四
）
（
写
真
①
）
の
数
珠
も
宗
祖

の
数
珠
と
同
じ
形
を
し
て
い
る
。
又
、
身
延
下
山
の
本
国
寺
収
蔵
の
数
珠

に
つ
い
て
も
異
の
無
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
今
日
の
日
蓮
宗
の
数

（
銘
）

珠
の
形
状
は
何
時
頃
か
ら
の
も
の
か
考
察
を
す
る
と
、
『
日
蓮
宗
信
行
要

典
』
に
、
「
宗
祖
よ
り
室
町
末
期
頃
ま
で
先
の
数
珠
の
形
で
あ
っ
た
が
、

室
町
末
ご
ろ
か
ら
現
在
使
用
し
て
い
る
よ
う
に
緒
止
め
の
方
に
も
珠
と
房

を
つ
け
る
形
と
な
っ
た
。
」
と
さ
れ
て
、
現
在
の
珠
数
百
五
十
九
珠
と
な

る
。

（
詔
）

尚
、
日
蓮
宗
に
お
い
て
の
数
珠
の
作
法
は
、
先
の
『
信
行
要
典
』
に
、

「
数
珠
は
常
に
二
輪
に
し
て
左
手
に
掛
け
、
装
束
数
珠
で
大
き
い
も
の
は

親
珠
を
左
手
の
掌
に
着
く
よ
う
に
し
、
房
を
外
側
に
す
る
。
」
と
あ
り
、

数
珠
は
摺
り
鳴
ら
す
こ
と
は
特
別
の
時
以
外
は
し
て
は
な
ら
な
い

(ZOI)



・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
（
等
価
）
黒
檀
、
紫
檀
、
柘
、
鉄
刀
木
（
二
、
五
倍
）
白
檀
（
五
倍
）
菩
提
子
（
二
十
倍
）
水
晶
（
二
十
五
倍
）

蒋
璃
、
イ
ン
ド
ヒ
ス
イ
（
二
十
五
倍
）
珊
瑚
（
八
十
倍
）
沈
香
（
百
倍
）
琉
珀
（
四
百
倍
）
伽
羅
（
五
百
倍
）
そ
の
他
、
瑠
璃
（
ラ
ピ

ス
）
、
玉
（
ぎ
よ
く
）
、
金
、
銀
、
真
珠
、
な
ど
七
宝
を
使
用
し
た
数
珠
な
ど
、
現
在
の
社
会
情
勢
を
反
映
し
て
、
多
種
多
様
な
数
珠
が

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
つ
い
数
年
前
ま
で
は
象
牙
の
数
珠
が
珍
重
さ
れ
て
（
約
十
五
倍
位
）
い
た
が
、
動
物
保
護
の
世
界
的
観
点
か

ら
今
日
で
は
需
要
が
減
少
し
て
い
る
。
黒
檀
、
紫
檀
、
柘
等
の
材
質
に
そ
れ
ぞ
れ
、
母
珠
、
四
菩
薩
（
四
天
と
も
い
う
）
に
異
色
の
珠

（
聡
璃
、
イ
ン
ド
ヒ
ス
イ
）
を
挿
入
し
て
、
約
二
、
五
倍
の
価
格
の
積
承
上
げ
を
施
し
た
物
も
多
量
に
出
回
っ
て
い
る
。

百
八
頚
を
主
珠
と
し
て
い
る
の
で
、
夫
左
の
珠
の
大
き
さ
に
よ
っ
て
、
母
珠
か
ら
母
珠
ま
で
、
八
寸
（
妃
凹
Ｉ
普
通
手
い
っ
ぱ
い
の

数
珠
と
言
わ
れ
る
Ｉ
か
ら
、
一
尺
（
釦
四
、
一
尺
二
寸
（
妬
凹
、
一
尺
四
寸
（
躯
哩
、
一
尺
六
寸
（
侶
理
、
一
尺
八
寸
（
弘
巴

く
ら
い
ま
で
有
り
、
水
晶
の
中
の
紫
水
晶
（
ア
メ
ジ
ス
ト
）
等
は
珠
が
大
き
く
な
る
に
し
た
が
っ
て
、
透
明
度
、
色
の
濃
淡
、
傷
の
有
無

等
を
考
慮
さ
れ
て
、
貴
重
感
か
ら
数
百
倍
の
値
と
さ
れ
る
も
の
も
あ
る
。
総
じ
て
大
き
く
な
れ
ば
値
の
率
は
比
例
し
て
高
価
と
な
る
の
は

否
め
な
い
。
又
、
菩
提
子
の
中
で
も
通
称
「
天
竺
菩
提
」
は
実
の
ヘ
タ
の
部
分
だ
け
を
使
用
す
る
た
め
に
貴
重
な
も
の
や
、
「
鳳
眼
菩

提
」
に
見
ら
れ
る
実
の
表
面
に
眼
状
の
模
様
の
あ
る
も
の
椰
子
の
実
の
表
皮
を
使
用
し
て
珠
に
し
た
物
な
ど
も
出
て
い
る
。

日
蓮
宗
の
数
珠
は
、
百
八
珠
に
母
珠
二
（
母
珠
一
と
緒
留
一
）
、
四
菩
薩
四
、
弟
子
（
記
子
）
珠
三
十
、
露
珠
（
記
子
留
）
四
、
浄
明

一
、
数
取
珠
十
、
合
計
百
五
十
九
個
の
珠
を
必
要
と
す
る
の
で
、
他
の
宗
派
の
数
珠
と
比
べ
る
と
ど
う
し
て
も
高
価
と
な
る
。
な
お
叉
そ

の
う
え
に
、
露
下
の
房
の
組
承
込
承
の
た
め
に
職
人
の
手
間
も
倍
近
く
掛
か
る
た
め
価
格
に
反
映
し
て
く
る
。

露
下
よ
り
房
の
先
ま
で
絹
糸
を
四
本
に
ま
と
め
て
組
み
込
承
、
先
端
で
纏
め
て
玉
に
す
る
が
、
僧
籍
に
あ
る
者
は
装
束
房
を
使
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
本
装
束
数
珠
（
七
条
及
び
大
衣
を
着
用
し
、
色
衣
五
条
の
正
装
の
時
、
ま
た
そ
の
他
の
時
で
も
中
啓
を

数
珠
考
（
一
宮
）
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用
い
る
時
使
用
す
る
）
は
主
に
水
晶
を
用
い
、
四
菩
薩
珠
も
色
玉
を
入
れ
て
は
な
ら
な
い
と
決
め
ら
れ
て
い
る
。

次
に
日
蓮
宗
の
種
異
の
数
珠
、
「
木
剣
数
珠
と
、
引
取
り
数
珠
」
に
つ
い
て
、
（
認
蓮
宗
祈
薦
法
』
に
よ
る
と
「
木
剣
と
数
珠
を
束
ね

て
用
い
る
は
、
剣
は
逆
を
撃
つ
器
、
数
珠
は
順
を
誘
う
具
で
あ
る
。
行
者
が
祈
瀞
を
な
す
と
き
逆
魔
を
撃
ち
、
順
魔
は
こ
れ
を
導
く
、
故

て
用
い
る
は
、
剣
は
逆
を

数
珠
考
（
一
宮
）

’装束用頭付房

一本一本が絹糸8本位でヨリ結んである（撚房）

､で
激

誹薩

童亀

鼬
動
…

図現在の日蓮宗数珠の型と名称
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う
に
な
っ
た
。
と
伝
え
ら
れ
る
。

（
鮒
）

引
取
り
数
珠
と
い
わ
れ
る
数
珠
に
つ
い
て
は
、
「
引
取
り
楊
子
守
（
木
剣
の
こ
と
）
を
紙
に
巻
き
合
掌
せ
る
手
の
裡
に
差
し
入
れ
、
引

取
り
念
珠
に
て
之
を
継
い
、
云
灸
」
と
あ
り
、
合
掌
す
る
手
を
縛
る
た
め
に
使
う
た
め
に
、
そ
の
棒
房
の
長
さ
は
一
尺
八
寸
～
二
尺
位
を

必
要
と
し
て
い
る
。
木
剣
と
、
木
剣
数
珠
、
引
取
り
数
珠
は
日
蓮
宗
祈
薦
師
必
携
の
具
と
さ
れ
て
い
る
。

異
種
の
数
珠
と
は
言
い
が
た
い
が
、
元
政
上
人
（
一
六
二
三
～
一
六
六
八
）
が
考
案
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
（
元
政
房
）
は
平
型
の
数
珠

の
房
の
部
分
を
太
く
短
く
し
、
梵
天
房
を
大
き
く
し
た
も
の
が
使
用
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
。

罫

認
霞
翻
繋
護
菖
議
鐵
惑
‘
錘
》
”
》

詞
詞
》
塞
詫
畢
一
壷
卓
垂
ロ
口
目
や
も
弓
Ｆ
Ｂ
Ｉ
卜
ｒ

数
珠
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一
宮
）

鋪

f竿

霞

弾

⑩ 木剣数珠と木剣板

に
二
器
を
用
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
い
つ
頃
か

ら
用
い
ら
れ
た
か
明
ら
か
で
な
い
。
」
と
あ
り
、

写
真
⑩
の
、
木
剣
の
板
と
称
さ
れ
る
も
の
は
本
来

の
兵
法
剣
形
か
ら
変
化
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
剣

（
弱
）

で
邪
悪
を
薙
退
す
る
の
意
で
あ
る
。
『
四
条
金
吾

殿
御
返
事
』
に
「
兵
法
剣
形
の
大
事
も
此
の
妙
法

を
出
た
り
、
深
く
信
心
を
取
給
え
」
と
あ
り
、
後

に
「
雲
切
り
木
剣
」
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に

な
る
。
板
状
に
な
っ
た
当
初
は
二
枚
の
板
を
合
わ

せ
、
そ
れ
を
一
手
で
打
ち
な
ら
し
な
が
ら
加
持
祈

祷
を
行
っ
て
い
た
も
の
が
順
次
数
珠
を
つ
け
る
よ

(104)



天
台
宗

注
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
普
通
我
禽
が
言
う
各
宗
派
「
天
台
宗
」
「
真
言
宗
」
「
浄
土
宗
」
「
浄
土
真
宗
」
「
禅
宗
」
「
日
蓮
宗
」
は
、

八
宗
と
言
う
言
い
方
は
本
来
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
が
狭
義
と
し
て
は
各
宗
派
を
総
称
し
て
八
宗
と
云
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

現
在
の
各
宗
派
の
数
珠
に
付
い
て
説
明
を
加
え
る
。

八
の
煩
悩
と
同
義
で
あ
る
。

方
も
買
い
方
も
八
宗
の
意
味
が
判
ら
な
い
ま
ま
に
、

露賓鳥鍵織騨鍛謹恩鱸識… 『
湖
却
‐
：
哩
偲
唾
心
Ｅ
嘔
噸
心
心
Ｅ
ｐ
Ｅ
Ｂ
乍
喉
嘔
罐
刈
棚
催
畷
州
恒
唯
呼
“
柵
櫃
紳
Ｉ
雫
釦

鞭

数
珠
考
（
一
宮
）

（
Ｗ
）

口
伝
で
現
在
の
宗
派
は
八
宗
で
あ
る
と
信
じ
て
し
ま
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

⑪ 引取数珠

「
嫁
が
せ
る
娘
に
数
珠
を
持
た
せ

た
い
の
だ
が
、
先
様
の
宗
旨
が
判
ら

な
い
の
で
」
と
問
わ
れ
る
こ
と
が
多

い
。
ま
た
現
在
の
若
者
は
家
の
宗
旨

が
何
宗
か
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
い
。
そ

の
よ
う
な
時
に
は
八
宗
兼
用
の
数
珠

で
す
、
と
言
っ
て
二
十
八
珠
位
の
数

珠
を
渡
す
こ
と
に
し
て
い
た
。
売
り

し
ま
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
さ
に
百

八
現
在
の
各
宗
派

の
数
珠
に
つ
い
て

(〃5）



真
言
宗

浄
土
宗

数
珠
考
（
一
宮
）

と
う

主
珠
百
八
個
、
主
流
は
ほ
と
ん
ど
平
珠
で
、
母
珠
一
、
四
天
珠
四
、
母
珠
の
先
に
平
珠
二
十
個
、
丸
珠
十
個
、
（
十
、

そ
の
先
端
に
露
珠
夫
な
一
個
が
付
き
、
菊
房
で
結
ん
で
い
る
。

主
珠
百
八
個
、
母
珠
二
個
、
四
天
珠
四
個
、
母
珠
の
先
に
夫
を
十
個
の
記
子
珠
を
加
え
、
片
方
に
、
浄
明
一
を
い
れ
る
。
延
伸
す
る
と

左
右
一
対
と
な
る
と
こ
ろ
か
ら
、
振
り
分
け
数
珠
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

⑫ 天台宗

二
十
七
珠
（
四
十
）
、
母
珠
一

珠
を
一
輪
と
し
、
二
十
珠
（
二

十
七
）
の
大
珠
の
間
に
二
十
一

珠
（
二
十
八
）
の
小
珠
を
い
れ

母
珠
一
個
を
一
輪
と
し
て
二
つ

の
輪
を
交
差
さ
せ
、
な
お
、
金

輪
の
先
に
六
個
の
丸
玉
、
十
個

の
平
玉
を
加
え
て
（
と
う
、
む

つ
つ
と
呼
ぶ
）
、
菊
房
で
結
ん

で
あ
る
。
九
寸
三
万
繰
り
浄
土

に
対
し
て
カ
ッ
コ
内
は
八
寸
六

に
じ
ゆ
う

二
十
と
呼
ぶ
）

(106)



数
珠
考
（
一
宮
）

⑭浄土宗

⑬ 真
雪
一
口

啓
示

(〃7）



臨
済
宗
曹
洞
宗
の
数
珠
と
比
べ
、
四
天
珠
の
位
置
が
違
う
こ
と
と
、
向
か
い
珠
、
金
輪
の
無
い
も
の
が
普
通
で
あ
る
。

そ
の
他
「
浄
土
真
宗
」
で
は
、
晨
朝
用
（
早
朝
の
勤
行
）
、
本
装
束
、
半
装
束
、
安
静
形
、
得
度
用
、
布
教
用
、
喪
服
用
、
な
ど
用
途

に
よ
っ
て
数
珠
を
使
い
分
け
る
と
か
、
「
臨
済
宗
」
で
は
位
に
よ
っ
て
房
の
色
が
異
な
る
こ
と
（
日
蓮
宗
祈
祷
師
の
大
荒
行
五
行
皆
伝
者

に
使
用
が
認
め
ら
れ
る
五
色
の
房
と
同
意
義
）
な
ど
、
ま
た
「
浄
土
宗
」
の
慶
事
用
の
五
色
な
ど
も
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
僧
階

に
よ
っ
て
袈
裟
が
異
な
る
習
慣
に
よ
る
が
、
私
ご
と
で
恐
縮
だ
が
、
我
之
の
修
行
す
る
柔
道
で
も
高
段
者
に
な
る
と
帯
の
色
が
変
わ
る
こ

数
珠
考
（
一
宮
）

る
。

浄土真宗⑮

万
繰
り
浄
土
と
称
す
る
。

浄
土
真
宗

母
珠
か
ら
先
に
着
い
て
い
る
一
方

の
房
の
結
び
目
に
特
徴
が
あ
る
。

「
中
興
、
蓮
如
上
人
」
の
考
案
に

な
る
と
こ
ろ
か
ら
「
蓮
如
結
び
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
。

禅
宗曹

洞
宗
主
珠
百
八
個
、
母
珠
一

個
、
向
い
珠
一
個
（
父

珠
）
金
輪
を
通
し
て
い

（〃8）



な
お
資
料
収
集
に
あ
た
り
、
寺
宝
の
撮
影
を
快
く
許
可
し
て
い
た
だ
い
た
「
玉
沢
妙
法
華
寺
貫
主
」
松
井
大
周
師
、
準
宗
宝
「
日
蓮
持

物
の
数
珠
」
の
写
真
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
、
身
延
山
久
遠
寺
宝
物
館
望
月
真
澄
師
、
各
宗
派
の
数
珠
の
見
本
を
ご
送
付
い
た
だ
い
た

京
都
亀
井
珠
数
店
、
㈱
川
田
、
㈱
土
屋
念
珠
店
、
数
珠
曼
茶
羅
と
製
造
具
の
提
示
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
松
本
屋
の
主
人
に
感
謝
致

助
言
を
添
じ
け
の
う
し
、
ど
う
程

生
に
深
甚
の
謝
意
を
表
し
ま
す
。

を
、
身
延
山
大
学
学
長
宮
崎
英
修
先
生
。
秋
山
智
孝
校
長
先
生
、
を
始
め
、
林
是
晋
、
奥
野
本
洋
、
桑
名
貫
正
、
池
上
要
靖
各
先
生
の

助
言
を
添
じ
け
の
う
し
、
ど
う
に
か
「
数
珠
」
に
つ
い
て
の
さ
わ
り
ぐ
ら
い
に
は
達
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
う
。
脱
稿
に
あ
た
り
各
先

数
珠
考
（
一
宮
）

⑯ 曹洞宗

「
餅
は
餅
屋
に
任
せ
る
」
こ
の
言
葉
が
い

か
に
言
い
得
て
妙
で
あ
る
か
痛
感
し
た
。
柄

に
も
な
く
『
大
蔵
経
』
を
紐
ど
き
、
「
煩

悩
」
で
振
り
回
さ
れ
、
『
広
辞
苑
』
『
仏
教

（
鮒
）

辞
典
』
『
国
語
辞
典
』
と
首
っ
た
け
の
半
年

で
あ
っ
た
。
時
に
は
頓
挫
し
そ
う
に
、
い
や

一
時
は
ま
っ
た
く
諦
め
の
境
地
に
達
し
た
の

と
と
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。

九
む
す
び

(〃9）



し
ま
す
。

終
わ
り
に
、
長
野
大
法
寺
藤
塚
義
誠
上
人
よ
り
頂
い
た
数
珠
の
し
お
り
の
中
か
ら
、

ひ
と
つ
づ
つ
慈
悲
を
つ
な
い
で
数
珠
と
な
り

嫁
ぐ
娘
に
忘
れ
ず
持
た
す
数
珠
ひ
と
つ

数
珠
を
持
つ
そ
の
手
我
執
を
閉
じ
込
め
る
。

(さ要
数
珠
考
（
一
宮
）

易
鐘邦

Ed

；

密_鰊≦鍔鈴懸群韓患錘愚f逵琴#ふき

身延山松本屋数珠店に代を伝わる

数珠塁茶羅の図

未
完
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（
Ｑ
》
）

（
８
）
劉
宋
代
の
疑
経

へへへへへへへ

7 6 5 4 3 2 1
ｰｰｰｰｰｰｰ

（
疑
経
Ｉ
梵
本
も
し
く
は
西
域
語
の
原
本
か
ら
の
翻
訳
経
典
〔
真
経
〕
に
比
し
て
翻
訳
語
と
承
な
す
に
は
疑
問
が
残
る
も
の
を
〔
疑
経
〕
と
言

い
、
中
国
で
疑
作
さ
れ
た
こ
と
が
確
実
な
経
を
〔
疑
経
〕
と
言
う
）
Ｉ
宇
井
伯
寿
仏
教
辞
典
引
用
。

二
時
Ⅱ
春
と
秋
の
二
期
。
頭
陀
Ｉ
衣
、
食
、
住
三
種
に
あ
っ
て
貧
著
の
心
を
捨
て
る
心
身
の
修
練
を
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
に
は
十
二
種
あ
る
。

結
夏
安
居
Ⅱ
八
月
十
五
日
よ
り
十
月
十
五
日
ま
で
の
夏
期
座
禅
を
す
る
際
、
安
居
を
始
め
る
最
初
の
日
を
い
う
。

大
正
蔵
十
七
巻
七
二
六
頁
上
段
引
用

宇
井
伯
寿
大
東
出
版
社
仏
教
辞
典
六
三
引
用

大
正
蔵
十
八
巻
二
七
○
頁
下
段
引
用

大
正
蔵
五
四
巻
二
八
○
頁
上
段
引
用

大
正
蔵
十
七
巻
七
二
七
頁
上
段
引
用

大
正
蔵
十
七
巻
七
二
六
頁
下
段
引
用

大
正
蔵
十
七
巻
七
二
七
頁
下
段
引
用

大
正
蔵
十
八
巻
八
○
三
頁
上
段
引
用

記
子
現
在
の
弟
子
珠
の
ご
と
き
も
の

大
正
新
修
大
蔵
経
（
以
下
略
、
大
正
蔵
と
す
る
。
）
五
四
巻
二
七
九
頁
下
段

釈
氏
Ⅱ
釈
迦
牟
尼
の
法
孫
た
る
を
示
め
さ
ん
た
め
に
用
う
る
称
。
沙
門
Ｉ
出
家
し
て
仏
道
を
修
む
人
。

釈
氏
要
覧
Ⅱ
仏
教
の
初
学
者
の
た
め
に
、
仏
典
中
に
散
見
す
る
名
目
や
故
事
に
注
釈
を
加
え
た
も
の
。

宮
崎
英
修
平
楽
寺
書
店

宇
井
伯
寿
大
東
出
版
社
昭
和
六
十
三
年

宮
崎
英
修
東
京
堂
出
版
昭
和
六
十
二
年

古
田
紹
欽
他
監
修
小
学
館
Ｂ
Ｕ
Ｄ
Ｄ
Ｈ
Ｉ
Ｃ
Ａ
一
九
八
八
年

鎌
倉
新
書
Ｐ
三
二
八
参
照

新
村
出
岩
波
書
店
昭
和
四
十
七
年
Ｐ
一
○
六
四
三
段
引
用

数
珠
考
（
一
宮
）
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（
犯
）
小
学
館

昭
和
定
本
、
戒
法
門
一
九
八
三

大
正
蔵
十
七
巻
七
二
六
頁
上
段
引
用

無
愛
倶
致
拘
致
と
同
意
語

七
宝
（
金
、
銀
、
瑠
璃
、
陣
礫
、
蒋
璃
、
晩
珀
、

大
正
蔵
十
九
巻
五
六
七
頁
中
段
引
用

大
正
蔵
十
八
巻
八
○
三
頁
上
段
引
用

大
正
蔵
十
七
巻
七
二
六
頁
中
段
引
用

大
正
蔵
十
八
巻
七
三
五
頁
中
段
引
用

大
正
蔵
二
十
巻
一
四
五
頁
中
Ｉ
下
段
引
用

大
正
蔵
十
八
巻
二
八
一
頁
下
段
引
用

大
正
蔵
十
八
巻
二
八
一
頁
下
段
引
用

仏
具
大
辞
典
鎌
倉
新
醤
三
二
八
参
照

影
山
尭
雄
日
蓮
宗
布
教
の
研
究
四
六
参
照

宮
崎
英
修
平
楽
寺
版
三
五
六
引
用

宮
崎
英
修
平
楽
寺
版
三
五
六
引
用

宮
崎
英
修
平
楽
寺
版
一
九
四
引
用

仏
具
大
辞
典
鎌
倉
新
醤

影
山
尭
雄
日
蓮
宗
布
教
の

宮
崎
英
修
平
楽
寺
版
三

宮
崎
英
修
平
楽
寺
版
三

宮
崎
英
修
平
楽
寺
版
一

昭
和
定
本
一
六
八
六
引
用

宮
崎
英
修
平
楽
寺
版
一
九
四
引
用

「
八
宗
Ｉ
日
本
に
伝
来
し
て
広
ま
っ
た
仏
教
の
八
宗
派
。
奈
良
時
代
に
中
国
か
ら
伝
わ
り
、
奈
良
の
都
を
中
心
と
し
た
南
都
六
宗
（
倶
舎
宗
、
成

実
宗
、
律
宗
、
法
相
宗
、
三
論
宗
、
華
厳
宗
）
に
、
平
安
時
代
に
伝
わ
り
京
都
（
北
京
）
を
根
拠
地
と
し
た
天
台
宗
、
と
真
言
宗
を
加
え
た
も

の
」 数

珠
考
（
一
宮
）

珊
瑚
）

("2)



目
次解

題
（
１
）
岡
山
県
伺
備
前
国
磐
梨
郡
田
原
下
村
農
阿
部
清
太

郎
発
意
ニ
テ
同
村
農
近
藤
嘉
十
郎
外
六
名
明
治
四
年
水

災
ニ
テ
年
貢
上
納
シ
難
キ
歎
願
及
フ
可
ク
ト
他
村
ヲ
誘

引
シ
為
メ
’
一
各
郡
村
を
動
揺
為
シ
タ
ル
ニ
付
処
刑
方
ノ

件明
治
四
年
・
岡
山
県
に
お
け
る
農
民
騒
擾
に
関
す
る
裁
判
資
料
口
（
中
山
）

（
ご
明
治
五
年
十
月
二
十
四
日
付
・
司
法
省
指
令

（
二
）
明
治
五
年
六
月
日
欠
・
岡
山
県
処
刑
伺
…
…

…
…
…
以
上
第
一
回
第
六
十
二
号

（
三
）
阿
部
清
太
郎
外
七
名
口
供
書

明
治
四
年
・
岡
山
県
に
お
け
る

農
民
騒
擾
に
関
す
る
裁
判
資
料
。

（
Ⅲ
）
岡
山
県
伺
備
前
国
赤
坂
郡
南
佐
古
田
村
農
清
野
弥

代
次
外
九
名
田
畑
改
正
ニ
テ
難
渋
二
付
歎
願
ス
可
ク
多

人
数
寄
合
遂
二
大
里
正
山
口
村
小
坂
石
平
外
二
名
宅
へ

押
懸
家
財
打
砕
又
〈
焼
捨
乱
暴
及
ヒ
シ
’
一
付
処
刑
方
ノ

件
・
…
．
．
…
…
・
・
・
以
下
次
号

（
Ⅱ
）
岡
山
県
伺
備
前
国
磐
梨
郡
松
木
村
農
黒
田
小
太
郎

外
七
名
前
件
（
Ｉ
の
事
件
ｌ
中
山
註
）
二
関
シ
願
書

ヲ
執
筆
シ
或
〈
暴
動
二
附
従
為
シ
タ
ル
｜
一
付
処
分
方
ノ

件

（
一
）
明
治
五
年
十
月
二
十
四
日
付
・
司
法
省
指
令

（
二
）
明
治
五
年
六
月
日
欠
・
岡
山
県
処
刑
伺

（
三
）
黒
田
小
太
郎
外
七
名
口
供
書
…
・
・
・
…
…
…
以

上
第
二
回
本
号
掲
戦

中
山

勝
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（
Ⅳ
）
岡
山
県
伺
備
前
国
津
高
郡
河
内
村
之
内
山
条
農
吉

村
新
三
外
七
名
貢
米
十
分
一
納
願
出
可
ク
多
人
数
寄
合

遂
二
同
郡
辛
香
村
里
正
中
山
辰
四
郎
外
二
名
宅
へ
押
懸

ケ
家
財
打
砕
又
ハ
放
火
及
ヒ
シ
ニ
付
処
刑
方
且
新
三
ハ

同
囚
破
牢
ノ
企
ア
ル
ヲ
密
告
セ
シ
｝
一
依
り
死
一
等
ヲ
減

ス
可
キ
ャ
ノ
件

（
一
）
明
治
五
年
十
月
二
十
四
日
付
・
司
法
省
指
令

（
二
）
明
治
五
年
六
月
日
欠
お
よ
び
同
年
九
月
二
十

四
日
・
岡
山
県
処
刑
伺

．
（
三
）
吉
村
新
三
外
七
名
口
供
書

（
Ｖ
）
岡
山
県
伺
備
前
国
上
道
郡
百
枝
月
村
農
塩
見
虎
三

郎
外
四
名
近
郷
村
を
動
揺
ヲ
聞
同
断
出
願
ス
可
ク
寄
合

出
張
役
人
へ
歎
願
書
差
出
シ
他
村
ノ
暴
動
二
関
セ
サ
ル

ニ
依
り
無
罪
ダ
ル
可
キ
ャ
ノ
件

（
一
）
明
治
五
年
十
月
二
十
四
日
付
・
司
法
省
指
令

（
二
）
明
治
五
年
六
月
日
欠
・
岡
山
県
処
刑
伺

明
治
四
年
・
岡
山
県
に
お
け
る
農
民
騒
擾
に
関
す
る
裁
判
資
料
口
（
中
山
）

（
一
）
明
治
五
年
十
月
二
十
四
日
付
・
司
法
省
指
令

（
二
）
明
治
五
年
六
月
日
欠
・
岡
山
県
処
刑
伺

（
三
）
清
野
弥
代
次
外
九
名
口
供
書

備
前
国
磐
梨
郡
田
原
下
村
百
姓

阿
部
清
太
郎
申
口

申
六
十
六
歳

先
般
村
々
一
同
動
揺
仕
候
始
末
有
体
申
上
候
様
御
吟
味
二
御
座
侯

私
儀
農
業
専
ら
二
而
高
五
石
四
斗
所
持
仕
居
申
候
然
ル
処
昨
夏

稀
成
水
災
二
而
迎
も
同
高
御
年
貢
上
納
難
手
合
相
考
難
渋
之
折

か
ら
昨
未
十
月
初
頃
鹿
嶋
事
触
与
称
へ
来
候
者
村
内
へ
立
越
道

端
へ
多
人
数
出
会
罷
在
候
二
付
幸
与
存
右
場
所
へ
罷
越
前
段
上

納
難
手
合
次
第
談
合
卿
候
と
も
御
年
貢
払
上
候
者
ハ
絶
交
可
致

与
私
よ
里
申
合
置
其
後
同
十
一
月
廿
三
日
夕
村
内
百
姓
尾
関
馬

吉
宅
へ
入
湯
二
参
候
処
村
内
百
姓
近
藤
嘉
十
郎
も
参
合
候
付
急

二
大
里
正
へ
出
願
可
致
旨
私
よ
里
申
談
候
処
嘉
十
郎
馬
吉
と
も

同
意
仕
候
二
付
両
人
義
者
打
合
与
し
て
外
村
盈
へ
も
申
談
候
様

扣
備
前
国
磐
梨
郡
田
原
下
村
百
姓
阿
部
清
太
郎
口
書

（
三
）
（
阿
部
清
太
郎
外
七
名
口
供
書
）

（
三
）
塩
見
虎
三
郎
外
四
名
口
供
書

岡

山

県

("4)



申
聞
置
私
義
者
翌
廿
四
日
同
郡
吉
原
村
へ
参
里
同
村
百
姓
末
藤

利
市
へ
申
談
候
得
と
も
同
意
不
仕
二
付
帰
路
同
郡
本
村
二
而
同

村
之
者
共
樵
致
し
罷
在
候
二
付
右
之
内
百
姓
太
田
亀
吉
へ
向
ひ

田
原
下
村
ハ
当
夏
水
災
難
渋
二
付
此
度
大
里
正
へ
出
訴
致
し
度

当
村
方
へ
も
談
示
致
し
呉
候
様
申
聞
若
不
同
意
二
候
ハ
、
村
方

へ
参
里
飲
食
等
致
し
役
介
二
相
成
里
可
申
村
方
談
決
之
上
返
答

致
し
呉
候
様
内
を
申
聞
置
帰
宅
仕
居
申
候
処
翌
廿
五
日
朝
右
亀

吉
同
村
百
姓
近
藤
義
三
郎
共
私
宅
へ
罷
越
本
村
ハ
ー
同
同
意
出

願
之
義
相
決
候
旨
申
来
候
付
同
日
晩
私
最
寄
之
者
と
も
村
内
字

峠
へ
寄
合
候
上
私
先
キ
立
村
内
百
姓
藤
原
品
蔵
同
阿
部
亀
吉
へ

向
ひ
当
年
水
災
二
而
村
方
難
渋
二
付
今
夕
四
シ
時
同
郡
原
村
河

原
江
寄
合
可
申
旨
廻
文
三
通
相
認
さ
せ
最
寄
村
々
へ
相
廻
置
申

候
然
ル
処
同
夕
五
シ
時
過
同
郡
田
原
上
村
原
村
本
村
之
者
と
も

多
人
数
右
河
原
へ
一
時
ニ
相
集
里
候
付
村
方
之
者
一
同
私
と
も

参
居
申
候
処
下
郷
村
々
ヨ
リ
早
盈
罷
越
候
様
喚
立
候
付
直
二
同

夕
同
郡
大
井
村
国
木
宮
迄
参
侯
処
最
早
村
々
ヨ
リ
多
人
数
之
者

集
里
罷
在
候
中
同
郡
松
木
村
百
姓
黒
田
小
太
郎
与
申
者
引
受
村

々
願
書
一
紙
二
相
認
其
節
出
張
之
大
里
正
羽
原
宗
平
殿
森
田
轄

九
郎
殿
松
本
彦
太
郎
殿
等
へ
差
出
呉
候
処
御
聞
取
早
々
引
取
候

様
御
理
解
有
之
翌
廿
六
日
一
同
引
取
居
申
侯
其
後
同
十
二
月
朔

日
同
郡
二
十
一
ヶ
村
之
者
と
も
歎
願
筋
有
之
由
二
而
多
人
数
村

明
治
四
年
・
岡
山
県
に
お
け
る
農
民
騒
擾
に
関
す
る
裁
判
資
料
口

（
中
山
） 方

向
ひ
河
原
へ
相
集
里
村
方
大
里
正
松
本
彦
太
郎
殿
へ
押
懸
候

付
其
勢
二
乗
し
又
を
村
内
も
騒
立
追
々
右
彦
太
郎
殿
宅
井
原
村

里
正
万
代
登
与
次
宅
と
も
村
々
多
人
数
之
者
乱
暴
仕
候
付
租
税

掛
辻
富
四
郎
様
同
井
上
勘
十
郎
様
同
進
藤
兵
三
郎
様
御
出
張
御

理
解
有
之
候
得
共
人
気
荒
候
処
速
二
引
取
不
申
私
お
ゐ
て
〈
老

人
之
義
勢
ひ
恐
敷
相
成
決
而
暴
動
相
働
候
義
無
御
座
候

右
之
通
申
上
候
付
被
仰
聞
候
〈
真
以
難
渋
情
願
之
筋
有
之
候
得
者

穏
二
筋
々
へ
可
申
出
之
処
無
其
義
村
内
其
外
迄
煽
動
致
し
嘉
十
郎

馬
吉
へ
申
談
他
村
迄
相
誘
ひ
且
阿
部
亀
吉
へ
廻
文
為
相
認
寛
二
多

人
数
相
集
め
候
二
よ
里
不
容
易
義
二
立
至
里
且
上
下
之
役
人
と
も

出
張
歎
願
之
旨
聞
取
或
ハ
理
解
お
よ
ひ
候
二
不
聞
入
外
多
人
数
ニ

お
ゐ
て
〈
大
里
正
及
ひ
里
正
之
居
宅
ヲ
乱
暴
致
し
候
一
一
立
至
里
其

節
先
立
候
者
見
聞
致
し
且
倶
を
手
ヲ
着
ヶ
暴
動
致
し
候
義
可
有
之

与
再
応
御
吟
味
ヲ
受
候
得
と
も
前
条
之
外
差
蔵
候
義
更
二
無
御
座

段
申
上
候
処
右
様
強
訴
ヲ
相
企
郡
中
ヲ
為
騒
候
始
末
不
埒
至
極
之

旨
御
吟
味
ヲ
受
申
披
無
御
座
奉
恐
入
候

右
之
通
相
違
不
申
上
候
已
上

明
治
五
年
壬
申
三
月
十
五
日

阿
部
清
太
郎

断
獄
御
役
所
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備
前
国
磐
梨
郡
田
原
下
村
百
姓

近
藤
嘉
十
郎
申
口

申
四
十
歳

先
般
村
々
一
同
動
揺
仕
候
始
末
有
体
申
上
候
様
御
吟
味
二
御
座
候

私
義
農
業
専
ら
二
而
高
七
石
三
斗
所
持
仕
居
申
候
然
ル
処
昨
未

年
十
月
初
旬
鹿
嶋
事
触
与
称
来
候
者
村
内
へ
参
里
道
端
へ
村
方

之
者
と
も
多
人
数
出
会
候
付
私
義
も
参
候
処
村
内
百
姓
阿
部
清

太
郎
ヨ
リ
申
出
候
ハ
当
夏
方
稀
成
水
災
二
而
沌
も
御
年
貢
上
納

難
手
合
難
渋
候
付
出
願
可
致
若
御
年
貢
靭
二
而
も
払
上
候
者
ハ

絶
交
可
致
旨
一
同
へ
申
談
候
ヲ
承
里
相
別
連
申
候
其
後
同
十
一

月
廿
三
日
夕
村
内
百
姓
尾
関
馬
吉
方
へ
入
湯
二
参
候
処
右
清
太

郎
参
里
合
せ
同
人
よ
里
申
出
候
ハ
前
条
難
渋
之
義
急
二
大
里
正

へ
出
願
致
し
候
而
者
如
何
哉
与
申
候
二
付
同
意
之
旨
申
答
候
処

外
村
右
へ
も
申
談
候
様
清
太
郎
よ
里
私
井
右
馬
吉
へ
申
付
侯
付

翌
廿
四
日
私
義
馬
吉
同
道
磐
梨
郡
原
村
大
工
職
田
村
伊
平
次
方

へ
参
里
水
災
二
而
難
渋
候
付
出
願
之
義
私
よ
里
申
談
置
罷
帰
里

扣
・

備
前
国
磐
梨
郡
田
原
下
村
百
姓
近
藤
嘉
十
郎
口
書

明
治
四
年
・
岡
山
県
に
お
け
る
農
民
騒
擾
に
関
す
る
裁
判
資
料
目

岡
山
県

（
中
山
）清
太
郎
へ
〈
私
よ
里
返
答
仕
置
申
候
翌
廿
五
日
朝
同
郡
本
村
百

姓
近
藤
義
三
郎
同
太
田
亀
吉
清
太
郎
方
へ
罷
越
本
村
も
同
意
之

旨
申
来
候
節
私
義
同
人
宅
二
居
合
せ
承
里
申
候
二
付
右
之
趣
馬

吉
へ
申
遣
置
候
同
日
晩
清
太
郎
最
寄
之
者
と
も
村
内
字
峠
へ
寄

合
私
義
も
罷
越
し
清
太
郎
先
キ
立
村
内
百
姓
阿
部
亀
吉
同
藤
原

品
蔵
へ
向
ひ
当
年
水
災
二
而
村
内
難
渋
二
付
今
夕
四
シ
時
同
郡

原
村
河
原
へ
寄
合
可
申
旨
廻
文
三
通
為
相
認
最
寄
村
々
へ
相
廻

申
候
然
ル
処
同
夕
五
シ
時
過
同
郡
田
原
上
村
原
村
本
村
之
者
と

も
多
人
数
右
河
原
へ
一
時
二
相
集
候
付
村
方
之
者
一
同
参
居
申

候
処
下
郷
村
々
ヨ
リ
早
盈
罷
越
候
様
喚
立
候
付
直
二
同
夕
同
郡

大
井
村
国
木
宮
迄
参
候
処
最
早
村
を
多
人
数
之
者
集
里
罷
在
候

中
同
郡
松
木
村
百
姓
黒
田
小
太
郎
義
村
を
歎
願
書
引
請
相
認
其

節
出
張
之
大
里
正
羽
原
宗
平
殿
森
田
絡
九
郎
殿
松
本
彦
太
郎
殿

へ
差
出
候
処
御
聞
取
相
成
早
々
引
取
候
様
御
理
解
有
之
二
付
翌

廿
六
日
一
同
引
取
申
侯
尚
又
同
十
二
月
朔
日
同
郡
二
十
一
ヶ
村

之
者
と
も
歎
願
筋
有
之
候
村
方
向
上
河
原
へ
相
集
里
不
随
者
ハ

居
宅
焼
払
候
杯
申
候
付
村
方
一
同
私
共
罷
出
候
処
租
税
掛
辻
富

四
郎
様
井
上
勘
十
郎
様
進
藤
兵
三
郎
様
御
出
張
種
を
御
理
解
御

座
候
得
と
も
聞
入
不
申
終
二
村
内
大
里
正
松
本
彦
太
郎
殿
原
村

里
正
万
代
登
与
次
宅
と
も
乱
暴
仕
候
得
共
私
お
ゐ
て
〈
決
而
相

交
里
候
義
無
御
座
候

(血6）



右
之
通
申
上
候
付
被
仰
聞
候
〈
真
以
難
渋
情
願
之
筋
有
之
候
得
者

穏
二
筋
々
へ
可
申
出
之
処
無
其
義
清
太
郎
二
同
意
し
歎
願
ヲ
表
二

致
し
他
村
之
者
迄
ヲ
誘
ひ
多
人
数
相
集
め
候
二
よ
里
上
下
之
役
人

と
も
出
張
歎
願
之
旨
聞
取
或
ハ
理
解
お
よ
ひ
候
二
不
聞
入
外
多
人

数
ニ
お
ゐ
て
〈
終
二
大
里
正
及
ひ
里
正
之
居
宅
及
乱
暴
候
二
立
至

里
其
節
先
立
候
者
見
覚
へ
或
〈
姓
名
等
伝
聞
キ
且
倶
を
手
ヲ
着
ケ

暴
動
致
し
候
義
可
有
之
与
再
応
御
吟
味
ヲ
受
候
得
共
前
条
之
外
差

蔵
し
候
義
更
二
無
御
座
段
申
上
候
処
右
様
強
訴
ヲ
相
企
郡
中
ヲ
為

騒
候
始
末
不
埒
至
極
之
旨
御
吟
味
ヲ
受
申
披
無
御
座
奉
恐
入
候

右
之
通
相
違
不
申
上
候
己
上

明
治
五
年
壬
申
三
月
十
五
日

近
藤
嘉
十
郎

断
獄
御
役
所

扣
備
前
国
磐
梨
郡
旧
原
下
村
百
姓
尾
関
馬
吉
口
書

備
前
国
磐
梨
郡
田
原
下
村
百
姓
尾
関
馬
吉
申
口

申
四
十
一
歳

明
治
四
年
・
岡
山
県
に
お
け
る
農
民
騒
擾
に
関
す
る
裁
判
資
料
口

岡
山
県

先
般
村
々
一
同
動
揺
仕
候
始
末
有
体
申
上
候
様
御
吟
味
二
御
座
侯

私
義
高
拾
石
所
持
仕
農
業
之
余
暇
石
工
職
致
居
申
候
然
ル
処
昨

未
年
十
月
初
頃
鹿
嶋
事
触
与
称
来
候
者
村
内
へ
罷
越
道
端
へ
多

人
数
出
会
私
義
も
参
居
申
候
処
村
方
百
姓
阿
部
清
太
郎
よ
里
当

夏
方
稀
成
水
災
二
而
迎
も
御
年
貢
上
納
難
手
合
難
渋
候
付
出
願

可
仕
若
御
年
貢
靭
二
而
も
払
上
候
者
〈
絶
交
可
仕
旨
一
同
へ
申

談
候
ヲ
承
里
相
別
連
申
候
其
後
同
十
一
月
廿
三
日
夕
私
宅
へ
右

清
太
郎
村
方
百
姓
近
藤
嘉
十
郎
等
入
湯
二
参
清
太
郎
ヨ
リ
申
出

候
ハ
前
条
難
渋
之
義
急
二
大
里
正
江
出
願
致
し
候
而
者
如
何
哉

与
申
候
付
同
意
之
旨
相
答
候
処
清
太
郎
ヨ
リ
外
村
冷
へ
も
申
談

候
様
右
嘉
十
郎
井
私
へ
申
付
侯
付
翌
廿
四
日
私
義
嘉
十
郎
二
附

添
磐
梨
郡
原
村
大
工
職
田
村
伊
平
次
方
へ
参
里
水
災
二
而
難
渋

候
付
出
願
之
義
嘉
十
郎
ヨ
リ
申
談
罷
帰
里
清
太
郎
江
者
嘉
十
郎

ょ
里
右
返
答
致
し
候
由
私
義
帰
路
同
郡
本
村
郷
中
二
而
同
村
百

姓
近
藤
義
三
郎
二
出
会
不
取
敢
出
願
之
義
相
咄
し
相
別
連
罷
帰

申
候
同
廿
五
日
嘉
十
郎
ヨ
リ
使
ヲ
以
本
村
ハ
同
意
致
し
候
様
申

来
候
二
付
罷
帰
候
様
申
越
候
付
罷
帰
候
処
清
太
郎
最
寄
之
者
と

も
村
内
字
峠
江
寄
合
居
申
清
太
郎
先
キ
立
村
内
百
姓
阿
部
亀
吉

同
藤
原
品
蔵
へ
向
ひ
当
年
水
災
二
而
村
方
難
渋
二
付
今
夕
四
シ

時
同
郡
原
村
河
原
江
寄
合
可
申
旨
廻
文
三
通
為
相
認
最
寄
村
々

へ
相
廻
申
候
然
ル
処
同
夕
五
シ
時
過
同
郡
田
原
上
村
原
村
本
村

（
中
山
）

("7)



九
郎
殿
松
本
彦
太
郎
殿
へ
差
出
候
処
御
聞
取
候
而
早
々
引
取
候

様
御
理
解
有
之
二
付
翌
廿
六
日
一
同
引
取
申
候
尚
又
同
十
二
月

朔
日
同
郡
二
十
一
ケ
村
之
者
と
も
動
揺
致
し
村
方
郷
中
河
原
江

押
来
里
不
随
者
〈
居
宅
焼
払
候
杯
口
盈
申
立
候
趣
二
付
村
方
之

者
不
残
私
共
罷
出
候
処
租
税
掛
辻
富
四
郎
様
同
井
上
勘
十
郎
様

同
進
藤
兵
三
郎
様
御
出
張
引
取
候
様
種
食
御
理
解
御
座
候
得
と

も
不
聞
入
終
二
村
内
大
里
正
松
本
彦
太
郎
殿
原
村
里
正
万
代
登

与
次
宅
と
も
乱
暴
仕
候
得
と
も
私
お
ゐ
て
ハ
決
而
右
場
所
二
相

交
里
候
義
無
御
座
候

右
之
通
申
上
候
付
被
仰
聞
候
ハ
真
以
難
渋
情
願
之
筋
有
之
候
得
者

穏
二
筋
々
へ
可
申
出
之
処
無
其
義
清
太
郎
二
同
意
致
し
歎
願
ヲ
表

二
致
し
他
村
之
者
迄
ヲ
誘
ひ
多
人
数
相
集
め
候
二
よ
里
上
下
之
役

人
共
出
張
歎
願
之
旨
聞
取
或
〈
理
解
お
よ
ひ
候
二
不
聞
入
外
多
人

数
ニ
お
ゐ
て
ハ
終
二
大
里
正
及
ひ
里
正
之
居
宅
及
乱
暴
候
二
立
至

里
其
節
先
立
候
者
見
覚
へ
或
ハ
姓
名
等
伝
聞
キ
且
倶
を
手
ヲ
着
ヶ

暴
動
致
候
義
可
有
之
与
再
応
御
吟
味
ヲ
受
候
得
共
前
条
之
外
差
蔵

明
治
四
年
・
岡
山
県
に
お
け
る
艇
民
騒
擾
に
関
す
る
裁
判
資
料
口
（
中
山
）

之
者
と
も
多
人
数
右
河
原
へ
一
時
ニ
相
集
里
候
二
付
村
方
之
者
し
候
義
更
二
無
御
座
段
申
上
候
処
右
様
強
訴
ヲ
相
企
郡
中
ヲ
為
騒

一
同
私
共
参
里
居
申
処
下
郷
村
を
ヨ
リ
早
登
罷
越
候
様
喚
立
候
候
始
末
不
埒
至
極
之
旨
御
吟
味
ヲ
受
申
披
無
御
座
奉
恐
入
候

二
付
直
二
同
夕
同
郡
大
井
村
国
木
宮
江
参
候
処
最
早
村
登
多
人
右
之
通
相
違
不
申
上
候
已
上

数
之
者
相
集
里
罷
在
候
中
同
郡
松
木
村
百
姓
黒
田
小
太
郎
義
村
明
治
五
年
壬
申
三
月
十
五
日
尾
関
馬
吉

を
歎
願
書
引
請
相
認
其
節
出
張
之
大
里
正
羽
原
宗
平
殿
森
田
絡

断
獄
御
役
所

備
前
国
磐
梨
郡
本
村
百
姓近
藤
義
三
郎
申
口

申
三
十
七
歳

先
般
村
を
一
同
動
揺
仕
候
始
末
有
体
申
上
候
様
御
吟
味
二
御
座
候

私
義
農
業
専
ら
二
而
高
八
石
所
持
仕
居
申
候
然
ル
所
昨
未
年
十

一
月
廿
四
日
八
シ
時
過
磐
梨
郡
田
原
下
村
百
姓
尾
関
馬
吉
義
私

耕
作
仕
居
申
場
所
へ
罷
越
申
出
候
〈
田
原
下
村
〈
当
夏
水
災
二

而
難
渋
二
付
御
救
之
義
此
度
大
里
正
江
出
訴
致
し
度
申
談
居
候

当
村
も
同
様
出
訴
致
候
哉
若
同
意
不
致
候
〈
、
村
内
へ
立
入
一

同
之
者
役
介
二
相
成
可
申
何
分
明
日
迄
二
村
内
談
示
致
し
決
答

扣
備
前
国
磐
梨
郡
本
村
百
姓
近
藤
義
三
郎
口
書

岡
山
県

(血8）



致
し
呉
候
様
申
罷
帰
候
付
同
夕
幸
ひ
村
内
百
姓
近
藤
弾
次
方
へ

講
会
罷
越
居
合
候
者
共
江
右
之
趣
相
咄
候
所
外
江
も
申
来
居
候

哉
何
連
も
承
知
致
し
罷
在
候
翌
廿
五
日
早
朝
村
内
百
姓
太
田
亀

吉
方
へ
罷
越
侯
所
同
人
江
も
田
原
下
村
百
姓
阿
部
清
太
郎
ヨ
リ

同
様
出
訴
之
義
申
談
居
申
旨
相
咄
候
付
返
答
不
致
候
而
〈
不
叶

義
与
存
亀
吉
同
道
右
清
太
郎
方
へ
罷
越
私
村
方
も
一
同
同
意
之

旨
亀
吉
倶
二
返
答
仕
置
罷
帰
申
候
同
夕
同
郡
原
村
河
原
へ
集
会

時
刻
等
相
記
し
候
廻
文
清
太
郎
ヨ
リ
村
方
へ
差
越
候
由
私
義
ハ

披
見
不
仕
然
ル
所
同
夕
五
ッ
時
前
近
郷
村
を
動
揺
村
方
も
同
様

騒
立
候
付
私
義
も
立
出
一
同
原
村
河
原
へ
相
集
り
夫
ヨ
リ
同
郡

大
井
村
国
木
宮
迄
参
候
所
最
早
村
々
之
多
人
数
集
り
罷
在
村
内

百
姓
近
藤
弾
次
ヨ
リ
歎
願
下
書
読
聞
候
得
共
何
連
も
別
存
無
之

段
申
出
候
其
節
大
里
正
羽
原
宗
平
殿
松
本
彦
太
郎
殿
森
田
諮
九

郎
殿
御
出
張
歎
願
之
趣
御
聞
取
早
念
引
取
候
様
御
理
解
二
付
同

廿
六
日
夫
盈
引
取
申
候
同
十
二
月
朔
日
朝
四
ッ
時
頃
下
郷
村
々

動
揺
多
人
数
押
来
不
随
者
〈
居
宅
打
穀
候
杯
口
を
喚
立
候
付
私

村
方
も
一
時
ニ
騒
立
村
方
何
連
も
罷
出
候
処
原
村
河
原
江
租
税

掛
り
井
上
勘
十
郎
様
御
出
張
二
而
早
々
鎮
定
致
候
様
御
理
解
御

座
候
得
共
聞
入
不
申
終
一
一
田
原
下
村
大
里
正
松
本
彦
太
郎
宅
原

村
里
正
万
代
登
与
次
宅
共
多
人
数
之
者
乱
暴
仕
候
得
共
私
義
ハ

恐
敷
相
成
決
而
手
ヲ
着
不
申
義
二
御
座
侯

明
治
四
年
・
岡
山
県
に
お
け
る
農
民
騒
擾
に
関
す
る
裁
判
資
料
口

（
中
山
）

右
之
通
申
上
候
付
被
仰
聞
候
者
右
様
他
村
ヨ
リ
不
容
易
義
談
示
二

参
候
〈
、
速
二
村
役
人
江
可
申
出
候
処
無
其
義
村
方
之
者
江
申
談

候
上
村
方
之
者
同
意
之
旨
返
答
致
し
村
を
多
人
数
出
訴
動
揺
致
し

候
節
再
度
迄
相
加
リ
外
多
人
数
に
お
ゐ
て
〈
終
二
大
里
正
及
ひ
里

正
之
居
宅
乱
暴
致
候
二
立
至
り
其
節
先
立
候
者
見
覚
へ
或
〈
姓
名

等
伝
聞
キ
且
倶
を
手
ヲ
着
ヶ
暴
動
致
し
候
義
可
有
之
与
再
応
御
吟

味
ヲ
受
候
得
と
も
前
条
之
外
差
蔵
し
候
義
更
二
無
御
座
段
申
上
候

所
右
様
不
容
易
談
示
二
与
し
候
よ
里
終
二
大
事
二
立
至
リ
候
段
不

埒
之
旨
御
吟
味
ヲ
受
申
披
無
御
座
奉
恐
入
候

右
之
通
相
違
不
申
上
候
已
上

明
治
五
年
壬
申
三
月
廿
四
日

近
藤
義
三
郎

断
獄
御
役
所

扣
備
前
国
磐
梨
郡
本
村
百
姓
太
田
亀
吉
口
書

備
前
国
磐
梨
郡
本
村
百
姓

太
田
亀
吉
申
口

申
四
十
九
歳

岡
山
県

(血9）



明
治
四
年
・
岡
山
県
に
お
け
る
農
民
騒
擾
に
関
す
る
裁
判
資
料
口

先
般
村
々
一
同
動
揺
仕
候
始
末
有
体
申
上
候
様
御
吟
味
二
御
座
候

私
義
農
業
専
ラ
ニ
而
高
七
石
所
持
仕
居
申
候
然
ル
所
昨
未
年
十

一
月
廿
四
日
昼
村
内
薬
師
堂
地
内
二
生
立
居
申
樹
木
樵
二
村
内

ヨ
リ
私
外
二
十
人
計
も
参
合
居
申
所
江
磐
梨
郡
田
原
下
村
百
姓

阿
部
清
太
郎
参
り
私
へ
内
々
申
出
候
ハ
田
原
下
村
ハ
当
夏
水
災

一
一
而
難
渋
二
付
此
度
大
里
正
江
出
訴
致
し
度
候
間
村
方
へ
談
示

致
し
呉
候
様
申
聞
若
不
同
意
ニ
侯
ハ
、
其
村
方
へ
参
飲
食
杯
致

し
候
様
申
何
様
村
方
談
決
之
上
返
答
致
し
呉
候
様
申
罷
帰
候
付

直
二
其
場
二
居
合
セ
候
者
共
へ
右
之
趣
申
聞
候
所
村
方
へ
多
人

数
入
込
候
而
者
甚
迷
惑
二
付
本
村
ハ
先
立
不
申
候
得
共
同
意
之

旨
返
答
及
候
様
一
同
申
出
候
翌
廿
五
日
朝
村
内
百
姓
近
藤
義
三

郎
私
宅
へ
立
越
義
三
郎
江
も
田
原
下
村
百
姓
尾
関
馬
吉
ヨ
リ
右

一
条
相
咄
居
申
二
付
是
ヨ
リ
返
答
二
参
候
旨
申
候
付
私
義
義
三

郎
同
道
清
太
郎
方
へ
参
村
方
〈
同
意
之
旨
返
答
仕
置
罷
帰
同
日

暮
頃
右
清
太
郎
ヨ
リ
同
郡
原
村
河
原
江
集
会
時
刻
等
相
記
候
廻

文
村
方
へ
差
越
候
趣
二
候
得
共
私
義
者
披
見
不
仕
同
夕
村
々
之

者
多
人
数
同
郡
大
井
村
国
木
宮
江
寄
合
之
節
井
十
二
月
朔
日
村

を
動
揺
仕
候
節
共
私
お
ゐ
て
〈
決
而
右
場
所
へ
相
交
候
義
無
御

座
候

右
之
通
申
上
候
付
被
仰
聞
候
者
右
様
他
村
ヨ
リ
不
容
易
義
談
示
二

参
候
〈
、
速
二
村
役
人
江
可
申
出
之
処
無
其
義
村
方
之
者
江
申
談

（
中
山
）

候
上
村
方
同
意
之
旨
返
答
致
し
終
二
外
多
人
数
出
訴
致
し
候
二
立

至
り
其
節
先
立
候
者
見
聞
致
し
候
義
可
有
之
与
再
応
御
吟
味
ヲ
被

り
候
得
共
前
条
之
外
差
蔵
し
候
義
更
二
無
御
座
段
申
上
候
所
右
様

不
容
易
談
示
二
与
し
候
始
末
不
埒
之
旨
御
吟
味
ヲ
受
申
披
無
御
座

奉
恐
入
候

右
之
通
相
違
不
申
上
候
已
上

明
治
五
年
壬
申
三
月
廿
四
日

太
田
亀
吉

断
獄
御
役
所

備
前
国
磐
梨
郡
田
原
下
村
百
姓
阿
部
亀
吉
申
口

申
二
十
五
歳

先
般
村
々
一
同
動
揺
仕
前
村
内
百
姓
阿
部
清
太
郎
ヨ
リ
頼
ヲ
受
廻

文
認
候
始
末
有
体
申
上
候
様
御
吟
味
二
御
座
候

私
義
農
業
専
二
而
高
八
石
所
持
仕
居
申
候
然
ル
処
昨
未
年
十
一

月
廿
五
日
晩
村
内
百
姓
阿
部
清
太
郎
ヨ
リ
字
峠
江
出
会
致
候
様

扣
備
前
国
磐
梨
郡
田
原
下
村
百
姓
阿
部
亀
吉
口
書岡

山
県

(〃0）



申
来
候
付
罷
越
候
所
同
人
義
私
江
申
出
候
ハ
当
夏
水
災
難
渋
二

付
御
救
之
義
此
度
大
里
正
江
出
訴
致
し
度
外
村
埼
江
も
右
之
趣

廻
文
二
而
申
遣
度
侯
間
認
呉
候
様
申
候
付
一
応
相
断
候
へ
共
強

而
相
頼
候
付
不
得
止
其
場
二
居
合
候
村
内
百
姓
藤
原
品
蔵
認
居

候
草
稿
之
通
二
通
相
認
遣
し
候
然
ル
処
同
夕
五
ッ
時
頃
下
郷
村

々
動
揺
仕
多
人
数
押
来
不
随
者
〈
居
宅
打
段
候
杯
申
喚
立
候
付

村
内
一
同
騒
立
参
候
付
私
義
も
附
従
ひ
同
郡
大
井
村
国
木
宮
迄

参
候
共
同
所
二
而
一
同
示
談
之
趣
且
歎
願
等
仕
候
始
末
能
々
承

知
不
仕
候
同
所
出
張
之
大
里
正
松
本
彦
太
郎
殿
森
田
絡
九
郎
殿

羽
原
宗
平
殿
ヨ
リ
早
々
引
取
候
様
御
理
解
御
座
候
由
二
而
多
人

数
之
者
引
取
候
付
私
義
も
同
様
罷
帰
候
同
十
二
月
朔
日
尚
又
近

郷
村
々
之
者
共
動
揺
仕
候
付
私
義
磐
梨
郡
原
村
迄
罷
出
候
へ
共

少
々
不
快
二
居
申
侯
付
途
中
ヨ
リ
罷
帰
侯
故
私
お
ゐ
て
〈
決
而

乱
暴
之
場
所
へ
相
交
候
義
無
御
座
候

右
之
通
申
上
候
付
被
仰
聞
候
者
右
様
清
太
郎
二
被
頼
不
容
易
廻
文

相
認
候
上
〈
兼
而
談
合
致
居
候
義
可
有
之
与
再
応
御
吟
味
ヲ
受
候

得
共
前
条
之
外
差
蔵
候
義
更
二
無
御
座
段
申
上
候
所
右
様
不
容
易

義
相
認
候
始
末
不
埒
之
旨
御
吟
味
ヲ
受
申
披
無
御
座
奉
恐
入
候

右
之
通
相
違
不
申
上
候
已
上

明
治
五
年
壬
申
三
月
廿
四
日

阿
部
亀
吉

断
獄
御
役
所

明
治
四
年
・
岡
山
県
に
お
け
る
農
民
騒
擾
に
関
す
る
裁
判
資
料
口

備
前
国
磐
梨
郡
田
原
下
村
百
姓
藤
原
品
蔵
申
口

申
六
十
一
歳

先
般
村
為
動
揺
仕
前
村
内
百
姓
阿
部
清
太
郎
ヨ
リ
頓
ヲ
受
廻
文
認

候
始
末
有
体
申
上
候
様
御
吟
味
二
御
座
候

私
義
農
業
専
ら
二
而
高
八
石
所
持
仕
居
申
候
然
ル
処
昨
未
年
十

一
月
廿
五
日
晩
村
内
百
姓
阿
部
清
太
郎
ヨ
リ
字
峠
江
出
会
致
候

様
申
越
候
付
同
所
江
参
候
所
同
人
義
私
江
申
聞
候
者
当
夏
水
災

難
渋
二
付
御
救
之
義
大
里
正
江
出
訴
致
し
度
外
村
を
江
も
申
触

度
右
二
付
廻
文
相
認
呉
候
様
頼
出
候
付
相
断
候
得
共
強
而
相
頼

候
付
無
拠
同
人
之
差
図
一
一
随
ひ
執
筆
仕
当
年
水
災
二
而
村
方
難

渋
二
付
今
夕
四
シ
時
同
郡
原
村
河
原
江
寄
合
可
申
旨
下
書
相
認

其
儘
私
宅
江
罷
帰
居
申
候
処
同
夕
五
ッ
時
頃
下
郷
村
々
動
揺
多

人
数
押
来
不
随
者
〈
居
宅
打
穀
候
杯
申
喚
立
候
付
村
方
之
者
一

同
罷
越
候
付
私
義
も
同
夕
四
ッ
時
頃
同
郡
国
木
宮
迄
参
候
所
唯

群
之
中
相
立
居
申
余
二
見
聞
仕
候
義
無
御
座
翌
廿
六
日
四
シ
時

（
中
山
）

扣
備
前
国
磐
梨
郡
田
原
下
村
百
姓
藤
原
品
蔵
口
書岡

山
県

(IZI)



明
治
四
年
・
岡
山
県
に
お
け
る
農
民
騒
擾
に
関
す
る
裁
判
資
料
口

頃
一
同
引
取
候
付
私
宅
へ
罷
帰
申
候
其
後
同
十
二
月
朔
日
近
郷

村
を
動
揺
之
節
原
村
迄
参
候
得
共
私
義
老
人
之
義
故
直
二
帰
宅

仕
候
付
決
而
乱
暴
之
場
へ
相
交
リ
候
義
無
御
座
候

右
之
通
申
上
候
付
被
仰
聞
候
者
右
様
清
太
郎
二
被
頼
不
容
易
廻
文

相
認
候
上
〈
兼
而
談
合
致
居
候
義
可
有
之
と
再
応
御
吟
味
ヲ
受
候

得
共
前
条
之
外
差
蔵
し
候
義
更
二
無
御
座
段
申
上
候
所
右
様
不
容

易
義
相
認
候
始
末
不
埒
之
旨
御
吟
味
ヲ
受
申
披
無
御
座
奉
恐
入
候

右
之
通
相
違
不
申
上
候
已
上

明
治
五
年
壬
申
三
年
廿
四
日

藤
原
品
蔵

断
獄
御
役
所

備
前
国
磐
梨
郡
原
村
百
姓田
村
伊
平
次
申
口

申
四
十
七
歳

先
般
村
々
動
揺
之
始
末
有
体
申
上
候
様
御
吟
味
二
御
座
候

私
義
高
七
石
所
持
仕
農
業
之
辺
大
工
職
二
御
座
候
然
ル
処
昨
未

扣
備
前
国
磐
梨
郡
原
村
百
姓
田
村
伊
平
次
口
書

岡
山
県

（
閥
）年
十
一
月
廿
四
日
磐
梨
郡
田
原
下
村
百
姓
近
藤
嘉
十
郎
同
尾
関

馬
吉
両
人
私
宅
江
参
嘉
十
郎
申
出
候
ハ
当
夏
水
災
二
而
難
渋
二

付
田
原
下
村
二
而
ハ
御
救
之
義
大
里
正
江
歎
願
致
し
度
所
存
二

有
之
候
尤
本
村
江
者
右
之
趣
村
内
百
姓
阿
部
清
太
郎
ヨ
リ
談
示

一
一
参
居
申
由
相
咄
候
付
私
義
者
持
地
多
分
無
之
且
大
工
職
二
而

水
災
之
難
渋
も
無
之
旨
申
述
候
所
直
二
罷
帰
申
候
同
廿
五
日
夕

同
郡
大
井
村
国
木
宮
江
村
公
多
人
数
寄
合
之
節
井
十
二
月
朔
日

村
々
動
揺
之
節
と
も
村
内
里
正
万
代
登
与
次
方
江
私
職
分
二
而

被
雇
参
リ
居
申
二
付
決
而
右
場
所
へ
相
交
候
義
無
御
座
候

右
之
通
申
上
候
付
被
仰
聞
候
者
右
様
他
村
ヨ
リ
不
容
易
義
談
示
二

参
候
ハ
、
早
々
村
役
人
江
可
申
出
之
処
無
其
義
等
閑
致
し
終
二
多

人
数
動
揺
致
し
候
節
悪
事
致
し
候
者
見
聞
致
し
候
義
可
有
之
与
再

応
御
吟
味
ヲ
受
候
得
共
前
条
之
外
差
蔵
し
候
義
更
二
無
御
座
段
申

上
候
処
右
様
心
得
違
候
始
末
不
埒
之
旨
御
吟
味
ヲ
受
申
披
無
御
座

奉
恐
入
候

右
之
通
相
違
不
申
上
候
已
上

明
治
五
年
壬
申
三
月
廿
四
日
田
村
伊
平
次

断
歓
御
役
所
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賊
盗
律
兇
徒
聚
衆
新
条
例

凡
多
衆
ヲ
聚
メ
訟
ヲ
構
へ
官
二
抗
ス
ト
錐
モ
良
民
ヲ
擾
害
ス

ル
ニ
至
ラ
サ
ル
者
首
ハ
流
三
等
従
〈
一
等
ヲ
減
ス
従
ニ
シ
テ

情
軽
キ
者
〈
又
一
等
ヲ
減
ス
ノ
例
二
依
り
徒
二
年
半
ノ
処
越

獄
逃
走
ス
ル
ヲ
以
本
罪
一
二
一
等
ヲ
加
へ

准
流
五
年
黒
田
小
太
郎

地
方
ノ
凶
荒
二
乗
シ
村
々
多
人
数
噸
集
シ
強
訴
ヲ
企

ル
ノ
際
衆
人
ノ
頼
二
任
セ
願
書
ヲ
認
メ
其
外
貢
米
引

方
愁
訴
強
願
ノ
事
ヲ
発
意
シ
文
通
二
及
フ
ト
錐
モ
村

市
ヲ
穀
壊
シ
良
民
ヲ
擾
害
ス
ル
ノ
情
無
シ
依
テ
従
ニ

シ
テ
情
軽
キ
者
ト
ス

歎
願
ノ
下
書
ヲ
村
内
二
読
聞
カ
セ
小
太
郎
ヨ
リ
ノ
回
文
ヲ
隣

村
二
回
達
ス
ル
聚
衆
榊
訟
二
関
係
ス
ル
ヲ
以
テ

違
令

雑
犯
律
不
応
為
軽
答
三
十
（
不
応
為
の
棒
線
は
見
せ
消
ち
）

明
治
四
年
・
岡
山
県
に
お
け
る
農
民
騒
擾
に
関
す
る
裁
判
資
料
口

（
Ⅱ
）
岡
山
県
伺
備
前
国
磐
梨
郡
松
木
村
農
黒
田
小
太
郎

外
七
名
前
件
（
Ｉ
の
事
件
ｌ
中
山
註
）
二
関
シ
願
書

ヲ
執
筆
シ
或
〈
暴
動
二
附
従
為
シ
タ
ル
’
一
付
処
分
方
ノ

件
（
一
）
（
明
治
五
年
十
月
二
十
四
日
付
ｏ
司
法
省
指
令
）

（
中
山
）

扣
備
前
国
磐
梨
郡
松
木
村
百
姓
黒
田
小
太
郎
外
七
人
御
仕
置
伺

書

岡
山
県

賦
罪
金
二
両
一
分
近
藤
弾
次

情
軽
シ
附
随
ヲ
以
テ
論
シ
難
シ

無
罪
小
引
貞
吉

同
上

無
罪
畑
竹
吉

伺
之
通

無
罪
畑
嘉
藤
次

伺
之
通

無
罪
観
證

微
罪

呵
責
本
近
攪
三

附
随
違
令
軽
答
三
十

蹟
罪
金
二
両
一
分
田
淵
六
郎
次

關
二
園
一
一
閏
二
間
一
一
閏
一
一
圃
一

（
二
）
（
明
治
五
年
六
月
日
欠
・
岡
山
県
処
刑
伺
）

(I23)



明
治
四
年
・
岡
山
県
に
お
け
る
農
民
騒
擾
に
関
す
る
裁
判
資
料
ロ
（
中
山
）

備
前
国
磐
梨
郡
松
木
村
百
姓
黒
田
小
太
郎
外
七
人
吟
味
仕
候
処
左
右
近
藤
弾
次
義
去
辛
未
年
十
一
月
廿
五
日
夕
磐
梨
郡
村
登
百
姓
共

之
通
同
郡
大
井
村
国
木
宮
江
寄
集
候
節
罷
越
同
郡
松
木
村
百
姓
黒
田
小

太
郎
ヨ
リ
歎
願
之
下
書
請
取
居
合
候
自
村
之
者
へ
申
談
其
後
右
小

備
前
国
磐
梨
郡
松
木
村
百
姓

太
郎
ヨ
リ
廻
文
差
越
候
節
隣
村
江
差
送
り
同
十
二
月
朔
日
同
郡
村

黒
田
小
太
郎

を
百
姓
共
動
揺
之
節
右
弾
次
義
〈
相
交
リ
不
居
申
二
付
附
随
ニ
ョ

申
三
十
三
歳

右
黒
田
小
太
郎
義
去
辛
未
年
十
一
月
廿
五
日
夕
磐
梨
郡
村
を
百
姓
リ
無
罪
二
可
有
御
座
哉

共
多
人
数
同
郡
大
井
村
国
木
宮
江
寄
集
候
節
罷
越
引
受
歎
願
書
相

認
其
後
呼
出
候
節
他
行
中
与
偽
り
諸
所
へ
潜
伏
罷
在
候
中
今
度
之
備
前
国
磐
梨
郡
松
木
村
百
姓

事
件
発
頭
人
無
之
又
〈
歎
願
之
趣
御
沙
汰
有
之
迄
一
人
も
他
行
不
小
引
貞
吉

相
成
或
〈
御
年
貢
米
十
分
一
二
相
成
候
迄
〈
飽
迄
愁
訴
可
致
旨
相
申
五
十
五
歳

認
同
郡
原
村
江
相
廻
し
同
十
二
月
朔
日
同
郡
村
を
百
姓
共
多
人
数
右
小
引
貞
吉
義
去
辛
未
年
十
一
月
廿
五
日
磐
梨
郡
円
光
寺
村
ヨ
リ

動
揺
之
節
右
小
太
郎
義
相
交
リ
不
居
申
候
得
共
前
条
之
始
末
不
届
寄
合
之
義
申
来
候
節
村
方
之
者
へ
申
送
り
同
夕
同
郡
村
々
百
姓
共

二
付
准
流
十
年
可
申
付
哉
同
郡
大
井
村
国
木
宮
江
寄
集
候
節
罷
越
し
同
十
二
月
朔
日
同
郡
村

一
右
黒
田
小
太
郎
義
入
牢
取
調
中
当
壬
申
五
月
二
日
夕
深
津
県
含
動
揺
之
節
右
貞
吉
義
相
交
不
居
申
二
付
附
随
ニ
ョ
リ
無
罪
二
可

下
備
中
阿
賀
郡
小
坂
部
村
芳
造
飾
磨
県
下
播
州
明
石
王
子
町
藤
有
御
座
哉

吉
ヨ
リ
之
示
談
二
同
意
倶
を
破
牢
致
し
候
段
不
届
二
候
得
共
新

律
ニ
ョ
リ
刑
名
加
等
不
仕
哉

備
前
国
磐
梨
郡
松
木
村
百
姓

備
前
国
磐
梨
郡
本
村
百
姓

近
藤
弾
次

申
二
十
五
歳

申
六
十
三
歳

右
畑
竹
吉
義
去
辛
未
年
十
一
月
廿
五
日
隣
家
之
者
ヨ
リ
寄
合
之
義

申
来
候
節
隣
家
百
姓
黒
田
小
太
郎
へ
申
送
候
而
已
一
一
而
両
度
共
動

畑
竹
吉

(〃4）



申
三
十
五
歳

右
本
近
礼
三
義
去
辛
未
年
十
一
月
廿
五
日
磐
梨
郡
吉
原
村
之
者
ョ

備
前
国
磐
梨
郡
澤
原
村
小
川
山
自
性
院
住
職

観
證
申
三
十
一
歳

右
観
證
義
去
辛
未
年
十
一
月
廿
九
日
磐
梨
郡
松
木
村
百
姓
黒
田
小

太
郎
一
宿
為
致
候
得
共
同
人
義
手
宛
者
之
旨
承
知
不
致
義
二
付
無

罪
二
可
有
御
座
哉

右
畑
嘉
藤
次
義
寄
合
之
義
申
送
其
後
去
辛
未
年
十
一
月
廿
七
日
夕

村
内
百
姓
黒
田
小
太
郎
一
宿
為
致
候
得
共
同
人
義
手
宛
者
之
旨
承

知
不
致
義
二
付
無
罪
二
可
有
御
座
哉

揺
之
節
右
竹
吉
義
相
交
リ
不
居
申
二
付
附
随
ニ
ョ
リ
無
罪
二
可
有

御
座
哉

明
治
四
年
・
岡
山
県
に
お
け
る
農
民
騒
擾
に
関
す
る
裁
判
資
料
口
（
中
山
）

備
前
国
磐
梨
郡
本
村
百
姓

備
前
国
磐
梨
郡
松
木
村
百
姓畑本

近
礼
三

嘉
藤
次

申
五
十
二
歳

右
之
通
二
御
座
侯
御
仕
置
之
義
別
帳
口
書
八
冊
相
添
此
段
相
伺
申

候
已
上

田
淵
六
郎
次

申
四
十
七
歳

右
田
淵
六
郎
次
義
去
辛
未
年
十
一
月
廿
五
日
夕
磐
梨
郡
村
を
百
姓

共
同
郡
大
井
村
国
木
宮
江
寄
集
候
節
罷
越
其
後
同
郡
松
木
村
百
姓

ｊ

黒
田
小
太
郎
相
認
候
廻
文
同
郡
本
村
百
姓
近
藤
弾
次
ヨ
リ
送
越
侯
おＩ

節
同
郡
田
原
下
村
江
相
廻
し
同
十
二
月
朔
日
同
郡
村
を
動
揺
之
節
く

罷
越
候
得
共
乱
暴
之
場
ヘ
ハ
相
交
リ
不
居
申
二
付
附
随
ニ
ョ
リ
無

罪
二
可
有
御
座
哉

リ
寄
合
之
義
承
り
村
内
百
姓
近
藤
弾
次
江
申
伝
へ
同
夕
同
郡
村
を

百
姓
共
同
郡
大
井
村
国
木
宮
江
寄
集
候
節
罷
越
同
十
二
月
朔
日
同

郡
村
を
百
姓
共
多
人
数
動
揺
之
節
右
礼
三
義
相
交
リ
不
居
申
二
付

附
随
ニ
ョ
リ
無
罪
二
可
有
御
座
哉

明
治
五
年
壬
申
六
月

備
前
国
磐
梨
郡
原
村
百
姓

岡
山

岡
山
県

県
印



備
前
国
磐
梨
郡
松
木
村
百
姓
黒
田
小
太
郎
申
口

申
三
十
三
歳

先
般
村
を
一
同
動
揺
仕
候
始
末
有
体
申
上
候
様
御
吟
味
二
御
座
候

私
義
高
四
石
所
持
仕
股
業
之
余
暇
読
書
師
杯
仕
居
申
候
然
ル
所

昨
夏
組
合
村
之
水
災
二
而
多
分
御
貢
米
不
足
之
地
所
有
之
難
渋

之
折
柄
昨
未
十
一
月
廿
五
日
四
シ
時
過
近
辺
村
々
一
同
同
郡
原

村
河
原
へ
寄
合
可
致
様
磐
梨
郡
田
原
下
村
辺
ヨ
リ
順
村
申
送
り

之
由
二
而
同
郡
円
光
寺
村
ヨ
リ
村
内
百
姓
小
引
貞
吉
へ
伝
へ
越

候
趣
承
り
居
申
所
右
之
趣
家
並
申
送
り
私
江
者
隣
家
百
姓
畑
竹

吉
ヨ
リ
為
知
来
其
節
私
義
難
手
引
義
致
し
懸
ヶ
居
申
二
付
申
継

方
同
人
江
相
頼
置
同
晩
七
ッ
時
頃
村
内
氏
神
社
地
江
村
方
一
同

追
々
寄
合
候
所
薄
暮
頃
同
郡
河
田
原
村
野
間
江
多
人
数
群
集
致

し
火
ヲ
焚
居
申
二
付
村
内
一
統
罷
出
不
申
候
而
〈
自
然
村
方
江

立
入
候
義
も
難
計
二
付
一
同
右
場
所
へ
参
り
候
所
追
を
井
手
下

扣
備
前
国
磐
梨
郡
松
木
村
百
姓
黒
田
小
太
郎
口
書

明
治
四
年
・
岡
山
県
に
お
け
る
農
民
騒
擾
に
関
す
る
裁
判
資
料
口

（
三
）
（
黒
田
小
太
郎
外
七
名
口
供
書
）

岡
山
県

（
中
山
）
十
三
ケ
村
不
残
相
集
リ
同
夕
同
郡
大
井
村
国
木
宮
迄
多
人
数
之

者
共
押
行
候
所
同
所
へ
大
里
正
羽
原
宗
平
殿
森
田
諮
九
郎
殿
松

本
彦
太
郎
殿
御
出
張
願
筋
有
之
候
得
者
取
次
致
し
倶
々
歎
キ
可

遺
侯
間
早
を
願
書
認
メ
差
出
し
速
二
村
禽
江
引
取
候
様
被
申
聞

候
付
其
旨
私
ヨ
リ
夫
々
相
伝
候
所
右
歎
願
書
私
へ
認
呉
候
様
一

同
ヨ
リ
相
頼
候
付
一
応
相
断
候
得
共
外
二
執
筆
仕
候
者
も
無
之

候
付
不
取
敢
文
作
仕
相
認
候
ヶ
条
当
御
年
貢
十
分
一
之
御
取
立

一
一
被
為
成
避
候
歎
叉
者
稀
成
御
救
米
可
被
為
下
哉
当
早
春
以
来

厚
思
召
を
以
て
田
畑
御
改
正
相
成
難
被
奉
存
候
得
共
井
手
下
郷

ニ
お
ゐ
て
ハ
従
来
被
為
下
侭
候
品
を
御
加
損
米
御
取
上
之
上
御

改
免
二
相
成
候
事
故
却
而
已
前
ヨ
リ
御
年
貢
相
増
候
地
所
も
出

来
難
渋
仕
居
申
候
条
奉
歎
訴
候
段
相
認
群
集
之
者
江
者
一
応
読

聞
セ
候
上
右
大
里
正
へ
差
出
候
処
十
分
一
之
義
天
下
一
般
二
管

ス
ル
義
迎
も
御
採
用
相
成
間
敷
御
救
米
之
義
者
随
分
至
当
二
相

考
候
旨
被
申
候
付
左
候
得
〈
十
分
一
之
ヶ
条
書
除
キ
可
申
哉
と

申
上
候
所
下
タ
方
其
辺
之
弁
も
な
く
相
認
候
義
可
否
御
執
舎
〈

御
上
之
御
所
置
二
有
之
候
間
何
分
此
儘
相
進
可
申
候
間
如
何
に

も
早
之
引
取
候
様
精
々
尽
力
可
致
様
被
申
聞
候
得
共
多
人
数
之

義
迎
も
私
如
キ
申
聞
候
而
已
二
而
〈
居
り
合
も
無
覚
束
何
卒
御

理
解
可
被
成
下
様
申
出
候
処
一
同
江
説
諭
二
相
成
同
廿
六
日
朝

夫
を
引
取
申
候
直
二
大
里
正
三
人
と
も
出
庁
被
致
翌
廿
七
日
夕
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夜
半
頃
帰
村
同
二
十
八
日
暁
村
々
江
被
申
移
候
二
者
右
願
書
相
村
江
御
出
張
右
彦
太
郎
殿
江
見
廻
と
し
て
参
候
所
於
同
村
御
捕

進
置
候
間
追
而
何
分
之
御
沙
汰
可
有
之
旨
被
申
聞
居
申
中
同
日

押
御
牽
立
一
一
相
成
候
義
二
御
座
候

里
正
江
私
義
ヲ
召
連
出
県
仕
候
様
御
触
合
相
成
候
付
定
而
右
事
右
之
通
申
上
候
付
被
仰
聞
候
者
村
方
一
同
之
者
倶
を
国
木
宮
ま
て

件
二
而
御
県
庁
江
御
召
出
歎
と
当
惑
痛
心
之
余
リ
村
役
人
手
参
候
所
村
々
百
姓
共
ヨ
リ
頼
ヲ
受
不
得
止
歎
願
書
文
作
致
し
相
認

前
江
者
他
行
中
之
旨
偽
り
置
村
内
百
姓
畑
嘉
藤
次
方
へ
参
り
居
候
旨
申
立
候
得
共
為
尋
問
呼
出
申
触
候
節
者
他
行
与
偽
り
諸
所
へ

申
中
私
一
己
之
考
二
而
同
郡
本
村
百
姓
近
藤
弾
次
江
文
通
ヲ
以
潜
匿
致
居
候
中
弾
次
江
書
通
之
文
意
二
而
者
歎
願
発
起
万
事
引
請

申
遣
候
ヶ
条
左
之
通
罷
在
既
二
動
揺
二
為
及
候
二
相
当
り
大
里
正
里
正
之
居
宅
乱
暴
及

一
今
度
之
事
件
御
役
人
御
聞
合
等
有
之
候
共
発
頭
人
無
之
段
候
場
所
へ
者
不
居
合
候
と
も
隠
然
指
探
致
候
歎
叉
者
此
外
同
志
之

可
申
置
旨
村
方
可
申
談
事
者
申
合
隠
悪
相
工
侯
義
可
有
之
と
再
応
御
吟
味
ヲ
受
候
得
共
前
条

一
大
里
正
ヨ
リ
可
否
之
沙
汰
有
之
迄
〈
村
方
之
者
一
人
も
他
之
外
差
蔵
し
候
義
更
二
無
御
座
段
申
上
候
処
右
様
不
容
易
義
書
通

行
不
相
成
事
二
而
申
触
し
万
事
引
受
罷
在
候
段
不
埒
至
極
之
旨
御
吟
味
ヲ
受
申

一
御
年
貢
米
十
分
一
二
相
成
候
迄
〈
飽
迄
愁
訴
可
致
旨
申
談
披
無
御
座
奉
恐
入
候

候
事

右
之
通
相
違
不
申
上
候
已
上

右
之
通
下
郷
九
ヶ
村
江
者
私
ヨ
リ
申
伝
候
間
同
郡
本
村
原
村
田

明
治
五
年
壬
申
三
月
十
五
日

黒
田
小
太
郎

原
上
村
同
下
村
右
四
ヶ
村
江
者
同
人
ヨ
リ
申
伝
呉
候
様
申
遮
置
断
献
御
役
所

同
廿
九
日
夕
同
郡
沢
原
村
小
川
山
自
性
院
江
参
り
逗
留
仕
居
申

内
同
郡
可
真
上
村
弥
上
村
稗
田
村
野
間
村
尺
蓮
寺
村
殿
谷
村
佐
右

古
村
等
ヨ
リ
歎
願
筋
有
之
由
二
而
和
気
村
向
河
原
へ
押
来
其
勢
黒
田
小
太
郎
申
ロ

ー
相
誘
連
井
手
下
十
三
ヶ
村
尚
又
再
発
終
二
十
二
月
朔
日
夕
大
申
三
十
三
歳

里
正
松
本
彦
太
郎
殿
宅
井
原
村
里
正
万
代
登
与
次
宅
共
多
人
数
先
般
破
牢
仕
候
処
直
二
御
捕
押
へ
相
成
候
始
末
有
体
申
上
候
様
御

之
者
共
打
穀
候
旨
伝
承
仕
不
容
易
義
与
相
考
翌
二
日
同
郡
原
吟
味
二
御
座
侯

明
治
四
年
・
岡
山
県
に
お
け
る
農
民
騒
擾
に
関
す
る
裁
判
資
料
口
（
中
山
）
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明
治
四
年
・
岡
山
県
に
お
け
る
農
民
騒
擾
に
関
す
る
裁
判
資
料
口

私
義
昨
辛
未
十
二
月
村
を
動
揺
之
節
悪
事
有
之
候
付
入
牢
被
仰

付
罷
在
候
中
当
四
月
十
四
日
頃
相
牢
備
中
阿
賀
郡
小
坂
部
村
芳

造
播
州
明
石
王
子
町
藤
吉
共
与
里
何
卒
破
牢
致
し
度
旨
申
談
候

得
共
不
同
意
之
者
も
有
之
其
儘
相
成
居
申
候
処
同
二
十
四
日
頃

藤
吉
義
牢
内
天
井
裏
杯
相
試
候
上
取
懸
候
得
者
破
牢
可
相
成
候

得
共
何
も
同
意
致
し
呉
不
申
候
而
者
不
相
叶
旨
申
罷
在
候
中
同

二
十
八
日
尚
又
右
芳
造
藤
吉
よ
里
破
牢
可
致
旨
申
談
若
し
此
義

露
顕
及
候
得
者
芳
造
引
請
候
様
申
出
候
付
私
義
も
同
意
仕
右
両

人
共
牢
中
糞
場
板
之
古
釘
取
出
し
小
石
二
而
打
平
し
又
ハ
磨
付

五
月
朔
日
朝
ヨ
リ
右
両
人
取
懸
リ
同
二
日
夕
迄
二
天
井
裏
角
木

井
板
等
屋
根
裏
迄
も
切
破
リ
相
牢
之
中
足
弱
キ
者
江
者
両
人
脱

出
之
上
外
ヨ
リ
御
締
所
錠
ヲ
明
可
泄
旨
申
聞
既
二
芳
造
藤
吉
天

井
江
上
り
透
ヲ
窺
ひ
罷
在
候
得
共
御
番
人
御
廻
り
繁
ク
彼
是
時

刻
遷
リ
候
中
同
夕
五
半
時
頃
隣
牢
二
罷
在
候
当
御
管
内
津
高
郡

西
菅
野
百
姓
嶋
村
辰
吉
義
二
番
牢
内
二
破
牢
致
し
候
者
有
之
旨

御
当
番
所
江
大
声
二
而
訴
候
付
直
様
右
芳
造
藤
吉
統
而
河
内
出

生
豊
松
大
坂
府
下
信
濃
橋
通
り
信
濃
町
伊
勢
屋
魚
平
甥
紀
伊
国

屋
平
三
郎
播
州
揖
西
郡
尾
崎
村
岩
吉
私
共
脱
出
候
処
御
当
番
様

御
地
付
種
々
御
防
二
相
成
私
義
堀
之
上
二
罷
在
候
処
半
棒
二
而

右
之
足
井
口
之
脇
被
打
付
其
儘
堀
外
へ
飛
ひ
落
直
二
柵
外
藪
之

中
江
潜
匿
罷
在
候
処
翌
三
日
暁
御
捕
押
へ
入
牢
相
成
申
候
芳
造

（
中
山
）
義
者
御
同
所
御
物
置
二
而
縊
死
仕
候
平
三
郎
義
直
二
御
捕
押
へ

相
成
豊
松
藤
吉
岩
吉
義
者
逃
去
候
義
二
御
座
侯

右
之
通
申
上
候
付
被
仰
聞
候
者
先
度
悪
業
相
働
候
付
入
牢
罷
在
候

上
ハ
屹
与
相
慎
可
居
申
筈
無
其
義
相
牢
之
者
ヨ
リ
示
談
二
同
意
倶

を
破
牢
致
候
旨
申
立
候
得
共
全
其
方
取
工
ミ
候
二
可
有
之
且
屋
之

棟
ヨ
リ
瓦
杯
投
打
候
も
其
方
二
候
哉
与
再
応
受
御
吟
味
候
得
共
右

申
上
候
通
相
違
無
御
座
旨
申
上
候
処
右
様
悪
業
有
之
入
牢
中
倶
々

破
牢
脱
出
致
し
候
段
不
届
之
旨
受
御
吟
味
申
披
無
御
座
奉
恐
入
候

右
之
通
相
違
不
申
上
候
已
上

明
治
五
年
壬
申
五
月
四
日

黒
田
小
太
郎

断
獄
御
役
所備

前
国
磐
梨
郡
本
村
百
姓
近
藤
弾
次
申
口

申
二
十
五
歳

先
般
村
を
一
同
動
揺
仕
候
始
末
有
体
申
上
候
様
御
吟
味
二
御
座
候

扣
備
前
国
磐
梨
郡
本
村
百
姓
近
藤
弾
次
口
書

岡
山
県
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私
義
農
業
専
ら
二
而
高
七
石
八
斗
所
持
仕
居
申
候
然
ル
処
昨
未
留
守
中
へ
右
小
太
郎
ヨ
リ
私
当
テ
之
文
通
差
越
候
付
礼
三
同
道

年
十
一
月
二
十
四
日
夕
私
宅
講
会
二
而
近
隣
之
者
参
居
申
中
村
帰
宅
仕
候
所
其
節
村
内
之
者
一
両
人
参
り
合
居
申
所
二
而
右
文

内
百
姓
近
藤
義
三
郎
義
一
同
へ
向
ひ
磐
梨
郡
田
原
下
村
ヨ
リ
出
通
披
見
仕
候
所
申
越
候
ケ
条
左
之
通

訴
之
義
村
方
へ
も
談
示
二
参
候
旨
申
出
候
所
一
坐
之
中
最
早
承
一
今
度
之
事
件
御
役
人
御
聞
合
等
有
之
候
共
発
頭
人
無
之
段

リ
居
申
者
も
有
之
候
得
共
其
儘
相
別
し
申
候
翌
廿
五
日
晩
隣
家
可
申
立
旨
村
方
可
申
談
事

百
姓
本
近
礼
三
ヨ
リ
私
へ
申
聞
候
一
冥
今
夕
近
村
之
者
共
磐
梨
一
大
里
正
ヨ
リ
可
否
之
沙
汰
有
之
迄
〈
村
方
之
者
一
人
も
他

郡
原
村
河
原
へ
集
会
致
候
様
子
且
不
同
意
之
者
江
者
入
込
役
介
行
不
相
成
事

二
可
相
成
旨
談
合
居
申
趣
承
居
申
所
同
夕
六
半
時
頃
礼
三
義
私
一
御
年
貢
米
十
分
一
二
相
成
候
迄
〈
飽
迄
愁
訴
可
致
旨
可
申

宅
へ
立
寄
候
付
一
同
之
義
与
存
同
道
二
而
同
郡
原
村
河
原
へ
一
談
事

旦
罷
越
候
処
同
郡
田
原
上
村
同
下
村
原
村
之
者
共
多
人
数
寄
合

右
之
通
下
郷
九
ヶ
村
江
〈
小
太
郎
ヨ
リ
申
伝
侯
間
本
村
原
村
田

罷
在
私
ヘ
ハ
一
向
談
示
之
義
も
無
之
候
得
共
一
同
押
懸
ケ
直
一
一

原
上
村
同
下
村
右
四
ヶ
村
江
者
私
ヨ
リ
申
伝
呉
候
様
頼
越
候
付

同
郡
大
井
村
国
木
宮
迄
参
り
候
所
同
所
へ
下
郷
村
を
之
者
共
多

則
参
り
合
候
者
共
江
相
談
仕
候
所
御
年
貢
米
十
分
一
杯
歎
願
之

人
数
集
会
致
居
申
然
中
其
場
所
二
而
同
郡
松
木
村
百
姓
黒
田
小
義
〈
恐
多
キ
ヶ
条
二
付
不
服
之
旨
申
出
候
私
義
も
同
様
相
考
候

太
郎
歎
願
下
書
認
メ
近
辺
い
つ
連
も
同
意
致
居
申
私
村
方
ハ
如
付
十
分
一
歎
願
之
義
相
断
候
旨
私
ヨ
リ
同
夕
小
太
郎
江
文
通
遣

何
哉
与
申
出
候
付
右
下
書
借
受
私
村
内
之
者
一
同
罷
在
侯
場
所
し
置
同
什
九
日
原
村
ヘ
ハ
小
太
郎
ヨ
リ
差
越
候
文
通
ヲ
別
紙
ニ

ニ
而
申
談
候
所
何
も
同
意
二
付
其
旨
小
太
郎
へ
申
談
置
候
義
二

写
取
同
村
百
姓
田
淵
六
郎
次
江
差
遣
し
候
へ
共
外
二
ケ
村
江
者

御
坐
候
尤
歎
願
之
趣
意
ハ
御
年
貢
十
分
之
一
歎
願
仕
度
相
叶
不
小
太
郎
申
越
候
次
第
通
進
不
致
其
壗
等
閑
置
村
方
之
者
江
〈
私

申
義
二
候
〈
、
稀
成
御
救
被
為
下
度
旨
出
張
之
大
里
正
羽
原
宗
ヨ
リ
申
伝
候
義
無
御
坐
候
尤
小
太
郎
ヨ
リ
私
へ
右
書
状
差
越
候

平
殿
森
田
轄
九
郎
殿
松
本
彦
太
郎
殿
江
小
太
郎
ヨ
リ
歎
願
書
差
段
甚
不
審
二
御
坐
候
同
人
義
者
兼
而
知
人
二
も
無
之
候
得
と
も

出
候
処
取
次
遣
し
候
間
い
つ
連
も
引
取
候
様
被
申
聞
候
付
翌
廿
国
木
宮
二
而
初
而
面
会
仕
候
所
ヨ
リ
差
越
候
義
と
被
察
候
同
十

六
日
朝
一
同
引
取
申
候
同
廿
八
日
朝
前
条
礼
三
方
へ
参
り
居
申
二
月
朔
日
朝
四
シ
時
頃
同
郡
原
村
郷
中
二
居
申
名
前
不
存
元
作

明
治
四
年
・
岡
山
県
に
お
け
る
農
民
騒
擾
に
関
す
る
裁
判
資
料
口
（
中
山
）

(”9）



明
治
四
年
・
岡
山
県
に
お
け
る
農
民
騒
擾
に
関
す
る
裁
判
資
料
口

人
村
内
へ
参
り
申
出
候
ハ
同
郡
可
真
谷
へ
赤
坂
郡
ヨ
リ
多
人
数

押
懸
ケ
参
既
二
鉄
砲
携
罷
在
候
杯
風
聞
有
之
候
旨
相
咄
候
付
一

同
心
配
仕
居
候
内
磐
梨
郡
井
手
下
十
三
ヶ
村
之
者
共
多
数
押
懸

参
り
村
方
之
者
共
も
被
誘
一
同
騒
立
原
村
河
原
へ
参
り
申
侯
両

三
人
者
村
内
二
居
残
り
候
方
可
然
与
申
談
二
付
私
義
者
村
内
江

居
残
申
候
二
付
出
先
之
始
末
一
向
不
存
義
二
御
坐
候

右
之
通
申
上
候
付
被
仰
聞
候
者
村
と
一
同
之
義
二
付
国
木
宮
へ
参

候
様
申
立
候
へ
共
於
其
場
村
方
歎
願
之
義
其
方
引
受
取
扱
其
後
小

太
郎
ヨ
リ
不
容
易
文
通
差
越
候
〈
、
直
二
村
役
人
江
可
申
出
筈
無

其
義
隣
村
へ
申
送
再
ひ
動
揺
之
節
ハ
村
方
へ
居
残
り
候
旨
申
立
候

得
共
一
同
之
者
江
指
揮
致
し
又
者
小
太
郎
与
相
謀
候
次
第
可
有
之

不
包
可
申
顕
旨
厳
敷
御
吟
味
ヲ
受
候
得
共
前
条
之
外
差
蔵
し
候
義

更
二
無
御
坐
段
申
上
候
所
右
様
小
太
郎
之
頼
ヲ
受
不
容
易
書
通

廻
進
致
し
候
段
不
埒
之
旨
御
吟
味
ヲ
受
申
披
キ
無
御
坐
奉
恐
入
候

右
之
通
相
違
不
申
上
候
已
上

明
治
五
年
壬
申
三
月
廿
四
日
近
藤
弾
次

断
獄
御
役
所

（
中
山
）

備
前
国
磐
梨
郡
松
木
村
百
姓小
引
貞
吉
申
口

申
五
十
五
歳

先
般
村
々
一
同
動
揺
仕
候
始
末
有
体
申
上
候
様
御
吟
味
二
御
坐
候

私
義
農
業
専
ラ
ニ
而
高
九
石
壱
斗
八
升
弐
合
所
持
仕
居
申
候
然

ル
所
昨
未
年
十
一
月
廿
五
日
早
朝
居
宅
屋
根
葺
替
取
懸
リ
罷
在

候
所
磐
梨
郡
円
光
寺
村
辺
之
者
之
由
二
而
参
り
申
出
候
者
今
昼

八
シ
時
同
郡
原
村
河
原
江
村
と
出
会
致
し
候
旨
同
郡
田
原
下
村

辺
ヨ
リ
村
を
順
次
二
申
送
り
来
当
村
者
勿
論
次
村
江
も
右
之
趣

申
触
呉
候
様
申
罷
帰
候
得
共
屋
根
葺
替
致
し
居
候
而
手
引
か
た

く
殊
二
何
之
訳
と
も
不
申
事
故
其
儘
打
過
居
申
処
追
を
村
内
之

者
と
も
野
間
へ
耕
作
二
出
候
付
誰
々
共
難
覚
私
屋
上
ヨ
リ
前
条

申
来
候
次
第
相
咄
し
申
候
然
ル
処
同
日
四
シ
時
頃
村
内
百
姓
黒

田
小
太
郎
続
而
五
六
人
計
名
前
不
存
者
河
原
江
参
候
様
申
私
屋

敷
前
通
り
掛
り
誘
候
得
共
屋
根
葺
替
中
難
手
引
旨
申
相
断
置
候

処
同
日
暮
方
ヨ
リ
村
々
之
者
多
人
数
松
明
燈
し
同
郡
大
井
村
国

扣
備
前
国
磐
梨
郡
松
木
村
百
姓
小
引
貞
吉
口
書

岡
山
県

(I30)



木
宮
方
角
江
向
ヶ
通
行
私
村
方
之
者
共
追
を
参
り
候
付
私
義
も

不
取
敢
後
ヨ
リ
国
木
宮
迄
参
り
候
得
共
空
気
難
堪
二
付
同
村
熟

意
之
者
方
二
而
休
息
致
さ
セ
候
ひ
居
申
中
翌
廿
六
日
朝
五
シ
時

頃
一
同
引
取
候
一
一
付
附
随
ひ
自
宅
江
罷
帰
候
義
二
而
始
終
委
細

之
義
相
弁
へ
不
申
其
後
同
十
二
月
朔
日
近
郷
村
を
之
者
共
動
揺

致
し
候
得
共
私
義
ハ
不
快
二
罷
在
候
而
其
場
へ
参
り
不
申
候
付

其
節
之
始
末
屯
頭
承
知
不
仕
義
二
御
坐
候

右
之
通
申
上
候
付
被
仰
聞
候
者
右
様
非
常
之
義
隣
村
ヨ
リ
申
来
候

得
者
直
二
村
役
人
江
可
申
出
処
無
其
義
等
閑
致
し
終
二
多
人
数
徒

党
出
訴
致
し
候
事
二
立
至
リ
候
其
節
先
立
候
者
見
聞
致
し
居
申
義

可
有
之
と
再
応
御
吟
味
ヲ
受
候
得
共
前
条
之
外
差
蔵
候
義
更
二
無

御
坐
段
申
上
候
所
右
様
徒
党
相
催
し
候
趣
乍
承
其
儘
打
過
候
始
末

不
埒
之
旨
御
吟
味
ヲ
受
申
披
無
御
坐
奉
恐
入
候

右
之
通
相
違
不
申
上
候
已
上

明
治
五
年
壬
申
三
月
廿
四
日

小
引
貞
吉

断
獄
御
役
所

扣
備
前
国
磐
梨
郡
松
木
村
百
姓
畑
竹
吉
口
書

明
治
四
年
・
岡
山
県
に
お
け
る
農
民
騒
擾
に
関
す
る
裁
判
資
料
口
（
中
山
）

岡
山
県

備
前
国
磐
梨
郡
松
木
村
百
姓畑
竹
吉
申
口

申
六
十
三
歳

先
般
村
々
一
同
動
揺
仕
候
始
末
有
体
申
上
候
様
御
吟
味
二
御
坐
候

私
義
農
業
専
ラ
’
一
而
高
八
石
三
斗
壱
升
所
持
仕
居
申
候
然
ル
所

昨
未
年
十
一
月
廿
五
日
朝
四
シ
時
頃
隣
家
之
者
私
宅
へ
罷
出
磐

梨
郡
田
原
下
村
辺
村
を
ヨ
リ
談
合
之
義
有
之
二
付
同
郡
原
村
河

原
江
村
々
之
者
寄
合
可
致
旨
順
を
申
送
来
候
旨
申
聞
候
付
直
二

隣
家
百
姓
黒
田
小
太
郎
江
右
之
趣
申
送
候
処
同
人
義
其
節
難
手

引
義
致
居
申
二
付
申
送
方
相
頼
候
付
同
人
隣
家
へ
申
送
置
候
私

義
壱
人
之
義
故
同
夕
寄
合
之
場
所
井
其
後
村
盈
動
揺
之
節
共
相

断
罷
出
不
申
候
付
其
節
之
始
末
承
知
不
仕
義
二
御
坐
候

右
之
通
申
上
候
付
被
仰
聞
候
者
右
様
不
容
易
義
申
送
来
候
〈
、
速

二
村
役
人
江
可
申
出
処
無
其
義
又
々
申
送
候
其
方
故
右
動
揺
之
事

件
二
付
見
聞
致
居
申
義
可
有
之
と
再
応
御
吟
味
ヲ
受
候
得
共
前
条

之
外
差
蔵
し
候
義
更
二
無
御
坐
段
申
上
候
所
右
様
心
得
逮
候
始
末

不
埒
之
旨
御
吟
味
ヲ
受
申
披
無
御
坐
奉
恐
入
候

右
之
通
相
違
不
申
上
候
已
上

明
治
五
年
壬
申
三
月
廿
四
日

畑
竹
吉

断
獄
御
役
所

(131)



備
前
国
磐
梨
郡
松
木
村
百
姓
畑
嘉
藤
次
申
口

申
五
十
二
歳

先
般
村
を
一
同
動
揺
仕
候
節
村
方
百
姓
黒
田
小
太
郎
ヲ
隠
し
置
候

始
末
有
体
申
上
候
様
御
吟
味
二
御
坐
候

私
義
農
業
専
二
而
高
四
石
壱
斗
八
升
九
合
所
持
仕
居
申
候
然
ル

所
昨
未
年
十
一
月
廿
五
日
朝
四
シ
時
前
隣
家
之
者
私
宅
へ
罷
出

磐
梨
郡
田
原
下
村
辺
村
々
ヨ
リ
談
合
之
義
有
之
候
付
同
郡
原
村

河
原
へ
村
々
之
者
寄
合
可
致
旨
順
を
申
送
来
候
旨
申
聞
候
付
直

一
一
家
並
申
送
置
候
同
廿
七
日
夕
九
シ
時
頃
村
内
百
姓
黒
田
小
太

郎
罷
越
無
拠
義
有
之
候
付
今
夕
当
家
長
屋
二
差
置
呉
度
頼
出
候

付
私
妻
義
任
其
意
差
置
申
候
私
義
其
節
不
快
二
而
平
臥
二
居
申

翌
早
朝
妻
ヨ
リ
右
之
趣
承
候
付
直
二
小
太
郎
へ
面
会
始
末
相
尋

候
所
他
人
与
密
談
之
義
有
之
候
付
暫
時
役
介
二
相
成
居
申
旨
申

出
候
付
甚
不
審
二
存
早
々
罷
帰
呉
候
様
申
聞
置
本
家
へ
罷
帰
リ

平
臥
致
居
申
候
所
同
日
晩
刻
罷
帰
候
其
後
同
人
義
御
尋
人
之
由

扣
備
前
国
磐
梨
郡
松
木
村
百
姓
畑
嘉
藤
次
口
書

明
治
四
年
・
岡
山
県
に
お
け
る
農
民
騒
擾
に
関
す
る
裁
判
資
料
目

岡
山
県

（
中
山
）承

り
相
驚
申
候
且
私
義
兼
々
病
気
二
付
前
条
寄
合
之
場
其
後
動

揺
之
節
共
相
断
罷
出
不
申
侯
付
始
末
承
知
不
仕
義
二
御
坐
候

右
之
通
申
上
候
付
被
仰
聞
候
者
右
様
不
容
易
義
申
送
来
候
ハ
、
速

二
村
役
人
へ
可
申
出
処
無
其
義
申
送
且
村
方
小
太
郎
及
深
更
罷
越

一
泊
ヲ
頼
出
候
ハ
、
屹
相
糺
し
可
申
筈
任
其
意
候
段
小
太
郎
同
穴

之
者
二
可
有
之
勿
論
同
人
尋
人
与
承
知
致
し
居
な
が
ら
容
隠
致
し

候
義
二
可
有
之
と
再
応
御
吟
味
ヲ
受
候
得
共
前
条
之
外
差
蔵
し
候

義
更
二
無
御
坐
段
申
上
候
所
右
様
心
得
違
候
始
末
不
埒
之
旨
御
吟

味
ヲ
受
申
披
無
御
坐
奉
恐
入
候

右
之
通
相
違
不
申
上
候
已
上

明
治
五
年
壬
申
三
月
廿
四
日
畑
嘉
藤
次

断
獄
御
役
所

扣
備
前
国
磐
梨
郡
沢
原
村
小
川
山
自
性
院
住
職
観
證
口
書

備
前
国
磐
梨
郡
沢
原
村
小
川
山
自
性
院
住
職

観
證
申
口

申
三
十
一
歳

岡
山
県

(I32)



先
般
磐
梨
郡
松
木
村
百
姓
黒
田
小
太
郎
義
御
尋
中
当
院
江
一
泊
為

仕
候
始
末
有
体
申
上
候
様
御
吟
味
二
御
坐
候

私
義
十
一
ヶ
年
已
前
ヨ
リ
当
院
江
住
職
仕
居
申
候
然
ル
所
磐
梨

郡
松
木
村
百
姓
黒
田
小
太
郎
義
檀
中
二
而
折
々
咄
二
罷
越
候
処

昨
未
十
一
月
廿
九
日
昼
後
ヨ
リ
不
斗
罷
越
候
付
毎
を
之
通
相
咄

同
夕
及
深
更
候
付
逗
留
為
仕
翌
朝
罷
帰
申
候
其
頃
同
人
義
御
尋

人
二
相
成
居
申
義
毛
頭
承
知
不
仕
義
二
御
坐
候

右
之
通
申
上
候
付
被
仰
聞
候
ハ
右
様
申
出
候
得
共
小
太
郎
ヨ
リ
情

実
申
出
承
知
之
上
容
隠
致
候
義
二
可
有
之
与
再
応
御
吟
味
ヲ
受
候

得
共
前
条
之
外
差
蔵
し
候
義
更
二
無
御
坐
候

右
之
通
相
違
不
申
上
候
已
上

明
治
五
年
壬
申
三
月
廿
四
日

観
證

断
獄
御
役
所

扣
備
前
国
磐
梨
郡
本
村
百
姓
本
近
礼
三
口
書

備
前
国
磐
梨
郡
本
村
百
姓
本
近
礼
三
申
口

明
治
四
年
・
岡
山
県
に
お
け
る
農
民
騒
擾
に
関
す
る
裁
判
資
料
口

岡
山
県

申
三
十
五
歳

先
般
村
を
一
同
動
揺
仕
候
始
末
有
体
申
上
候
様
御
吟
味
二
御
坐
候

私
義
農
業
専
ら
一
一
而
高
八
石
三
斗
所
持
仕
居
申
候
然
ル
処
昨
未

年
十
一
月
廿
五
日
村
方
百
姓
近
藤
弾
次
義
私
宅
へ
罷
越
候
付
私

ヨ
リ
今
夕
磐
梨
郡
原
村
河
原
へ
近
郷
村
殉
之
者
寄
合
可
致
旨
同

郡
吉
原
村
二
而
名
前
不
知
者
申
聞
候
趣
相
咄
候
処
弾
次
罷
帰
申

候
同
夕
六
半
時
頃
近
辺
村
を
之
者
騒
立
候
付
弾
次
同
道
原
村
河

原
江
罷
越
候
所
同
郡
田
原
上
村
同
下
村
原
村
本
村
之
者
一
同
集

会
罷
在
夫
ヨ
リ
同
郡
大
井
村
国
木
宮
江
参
り
候
処
村
々
多
人
数

二
相
成
同
郡
松
木
村
百
姓
黒
田
小
太
郎
義
歎
願
書
相
認
相
廻
シ

候
付
弾
次
義
披
見
致
し
居
申
所
へ
私
義
参
合
弾
次
ヨ
リ
見
せ
呉

候
付
披
見
致
し
翌
廿
六
日
暁
出
張
之
大
里
正
羽
原
宗
平
殿
森
田

絡
九
郎
殿
松
本
彦
太
郎
殿
江
右
歎
願
書
小
太
郎
ヨ
リ
差
出
候
所

御
理
解
御
坐
候
付
同
日
四
シ
時
頃
一
同
引
取
申
候
同
廿
八
日
朝

弾
次
義
隣
家
之
事
故
私
宅
江
咄
二
参
居
申
所
同
人
留
守
江
小
太

郎
ヨ
リ
文
通
差
越
し
候
付
罷
帰
候
様
呼
二
参
候
付
罷
帰
申
候
直

二
私
義
農
業
二
出
懸
ヶ
弾
次
宅
江
立
寄
候
処
近
隣
之
者
一
両
人

咄
し
二
参
リ
居
申
弾
次
義
右
文
通
差
出
候
付
披
見
致
し
候
所
御

年
貢
米
十
分
一
飽
迄
愁
訴
可
致
と
の
義
有
之
弾
次
私
共
恐
多
キ

ヶ
条
二
付
不
服
之
旨
相
咄
相
別
し
申
候
同
十
二
月
朔
日
昼
四
ッ

時
頃
下
郷
村
々
之
者
多
人
数
動
揺
押
掛
ヶ
罷
越
不
随
者
〈
居
宅

（
中
山
）

(〃3）



明
治
四
年
・
岡
山
県
に
お
け
る
農
民
騒
擾
に
関
す
る
裁
判
資
料
目

打
殿
候
様
申
候
付
村
方
之
者
一
同
私
共
村
端
迄
出
候
所
兵
隊
御

出
張
私
宅
右
御
宿
相
成
候
付
帰
宅
仕
候
故
私
お
ゐ
て
〈
其
後
之

始
末
不
存
義
二
御
坐
候

右
之
通
申
上
候
付
被
仰
聞
候
者
右
様
申
出
候
得
共
原
村
河
原
へ
集

会
之
義
吉
原
村
二
而
承
帰
り
弾
次
江
申
聞
候
而
已
無
之
外
一
同
へ

も
申
伝
右
之
及
挙
動
候
義
不
包
申
出
候
様
再
応
御
吟
味
ヲ
受
候
得

共
前
条
之
外
差
蔵
し
候
義
更
二
無
御
坐
段
申
上
候
所
右
様
一
同
之

義
と
〈
乍
申
他
村
ま
て
罷
越
候
始
末
不
埒
之
旨
御
吟
味
ヲ
受
申
披

無
御
坐
奉
恐
入
候

右
之
通
相
違
不
申
上
候
已
上

明
治
五
年
壬
申
三
月
廿
四
日

本
近
礼
三

断
献
御
役
所

扣
備
前
国
磐
梨
郡
原
村
百
姓
田
淵
六
郎
次
口
書

備
前
国
磐
梨
郡
原
村
百
姓
田
淵
六
郎
次
申
口

申
二
十
七
歳

岡
山
県

（
中
山
）

先
般
村
盈
一
同
動
揺
之
節
磐
梨
郡
本
村
百
姓
近
藤
弾
次
ヨ
リ
廻
文

差
越
侯
始
末
有
体
申
上
候
様
御
吟
味
二
御
坐
候

私
義
農
業
専
ら
一
一
而
高
五
石
三
斗
所
持
仕
居
申
候
然
ル
処
昨
未

年
十
一
月
廿
五
日
夕
近
郷
村
々
騒
敷
村
内
河
原
へ
相
集
リ
候
付

村
方
之
者
不
残
私
共
罷
出
候
所
多
人
数
集
会
夫
ヨ
リ
磐
梨
郡
大

井
村
国
木
宮
江
一
同
罷
越
私
義
〈
途
中
二
而
休
息
仕
夜
明
方
同

所
へ
罷
出
候
所
村
を
之
者
多
人
数
二
相
成
同
所
二
而
同
郡
松
木

村
百
姓
黒
田
小
太
郎
義
歎
願
書
相
認
一
同
之
者
江
右
歎
願
雷
読

聞
せ
小
太
郎
義
廿
六
日
朝
出
張
之
大
里
正
三
人
江
右
願
書
差
出

し
候
上
同
人
ヨ
リ
一
同
之
者
江
引
取
候
様
申
二
付
一
同
引
取
候

義
二
御
坐
候
同
廿
九
日
昼
同
郡
本
村
百
姓
近
藤
弾
次
ヨ
リ
文
通

差
越
候
付
開
封
致
し
候
処
小
太
郎
ヨ
リ
弾
次
江
差
越
候
文
通
写

一
一
而
左
之
通

一
今
度
之
事
件
御
役
人
御
聞
合
せ
等
有
之
候
共
発
頭
人
無
之

段
可
申
立
旨
村
方
可
申
談
事

一
大
里
正
ヨ
リ
可
否
之
沙
汰
有
之
迄
〈
村
方
之
者
一
人
も
他

行
不
相
成
候
事

一
御
年
貢
米
十
分
一
一
一
相
成
侯
迄
ハ
飽
迄
愁
訴
可
致
旨
可
申

談
事

右
之
通
下
郷
九
ヶ
村
江
者
小
太
郎
ヨ
リ
申
伝
候
間
本
村
原
村
田

原
上
村
同
下
村
右
四
ヶ
村
江
者
弾
次
ヨ
リ
伝
候
様
と
の
事
二
付
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十
一
ヶ
村
之
者
集
会
罷
在
其
節
租
税
掛
り
辻
富
四
郎
様
井
上
勘
前
回
分
（
本
誌
第
六
十
二
号
）
訂
正

●

Ｏ

十
郎
様
進
藤
兵
三
郎
様
御
出
張
御
理
解
御
坐
候
へ
共
一
同
引
取
一
三
六
頁
上
二
行
清
野
弥
代
次
外
八
名
↓
清
野
弥
代
次
外
九
名

●

◎

不
申
中
同
夕
大
里
正
田
原
下
村
松
本
彦
太
郎
殿
居
宅
乱
暴
仕
夫
一
三
六
頁
上
四
行
十
分
一
納
額
↓
十
分
一
納
願

ヨ
リ
村
方
里
正
万
代
登
与
次
方
乱
暴
二
罷
越
候
様
相
聞
私
義
同
一
四
一
頁
下
十
七
行
『
備
前
・
術
中
・
美
作
百
姓
一
摸
史
料
』
↓
『
術

０
０
０
◎

家
ハ
兼
而
熟
意
二
付
前
以
告
ヶ
知
ら
せ
書
類
等
持
除
ヶ
遮
居
申
前
・
備
中
・
美
作
百
姓
一
摸
史
料
』
第
五
巻
・

●

◎

処
多
人
数
之
者
同
家
へ
押
懸
乱
暴
仕
居
申
所
兵
隊
御
差
向
一
一
付
一
四
二
頁
上
四
行
清
野
弥
代
次
外
八
名
↓
清
野
弥
代
次
外
九
名

。
。
◎

一
同
引
取
申
候
私
義
右
跡
取
片
付
致
し
遣
し
候
付
決
而
乱
暴
仕
一
四
二
頁
上
六
行
（
花
房
（
林
）
、
↓
（
田
中
、
花
房
（
林
）
、

◎

候
義
無
御
坐
候
一
四
四
頁
下
十
三
行
↓
昭
和
四
十
三
年
）
↓
（
昭
和
四
十
三
年
）

●
●

Ｏ

右
之
通
申
上
候
付
被
仰
聞
候
二
者
近
藤
弾
次
ヨ
リ
之
文
通
不
容
易
一
四
五
頁
上
五
行
（
昭
和
五
十
一
年
）
↓
（
昭
和
五
十
年
）

●
◎

義
心
付
候
上
者
速
二
村
役
人
等
江
も
訴
出
可
申
之
処
無
其
義
却
而
一
四
五
頁
下
二
十
行
納
額
↓
納
願

●

◎

他
村
江
相
廻
候
其
方
二
候
得
者
最
初
ヨ
リ
小
太
郎
等
と
申
談
近
辺
一
四
七
頁
上
八
行
歎
願
之
越
↓
歎
願
之
趣

村
を
煽
動
致
候
に
而
可
有
之
不
包
可
申
顕
旨
厳
敷
御
吟
味
ヲ
受
候
一
四
八
頁
下
七
’
九
行

得
共
前
条
之
外
差
蔵
し
候
義
更
二
無
御
坐
段
申
上
候
所
右
様
多
人
扣

数
二
随
従
他
村
ま
て
罷
越
加
之
近
藤
弾
次
ヨ
リ
相
廻
候
文
通
外
村
備
前
国
磐
梨
郡
田
原
下
村
百
姓
阿
部
清
太
郎
外
七
人
御
仕
腫
伺
番

へ
致
廻
進
候
始
末
不
埒
之
旨
御
吟
味
ヲ
受
申
披
無
御
坐
奉
恐
入
候
岡
山
県
Ｉ
↓

明
治
四
年
・
岡
山
県
に
お
け
る
農
民
騒
擾
に
関
す
る
裁
判
資
料
口
（
中
山
）

村
方
井
田
原
下
村
へ
私
ヨ
リ
廻
候
様
申
越
候
得
共
不
容
易
ヶ
条

二
付
村
方
之
者
江
者
一
人
も
不
申
聞
直
二
取
消
可
申
と
相
考
候

得
共
追
而
相
願
候
而
者
恐
連
も
有
之
二
付
田
原
下
村
宛
原
村
ヨ

リ
廻
り
状
を
相
認
遺
置
申
候
同
十
二
月
朔
日
昼
八
ッ
時
頃
近
郷

村
を
之
者
多
人
数
竹
貝
吹
立
押
寄
不
随
者
〈
居
宅
打
毅
候
様
申

押
懸
候
付
村
方
之
者
一
同
私
共
原
村
河
原
江
罷
越
候
処
同
郡
二

右
之
通
相
違
不
申
上
候
已
上

明
治
五
年
壬
申
三
月
廿
四
日

断
獄
御
役
所

田
淵
六
郎
次（

未
完
）

(I35)



扣
備
前
国
磐
梨
郡
田
原
下
村
百
姓
阿
部
清
太
郎
外
七
人
御
仕
瞳
伺
播

岡
山
県

明
治
四
年
・
岡
山
県
に
お
け
る
農
民
騒
擾
に
関
す
る
裁
判
資
料
目
（
中
山
）

(I36)



文
部
省
は
平
成
元
年
三
月
、
教
育
職
員
免
許
法
の
改
正
に
つ
い

て
、
大
学
関
係
者
に
対
す
る
説
明
会
を
行
う
と
共
に
、
そ
れ
に
伴

い
、
「
教
育
課
程
」
の
認
定
を
行
な
っ
た
が
、
当
身
延
山
短
期
大

学
に
お
い
て
も
、
今
後
、
「
教
育
課
程
」
を
編
成
す
る
場
合
、
重

要
な
問
題
で
あ
る
の
で
、
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
、
課
題
と
な
る
点
に

つ
い
て
、
当
大
学
に
お
け
る
「
教
育
課
程
」
を
含
め
て
少
し
考
え

て
見
た
い
と
思
う
。

◇

教
員
免
許
状
の
種
類
は
こ
れ
ま
で
一
級
と
二
級
だ
っ
た
も
の

を
、
改
正
後
は
専
修
、
一
種
、
二
種
の
三
つ
と
し
、
小
・
中
・
高

校
、
幼
稚
園
す
べ
て
に
わ
た
っ
て
、
大
学
学
部
卒
で
と
れ
る
教
員

免
許
状
は
一
種
、
短
大
卒
で
は
二
種
、
大
学
院
あ
る
い
は
専
攻
科

修
了
で
は
専
修
と
な
る
。

二
種
免
許
状
取
得
者
は
取
得
後
、
十
五
年
以
内
に
県
教
委
の
講

新
『
教
育
職
員
免
許
制
度
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
渡
辺
）

″
ノ
ー
ト
〃

新
「
教
育
職
員
免
許
制
度
」
に
つ
い
て
の
一
考
察

習
会
な
ど
で
単
位
を
と
り
一
種
に
昇
格
す
る
こ
と
が
奨
励
さ
れ

る
。
昇
格
の
た
め
の
取
得
す
べ
き
単
位
数
は
初
め
四
十
五
単
位
で

教
員
と
し
て
の
実
務
年
限
を
積
む
の
に
応
じ
て
軽
減
さ
れ
十
単
位

ま
で
減
る
が
、
十
五
年
た
っ
て
も
一
種
へ
の
昇
格
を
果
た
さ
な
か

っ
た
ら
、
ま
た
元
の
四
十
五
単
位
へ
戻
る
。
こ
れ
ま
で
短
大
卒
で

二
級
免
許
を
と
っ
て
い
た
人
は
実
務
経
験
十
五
年
で
一
級
（
フ
リ

ー
パ
ス
で
昇
格
し
て
い
た
十
五
年
ゼ
ロ
単
位
制
）
が
、
こ
の
制
度

は
廃
止
さ
れ
る
。

教
員
就
職
を
め
ざ
し
て
大
学
の
教
職
課
程
を
履
修
す
る
学
生
は

「
教
職
に
関
す
る
専
門
科
目
」
と
「
教
科
に
関
す
る
専
門
科
目
」

と
い
う
二
つ
の
科
目
群
を
、
教
育
職
員
免
許
法
の
規
定
に
従
っ
て

定
め
ら
れ
た
科
目
数
、
単
位
数
だ
け
履
修
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
教
育
職
員
免
許
法
の
改
正
に
伴
っ
て
、
履
修
単
位
数
が
か
な

り
ふ
や
さ
れ
た
。

渡
辺
寛
勝
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新
「
教
育
職
員
免
許
制
度
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
渡
辺
）

な
お
法
改
正
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
教
職
課
程
の
認
定
を
受
け

て
い
た
大
学
も
、
も
う
一
度
申
請
し
て
、
再
認
定
し
て
も
ら
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

再
認
定
の
申
請
書
は
平
成
元
年
九
月
三
十
日
ま
で
に
（
資
料

１
）
の
要
領
に
従
っ
て
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
た
。

こ
の
要
領
は
今
回
の
再
認
定
が
一
斉
大
量
に
行
わ
れ
る
た
め
も

あ
っ
て
、
正
規
の
教
職
課
程
認
定
申
請
と
比
べ
る
と
、
ず
っ
と
簡

素
化
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
は
今
回
だ
け
の
措
置
で
あ
っ

て
、
そ
れ
以
後
の
申
請
や
、
教
職
課
程
が
開
設
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
と
こ
ろ
へ
新
規
に
開
設
し
よ
う
と
す
る
申
請
の
場
合
は
、
こ
れ

ま
で
と
同
じ
要
領
で
申
請
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
提

出
期
限
は
平
成
元
年
度
の
場
合
、
大
学
学
部
や
短
大
は
十
月
三
十

一
日
、
大
学
院
や
専
攻
科
は
十
一
月
三
十
日
と
さ
れ
た
。

そ
の
場
合
の
申
請
書
は
再
認
定
の
場
合
に
比
べ
て
ず
っ
と
煩
雑

に
な
る
。

課
程
認
定
に
当
た
っ
て
は
教
員
や
施
設
設
備
、
学
科
等
が
適
格

で
あ
る
か
ど
う
か
の
審
査
が
行
わ
れ
る
が
、
例
え
ば
大
学
教
員
に

県
教
委
の
指
導
主
事
や
退
職
校
長
に
も
適
格
者
と
し
て
道
を
開
く

よ
う
な
、
新
し
い
審
査
の
メ
ド
と
な
る
も
の
が
、
「
課
程
認
定
審

査
の
確
認
事
項
」
と
し
て
出
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
今
回
新
し
く
追

加
し
た
事
項
は
‐
（
資
料
２
）
の
通
り
。
開
設
時
七
十
歳
以
上
の
者

は
専
任
教
員
と
し
て
認
め
ら
れ
な
い
が
、
こ
の
確
認
事
項
に
よ
っ

て
今
回
に
限
り
年
齢
は
不
問
。

教
職
課
程
の
必
要
教
員
数
に
つ
い
て
は
「
大
学
に
お
い
て
教
員

養
成
の
課
程
を
置
く
場
合
の
審
査
内
規
」
に
基
準
が
示
さ
れ
て
い

る
。
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
学
科
等
の
入
学
定
員
に
応
じ
て

（
資
料
３
）
の
基
準
が
定
め
ら
れ
、
四
百
人
定
員
ま
で
は
二
人
の

専
任
教
員
が
必
要
と
な
る
。
改
正
前
に
は
「
必
要
専
任
教
員
数
」

で
は
な
く
「
必
要
教
員
数
」
と
さ
れ
備
考
で
「
う
ち
二
人
専
任
」

と
い
う
記
述
で
あ
り
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
で
は
改
正
前
と
後
で
趣

旨
に
変
わ
り
は
な
い
よ
う
に
承
え
る
が
、
短
大
な
ど
で
は
二
人
の

専
任
が
死
亡
し
た
り
辞
任
し
た
あ
と
補
充
せ
ず
非
常
勤
教
員
を
充

当
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
た
め
、
こ
の
規
定
で
支
障
を
き
た
す

例
も
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
は
便
法
も
設
け
ら
れ
て
い
る
。
正
規
の
審
査
で

は
業
綴
審
査
が
き
び
し
い
が
、
再
認
定
に
当
っ
て
は
業
績
を
問
い

直
す
こ
と
を
し
な
い
で
・
ハ
ス
さ
せ
る
。

ま
た
専
任
教
員
の
う
ち
一
人
は
教
員
原
理
、
一
人
は
心
理
学
の

担
当
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
も
の
を
、
今
回
は
教
育
方

法
、
教
育
行
政
な
ど
の
担
当
者
を
充
て
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。

ま
た
施
設
設
備
に
つ
い
て
の
審
査
も
再
認
定
の
際
に
は
申
請
書
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が
簡
素
化
さ
れ
た
一
環
と
し
て
省
略
さ
れ
、
改
め
て
施
設
設
備
の

審
査
を
受
け
な
く
て
も
よ
い
と
さ
れ
た
。

【
資
料
１
】

【
資
料
２
】

課
程
認
定
審
査
の
確
認
事
項

新
「
教
育
職
員
免
許
制
度
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
渡
辺
）

幅
試
Ａ

○
○
（
短
期
）
↑

さ
せ
る
た
め
の
意

大
学
院
の
課
程
、

深
里
）こ

の
た
び
教
育
卿
員
免
許
法
第
五
条
館
一
頚
勵

一
備
考
第
五
号
及
び
同
法
施
行
規
則
第
二
十
条
の

に
よ
り
免
許
状
授
与
の
所
要
資
格
を
得
さ
せ
る
券

課
程
の
再
認
定
を
受
け
た
く
別
紙
書
煩
を
添
え
ナ

可
づ
じ
式
側
刻
室
一

昨
程
認
宅

金
子
の
竜

私
授
与
の
所
要
資
格
を
狸

甲
請
書
（
正
規
の
課
程
、

吸
科
の
裸
怪
、
聴
識
生
介

表
鑓
規
宅
め
の
窄
惑

昭
和
五
十
三
年
九
月
九
日

課
程
認
定
特
別
委
員
会

１
専
任
教
員
関
係

側
ｌ
側
略

側
教
職
担
当
教
員
の
教
員
審
査
に
当
た
っ
て
は
、
単
に
論
文
や

著
書
の
有
無
に
よ
る
こ
と
な
く
、
当
該
専
攻
分
野
に
関
連
す
る

職
務
上
の
業
績
、
当
該
専
攻
分
野
に
関
連
す
る
職
務
経
験
の
期

間
、
当
該
専
攻
分
野
に
関
連
す
る
資
格
等
を
考
慮
す
る
も
の
と

す
る
。
（
平
成
元
年
三
月
九
日
特
別
委
確
認
）

２
施
設
設
備
関
係
略

３
学
科
等
関
係
略

４
改
正
後
の
教
育
職
員
免
許
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
九
年
十

月
省
令
第
二
十
六
号
）
第
二
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
認
定
を
受

け
よ
う
と
す
る
課
程
が
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
改
正
前
の

教
育
職
員
免
許
法
施
行
規
則
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
り
文
部
大

臣
の
認
定
を
受
け
て
い
る
課
程
で
あ
る
場
合
に
は
、
教
員
組
織

の
審
査
に
当
た
っ
て
審
査
基
準
の
３
の
い
及
び
確
認
事
項
１
の

い
は
適
用
し
な
い
も
の
と
し
、
ま
た
、
こ
の
場
合
、
当
分
の

間
、
特
別
の
事
情
の
あ
る
と
き
は
、
審
査
基
準
１
の
側
及
び
審

査
内
規
の
Ａ
の
川
は
適
用
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
、
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新
「
教
育
職
員
免
許
制
度
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
渡
辺
）

審
査
内
規
の
Ａ
の
３
の
い
の
①
の
イ
の
表
の
養
謹
学
校
教
員
養

成
の
学
科
等
に
係
る
必
要
専
任
教
員
数
及
び
審
査
内
規
別
表
の

適
用
に
つ
い
て
は
、
平
成
六
年
度
ま
で
は
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

（
平
成
元
年
三
月
九
日
特
別
委
確
認
）

【
資
料
３
】

教
職
に
関
す
る
専
門
教
育
科
目

課
程
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
学
科
等
ま
た
は
当
該
大
学
の
い

ず
れ
か
の
学
科
等
（
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
大
学
が
二
か
所
以
上

に
分
か
れ
て
い
る
場
合
は
、
団
地
ご
と
に
い
ず
れ
か
の
学
科
等
）

に
つ
い
て
、
次
の
表
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
必
要
な
教
員
を
置

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

備
考

１
必
要
専
任
教
員
数
の
う
ち
、
原
則
と
し
て
、
一
人
以
上
は

「
教
育
の
本
質
及
び
目
標
に
関
す
る
科
目
」
及
び
「
教
育
に
係

る
社
会
的
、
制
度
的
ま
た
は
経
営
的
な
事
項
に
関
す
る
科
目
」

に
つ
い
て
、
ま
た
、
一
人
以
上
は
「
幼
児
、
児
童
ま
た
は
生
徒

の
心
身
の
発
達
及
び
学
習
の
過
程
に
関
す
る
科
目
」
及
び
「
教

育
の
方
法
及
び
技
術
（
情
報
機
器
及
び
教
材
の
活
用
を
含
む
）

に
関
す
る
科
目
」
に
つ
い
て
専
任
教
員
を
置
く
こ
と
。

２
必
要
専
任
教
員
数
の
う
ち
、
一
人
以
上
は
「
教
育
の
本
質
及

び
目
標
に
関
す
る
科
目
」
、
「
幼
児
、
児
童
ま
た
は
生
徒
の
心

身
の
発
達
及
び
学
習
の
過
程
に
関
す
る
科
目
」
、
「
教
育
に
係

る
社
会
的
、
制
度
的
ま
た
は
経
営
的
な
事
項
に
関
す
る
科
目
」

ま
た
は
「
教
育
の
方
法
及
び
技
術
（
情
報
機
器
及
び
教
材
の
活

用
を
含
む
）
に
関
す
る
科
目
」
を
担
任
す
る
教
授
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
。

◇

教
育
職
員
免
許
法
改
正
の
大
き
な
柱
の
一
つ
に
、
履
修
単
位
の

大
幅
な
増
加
が
あ
げ
ら
れ
る
。

例
え
ば
中
高
校
の
「
教
職
に
関
す
る
科
目
」
で
は
十
四
単
位
か

ら
十
九
’
十
七
単
位
へ
増
加
、
ま
た
中
高
校
の
「
教
科
に
関
す
る

科
目
」
で
は
、
こ
れ
ま
で
理
科
、
社
会
の
よ
う
な
広
教
科
（
甲
）

が
四
十
単
位
、
国
語
、
英
語
、
数
学
の
よ
う
な
狭
教
科
（
乙
）
が

三
十
二
単
位
と
さ
れ
て
い
た
が
、
法
改
正
後
は
ど
の
教
科
も
一
律

に
甲
の
四
十
単
位
に
足
並
象
を
そ
ろ
え
さ
せ
ら
れ
た
た
め
、
乙
の

場
合
は
八
単
位
の
増
加
と
な
る
。
こ
れ
は
学
生
に
と
っ
て
は
負
担

増
と
な
る
が
、
教
職
課
程
を
お
く
大
学
に
と
っ
て
は
、
増
加
し
た

履
修
単
位
の
た
め
に
ど
ん
な
科
目
を
開
講
す
れ
ば
よ
い
か
と
い
う

問
題
と
な
っ
て
早
急
に
対
処
を
迫
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
法
改

正
後
の
教
科
の
呼
び
方
が
改
正
前
と
比
べ
て
か
な
り
変
わ
っ
て
し
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ま
っ
た
の
で
、
元
の
科
目
が
ど
れ
に
当
た
る
の
か
は
っ
き
り
し
な

い
と
い
っ
た
事
情
も
あ
っ
て
、
大
学
側
の
困
惑
が
強
か
っ
た
。

（
表
１
）
は
改
正
後
の
「
教
職
に
関
す
る
科
目
」
名
と
単
位
数

だ
が
、
改
正
前
は
例
え
ば
中
学
校
一
級
の
「
教
育
原
理
」
は
三
単

位
、
「
教
育
心
理
学
」
も
三
単
位
と
い
う
ふ
う
に
な
っ
て
い
た
。

改
正
後
は
そ
う
い
う
ハ
ツ
キ
リ
し
た
科
目
名
に
替
わ
っ
て
、
第
二

欄
に
は
「
教
育
の
本
質
お
よ
び
目
標
に
関
す
る
科
目
」
、
「
幼
児

・
児
童
．
ま
た
は
生
徒
の
心
身
の
発
達
お
よ
び
学
習
の
過
程
に
関

す
る
科
目
」
、
「
教
育
に
係
る
社
会
的
、
制
度
的
ま
た
は
経
営
的

な
事
項
に
関
す
る
科
目
」
、
「
教
育
の
方
法
お
よ
び
技
術
（
情
報

機
器
お
よ
び
教
材
の
活
用
を
含
む
）
に
関
す
る
科
目
」
の
四
領
域

で
中
学
校
一
種
で
は
八
単
位
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て

い
る
。こ
の
四
領
域
に
は
改
正
前
の
「
教
育
原
理
」
、
「
教
育
心
理

学
」
、
「
教
育
社
会
学
」
（
ま
た
は
「
教
育
行
政
」
、
「
教
育
経

営
」
）
、
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
」
（
ま
た
は
「
視
聴
覚
教
育
」
）
の

よ
う
な
も
の
を
置
け
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
四
領
域
で
八
単
位
と
す
る
単
純
に
割
れ
ば
一
科
目
二
単
位

ず
つ
と
な
る
。
こ
れ
ま
で
大
学
で
は
教
育
原
理
や
教
育
心
理
学
は

ど
ち
ら
も
通
年
の
四
単
位
科
目
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
が
、

改
正
後
の
や
り
方
だ
と
半
期
の
二
単
位
科
目
に
な
っ
て
し
ま
う
恐

新
「
教
育
職
員
免
許
制
度
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
渡
辺
）

れ
も
あ
る
Ｉ
と
し
て
、
大
学
側
か
ら
反
発
が
出
て
い
た
。

そ
こ
で
教
育
原
理
は
「
教
育
の
本
質
」
と
「
教
育
の
社
会
的
、

制
度
的
事
項
」
の
両
方
に
ふ
た
ま
た
か
け
る
教
科
と
し
て
合
わ
せ

て
四
単
位
と
す
る
こ
と
が
可
能
か
ど
う
か
と
い
う
疑
問
が
出
さ
れ

た
。
こ
れ
に
対
し
文
部
省
側
は
「
そ
れ
は
よ
か
ろ
う
」
と
答
え
た

が
、
同
じ
や
り
方
で
教
育
心
理
学
に
も
ふ
た
ま
た
か
け
さ
せ
て
四

単
位
と
し
、
合
計
二
科
目
で
八
単
位
で
は
、
結
局
昔
の
ま
ま
で
何

ら
変
化
が
な
い
と
し
て
「
そ
れ
は
ま
ず
い
」
と
指
導
が
行
わ
れ
る

こ
と
に
な
ろ
う
。

文
部
省
は
教
免
法
施
行
規
則
等
の
改
正
通
達
の
中
で
留
意
事
項

と
し
て
「
第
二
欄
の
教
職
科
目
は
一
部
の
科
目
に
偏
る
こ
と
な

く
、
で
き
る
限
り
均
等
に
授
業
科
目
を
設
定
し
修
得
で
き
る
よ
う

に
配
慮
す
る
こ
と
。
な
お
二
以
上
の
教
職
科
目
の
内
容
を
包
括
す

る
授
業
科
目
を
設
定
し
修
得
さ
せ
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
こ
と
」

「
大
学
は
自
校
の
授
業
科
目
と
第
二
欄
の
教
職
科
目
と
の
対
応
に

つ
い
て
、
免
許
状
授
与
権
者
（
教
育
委
員
会
）
に
対
し
て
文
書
で

示
す
こ
と
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
ふ
た
ま
た
か
け
る
科
目

は
少
し
認
め
る
が
、
あ
ま
り
や
り
す
ぎ
る
と
、
教
委
か
ら
ク
レ
ー

ム
が
つ
く
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。

教
職
科
目
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
の
十
四
単
位
か
ら
十
九
単
位

へ
と
五
単
位
ふ
え
た
が
ふ
え
た
中
身
は
第
三
棚
の
「
特
別
活
動
に
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新
「
教
育
職
員
免
許
制
度
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
渡
辺
）

関
す
る
科
目
（
ク
ラ
ブ
活
動
の
指
導
な
ど
）
」
が
二
単
位
、
第
五

欄
の
「
生
徒
指
導
に
関
す
る
科
目
」
二
単
位
が
い
ず
れ
も
新
設
、

第
六
欄
の
教
育
実
習
は
こ
れ
ま
で
の
二
単
位
か
ら
三
単
位
へ
と
一

単
位
ふ
え
た
。

こ
れ
ら
の
中
身
を
点
検
し
て
ゑ
る
と
、
特
別
活
動
も
生
徒
指
導

も
こ
れ
ま
で
大
学
教
員
の
中
に
あ
ま
り
専
門
家
が
い
な
い
。
そ
こ

で
「
専
門
家
は
退
職
校
長
や
教
育
委
員
会
の
指
導
主
事
が
い
る
か

ら
ど
う
ぞ
大
学
教
員
に
採
用
し
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
大
学
教
員
採
用
基
準
は
論
文
な
ど
の
研
究
実
績
が
こ
れ
ま
で

重
視
さ
れ
、
研
究
実
績
の
な
い
人
は
文
部
省
で
ふ
る
い
落
と
し
て

き
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
研
究
実
績
の
な
い
退
職
校
長
や
指
導
主
事

に
も
道
が
開
か
れ
る
。
そ
の
た
め
に
課
程
認
定
特
別
委
員
会
が
平

成
元
年
三
月
九
日
付
で
確
認
し
た
「
課
程
認
定
審
査
の
確
認
事

項
」
で
「
教
職
担
当
教
員
の
教
員
審
査
に
当
た
っ
て
は
単
に
論
文

や
著
雷
の
有
無
に
よ
る
こ
と
な
く
、
当
該
専
攻
分
野
に
関
連
す
る

職
務
上
の
業
綴
、
職
務
経
験
期
間
、
資
格
等
を
考
慮
す
る
も
の
と

す
る
」
と
設
け
ら
れ
て
あ
る
。
こ
う
い
う
人
た
ち
の
採
用
を
文
部

省
で
は
「
現
場
と
の
融
和
を
高
め
る
た
め
」
に
推
奨
し
て
い
る
。

中
学
校
免
許
状
の
教
育
実
習
は
従
来
の
二
単
位
か
ら
三
単
位
へ

と
一
単
位
増
に
な
っ
た
が
、
こ
れ
は
事
前
事
後
指
導
に
充
て
る
こ

と
に
し
て
い
る
。
し
か
し
将
来
的
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど

に
も
教
育
実
習
の
単
位
を
与
え
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
と
い
わ

れ
る
。
次
に
「
教
科
に
関
す
る
科
目
」
は
甲
乙
の
区
別
な
く
全
科

目
を
甲
へ
の
足
並
み
統
一
で
ま
と
め
た
。
し
た
が
っ
て
旧
来
の
乙

教
科
だ
っ
た
も
の
を
中
心
に
履
修
単
位
増
加
や
新
科
目
の
開
設
が

目
立
っ
て
い
る
。

中
学
校
を
み
る
と
、
国
語
で
は
謹
道
が
単
位
増
、
理
科
は
物

理
、
化
学
、
生
物
、
地
学
の
実
験
に
す
べ
て
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
活

用
を
含
む
」
と
の
記
述
が
加
え
ら
れ
た
。

数
学
で
は
測
量
が
な
く
な
っ
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
入
っ
て
き
て

全
体
に
単
位
増
と
な
っ
た
。
技
術
に
は
情
報
基
礎
を
新
設
。
英
語

は
こ
れ
ま
で
の
「
英
会
話
及
び
英
作
文
」
を
「
英
語
コ
ミ
ュ
’
一
ケ

ー
シ
ョ
ン
」
に
替
え
て
単
位
増
と
し
た
ほ
か
「
比
較
文
化
」
を
新

設
し
た
。

こ
の
よ
う
に
大
学
で
の
教
職
課
程
履
修
は
専
門
性
を
高
め
る
た

め
に
単
位
を
ふ
や
す
こ
と
を
義
務
づ
け
な
が
ら
、
一
方
で
は
社
会

人
や
退
職
校
長
の
登
用
の
よ
う
に
採
用
基
準
を
緩
和
す
る
方
向
も

打
ち
出
さ
れ
、
二
つ
の
流
れ
が
必
ず
し
も
整
合
性
が
あ
る
と
は
い

い
に
く
い
面
も
出
て
い
る
。
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<改正後＞〔表1〕

新
「
教
育
職
員
免
許
鬮
度
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
渡
辺
）

一

一

種
／

／免
許
状

藻 l棚

｛
ハ

一

一
一
一

一

五

－

(I43)

一
種
免
許
状

Ｐ
■
Ｂ
ｐ
Ｐ
Ｄ
Ｉ
Ａ
■
ｂ
ゆ
‐
ｂ
ｂ

一
種
免
許
状

専
修
免
許
状

二
極
免
許
状

一
種
免
許
状

専
修
免
許
状

二
種
免
許
状

一
種
免
許
状

専
修
免
許
状

十 ｐ
ｌ
■
戸

八
（
五
）

四
（
三
）

八
（
五
）

四
へ
一

一

一

ｰ

六
（
五
）

四
（
二
）

八
（
五
）

一
ハ
（
一
二
）

八
（
五
）

｛
ハ
（
一
二
）

｛
ハ

一

四

十
二

二

十
一

一

’
一
一
一
一

目る関標ぴ質の教
科すに目及本育

目る関程の学及発身の生又児幼
科すに過習ぴ達の心徒は童児

目る関項な常は的制会るに教
科すに事的経又度的社係育

ぴ
技
鍵
繩
ぴ
教
の
活
を
含

◎
）
関
す
科
目
るにむ用材及報術

教
育
の

幸
■
、
■
ｒ
凸
凸
』
や
Ｉ
Ｄ
Ｆ
》

目る関法教教
科すに育科

目す育道
徳
教
に
関
る
科

目す動特
別
活
に
関
る
科

第
二
欄
一
第
三
棚

般
低
修
銅

一
八
一
一
五

一

八

五

一
一

一
二
（
一
）

’
一
一
一
一
二
（
一
）

’
一
一
一
一
一
一

一
一

一
二
（
一
）

一
一

二
一
（
一
）

二

五

二

五 五

るに程教
科関一育
目す般課

目す容保
育
内
に
関
る
科

る
科
目

指
導
に
関
す法

目す談教
音
轌
稲

に
関
る
科
叢
び指

生
徒

導
、

教指

育
相
談

及
び
進

路
指
導

に
関
す

る
科
目

習教
育
実

第
四
棚
一
第
五
欄
一
第
六
欄

両
単
位
数



◇

今
回
の
改
正
は
、
初
任
者
研
修
制
度
の
導
入
、
実
施
と
、
教
師

の
力
量
形
成
に
か
か
る
全
体
的
な
枠
組
象
を
養
成
、
採
用
・
研
修

〔表2〕 （抜粋） (改正後）

可
『
八

新
「
教
育
職
員
免
許
制
度
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
渡
辺
）

胃
平
却
謬
吉
同
園
肌
旧

そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
の
と
こ
ろ
で
、
政
策
側
が
構
造
的
に
と
ら
え
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
、
教
職
課
程
の
弾
力
化
と
か
多
様
性
と
か
、

広
く
社
会
に
開
く
と
い
う
こ
と
を
で
、
特
別
免
許
状
な
ど
と
い
う

－

(I44)

宗
教
学

宗
教
史

「
教
理
学
、
哲
学
」

英
語
学

英
米
文
学

英
語
コ
ミ
ュ
’
一
ケ
ー
シ
ョ
ン

比
較
文
化
（
外
国
事
情
を
含
む
）

日
本
史
及
び
外
国
史

地
理
学
（
地
誌
を
含
む
。
）

「
法
律
学
、
政
治
学
」

「
社
会
学
、
経
済
学
」

「
哲
学
、
倫
理
学
、
宗
教
学
」

国
語
学
（
音
声
言
語
及
び
文
章
表
現
に
関
す
る
も
の
を
含
む
。
）

国
文
学
（
国
文
学
史
を
含
む
。
）
㈱

漢
文
学

書
道
（
書
写
を
中
心
と
す
る
。
）

八
又
は
六

八
又
は
六

六
叉
は
四

計
二
○

計

一
一

○二六六六

計

一
一

○四二二六六

八
又
は
六

八
又
は
六

四
叉
は
二四

計
二
○



の
は
臨
教
審
の
意
見
を
取
り
入
れ
て
、
雇
用
者
、
任
免
権
者
が
適

当
な
人
物
で
あ
る
と
認
め
た
ら
、
す
ぐ
試
験
し
て
、
免
許
状
を
出

す
と
同
時
に
採
用
と
な
る
。
そ
れ
と
ク
ラ
ブ
活
動
の
指
導
者
に
関

し
て
は
免
許
状
な
し
に
任
免
権
者
の
承
認
を
得
て
採
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
非
常
勤
講
師
制
度
、
特
別
課
程
と
い
っ
て
大
学

を
出
た
後
一
年
間
で
教
師
の
免
許
が
取
れ
る
よ
う
な
．
年
課

程
」
と
い
う
の
を
大
学
が
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

課
程
認
定
と
は
、
文
部
大
臣
が
十
分
と
認
め
た
大
学
や
短
大
で

だ
け
免
許
状
取
得
の
コ
ー
ス
を
開
設
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
、
開

放
制
の
本
質
に
従
え
ば
大
学
が
独
自
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
開
発
し

て
必
要
と
見
な
さ
れ
る
科
目
を
開
設
し
、
そ
の
科
目
を
履
修
し
た

学
生
に
免
許
状
取
得
要
件
と
し
て
の
単
位
を
認
定
す
る
と
い
う
の

が
建
前
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
対
し
て
、
文
部
大
臣
が
認
可
す
る
と

い
う
手
続
き
が
加
わ
り
、
一
回
目
の
修
正
が
開
放
制
に
つ
い
て
行

わ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

教
職
専
門
科
目
に
は
、
従
来
か
ら
の
科
目
で
い
う
と
教
育
原
理

・
教
育
心
理
・
教
育
社
会
学
・
教
育
政
策
・
教
育
方
法
・
情
報
機

器
な
ど
が
あ
っ
て
、
一
方
教
育
課
程
に
関
す
る
科
目
と
し
て
、
教

科
と
道
徳
と
特
別
活
動
、
即
ち
、
学
習
指
導
要
領
の
三
領
域
に
相

当
す
る
も
の
が
配
当
さ
れ
て
い
る
。
高
校
の
場
合
道
徳
教
育
は
な

い
。
そ
の
次
に
生
徒
指
導
に
関
す
る
も
の
。
そ
れ
に
特
別
活
動
。

新
「
教
育
職
員
免
許
制
度
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
渡
辺
）

さ
ら
に
教
育
実
習
を
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

教
育
実
習
に
つ
い
て
は
二
単
位
で
よ
か
っ
た
も
の
を
三
単
位
に

増
や
し
て
そ
の
中
で
事
前
、
事
後
指
導
を
充
実
さ
せ
る
。

教
育
職
員
免
許
法
改
正
に
先
立
つ
教
養
審
の
答
申
で
は
、
科
目

名
を
明
確
に
す
る
の
で
は
な
く
て
、
一
般
的
な
目
的
を
明
ら
か
に

し
て
大
学
で
教
職
課
程
の
教
育
内
容
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
自
発
的

に
組
象
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。

◇

教
育
職
員
免
許
法
の
改
正
が
、
平
成
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
一
級
、
二
級
が
一
種
、
二
種
と
改
め
ら
れ
、

さ
ら
に
大
学
院
卒
に
相
当
す
る
専
修
免
許
状
が
新
設
さ
れ
た
。
こ

れ
に
と
も
な
い
大
学
、
短
期
大
学
で
の
教
職
課
程
の
修
得
単
位
数

の
増
加
や
科
目
に
も
変
化
が
承
ら
れ
た
ほ
か
、
こ
れ
ま
で
の
教
育

課
程
も
再
度
、
平
成
元
年
九
月
三
十
日
ま
で
に
課
程
を
受
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
当
短
期
大
学
の
「
教
育
課
程
」
に

つ
い
て
関
係
す
る
こ
と
を
上
げ
て
見
た
い
と
思
う
。

第

一

資
料
１
、
身
延
短
期
大
学
学
則
（
抜
粋
）

第
一
章
総
則

条
本
学
は
教
育
基
本
法
及
び
学
校
教
育
法
の
定
め

る
処
に
従
い
立
正
安
国
の
精
神
に
則
り
健
全
な
る

(145)



新
「
教
育
職
員
免
許
制
度
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
渡
辺
）

社
会
人
と
し
て
必
要
な
専
門
教
育
を
施
し
、
学
術

の
理
論
及
び
応
用
を
教
授
し
時
代
に
即
応
し
得
る

人
材
を
養
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
五
章
教
育
課
程
及
び
履
修
方
法
等

第
十
八
条
授
業
科
目
を
分
け
て
、
一
般
教
育
科
目
、
外
国

語
科
目
、
保
健
体
育
科
目
、
及
び
専
門
教
育
科
目

と
す
る
。

第
六
章
卒
業
等

第
二
十
九
条
本
学
を
卒
業
す
る
た
め
に
は
、
学
生
は
三
年
以

上
在
学
し
、
別
表
第
一
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

九
十
三
単
位
以
上
を
取
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

第
三
十
一
条
本
学
に
お
い
て
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
資
格

及
び
免
許
状
の
種
類
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。

宗
教
学
科
中
学
校
教
諭
二
種
普
通
免
許
状
（
宗

教
・
社
会
）
日
蓮
宗
僧
階
（
大
講

師
）

二
中
学
校
教
諭
二
種
普
通
免
許
状
（
宗
教
・
社
会
）

を
取
得
し
よ
う
と
す
る
者
は
別
表
一
に
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
五
六
単
位
以
上
を
取
得
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

履
修
方
法

〔
一
〕
一
般
教
育
科
目
と
そ
の
履
修
に
つ
い
て

一
）
人
文
科
学

単
位
相
当
学
年

哲
学
Ｉ
二
一
（
集
中
講
義
）

哲
学
Ⅱ
二
二

文
学
Ｉ
二
一
（
前
期
）

文
学
Ⅱ
二
二
（
後
期
）

歴
史
学
四
Ｊ

仏
教
学
四

班く

十
六
単
位
よ
り
八
単
位
以
上
履
修
す
る
こ
と
。

た
だ
し
、
哲
学
Ｉ
、
Ⅱ
、
文
学
Ｉ
、
Ⅱ
は
一
組
の
単
位
と
な

る
二
）
社
会
科
学

社
会
学
四

法
学
二
二

経
済
学
二
三

政
治
学
二
二
（
後
期
）

十
単
位
よ
り
八
単
位
以
上
履
修
す
る
こ
と
。

三
）
自
然
科
学



数
学
四

物
理
学
四
二

生
物
学
四

化
学
休
講

十
二
単
位
よ
り
、
八
単
位
以
上
履
修
す
る
こ
と
。

〔
二
〕
専
門
科
目
と
そ
の
履
修
に
つ
い
て

必
修
科
目

単
位
相
当
学
年

実
践
仏
教
学
二
三

法
華
経
講
義
四
二

卒
業
論
文
四
三

選
択
必
修
Ｉ

祖
書
学
Ｉ
四
一
十
二
単
位
中
八
単
位
選
択

祖
書
学
Ⅱ
四
二

祖
書
学
Ⅲ
四
三

選
択
必
修
Ⅱ

宗
学
概
論
四
二
十
二
単
位
中
八
単
位

宗
学
基
礎
演
習
四

宗
史
演
習
四
二

選
択
必
修
Ⅲ

天
台
学
Ｉ
四
一
十
六
単
位
中
十
二
単
位

新
「
教
育
職
員
免
許
制
度
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
渡
辺
）

天
台
学
Ⅱ
四
二

仏
教
学
１
Ａ
二
二
（
前
期
）

Ｉ
Ｂ
二
二

仏
教
学
Ⅱ
四
三

選
択
必
修
Ⅳ

印
度
仏
教
史
四
一
十
二
単
位
中
八
単
位

支
那
仏
教
史
四
二

日
本
仏
教
史
四
三

選
択
必
修
Ｖ
宗
教
哲
学
四
三

宗
教
学
四
二

梵
語
Ｉ梵
語
Ⅱ
二

専
門
科
目
Ｉ
～
Ⅳ
必
須
四
十
六
単
位
を
履
修
し
残
り
の
教
科

に
選
択
必
須
Ｖ
を
加
え
た
八
教
科
（
二
十
六
単
位
）
中
十
二

単
位
を
選
択
す
る
。
合
計
五
十
八
単
位
以
上
履
修
す
る
。

〔
三
〕
外
国
語
科
目

単
位
相
当
学
年

英
語
Ｉ
二

英
語
Ⅱ
二
二

英
語
Ⅲ
二
三

(I47)



新
「
教
育
職
員
免
許
制
度
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
渡
辺
）

仏
教
英
語
Ｉ
一

仏
教
英
語
Ⅱ
一
二

八
単
位
よ
り
七
単
位
以
上
を
履
修
す
る
。

〔
四
〕
体
育
科
目

単
位
相
当
学
年

講
義
二
三

実
技
二

柔
道
体
育
実
技
Ｉ
二

″
汀
Ⅱ

一
一
一

以
上
必
修
と
す
る
。

〔
五
〕
教
育
職
員
免
許
状
に
関
す
る
科
目
と
そ
の
履
修
に
つ
い
て

一
）
免
許
状
の
種
類

中
学
校
教
諭
二
種
普
通
免
許
状
（
社
会
・
宗
教
）

二
）
基
礎
資
格

本
学
卒
業
資
格

三
）
免
許
状
取
得
に
必
要
な
履
修
科
目

ア
）
教
職
専
門
科
目

単
位
相
当
学
年

教
育
原
理
三

教
育
心
理
三
三

青
年
心
理
三
二

社
会
科
教
育
法
一
挫
雲
一
一
三
三

″宗
教
科
教
育
法
三
三

教
育
実
習
三
三

道
徳
教
育
の
研
究
二
三

特
別
活
動
の
研
究
二

教
育
史
（
前
期
）
二

生
活
指
導
・
教
育
相
談
一
二

教
育
方
法
論
一
集
中
講
義

イ
）
教
科
専
門
科
目

日
本
史
四

外
国
史
四

哲
学
概
論
四
二

倫
理
学
四
三

法
学
概
論
二
二

社
会
学
四
三

地
理
学
六
三

但
し
、
教
育
実
習
を
受
け
よ
う
と
す
る
も
の
は
、
実
習

を
受
け
る
学
年
ま
で
に
「
教
育
原
理
」
を
取
得
し
て
い

な
け
れ
ば
、
教
育
実
習
は
で
き
な
い
。
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平
成
元
年
九
月
三
十
日

申
請
者
名
学
校
法
人
身
延
山
短
期
大
学
学
園

理
事
長
望
月
一
靖

文
部
大
臣
石
橋
一
弥
殿

新
「
教
育
職
員
免
許
制
度
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
渡
辺
）

資
料
２
、
再
課
程
申
請
及
び
認
定

身
延
山
短
期
大
学
の
免
許
状
授
与
の
所
要
資
格
を
得
さ
せ
る
た
め

の
再
課
程
認
定
申
請
書
（
正
規
の
課
程
、
及
び
聴
講
生
の
課
程
）

こ
の
た
び
教
育
職
員
免
許
法
第
五
条
第
一
項
別
表
第
一
備
考
第

五
号
及
び
同
法
施
行
規
則
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
り
免
許
状
授
与

の
所
要
資
格
を
得
さ
せ
る
た
め
の
課
程
の
再
認
定
を
受
け
た
く
別

紙
書
類
を
添
え
て
申
請
し
ま
す
。

〔
法
要
出
仕
〕

毎
月
十
三
日
の
御
聖
日
（
読
諦
会
・
御
廟
参
）
と
そ
の
他
法
難

会
等
の
本
山
法
要
出
仕
を
指
す
。

出
席
日
数
を
も
っ
て
認
定
す
る
。

各
学
年
必
修
と
す
る
。

又
法
要
出
仕
の
服
装
は
第
一
正
装
と
す
る
。

第
一
正
装
と
は
、
居
士
衣
・
五
条
・
ハ
ヵ
マ
姿
を
い
う
。

女
子
は
学
校
の
指
示
に
し
た
が
う
。

文
教
教
第
四
十
号

平
成
二
年
三
月
二
十
六
日

学
校
法
人

身
延
山
短
期
大
学
学
園
理
事
長
殿

文
教
教
第
四
十
号

学
校
法
人
身
延
山
短
期
大
学
学
園

教
育
職
員
免
許
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
一
四
七
号
）
別
表

第
一
備
考
第
五
号
に
規
定
す
る
免
許
状
授
与
の
所
要
資
格
を
得
さ

せ
る
た
め
の
大
学
の
正
規
の
課
程
と
し
て
下
記
の
と
お
り
認
定
す

る
Ｏ

平
成
二
年
三
月
二
十
六
日

文
部
大
臣
保
利
耕
輔

記

一
、
大
学
、
課
程
の
名
称
、
免
許
状
の
種
類
及
び
免
許
教
科

二
、
適
用
時
期
平
成
二
年
四
月
一
日

大
学
名
一
学
部
名
一
鐸
銅

身
延
山

短
期
大
学

宗
教
科
■－

免
許
状
の
種
類
一
紬
需
Ｉ
神
簔
唾
鍵
赫
聿
錘
霊
需
雑
一
諸
準
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新
「
教
育
職
員
免
許
制
度
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
渡
辺
）

文
部
省
教
育
助
成
局
長

倉
地
克
次

教
員
の
免
許
状
授
与
の
所
要
資
格
を
得
さ
せ
る

た
め
の
課
程
の
認
定
に
つ
い
て
（
通
知
）

標
記
の
こ
と
に
つ
い
て
、
別
紙
の
と
お
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
の
で

通
知
し
ま
す
。

今
後
下
記
の
事
項
に
留
意
の
う
え
、
遺
漏
の
な
い
よ
う
願
い
ま

す
。

記

一
法
改
正
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
教
育
課
程
、
教
員
組
織
等
に
つ

い
て
、
そ
の
水
準
の
維
持
向
上
に
努
め
る
こ
と
。
特
に
、
一
般

的
包
括
的
授
業
科
目
の
充
実
、
退
職
教
員
の
後
補
充
等
に
つ
い

て
は
留
意
す
る
こ
と
。

二
申
請
に
係
る
教
育
課
程
等
に
つ
い
て
、
変
更
し
よ
う
と
す
る

際
は
、
あ
ら
か
じ
め
協
議
す
る
こ
と
。

三
学
則
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
規
定
に
お
い
て
、
学
科
等
ご
と
に

取
得
で
き
る
免
許
状
の
種
類
を
明
記
す
る
こ
と
。

四
新
た
に
学
科
等
を
設
置
等
し
、
教
員
の
免
許
状
授
与
の
所
要

資
格
を
得
さ
せ
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
改
め
て
申
請
を
行
う
こ

し
色
○

教
科

公
民
一
現
代
社
会
一
四
一
四

資
料
３
、
（
新
）
学
習
指
導
要
領
に
よ
る

身
延
山
高
等
学
校
教
育
課
程
（
案
）

礎
一
也
里
Ｂ
’
四
一
ｍ

国
語
Ｉ
一
四
一
四

国
語
Ⅱ
一
庇Ｉ
項
宛
牛
阻
霊
堀
一
一
↑1

科
目

標
準
単
位
－

一
一
一
一
一
一
一
一

学
年
別
編
成

万|吾|玩 実
施
単
位四四

(150)



健
育

家
庭
一
生
活
一
般
一
四
一
二
一
二
一
一
四

外国 理科 数
一

教

一

芸 術

音
楽
Ｉ

数
学
Ⅲ
一
三
一
一

宗
義
大
意

書
道
Ⅱ
一
一
一
一
一
一
一
一

書
道
Ｉ
一
二
一
一
一
一
一
一
二

体
育
一
一
○
一
三
一
三
一
四
一
一
○

地
学
１
Ａ

総
合
理
科
一
四
一
二
一
二
一
一
四

ラ
イ
‐
テ
ィ
ン

グ日
蓮
聖
人
伝
一
一
一
一
一
一
一
一

新
「
教
育
職
員
免
許
制
度
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
渡
辺
）

オ
ー
ラ
ル
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
Ａ

詔
Ｉ
｜
匹
一
庇
‐
満
Ⅱ
’
四
一

’
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

’
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

’
一
一
一

’
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一

’
’
’
一
一
一 一

一

－

一
一
一

'二’
一
一
一三

以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
新
「
教
育
職
員
免
許
制
度
」
に
つ
い
て

課
題
の
概
要
に
少
し
ふ
れ
て
ぷ
た
が
、
当
身
延
山
短
期
大
学
に
お

い
て
も
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
充
分
考
慮
に
入
れ
な
が
ら
、
こ
れ
か

ら
の
「
教
育
課
程
」
の
編
成
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
。

宗

｜
合
計
一
九
八
一
三
六
一
三
○
’
三
二
一
九
八

仏
教

法
要
Ｈ
・
Ｒ
活
動
一
三

Ｉ
ク
ラ
ブ
活
動
一
三

大
意
一
式
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一

－■一

｜
’

一『一

－■－

一一■一

－■－

’
’
一

一■一

－■－

l-l-l-l-l-l三’三

(15I)

保
健
一
一

一

一

釈
尊
伝

天
台
学

法
華
経
大
意

祖
書
概
説

祖
書
講
読

一 一 一 一 一

一

一 一

一 一



一
は
じ
め
に

（
令
４
）

森
鴎
外
が
い
わ
ゆ
る
「
豊
熟
の
時
代
」
（
明
四
○
ｌ
大
五
）
の
後
半
に
書
い
た
「
歴
史
小
説
」
と
呼
ば
れ
る
作
品
群
は
、
い
ず
れ
も
格

調
の
高
い
名
作
揃
い
で
あ
る
が
、
そ
の
中
の
半
数
に
近
い
作
品
中
で
女
性
が
重
要
な
役
割
を
演
じ
て
い
る
。
『
安
井
夫
人
』
の
よ
う
に
、

す
で
に
題
名
か
ら
し
て
女
性
が
主
人
公
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
作
品
の
場
合
は
そ
う
な
っ
て
も
当
然
で
あ
る
が
、
形
の
上
で
は
男
が
主
役
に

な
っ
て
い
る
と
言
え
る
も
の
で
、
実
は
脇
役
の
（
場
合
に
よ
っ
て
は
脇
役
の
中
で
も
そ
れ
ほ
ど
目
立
た
な
い
位
置
に
い
る
と
思
わ
れ
て
い

る
）
女
性
が
き
わ
め
て
生
彩
に
富
む
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
て
、
そ
の
女
性
を
抜
き
に
し
て
は
そ
の
作
品
は
成
り
立
ち
得
な
い
と
言
っ

鴎
外
歴
史
小
説
の
中
の
女
性
像
（
小
泉
）

鴎
外
歴
史
小
説
の
中
の
女
性
像

七六五四三二一

は
じ
め
に

『
護
持
院
ヶ
原
の
敵
討
』
の
「
り
よ
」

『
安
井
夫
人
』
の
「
佐
代
」

『
山
椒
大
夫
』
の
「
安
寿
」

『
最
後
の
一
句
』
の
「
い
ち
」

『
渋
江
抽
斎
』
の
「
五
百
」

歴
史
小
説
か
ら
史
伝
へ

小

泉
立
身

(I")



さ
ら
に
、
そ
う
い
う
女
性
た
ち
一
人
一
人
に
つ
い
て
見
て
い
く
と
、
そ
れ
ぞ
れ
が
極
め
て
鮮
明
な
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
個
性
的
な
女
性

た
ち
で
あ
る
と
共
に
、
相
互
の
間
に
は
共
通
す
る
特
性
が
多
く
認
め
ら
れ
て
、
全
体
と
し
て
一
つ
の
女
性
像
に
集
約
さ
れ
て
く
る
よ
う
な

気
が
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
う
し
た
女
性
像
を
次
次
と
生
承
出
し
て
み
せ
た
作
者
の
心
を
、
片
隅
だ
け
で
も
覗
い
て
み
た
く
な
る
の

鴎
外
歴
史
小
説
の
中
の
女
性
像
（
小
泉
）

て
も
よ
い
よ
う
な
も
の
が
多
く
、
実
は
彼
女
た
ち
を
描
く
こ
と
が
執
筆
の
動
機
で
か
な
り
の
比
重
を
占
め
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と

き
渡
さ
れ
る
。

発
表
さ
れ
た
年
代
順
に
取
り
上
げ
て
い
く
と
、
ま
ず
『
護
持
院
ヶ
原
の
敵
討
』
（
大
正
二
年
）
が
あ
る
。

天
保
四
年
十
二
月
二
十
六
日
の
早
朝
に
、
今
の
大
手
町
に
在
っ
た
姫
路
藩
上
邸
で
、
金
番
の
山
本
三
右
衛
門
と
い
う
五
十
五
歳
の
武
士

が
曲
者
に
襲
わ
れ
て
深
傷
を
負
っ
た
。
気
丈
な
三
右
衛
門
は
曲
者
の
人
体
を
確
か
に
見
届
け
て
証
言
し
た
の
で
、
下
手
人
は
犯
行
直
後
か

ら
行
方
を
く
ら
ま
せ
た
表
小
使
の
亀
蔵
と
い
う
者
だ
と
わ
か
っ
た
。
三
右
衛
門
は
敵
を
討
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
と
言
い
残
し
て
翌
朝
絶
命

す
る
。
三
右
衛
門
に
は
子
ど
も
が
二
人
あ
る
。
十
九
歳
の
伜
宇
平
と
二
十
二
歳
に
な
る
姉
の
り
ょ
で
あ
る
。

三
右
衛
門
の
遺
骸
は
死
ん
だ
翌
日
菩
提
所
で
あ
る
浅
草
の
遍
立
寺
に
葬
ら
れ
る
。
そ
の
折
三
右
衛
門
の
遭
難
時
の
遺
品
が
子
ど
も
に
引

で
あ
る
。

い
う
気
さ
え
す
る
。

さ
ら
に
、
そ
う
皿

ｌ
大
小
も
當
然
停
宇
平
が
持
っ
て
歸
る
筈
で
あ
っ
た
が
、
娘
り
よ
は
切
に
請
う
て
脇
差
を
譲
り
受
け
た
。
そ
し
て
宇
平
が
そ
れ
を
承
諾

（
。
凸
）

す
る
と
、
泣
き
腫
ら
し
て
ゐ
た
、
り
よ
の
目
が
、
刹
那
の
間
喜
に
か
が
や
い
た
。
Ｉ

二
『
護
持
院
ヶ
原
の
敵
討
』
の
「
り
ょ
」

(お4）



ぎ
や
は
ん
こ
う
が
け

ｌ
り
よ
は
顔
を
赤
く
し
た
。
「
あ
の
、
こ
れ
は
わ
た
く
し
の
で
」
縫
っ
て
ゐ
る
の
は
女
の
脚
絆
甲
掛
で
あ
る
。
「
な
ん
だ
と
」
叔
父
は

難
は
（
一
〃
君
）

目
を
大
き
く
際
っ
た
。
「
お
前
も
武
者
修
行
に
出
る
の
か
い
」
「
は
い
」
と
言
っ
た
が
、
り
よ
は
縫
物
の
手
を
停
め
な
い
。
ｌ

叔
父
は
り
よ
の
言
う
こ
と
が
思
慮
深
く
理
に
叶
っ
て
い
る
の
で
「
少
か
ら
ず
狼
狽
」
す
る
が
、
結
局
、
「
女
は
連
れ
て
行
か
ぬ
と
、
き

っ
ぱ
り
言
ひ
渡
し
た
。
り
よ
は
涙
を
拭
い
て
、
縫
ひ
さ
し
た
脚
絆
を
そ
っ
と
側
に
あ
っ
た
風
炉
敷
包
の
中
に
し
ま
っ
た
。
」

采
し
り
に
ん

旅
立
ち
直
前
に
、
亀
蔵
と
一
緒
に
も
と
酒
井
家
の
表
小
使
を
し
た
こ
と
の
あ
る
文
吉
と
い
う
律
気
者
が
敵
の
見
識
人
と
し
て
同
行
を
申

ち
ゆ
う
げ
ん

し
出
る
。
敵
討
の
許
し
は
宇
平
・
り
よ
・
九
郎
右
衛
門
の
三
人
あ
て
に
出
る
が
、
り
よ
は
江
戸
に
留
め
ら
れ
て
宇
平
と
叔
父
と
仲
間
の
文

吉
の
三
人
が
二
月
二
十
九
日
に
旅
立
っ
た
。

三
人
は
北
陸
筋
か
ら
尾
張
・
西
国
へ
と
経
め
ぐ
る
間
に
何
度
か
確
か
ら
し
い
情
報
を
得
た
が
悉
く
人
違
い
で
、
再
び
大
阪
ま
で
戻
っ
て

き
た
頃
は
路
銀
も
尽
き
る
。
い
つ
敵
に
め
ぐ
り
逢
え
る
と
て
当
て
の
な
い
虚
し
さ
に
、
宇
平
は
次
第
に
精
神
の
平
衡
を
失
っ
て
行
方
を
く

鴎
外
歴
史
小
説
の
中
の
女
性
像
（
小
泉
）

続
い
て
親
族
は
度
度
集
ま
っ
て
評
議
し
、
翌
天
保
五
年
正
月
中
旬
に
敵
討
の
願
を
出
す
運
び
に
な
る
。

い
ら

’
評
議
の
席
で
一
番
熱
心
に
復
讐
が
し
た
い
と
言
ひ
続
け
て
、
成
功
を
急
い
で
気
を
苛
っ
た
の
は
宇
平
で
あ
っ
た
。
色
の
蒼
い
、
椿
せ

た
、
骨
細
の
若
者
で
は
あ
る
が
、
病
身
で
は
無
い
。
姉
の
り
よ
は
始
終
獣
っ
て
人
の
話
を
聞
い
て
ゐ
た
が
、
願
書
に
自
分
の
名
を
書
き

（
３
）

入
れ
て
貰
ふ
こ
と
だ
け
は
、
き
っ
と
居
直
っ
て
要
求
し
た
。
り
よ
は
十
人
並
の
容
貌
で
、
筋
肉
の
引
き
締
ま
っ
た
小
女
で
あ
る
。
’

三
右
衛
門
に
は
九
郎
右
衛
門
と
言
う
九
歳
年
下
の
実
弟
が
あ
っ
て
、
国
許
の
姫
路
に
い
た
。
こ
の
弟
が
兄
の
計
音
に
接
し
て
折
り
返
し

助
太
刀
の
誓
い
を
伝
え
、
二
月
五
日
に
は
江
戸
に
着
到
し
た
。
沈
着
で
筋
骨
達
し
い
叔
父
を
見
て
姉
弟
は
安
堵
の
思
い
を
す
る
。

旅
立
ち
の
準
備
を
急
ぐ
あ
る
日
の
こ
と
、
九
郎
右
衛
門
は
り
よ
が
縫
っ
て
い
る
も
の
が
宇
平
の
身
に
つ
け
る
も
の
と
し
て
は
小
作
り
な

の
を
見
て
不
審
が
る
。

(I")



（
Ｑ
Ｕ
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護
持
院
ケ
原
は
今
の
千
代
田
区
神
田
錦
町
と
大
手
町
の
境
の
辺
り
に
東
西
に
拡
が
っ
て
い
た
火
除
地
で
敵
が
捕
え
ら
れ
て
い
る
神
田
橋

付
近
は
そ
の
東
端
に
当
る
。
お
茶
の
水
か
ら
は
一
キ
ロ
半
に
満
た
な
い
。
い
よ
い
よ
敵
討
の
場
面
に
な
る
。

文
吉
が
り
よ
を
連
れ
て
駆
け
つ
け
る
と
、
三
右
衛
門
は
敵
の
生
国
と
名
前
を
問
い
正
す
。
す
る
と
男
は
泉
州
生
れ
の
虎
蔵
と
言
う
者

で
、
以
前
知
り
合
っ
た
紀
州
生
れ
の
亀
蔵
の
名
を
編
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
九
郎
右
衛
門
は
虎
蔵
の
繩
を
解
い
て
、
三
人
で
三
方
か

事
情
を
察
知
す
る
。

鴎
外
歴
史
小
説
の
中
の
女
性
像
（
小
泉
）

ら
ま
し
て
し
ま
う
。
江
戸
を
出
立
し
て
か
ら
一
年
余
り
の
歳
月
が
過
ぎ
て
い
る
。
ま
も
な
く
江
戸
の
親
族
か
ら
、
亀
蔵
を
江
戸
で
見
か
け

た
者
が
あ
る
と
い
う
情
報
を
知
ら
せ
る
手
紙
が
届
い
て
、
九
郎
右
衛
門
と
文
吉
は
宇
平
の
探
索
を
や
む
な
く
打
ち
切
っ
て
江
戸
に
引
き
返

ら
詰
め
寄
る
。

天
保
六
年
七
月
十
三
日
迎
え
盆
の
酉
の
下
刻
ご
ろ
両
国
の
花
火
を
見
る
群
衆
の
中
で
文
吉
は
亀
蔵
を
見
つ
け
、
九
郎
右
衛
門
に
合
図
し

て
後
を
付
け
る
。
二
刻
余
り
尾
行
し
て
神
田
橋
外
元
護
持
院
二
番
原
に
来
た
時
、
二
人
は
一
気
に
襲
い
か
か
っ
て
亀
蔵
を
取
り
押
さ
え

る
。
九
郎
右
衛
門
は
亀
蔵
を
縛
り
上
げ
て
、
お
茶
の
水
の
酒
井
邸
の
奥
向
に
勤
め
て
い
る
り
よ
の
も
と
に
文
吉
を
走
ら
せ
る
。
母
親
の
急

病
と
い
う
口
上
で
す
ぐ
り
よ
に
お
暇
を
貰
わ
せ
る
た
め
の
使
い
で
あ
る
。
り
よ
は
使
者
が
旅
支
度
の
文
吉
で
あ
る
の
を
一
目
見
て
本
当
の

す
。ｌ

「
ち
よ
い
と
忘
物
を
い
た
し
ま
し
た
か
ら
」
と
、
り
よ
は
燭
言
の
や
う
に
言
っ
て
、
足
を
早
め
て
部
屋
へ
引
き
返
し
た
。
部
屋
の
戸

か
た
ひ
ら
ひ
じ

を
内
か
ら
締
め
た
り
よ
は
、
葛
寵
の
蓋
を
開
け
た
。
先
ず
取
り
出
し
た
の
は
着
替
の
帷
子
一
枚
で
あ
る
。
次
に
臂
を
ず
っ
と
底
ま
で
さ

し
入
れ
て
、
短
刀
を
一
本
取
り
出
し
た
。
當
番
の
夜
父
三
右
衛
門
が
持
っ
て
ゐ
た
脇
差
で
あ
る
。
り
よ
は
こ
品
を
手
早
く
祇
紗
に
包
ん

（
一
Ｒ
ｕ
）

で
持
っ
て
出
た
。
Ｉ
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主
え
か
が
糸

ｌ
繩
を
ほ
ど
か
れ
て
、
し
ょ
ん
ぼ
り
立
っ
て
ゐ
た
虎
蔵
が
、
ひ
ょ
い
と
物
を
ね
ら
ふ
獣
の
や
う
に
体
を
前
屈
に
し
た
か
と
思
ふ
と
突
然

り
よ
に
飛
び
掛
か
っ
て
、
押
し
倒
し
て
逃
げ
よ
う
と
し
た
。

つ
か
さ
さ

そ
の
時
り
ょ
は
一
歩
さ
が
っ
て
、
柄
を
握
っ
て
ゐ
た
短
刀
で
、
抜
打
に
虎
藏
を
切
っ
た
。
右
の
肩
尖
か
ら
乳
へ
掛
け
て
切
り
下
げ
た

の
で
あ
る
。
虎
蔵
は
よ
ろ
け
た
。
り
よ
は
こ
太
刀
三
太
刀
切
っ
た
。
虎
蔵
は
倒
れ
た
。

の
ど

「
見
事
じ
ゃ
。
と
ど
め
は
己
が
刺
す
。
」
九
郎
右
衛
門
は
乗
り
掛
か
っ
て
坑
を
刺
し
た
。

九
郎
右
衛
門
は
刀
の
血
を
虎
藏
の
袖
で
拭
い
た
。
そ
し
て
り
よ
に
も
脇
差
を
拭
か
せ
た
。
二
人
共
目
は
涙
ぐ
ん
で
ゐ
た
。

（
け
Ｉ
）

「
宇
平
が
こ
の
場
に
居
合
せ
ま
せ
ん
の
が
」
と
、
り
よ
は
只
一
言
云
っ
た
。
ｌ

り
ょ
は
志
堅
固
な
孝
女
で
あ
る
。
思
慮
深
く
心
配
り
が
行
き
届
き
、
肝
心
な
こ
と
は
き
ち
ん
と
言
う
が
不
断
は
目
立
た
な
い
大
人
し
い

娘
で
あ
る
。
ま
た
、
本
懐
を
遂
げ
た
時
ま
つ
さ
き
に
行
方
の
知
れ
ぬ
弟
を
不
偶
に
思
う
や
さ
し
い
姉
で
あ
る
。

大
正
三
年
に
は
『
安
井
夫
人
』
の
作
が
あ
る
。

幕
末
の
儒
者
息
軒
安
井
仲
平
は
風
采
の
上
が
ら
な
い
小
男
で
、
そ
の
上
幼
時
に
病
ん
だ
庖
癒
の
た
め
片
目
が
つ
ぶ
れ
顔
に
あ
ば
た
が
残

っ
て
い
た
。
兄
の
文
治
は
色
白
で
長
身
の
好
男
子
で
、
二
人
が
一
緒
に
歩
く
と
村
人
は
猿
引
き
が
猿
を
連
れ
て
通
る
と
陰
口
を
言
っ
た
。

こ
の
息
軒
の
夫
人
佐
代
は
息
軒
と
同
郷
の
日
向
国
清
武
村
の
評
判
の
小
町
娘
で
、
し
か
も
ま
だ
十
六
歳
と
い
う
若
さ
な
の
に
、
自
ら
望
ん

で
十
三
歳
年
上
の
従
兄
の
仲
平
に
嫁
し
た
。
そ
の
縁
談
の
成
立
す
る
く
だ
り
が
こ
の
作
品
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
で
あ
る
。

忠
平
の
父
清
洲
翁
は
息
子
の
嫁
の
候
補
に
つ
い
て
思
案
の
末
、
妻
の
実
家
の
川
添
家
の
姉
妹
に
目
を
つ
け
る
。
妹
の
佐
代
は
若
す
ぎ
る

鴎
外
歴
史
小
説
の
中
の
女
性
像
（
小
泉
）

三
『
安
井
夫
人
』
の
「
佐
代
」

(お7）



雛
祭
の
頃
に
川
添
家
を
訪
れ
た
長
倉
の
御
新
造
は
、
井
戸
端
で
働
い
て
い
る
姉
娘
の
お
豊
に
つ
い
単
刀
直
入
に
訪
問
の
用
件
を
話
し
て

し
ま
う
が
、
「
わ
た
し
仲
平
さ
ん
は
え
ら
い
方
だ
と
思
っ
て
ゐ
ま
す
が
、
御
亭
主
に
す
る
の
は
厭
で
ご
ざ
い
ま
す
」
と
き
っ
ぱ
り
拒
絶
さ

れ
て
し
ま
う
。
御
新
造
は
そ
の
ま
ま
帰
る
わ
け
に
も
い
か
な
い
の
で
一
応
娘
の
母
親
に
会
っ
て
、
訪
問
し
た
用
件
と
娘
に
直
談
判
を
し
て

断
ら
れ
た
顛
末
を
話
し
て
辞
去
し
た
。
門
を
出
て
一
三
丁
来
た
時
に
川
添
家
の
下
男
が
追
っ
て
来
て
、
急
に
お
話
し
た
い
事
が
生
じ
た
の

で
引
返
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
口
上
で
あ
る
。
戻
っ
て
承
る
と
娘
の
母
親
の
言
う
の
に
、
豊
に
は
改
め
て
話
し
て
承
た
が
承
知
し
な

い
、
と
こ
ろ
が
そ
れ
を
聞
い
た
妹
の
佐
代
が
、
「
安
井
さ
ん
へ
わ
た
く
し
が
参
る
こ
と
は
出
来
ま
す
ま
い
か
」
と
母
親
に
申
し
出
た
、
い

ろ
い
ろ
聞
い
て
念
を
押
し
て
象
た
が
、
「
あ
ち
ら
で
貰
う
て
さ
へ
下
さ
る
な
ら
自
分
は
往
き
た
い
」
と
き
っ
ぱ
り
答
え
た
と
の
事
で
あ

る
。
長
倉
の
御
新
造
は
「
そ
れ
に
し
て
も
控
目
で
無
口
な
お
佐
代
さ
ん
が
よ
く
そ
ん
な
事
を
母
親
に
云
っ
た
も
の
だ
」
と
意
外
な
感
が
し

た
が
、
と
も
か
く
も
う
一
度
母
親
と
二
人
で
佐
代
の
気
持
を
確
か
め
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
、
佐
代
を
二
人
の
部
屋
に
呼
ぶ
。

Ｉ
お
佐
代
は
お
そ
る
お
そ
る
障
子
を
あ
け
て
は
ひ
つ
た
。
母
親
は
云
っ
た
。
「
あ
の
、
さ
っ
き
お
前
の
云
っ
た
こ
と
だ
が
ね
。
仲
平
さ

ん
が
お
前
の
や
う
な
も
の
で
も
貰
っ
て
下
さ
る
こ
と
に
な
っ
た
ら
、
お
前
き
っ
と
往
く
の
だ
ね
」
お
佐
代
さ
ん
は
耳
ま
で
赤
く
し
て
、

（
⑨
Ｏ
）

「
は
い
」
と
云
っ
て
、
下
げ
て
ゐ
た
頭
を
一
層
低
く
下
げ
た
。
ｌ

こ
う
し
て
佐
代
は
「
美
し
い
肌
に
粗
服
を
纏
っ
て
、
質
素
な
仲
平
に
仕
え
つ
つ
一
生
を
終
っ
た
。
」
「
た
だ
に
服
飾
の
粗
に
甘
ん
じ
た

鴎
外
歴
史
小
説
の
中
の
女
性
像
（
小
泉
）

し
評
判
の
器
量
好
し
な
の
で
、
ど
う
見
て
も
仲
平
に
は
不
釣
合
い
だ
が
、
姉
の
豊
は
十
人
並
の
器
量
で
年
齢
差
も
九
つ
、
性
質
も
快
活
な

の
で
こ
ち
ら
を
候
補
に
決
め
る
。
漁
洲
翁
は
こ
の
縁
談
を
申
し
入
れ
る
使
者
の
役
を
仲
平
の
姉
の
「
長
倉
の
御
新
造
」
に
頼
む
。
御
新
造

は
も
と
も
と
仲
平
び
い
き
で
あ
る
上
に
断
る
こ
と
の
で
き
な
い
父
の
頼
み
な
の
で
、
初
め
か
ら
難
題
と
覚
悟
の
上
で
こ
の
大
役
を
引
受
け

ｚ
》
◎
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ば
か
り
で
は
な
い
。
立
派
な
第
宅
に
居
り
た
い
と
も
言
わ
ず
、
結
構
な
調
度
を
使
い
た
い
と
も
言
わ
ず
、
旨
い
物
を
食
べ
た
が
り
も
、
面

白
い
物
を
見
た
が
り
も
し
な
か
っ
た
。
」
そ
し
て
文
久
二
年
の
正
月
四
日
に
五
十
一
歳
で
亡
く
な
っ
た
。
仲
平
は
六
十
四
歳
で
あ
っ
た
。

ち
な
桑
に
鴎
外
の
生
ま
れ
た
の
は
同
年
同
月
十
九
日
で
あ
る
。

こ
の
安
井
息
軒
夫
人
佐
代
も
『
護
持
院
ヶ
原
の
敵
討
』
の
り
よ
と
同
様
に
、
思
慮
深
い
意
志
堅
固
な
女
性
で
あ
る
。
平
素
口
数
は
少
く

て
お
と
な
し
い
が
自
分
の
決
断
し
た
こ
と
は
き
っ
ぱ
り
と
言
う
し
そ
の
通
り
に
実
行
し
て
悔
い
る
と
こ
ろ
が
な
い
。

に
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
率

菩
薩
そ
の
も
の
で
あ
る
。

続
い
て
大
正
四
年
一
月
に
発
表
さ
れ
た
『
山
椒
大
夫
』
に
注
目
し
た
い
。
こ
の
作
品
は
言
う
ま
で
も
な
く
説
経
浄
瑠
璃
『
さ
ん
せ
う
太

夫
』
に
基
づ
く
作
品
で
あ
る
が
、
鴎
外
が
こ
の
説
経
節
正
本
を
選
択
し
て
そ
の
上
に
自
己
の
作
品
を
構
想
し
た
の
は
勿
論
偶
然
で
は
あ
る

ま
い
。
ま
た
、
原
本
は
説
経
節
で
あ
る
以
上
当
然
地
蔵
菩
薩
の
霊
験
を
印
象
づ
け
る
こ
と
が
第
一
義
で
あ
る
が
、
鴎
外
の
作
品
で
も
守
り

本
尊
の
地
蔵
の
も
た
ら
す
奇
跡
は
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
残
し
な
が
ら
も
、
そ
の
部
分
は
か
な
り
筆
を
抑
制
し
て
説
経
臭
を
減
殺
し
、
代
わ

っ
て
安
寿
と
厨
子
王
と
の
姉
弟
愛
、
と
り
わ
け
安
寿
の
愛
と
献
身
の
崇
高
さ
美
し
さ
を
描
き
出
す
こ
と
に
最
も
力
が
注
が
れ
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
説
経
節
の
『
さ
ん
せ
う
太
夫
』
の
安
寿
は
ま
だ
主
役
で
は
な
い
が
、
鴎
外
の
作
品
に
お
け
る
安
寿
は
主
役
で
あ
り

こ
の
安
寿
と
厨
子
王
の
物
語
は
鴎
外
の
『
山
椒
太
夫
』
を
読
ん
だ
こ
と
の
な
い
人
も
知
っ
て
い
る
の
で
、
改
め
て
梗
概
を
た
ど
る
に
は

及
ば
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
姉
弟
の
別
れ
を
描
く
一
節
だ
け
圏
外
の
簡
勁
な
名
文
を
写
し
て
お
き
た
い
。

か
れ
い
け
ま
り

ｌ
泉
の
湧
く
所
へ
來
た
。
姉
は
潔
子
に
添
へ
て
あ
る
木
の
椀
を
出
し
て
、
清
水
を
汲
ん
だ
。
「
こ
れ
が
お
前
の
門
出
を
祝
ふ
お
酒
だ

闘
外
歴
史
小
説
の
中
の
女
性
像
（
小
泉
）

四
『
山
椒
大
夫
』
の
「
安
寿
」

(I59)



こ
の
一
節
は
「
二
河
白
道
図
」
を
連
想
さ
せ
る
。
中
山
の
国
分
寺
へ
向
か
う
一
筋
の
道
は
白
道
で
あ
る
。
厨
子
王
は
彼
岸
へ
急
ぐ
念
仏

者
で
あ
る
。
そ
し
て
見
送
る
安
寿
は
此
岸
に
立
つ
釈
尊
で
あ
る
。

さ
わ
た

後
に
正
道
と
名
を
改
め
た
厨
子
王
が
佐
渡
の
雑
太
の
農
家
の
庭
先
で
老
い
た
母
に
再
会
す
る
場
面
も
こ
よ
な
く
美
し
い
が
、
作
品
の
ハ

イ
ラ
イ
ト
は
右
に
引
い
た
安
寿
の
死
で
尽
き
て
お
り
、
最
も
生
彩
を
以
て
描
か
れ
て
い
る
の
も
安
寿
で
あ
ろ
う
。
安
寿
は
一
人
の
け
な
げ

で
心
や
さ
し
い
少
女
と
し
て
み
ご
と
に
肉
化
さ
れ
て
い
る
が
、
自
ら
犠
牲
に
な
る
こ
と
を
決
意
し
た
後
の
彼
女
は
、
「
姉
え
さ
ん
の
け
ふ

お
つ
し

仰
や
る
事
は
、
ま
る
で
神
様
か
佛
様
が
仰
や
る
や
う
で
す
」
と
厨
子
王
を
し
て
言
わ
し
め
る
ま
で
に
昇
華
す
る
。

し
か
し
こ
の
女
人
像
を
少
し
ず
つ
我
我
に
と
っ
て
よ
り
身
近
な
市
井
の
中
へ
移
し
て
ゑ
れ
ぱ
、
『
護
持
院
ケ
原
の
敵
討
』
の
り
よ
に
も

な
り
、
順
境
に
置
け
ば
『
安
井
夫
人
』
の
佐
代
と
も
な
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
次
の
作
品
に
登
場
す
る
小
娘
も
同
類
の
女
人
像
の
一
例

な
り
、
幅Ｉ

で
あ
る
。

鴎
外
歴
史
小
説
の
中
の
女
性
像
（
小
泉
）

よ
」
か
う
云
っ
て
一
口
飲
ん
で
弟
に
差
し
た
。
弟
は
椀
を
飲
み
干
し
た
。
「
そ
ん
な
ら
姉
え
さ
ん
、
御
機
嫌
好
う
。
き
っ
と
人
に
見
附

か
ら
ず
に
、
中
山
ま
で
参
り
ま
す
」

厨
子
王
は
十
歩
ば
か
り
残
っ
て
ゐ
た
坂
道
を
、
一
走
り
に
躯
け
降
り
て
、
沼
に
沿
う
て
街
道
に
出
た
。
そ
し
て
大
泉
川
の
岸
を
上
手

へ
向
か
っ
て
急
ぐ
の
で
あ
る
。
安
寿
は
泉
の
畔
に
立
っ
て
、
並
木
の
松
に
隠
れ
て
は
叉
現
れ
る
後
影
を
小
さ
く
な
る
ま
で
見
送
っ
た
。

』
』

そ
し
て
日
は
漸
く
午
に
近
づ
く
の
に
、
山
に
登
ら
う
と
も
し
な
い
。
幸
に
け
ふ
は
こ
の
方
角
の
山
で
木
を
樵
る
人
が
な
い
と
見
え
て
、

坂
道
に
立
っ
て
時
を
過
ご
す
安
寿
を
見
各
め
る
も
の
も
な
か
っ
た
。

は
ら
か
ら
わ
ら
ぐ
つ

後
に
同
胞
を
捜
し
に
出
た
、
山
椒
太
夫
一
家
の
討
手
が
、
こ
の
坂
の
下
の
沼
の
端
で
、
小
さ
い
藁
履
を
一
足
拾
っ
た
。
そ
れ
は
安
寿

ノ
、
つ
（
Ｑ
Ｕ
）

の
履
で
あ
っ
た
。
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、
、

大
正
四
年
十
月
に
発
表
さ
れ
た
『
最
後
の
一
句
』
の
主
人
公
は
十
六
歳
の
小
娘
い
ち
で
あ
る
。

吉
宗
将
軍
の
頃
の
元
文
三
年
十
一
月
二
十
三
日
、
大
阪
市
中
に
、
船
乗
業
桂
屋
太
郎
兵
衛
を
斬
罪
に
処
す
る
旨
の
高
札
が
立
て
ら
れ

た
。
太
郎
兵
衛
が
入
牢
し
た
の
は
二
年
前
で
、
そ
れ
以
来
家
族
の
者
は
世
間
と
ほ
と
ん
ど
交
わ
り
を
絶
っ
て
暮
ら
し
て
い
た
。
夫
の
処
分

が
斬
罪
に
決
し
た
と
聞
い
て
も
、
女
房
は
今
ま
で
と
同
じ
よ
う
に
繰
言
を
言
っ
て
泣
く
だ
け
で
あ
っ
た
。
太
郎
右
衛
門
の
罪
科
と
い
う
の

は
こ
う
い
う
こ
と
で
あ
る
。
元
文
元
年
の
秋
、
彼
の
所
有
す
る
北
国
通
い
の
船
に
新
七
と
い
う
船
頭
が
乗
っ
て
、
秋
田
で
米
を
積
ん
で
大

阪
へ
向
か
っ
た
。
そ
の
途
中
運
悪
く
難
破
し
か
け
、
積
荷
の
半
分
以
上
を
流
失
し
た
が
、
新
七
は
残
り
の
米
を
か
ね
に
し
て
大
阪
へ
持
ち

帰
っ
た
。
新
七
は
難
船
の
事
実
が
明
ら
か
な
以
上
は
残
り
金
ま
で
詮
索
は
さ
れ
る
ま
い
か
ら
、
こ
の
金
は
米
主
へ
の
支
払
い
に
当
て
る
に

は
及
ぶ
ま
い
と
言
う
。
大
き
な
損
害
を
受
け
た
後
だ
け
に
太
郎
兵
衛
は
迷
い
心
が
出
て
そ
の
金
を
受
け
取
っ
て
隠
金
に
し
た
。
と
こ
ろ
が

米
主
側
の
調
べ
で
事
実
が
知
れ
て
太
郎
兵
衛
は
入
牢
し
、
こ
の
た
び
死
罪
と
決
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

太
郎
兵
衛
に
は
五
人
の
子
女
が
あ
る
。
長
女
い
ち
十
六
歳
、
二
女
ま
つ
十
四
歳
、
三
女
と
く
八
歳
、
そ
の
上
に
女
房
の
里
方
か
ら
養
子

に
貰
っ
た
長
太
郎
十
二
歳
、
養
子
を
入
れ
た
後
で
生
ま
れ
た
末
子
の
初
五
郎
五
歳
の
計
五
人
で
あ
る
。
こ
の
長
女
の
い
ち
が
、
高
札
の
一

件
に
つ
い
て
、
母
方
の
祖
母
と
母
親
の
話
を
立
き
聞
い
て
知
っ
て
い
た
。
い
ち
は
そ
の
夜
床
に
入
っ
て
も
思
案
し
て
い
た
が
、
ふ
と
父
を

救
う
一
策
を
思
い
つ
い
て
妹
の
ま
つ
に
相
談
す
る
。
養
子
で
跡
取
り
に
な
る
長
太
郎
だ
け
除
い
て
残
り
の
四
人
の
子
ど
も
が
身
代
り
に
な

っ
て
、
父
の
命
を
助
け
て
貰
う
よ
う
お
奉
行
様
へ
願
書
を
持
っ
て
行
こ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
い
ち
は
一
人
眠
ら
ず
に
翌
日
の
明
け
方
近

く
ま
で
か
か
っ
て
願
書
を
書
き
上
げ
、
ま
つ
を
起
こ
し
た
。
長
太
郎
も
目
を
覚
ま
し
て
一
緒
に
行
く
と
言
う
。
三
人
で
二
番
鶏
の
鳴
く
頃

鴎
外
歴
史
小
説
の
中
の
女
性
像
（
小
泉
）

五
『
最
後
の
一
句
』
の
「
い
ち
」
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鴎
外
歴
史
小
説
の
中
の
女
性
像
（
小
泉
）

家
を
出
て
、
途
中
で
夜
警
の
老
人
に
道
を
訊
い
て
西
奉
行
所
を
訪
ね
た
。
す
で
に
門
番
に
追
い
帰
さ
れ
る
と
こ
ろ
を
幸
い
願
書
は
詰
衆
の

手
に
渡
り
与
力
か
ら
奉
行
の
佐
佐
叉
四
郎
磁
溌
の
許
ま
で
報
告
さ
れ
た
。
佐
佐
は
子
ど
も
が
三
人
だ
け
で
願
書
を
持
参
し
た
と
い
う
こ
と

を
ま
ず
い
ぶ
か
っ
た
。
次
い
で
願
書
を
見
て
、
へ
た
な
仮
名
文
字
な
が
ら
条
理
が
整
っ
て
要
を
得
て
い
る
の
を
不
審
に
思
っ
た
。
横
着
な

大
人
が
子
ど
も
を
そ
そ
の
か
し
て
こ
の
挙
に
及
ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。
奉
行
は
帰
ろ
う
と
し
な
い
子
ど
も
た
ち
に
、
願
雷
は
内

見
し
た
が
改
め
て
町
年
寄
に
出
す
よ
う
に
と
言
わ
せ
て
持
ち
帰
ら
せ
、
翌
日
背
後
関
係
に
大
人
の
そ
そ
の
か
し
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
を
詮

翌
二
十
四
日
の
白
洲
に
は
厳
め
し
い
責
道
具
が
並
べ
ら
れ
、
太
郎
兵
衛
の
女
房
、
五
人
の
子
ど
も
、
町
年
寄
五
人
が
呼
び
出
さ
れ
た
。

ち
と

女
房
は
子
ど
も
の
し
た
事
を
何
も
知
ら
ず
、
た
だ
恐
れ
い
る
ば
か
り
で
あ
る
。
い
ち
は
「
些
の
臆
す
る
気
色
も
な
し
に
」
筋
道
立
て
て
述

べ
、
ま
つ
の
外
に
は
誰
と
も
相
談
し
な
か
っ
た
こ
と
を
重
ね
て
明
言
し
た
。
長
太
郎
は
自
分
の
意
志
で
死
ぬ
覚
悟
で
加
わ
っ
た
こ
と
を
一

層
確
か
に
す
る
よ
う
に
、
い
ち
に
頼
ん
で
醤
い
て
貰
っ
た
単
独
の
願
書
を
持
参
し
た
。
八
歳
の
と
く
と
五
歳
の
初
五
郎
は
幼
な
す
ぎ
て
要

を
得
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
は
詮
議
す
る
ま
で
も
な
く
、
奉
行
の
予
想
し
た
背
後
関
係
は
出
て
こ
な
い
。

う
そ

も

ｌ
此
の
時
佐
佐
が
書
院
の
敷
居
際
ま
で
進
承
出
て
、
「
い
ち
」
と
呼
ん
だ
。
「
は
い
」
「
お
前
の
申
し
立
に
は
誠
は
あ
る
ま
い
な
。
若

し
少
し
で
も
申
し
た
事
に
間
違
が
あ
っ
て
、
人
に
教
へ
ら
れ
た
り
、
相
談
を
し
た
り
し
た
の
な
ら
、
今
す
ぐ
に
申
せ
。
隠
し
て
申
さ
ぬ

と
、
そ
こ
に
並
べ
て
あ
る
道
具
で
、
誠
の
事
を
申
す
ま
で
責
め
さ
せ
る
ぞ
」
佐
佐
は
責
道
具
の
あ
る
方
角
を
指
さ
し
た
。

い
ち
は
指
さ
れ
た
方
角
を
一
目
見
て
、
少
し
も
た
ゆ
た
わ
ず
に
、
「
い
え
、
申
し
た
事
に
間
連
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
」
と
言
い
放
っ

た
。
そ
の
目
は
冷
か
で
、
そ
の
詞
は
徐
か
で
あ
っ
た
。
「
そ
ん
な
ら
今
一
つ
お
前
に
聞
く
が
、
身
代
り
を
お
聞
届
け
に
な
る
と
、
お
前

達
は
す
ぐ
に
殺
さ
れ
る
ぞ
よ
・
父
の
顔
を
見
る
こ
と
は
出
来
ぬ
が
、
そ
れ
で
も
好
い
か
」
「
よ
る
し
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
、
同
じ
や
う

議
す
る
こ
と
に
し
た
。
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佐
佐
の
顔
に
は
、
不
意
打
に
逢
っ
た
や
う
な
、
驚
樗
の
色
が
見
え
た
が
、
そ
れ
は
す
ぐ
に
消
え
て
、
瞼
し
く
な
っ
た
目
が
い
ち
の
面

（
蛆
）

に
注
が
れ
た
。
憎
悪
を
帯
び
た
驚
異
の
目
と
で
も
云
は
う
か
。
し
か
し
佐
佐
は
何
も
言
は
な
か
っ
た
。

結
局
事
件
の
結
末
は
、
す
で
に
同
年
同
月
十
九
日
に
桜
町
天
皇
の
大
嘗
会
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
、
そ
の
慶
事
の
た
め
に
太
郎
兵
衛
は

死
罪
を
赦
さ
れ
て
追
放
刑
で
済
ん
だ
と
あ
る
。

お
さ
な
や
せ
じ
し

い
ち
は
市
井
の
商
人
の
娘
で
「
當
年
十
六
歳
に
し
て
は
、
少
し
程
く
見
え
る
、
痩
肉
の
小
娘
で
あ
る
。
」
し
か
し
、
そ
ん
な
小
娘
の
一

ほ
こ
さ
き
こ
と
ば

言
が
ま
さ
に
寸
鉄
人
を
刺
し
た
。
「
献
身
の
中
に
潜
む
反
抗
の
鋒
は
、
い
ち
と
語
を
交
へ
た
佐
佐
の
ゑ
で
は
な
く
、
書
院
に
ゐ
た
役
人
一

同
の
胸
を
も
刺
し
た
」
の
で
あ
る
。

続
い
て
大
正
五
年
に
は
『
渋
江
抽
斎
』
が
発
表
さ
れ
た
。
こ
の
作
品
は
こ
れ
ま
で
書
か
れ
た
歴
史
小
説
の
諸
作
と
は
異
っ
て
長
編
で
あ

り
、
一
般
的
に
「
史
伝
」
と
い
う
呼
び
方
を
さ
れ
る
よ
う
に
、
極
め
て
考
証
的
・
伝
記
的
色
彩
が
濃
い
。
し
か
も
渋
江
抽
斎
な
る
人
物
が

ほ
と
ん
ど
知
る
人
も
無
い
幕
末
津
軽
藩
の
定
府
の
儒
医
で
、
そ
の
生
涯
も
別
し
て
波
澗
に
富
む
わ
け
で
も
な
い
。
い
ろ
い
ろ
な
点
で
特
異

さ
が
目
立
つ
。
そ
し
て
こ
の
主
人
公
は
安
政
五
年
八
月
に
五
十
四
歳
で
亡
く
な
る
が
、
そ
の
死
は
こ
の
作
品
全
体
（
「
そ
の
百
十
九
」
ま

で
）
の
半
ば
の
あ
た
り
（
「
そ
の
六
十
二
」
）
で
出
て
来
て
し
ま
う
。
そ
れ
も
た
だ
の
二
行
で
記
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
続
く
二
章
（
「
そ

の
六
十
三
」
「
そ
の
六
十
四
」
）
に
抽
斎
生
前
の
趣
味
嗜
好
な
ど
を
述
べ
た
後
で
、

鴎
外
歴
史
小
説
の
中
の
女
性
像
（
小
泉
）

な
、
冷
か
な
調
子
で
雄

ら
」
と
言
ひ
足
し
た
。

か
糸

冷
か
な
調
子
で
答
へ
た
が
、
少
し
間
を
置
い
て
、
何
か
心
に
浮
か
ん
だ
ら
し
く
、
「
お
上
の
事
に
は
間
違
は
ご
ざ
い
ま
す
ま
い
か

い
お

六
『
渋
江
抽
斎
』
の
「
五
百
」
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あ
る
。

鴎
外
歴
史
小
説
の
中
の
女
性
像
（
小
泉
）

Ｉ
大
抵
伝
記
は
そ
の
人
の
死
を
も
っ
て
終
る
を
例
と
す
る
。
し
か
し
古
人
を
景
仰
す
る
も
の
は
、
そ
の
苗
喬
が
ど
う
な
っ
た
か
と
い
う

こ
と
を
問
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
そ
こ
で
わ
た
く
し
は
す
で
に
抽
斎
の
生
涯
を
記
し
お
わ
っ
た
が
、
な
お
筆
を
投
ず
る
に
忍
び
な

（
、
）

い
。
わ
た
く
し
は
抽
斎
の
子
孫
、
親
戚
、
師
友
等
の
な
り
ゆ
き
を
、
こ
れ
よ
り
下
に
書
き
つ
け
て
お
こ
う
と
思
う
。
ｌ

と
あ
っ
て
、
記
さ
れ
る
内
容
の
年
次
は
大
正
五
年
、
つ
ま
り
こ
の
作
品
執
筆
の
年
ま
で
及
ん
で
い
る
。

い
無

こ
う
い
う
極
め
て
起
伏
に
乏
し
い
坦
坦
た
る
内
容
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
在
っ
て
一
人
生
彩
を
放
つ
の
は
抽
斎
の
妻
五
百
で
あ
る
。
抽

斎
は
女
運
が
悪
く
、
最
初
の
妻
は
離
別
し
、
二
人
目
三
人
目
の
妻
は
共
に
死
別
し
、
五
百
は
四
人
目
の
妻
で
、
抽
斎
四
十
歳
、
五
百
が
二

十
九
歳
の
時
結
ば
れ
た
。
こ
の
五
百
と
い
う
伴
侶
を
最
後
に
得
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
抽
斎
は
決
し
て
女
運
の
悪
か
っ
た
人
で
は
な
い
。
五

百
は
こ
の
淡
味
な
長
編
伝
記
文
学
の
中
の
一
点
の
花
で
あ
り
、
彼
女
を
欠
い
て
い
た
ら
『
渋
江
抽
斎
』
は
伝
記
で
あ
り
得
て
も
伝
記
文
学

で
は
あ
り
得
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
ま
で
思
わ
れ
る
。

五
百
は
神
田
紺
屋
町
の
鉄
物
問
屋
山
内
忠
兵
衛
の
二
女
で
あ
る
。
五
百
の
兄
栄
次
郎
は
抽
斎
か
ら
儒
学
を
学
ん
で
い
た
。
忠
兵
衛
は
た

だ
の
商
人
で
は
な
く
、
祖
先
が
遠
く
土
佐
の
山
内
家
か
ら
出
て
い
る
と
い
う
誇
り
を
忘
れ
ず
、
子
女
の
薫
陶
を
怠
ら
な
か
っ
た
。
「
二
人

む
す
め

の
女
に
も
尋
常
女
子
の
学
ぶ
こ
と
に
な
っ
て
い
る
読
永
書
き
諸
芸
の
ほ
か
、
武
芸
を
し
こ
ん
で
、
ま
だ
小
さ
い
時
か
ら
武
家
奉
公
に
出
し

（
勉
）

た
。
中
に
も
五
百
に
は
、
経
学
な
ど
を
さ
え
、
ほ
と
ん
ど
男
子
に
授
け
る
と
同
じ
よ
う
に
授
け
た
」
と
い
う
。
そ
の
五
百
が
幼
い
時
か
ら

並
並
で
な
い
思
慮
と
胆
力
を
示
し
た
話
も
あ
っ
て
次
に
記
す
事
件
の
伏
線
に
も
な
っ
て
い
る
が
、
今
は
そ
れ
は
省
い
て
、
五
百
が
い
か
に

非
凡
の
女
性
で
あ
っ
た
か
を
物
語
る
一
つ
の
話
だ
け
引
用
し
て
象
る
。
そ
れ
は
ま
ち
が
い
な
く
こ
の
作
品
全
体
の
中
で
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
で

勤
王
の
心
の
篤
い
抽
斎
は
江
戸
で
王
室
に
つ
な
が
る
あ
る
貴
人
が
窮
迫
し
て
い
る
こ
と
を
聞
い
て
金
策
を
図
る
。
必
要
な
額
は
八
百
両
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と
い
う
大
金
で
あ
る
。
抽
斎
は
親
戚
故
友
を
集
め
て
八
百
両
を
先
取
す
る
無
尽
講
を
催
し
、
そ
の
金
を
用
意
し
た
。
そ
の
夜
、
貴
人
の
使

い
と
い
う
三
人
の
侍
が
訪
ね
て
来
た
。
五
百
は
入
浴
中
で
あ
っ
た
。
抽
斎
が
三
人
を
奥
の
部
屋
に
通
す
と
彼
等
は
抜
刀
す
る
構
え
を
し
て

金
を
渡
せ
と
抽
斎
に
迫
っ
た
。
そ
の
時
意
外
な
事
が
起
こ
っ
た
。

お
ど
る
象

ｌ
こ
の
と
き
廊
下
に
足
音
が
せ
ず
に
、
障
子
が
す
う
つ
と
開
い
た
。
主
客
は
ひ
と
し
く
袴
き
胎
た
。

つ
か

刀
の
斜
に
手
を
か
け
て
立
ち
上
が
っ
た
三
人
の
客
を
前
に
控
え
て
、
四
畳
半
の
端
近
く
坐
し
て
い
た
抽
斎
は
、
客
か
ら
目
を
放
さ
ず

に
、
障
子
の
あ
い
た
口
を
斜
め
に
見
や
っ
た
。
そ
し
て
妻
五
百
の
異
様
な
姿
に
驚
い
た
ｏ

し
き
い
か
が

五
百
は
わ
ず
か
に
腰
巻
一
つ
身
に
つ
け
た
ば
か
り
の
裸
体
で
あ
っ
た
。
口
に
は
懐
剣
を
く
わ
え
て
い
た
。
そ
し
て
閾
ぎ
わ
に
身
を
屈

め
て
、
縁
側
に
置
い
た
小
桶
二
つ
を
両
手
に
取
り
上
げ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
小
桶
か
ら
は
湯
気
が
立
ち
の
ぼ
っ
て
い
る
。
縁
側
を
戸

口
ま
で
忍
び
寄
っ
て
障
子
を
開
く
と
き
、
持
っ
て
来
た
小
桶
を
下
に
置
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

五
百
は
小
桶
を
持
っ
た
ま
ま
、
つ
と
一
間
に
進
象
入
っ
て
、
夫
を
背
に
し
て
立
っ
た
。
そ
し
て
沸
き
返
る
あ
が
り
湯
を
盛
っ
た
小
桶

さ
や

を
、
右
左
の
二
人
の
客
に
投
げ
つ
け
、
く
わ
え
て
い
た
懐
剣
を
と
っ
て
鞘
を
払
っ
た
。
そ
し
て
床
の
間
を
背
に
し
て
立
っ
た
一
人
の
客

を
睨
ん
で
、
「
ど
ろ
ぽ
う
」
と
一
声
叫
ん
だ
。

つ
か

熱
湯
を
浴
び
た
二
人
が
先
に
、
柄
に
手
を
か
け
た
刀
も
抜
か
ず
に
、
座
敷
か
ら
縁
側
へ
、
縁
側
か
ら
庭
へ
逃
げ
た
。
あ
と
の
一
人
も
続

ち
ゆ
う
げ
ん

五
百
は
仲
間
や
諸
生
の
名
を
呼
ん
で
、
「
ど
ろ
ぽ
う
ど
ろ
ぽ
う
」
と
い
う
声
を
そ
の
間
に
挾
ん
だ
。
し
か
し
家
に
居
合
わ
せ
た
男
ら

の
馳
せ
集
ま
る
ま
で
に
は
、
三
人
の
客
は
皆
逃
げ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
と
き
の
こ
と
は
の
ち
の
ち
ま
で
渋
江
の
家
の
一
つ
話
に
な
っ
て

い
た
が
、
五
百
は
人
の
そ
の
功
を
称
す
る
ご
と
に
、
葱
じ
て
席
を
遁
れ
た
そ
う
で
あ
る
。
五
百
は
幼
く
て
武
家
奉
公
を
し
は
じ
め
た
と

鴎
外
歴
史
小
説
の
中
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女
性
像
（
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）

い
て
逃
げ
た
。
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ひ
し
ゆ

き
か
ら
、
七
首
一
口
だ
け
は
身
を
放
さ
ず
に
持
っ
て
い
た
の
で
、
湯
殿
に
脱
ぎ
棄
て
た
衣
類
の
そ
ば
か
ら
、
そ
れ
を
取
り
上
げ
る
こ
と

い
と
主
（
咽
）

は
出
来
た
が
、
衣
類
を
身
に
ま
と
う
連
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ｌ

『
渋
江
抽
斎
』
の
中
で
は
、
こ
の
一
節
は
唯
一
と
言
っ
て
よ
い
劇
的
な
場
面
で
、
五
百
の
と
っ
さ
の
気
転
と
大
胆
な
ふ
る
ま
い
は
あ
た

か
も
修
羅
物
を
舞
う
名
人
の
舞
台
を
観
る
思
い
が
し
て
、
し
か
も
女
人
で
あ
る
だ
け
格
別
凄
艶
の
趣
も
あ
る
。

こ
の
一
節
の
後
、
作
品
は
元
の
坦
坦
た
る
調
子
に
戻
り
、
次
の
章
「
そ
の
六
十
二
」
の
初
め
に
は
主
人
公
抽
斎
死
去
の
事
が
記
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
前
述
の
如
く
で
あ
る
。
五
百
は
抽
斎
に
後
れ
る
こ
と
二
十
六
年
、
明
治
十
七
年
の
二
月
に
六
十
九
歳
で
残
し
た
。
そ
の
事
を

記
し
た
章
の
次
の
章
（
「
そ
の
百
七
」
）
に
注
目
す
べ
き
事
が
あ
る
。
そ
れ
は
五
百
が
抽
斎
に
嫁
す
る
時
の
裏
話
で
あ
る
。

五
百
の
生
家
の
山
内
家
と
渋
江
家
と
の
双
方
に
出
入
り
し
て
い
る
医
師
で
石
川
貞
白
と
い
う
人
が
あ
り
、
「
あ
る
日
五
百
は
使
い
を
や

っ
て
貞
白
を
招
い
た
。
」
そ
し
て
、
「
貞
白
さ
ん
、
き
ょ
う
は
お
頼
み
申
し
た
い
こ
と
が
あ
っ
て
、
あ
な
た
を
お
招
き
い
た
し
ま
し
た
」

と
言
っ
て
、
渋
江
さ
ん
の
奥
さ
ん
の
亡
く
な
っ
た
あ
と
へ
、
自
分
を
世
話
を
し
て
は
く
れ
ま
い
か
と
頼
ん
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
五
百
の

生
家
で
は
五
百
に
増
を
取
っ
て
店
を
嗣
が
せ
よ
う
と
い
う
話
も
あ
っ
て
、
貞
白
は
そ
れ
も
聞
い
て
い
た
。
ま
た
抽
斎
と
五
百
と
は
年
齢
も

ず
い
ぶ
ん
開
い
て
い
る
。

Ｉ
そ
こ
で
五
百
に
問
い
質
す
と
、
五
百
は
た
だ
学
問
の
あ
る
夫
が
持
ち
た
い
と
答
え
た
。
そ
の
詞
に
は
道
理
が
あ
る
。
し
か
し
貞
白
は

ま
だ
五
百
の
意
中
を
読
み
尽
く
す
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。

五
百
は
貞
白
の
気
色
を
見
て
、
こ
う
言
い
足
し
た
。
「
わ
た
く
し
は
増
を
取
っ
て
こ
の
世
帯
を
譲
っ
て
も
ら
い
た
く
は
あ
り
ま
せ

う
し
る
ぷ

ん
。
そ
れ
よ
り
か
渋
江
さ
ん
の
と
こ
ろ
へ
往
っ
て
、
あ
の
方
に
日
野
屋
の
後
見
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
貞
白
は
膝
を
拍

（
Ｍ
）

っ
た
。
「
な
る
ほ
ど
な
る
ほ
ど
、
そ
う
い
う
お
考
え
で
す
か
。
よ
ろ
し
い
。
一
切
わ
た
く
し
が
引
き
受
け
ま
し
ょ
う
」
Ｉ

(I66)



こ
う
し
て
貞
白
に
よ
っ
て
五
百
の
意
中
が
抽
斎
に
伝
え
ら
れ
婚
儀
の
運
び
と
な
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
は
『
安
井
夫
人
』
の
佐
代
が
自
ら

望
ん
で
息
軒
の
許
に
嫁
し
た
話
と
た
い
へ
ん
よ
く
似
て
い
る
。

前
に
も
ち
ょ
っ
と
触
れ
た
け
れ
ど
、
五
百
は
ま
だ
十
一
二
歳
の
頃
江
戸
城
本
丸
の
中
に
奉
公
し
て
、
並
並
な
ら
ぬ
胆
力
を
示
し
た
こ
と

が
あ
っ
た
。
（
「
そ
の
三
十
一
」
）
そ
の
話
と
こ
の
嫁
入
り
の
時
の
内
輪
話
と
、
前
掲
の
賊
を
追
い
払
っ
た
話
と
三
つ
並
べ
て
ゑ
る
と
、

五
百
の
烈
女
ぶ
り
が
鮮
明
に
浮
か
ん
で
く
る
。
し
か
し
五
百
は
た
だ
烈
女
で
あ
っ
た
だ
け
で
は
な
い
。
夫
に
先
立
た
れ
た
後
、
多
く
の
子

や
す
よ
し

女
の
行
末
に
つ
い
て
も
配
慮
を
怠
ら
な
か
っ
た
。
特
に
先
妻
徳
の
遺
児
優
善
は
身
持
ち
が
定
ま
ら
ず
、
何
度
と
な
く
五
百
の
努
力
と
期
待

と
を
裏
切
っ
た
。
し
か
し
彼
女
は
辛
抱
強
く
、
こ
の
蕩
子
の
面
目
を
傷
つ
け
ず
そ
の
覚
醒
を
待
っ
た
。
そ
の
間
に
は
実
に
含
蓄
に
富
む
計

ら
い
も
あ
っ
た
。
（
「
そ
の
七
十
四
」
か
ら
次
章
に
か
け
て
参
照
）

以
上
の
五
篇
の
作
品
に
登
場
す
る
五
人
の
女
性
は
王
朝
の
受
領
の
姫
君
も
い
れ
ば
、
江
戸
末
期
の
市
井
の
娘
も
学
者
の
妻
も
い
る
。
年

、
、

齢
も
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
ま
た
『
最
後
の
一
句
』
の
い
ち
の
よ
う
に
二
日
間
の
経
緯
の
中
で
描
か
れ
る
娘
も
あ
れ
ば
、
『
安
井
夫
人
』
の

、
、

、
、

佐
代
、
『
渋
江
抽
斎
』
の
五
百
の
よ
う
に
半
生
に
わ
た
っ
て
描
か
れ
る
女
性
も
い
る
。
し
か
し
、
こ
う
い
う
条
件
の
違
い
は
あ
っ
て
も
、

こ
の
五
人
の
女
性
の
間
に
は
い
く
つ
か
の
共
通
点
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
に
彼
女
た
ち
は
ひ
と
し
く
冷
静
で
思
慮
深
い
。
第
二

に
志
操
堅
固
で
あ
る
。
自
ら
侍
む
も
の
を
持
っ
て
い
る
。
従
っ
て
事
に
処
す
る
に
当
た
っ
て
優
柔
で
な
い
。
行
動
は
機
敏
で
あ
り
、
大
胆

で
あ
る
。
そ
し
て
第
三
に
女
ら
し
い
こ
ま
や
か
な
配
慮
が
周
囲
に
及
ん
で
い
て
、
人
を
立
て
て
自
ら
抑
損
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

こ
う
い
う
女
性
像
は
長
い
歴
史
と
文
化
と
の
蓄
積
が
生
み
出
し
た
一
つ
の
典
型
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
封
建
社
会
の
所
産
で
あ
る
と
か
儒
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外
歴
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史
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史
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教
的
道
徳
の
所
産
で
あ
る
と
か
言
っ
て
ゑ
て
も
、
そ
れ
で
ど
う
な
る
も
の
で
も
な
い
重
承
を
持
っ
て
い
る
。
ま
や
か
し
で
な
い
本
物
の
持

つ
重
量
感
と
言
う
か
、
完
成
さ
れ
た
も
の
の
隙
の
無
い
美
と
言
う
か
、
そ
う
し
た
揺
る
ぎ
な
い
も
の
を
感
じ
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

鴎
外
の
長
男
森
於
莵
氏
は
『
父
親
と
し
て
の
森
鴎
外
』
（
筑
摩
叢
書
）
の
中
で
、
「
父
は
芸
術
で
も
科
学
で
も
偽
の
も
の
が
き
ら
い
で

（
蝿
）

あ
る
。
偽
で
な
く
と
も
い
い
加
減
の
も
の
が
き
ら
い
で
あ
る
。
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
こ
の
「
い
い
加
減
の
も
の
」
と
い
う
の
は
一
般

的
に
言
わ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
特
定
な
も
の
だ
け
を
指
し
た
の
で
も
あ
る
ま
い
が
、
別
に
、
「
人
も
知
っ
て
い
る
通
り
自
然
主
義
一
派
の

（
蝿
）

文
学
に
は
あ
ま
り
感
心
し
て
い
な
か
っ
た
ら
し
い
。
」
と
も
言
っ
て
お
ら
れ
る
。

花
袋
の
『
蒲
団
』
（
明
四
○
）
や
藤
村
の
『
春
』
（
明
四
一
）
あ
た
り
か
ら
急
激
に
盛
ん
に
な
る
わ
が
国
の
自
然
主
義
文
学
は
、
自
己

の
身
辺
を
墳
事
に
わ
た
っ
て
露
呈
し
告
白
す
る
私
小
説
の
流
行
を
も
た
ら
し
た
。
こ
れ
は
日
露
戦
役
後
の
開
放
感
と
新
時
代
へ
の
予
感
の

中
で
興
隆
す
る
大
き
な
文
化
現
象
の
一
つ
で
あ
る
が
、
時
流
を
超
え
た
視
野
と
識
見
を
持
つ
鴎
外
の
よ
う
な
巨
人
の
目
に
は
少
な
か
ら
ず

（
Ⅳ
）

軽
薄
な
風
潮
と
も
映
っ
た
で
あ
ろ
う
。
人
間
の
愚
か
さ
弱
さ
醜
さ
と
い
っ
た
面
を
過
大
に
描
く
こ
と
が
人
生
の
真
実
を
語
る
所
以
で
あ
る

と
で
も
言
わ
ん
ば
か
り
の
風
潮
の
中
で
、
そ
れ
を
全
て
は
否
定
し
な
い
ま
で
も
、
「
人
間
は
必
ず
し
も
卑
小
な
だ
け
の
存
在
で
は
な
い
」

（
肥
）

と
い
う
思
い
が
、
『
う
た
日
記
』
（
明
四
○
）
の
作
者
の
胸
中
に
は
常
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

そ
の
思
い
が
堰
を
切
っ
た
よ
う
に
作
品
化
さ
れ
て
行
く
の
は
、
乃
木
大
将
夫
妻
の
殉
死
の
事
が
あ
っ
た
大
正
元
年
九
月
の
翌
月
か
ら
で

あ
っ
た
。
そ
れ
以
後
の
鴎
外
の
歴
史
小
説
の
一
作
一
作
に
、
私
は
「
人
は
卑
小
な
る
も
の
の
承
に
非
ず
」
と
つ
ぶ
や
く
作
者
の
声
を
聞
く

思
い
が
す
る
。
そ
し
て
、
こ
う
い
う
「
卑
小
な
ら
ざ
る
」
人
間
像
を
造
形
す
る
た
め
に
は
、
現
代
小
説
と
し
て
醤
く
よ
り
も
歴
史
小
説
の

形
を
と
る
方
が
よ
く
な
じ
む
の
で
あ
る
。
菩
薩
の
よ
う
な
「
安
寿
」
も
「
い
ち
」
の
よ
う
な
孝
女
も
、
歴
史
小
説
と
し
て
描
か
れ
れ
ば
不

自
然
さ
を
感
ぜ
ず
に
読
め
る
。
ま
た
い
わ
ゆ
る
史
伝
の
形
を
と
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
虚
構
性
が
稀
薄
に
な
る
だ
け
に
登
場
人
物
の
実
在
感
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、
、

は
強
ま
る
訳
で
、
五
百
の
よ
う
な
女
性
の
実
在
感
に
つ
い
て
も
説
得
力
が
増
し
て
く
る
。
ま
し
て
史
伝
の
類
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
人
物

は
、
一
般
に
知
ら
れ
て
い
な
い
人
人
ば
か
り
で
、
取
材
源
は
全
て
鴎
外
の
手
中
に
在
る
。
従
っ
て
い
か
に
辛
刺
な
評
者
も
虚
構
の
有
無
な

ど
を
軽
軽
に
論
ず
る
訳
に
は
い
か
な
い
か
ら
、
敬
し
て
遠
ざ
か
る
ほ
か
は
な
い
の
で
あ
る
。
勿
論
、
結
果
と
し
て
そ
う
な
っ
た
の
で
あ
っ

て
、
初
め
か
ら
そ
れ
を
意
図
し
て
評
者
の
論
の
及
び
得
な
い
圏
外
に
題
材
を
求
め
た
と
い
う
訳
で
は
あ
る
ま
い
。
だ
が
い
か
に
も
そ
の
身

の
か
わ
し
方
が
鴎
外
ら
し
く
高
踏
的
で
お
も
し
ろ
い
。
戦
わ
ず
し
て
優
位
に
立
つ
兵
法
の
妙
味
に
も
似
て
い
る
。

（
鯛
）

先
に
小
編
『
杯
』
（
明
四
三
）
の
中
で
一
人
の
少
女
の
口
を
借
り
て
「
そ
れ
で
も
わ
た
く
し
は
わ
た
く
し
の
杯
で
戴
き
ま
す
」
と
孤
高

自
尊
の
姿
勢
を
表
明
し
て
い
た
こ
の
巨
人
の
心
の
軌
跡
は
、
歴
史
小
説
か
ら
史
伝
へ
の
歩
承
の
過
程
に
も
そ
の
一
端
を
覗
か
せ
て
い
る
の

で
は
あ
る
ま
い
か
。
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岩
波
文
庫
『
山
椒
大
夫
・
高
瀬
舟
』
四
○
ペ
ー
ジ

同
一
○
二
ぺ
１
ジ

角
川
文
庫
・
野
田
宇
太
郎
『
新
東
京
文
学
散
歩
・
続
編
』
二
五
ペ
ー
ジ
参
照

岩
波
文
庫
・
前
掲
番
四
八
’
四
九
ペ
ー
ジ

同
七
○
’
七
一
ペ
ー
ジ

同
一
二
ペ
ー
ジ

同
一
七
ペ
ー
ジ

同
四
七
ペ
ー
ジ

岩
波
識
座
日
本
文
学
・
木
下
杢
太
郎
「
森
鴎
外
」
に
お
い
て
同
氏
の
用
い
た
語
。

岩
波
文
庫
『
謹
持
院
ヶ
原
の
敵
討
』
一
二
ぺ
１
ジ

悶
外
歴
史
小
説
の
中
の
女
性
像
（
小
泉
）
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鴎
外
歴
史
小
説
の
中
の
女
性
像
（
小
泉
）

中
公
文
庫
『
渋
江
抽
斎
』
一
八
七
ペ
ー
ジ

同
九
○
ペ
ー
ジ

同
書
同
ペ
ー
ジ

『
ウ
ィ
タ
・
セ
ク
ス
ア
リ
ス
』
（
明
四
二
）
の
冒
頭
で
「
金
井
君
」
の
語
る
こ
と
ば
は
鴎
外
の
自
然
主
義
文
学
へ
の
批
判
を
明
快
に
伝
え
て
い

る
。
岩
波
文
庫
『
ウ
ィ
タ
・
ヒ
ク
ス
ア
リ
ス
』
六
’
七
ペ
ー
ジ
、
ま
た
、
斎
藤
茂
吉
に
よ
る
同
書
の
解
説
参
照
。

『
う
た
日
記
』
は
日
露
戦
役
従
軍
の
間
に
詠
ま
れ
た
詩
歌
集
で
、
各
篇
に
作
者
の
士
魂
の
昂
揚
が
見
ら
れ
る
。

新
潮
文
庫
『
山
椒
大
夫
・
高
瀬
舟
』
一
四
ペ
ー
ジ

同
二
九
八
ペ
ー
ジ

同
窃
二
四
九
ペ
ー
ジ

同
一
七
五
，
ｆ
六
ぺ
Ⅲ
ジ
、
「
そ
の
六
十
一
」
「
そ
の
六
十
二
」
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◇
図
書
館
だ
よ
り
Ｉ
そ
の
－
１

本
学
園
図
書
館
で
は
、
昭
和
五
十
七
年
よ
り
一
人
一
冊
献
本
運
動
を
展

開
し
て
お
り
ま
す
。
お
蔭
様
に
て
本
年
度
も
同
窓
の
各
聖
・
各
位
・
有
縁

の
皆
様
方
の
献
本
運
動
の
ご
協
力
を
賜
わ
り
、
蔵
書
の
数
を
増
加
さ
せ
て

お
り
ま
す
。
平
素
よ
り
仁
心
の
ご
高
配
。
ご
厚
志
に
対
し
ま
し
て
、
館
員

一
同
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
年
度
図
雷
寄
贈
者
ご
芳
名

１
浅
草
仏
教
会
殿
「
浅
草
仏
教
会
創
立
五
十
周
年
記
念
誌
」
一
冊

２
野
中
栄
修
殿
「
日
本
の
古
典
」
十
冊

３
渡
辺
ま
さ
子
殿
「
萩
苑
草
舎
の
主
人
」
一
冊

４
松
本
光
華
殿
「
民
話
風
法
華
経
童
話
そ
の
９
早
く
本
願
を
思
い

出
せ
」
他
六
十
二
冊

５
霊
友
会
殿
「
霊
友
会
史
資
料
１
１
５
」
二
冊

６
テ
レ
メ
デ
ィ
ア
殿
「
考
え
て
糸
ま
せ
ん
か
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
原
子

力
」
一
冊

７
今
村
良
江
殿
「
ふ
る
さ
と
や
ま
な
し
の
民
話
」
一
冊

８
日
蓮
宗
新
聞
社
殿
「
ご
遺
文
の
心
」
他
三
冊

９
山
梨
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
殿
「
愛
盲
作
文
集
白
い
杖
第
２
集
」
一

冊

◇
学
園
彙
報
（
平
成
二
年
度
）

加
身
延
山
久
遠
寺
殿
「
梵
文
法
華
経
写
本
集
成
ロ
ー
マ
字
本
・
索
引

第
２
巻
」
他
七
冊

、
児
島
練
戒
殿
「
親
驚
教
義
の
誤
解
と
理
解
」
他
二
十
冊

岨
日
蓮
宗
宗
務
院
殿
「
日
蓮
宗
宗
報
第
伽
号
」
他
二
冊

昭
奈
木
盛
雄
殿
「
富
士
市
の
仏
教
寺
院
」
一
冊

皿
山
梨
英
和
短
期
大
学
付
属
図
書
館
殿
「
山
梨
英
和
短
期
大
学
蔵
書

目
録
」
四
冊

晦
志
村
本
光
殿
「
富
士
山
の
シ
ダ
」
一
冊

お
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
殿
「
地
球
環
境
と
人
間
」
一
冊

”
河
野
ト
ク
殿
「
キ
ャ
ロ
ル
」
一
冊

肥
河
原
英
介
殿
「
色
彩
の
本
」
一
冊

岨
小
川
順
道
殿
「
法
名
要
句
法
華
経
撰
句
集
」
一
冊

釦
保
坂
俊
司
殿
「
東
方
第
１
１
５
号
」
五
冊

別
日
本
電
気
商
会
殿
「
原
発
何
が
真
実
か
」
他
一
冊

”
製
粉
振
興
会
殿
「
小
麦
粉
の
話
」
一
冊

鴻
三
室
戸
学
園
殿
「
三
室
戸
学
園
創
立
釦
周
年
記
念
史
」

型
山
梨
県
立
図
書
館
殿
「
山
梨
県
立
図
書
館
所
蔵
郷
土
資
料
目
録
」

他
一
冊

溺
高
橘
八
重
子
殿
「
素
肌
美
容
法
」
一
冊

泌
山
梨
医
科
大
学
殿
「
山
梨
医
科
大
学
開
学
十
周
年
記
念
誌
」
一
冊

”
山
梨
県
立
美
術
館
殿
「
山
梨
県
立
美
術
館
蔵
品
総
目
録
Ⅱ
一
九

八
四
’
一
九
八
八
」
一
冊

詔
専
修
大
学
殿
「
専
修
大
学
加
年
」
一
冊

(I7I)



”
山
梨
大
学
殿
「
大
学
を
ひ
ら
く
」
一
冊

訓
本
妙
寺
殿
「
本
妙
寺
歴
史
資
料
調
査
報
告
番
」
一
冊

劃
山
梨
県
殿
「
山
梨
県
統
計
年
鑑
」
一
冊

詑
武
庫
川
学
院
殿
「
武
庫
川
学
院
五
十
年
誌
」
一
冊

認
金
沢
文
庫
殿
「
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
帥
年
の
あ
ゆ
承
」
他
一
冊

認
高
杉
良
殿
「
祖
国
へ
、
熱
き
心
を
上
・
下
」
二
冊

弱
庵
谷
行
亨
殿
「
日
蓮
聖
人
教
学
の
基
礎
二
」
他
一
冊

記
河
野
も
と
殿
「
珠
玉
」
一
冊

師
田
中
慈
妙
殿
「
元
政
上
人
」
一
冊

調
（
株
）
ナ
ン
・
ハ
ー
ワ
ン
殿
「
別
ｌ
切
輝
く
日
本
の
恥
１
」
一
冊

調
（
社
）
社
会
経
済
国
民
会
議
殿
「
原
発
論
議
総
点
検
」
一
冊

伽
交
通
遺
児
育
英
会
殿
「
交
通
遺
児
育
英
二
十
年
史
」
他
一
冊

型
東
洋
経
済
新
報
社
殿
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
直
観
」
一
冊

蛇
村
瀬
章
遠
殿
「
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
第
１
１
４
巻
」
七

セ
ッ
ド
ー

偲
仲
沢
浩
祐
殿
「
イ
ン
ド
の
寓
話
」
三
冊

必
日
蓮
宗
秋
田
県
青
年
会
殿
「
日
蓮
宗
秋
田
県
寺
院
巡
り
」
二
冊

妬
望
月
海
淑
殿
「
法
華
経
に
お
け
る
信
の
研
究
序
説
」
他
五
十
四
冊

妬
岩
間
日
勇
現
下
「
提
唱
碧
巌
集
全
」
他
五
冊

“
山
田
繁
子
殿
「
リ
ー
ダ
ー
ス
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
名
著
選
集
」
他
九
冊

躯
長
坂
町
教
育
委
員
会
殿
「
長
坂
町
誌
上
・
下
」
二
冊

網
原
光
司
殿
「
神
道
体
系
神
社
編
岨
・
過
古
典
注
釈
編
Ｉ
他

六
冊

釦
イ
ン
ナ
ー
ト
リ
ッ
プ
青
少
年
セ
ン
タ
ー
殿
「
第
廻
回
全
国
高
校

生
の
主
張
」
一
冊

印
橋
田
文
啓
殿
「
要
法
寺
文
書
」
一
冊

蛇
電
気
事
業
連
合
会
殿
「
さ
ん
す
い
」
一
冊

弱
浅
草
寺
殿
「
浅
草
寺
仏
教
文
化
識
座
第
誕
集
」
二
冊

瓢
成
田
山
新
勝
寺
殿
「
仏
教
思
想
史
論
集
Ｉ
。
Ⅱ
」
二
冊

弱
武
庫
川
学
院
殿
「
風
涛
こ
え
て
人
の
和
固
く
」
一
冊

弱
常
円
寺
殿
「
常
円
寺
史
」
一
冊

師
立
正
大
学
殿
「
江
戸
町
の
風
光
」
一
冊

宛
佐
藤
智
雄
殿
「
日
本
の
末
法
思
想
」
他
十
三
冊

弱
三
友
雅
夫
殿
・
●
ｍ
南
口
ロ
旨
溺
冒
亭
固
シ
ロ
固
両
の
閏
弓
●
・
他
十
二
冊

印
谷
川
寛
徳
殿
「
わ
が
人
生
論
富
山
編
（
中
）
」
他
二
百
四
十
三

冊
田
日
蓮
宗
布
教
院
殿
「
第
娼
回
布
教
院
な
報
」
一
冊

蛇
波
多
江
輝
子
殿
「
イ
ン
ド
哲
学
の
一
断
面
」
一
冊

鎚
本
門
社
殿
「
宗
門
新
報
コ
ピ
ー
全
集
第
一
巻
」
一
冊

“
昭
和
女
子
大
学
殿
「
昭
和
女
子
大
学
七
十
年
史
」
二
冊

筋
横
浜
市
市
民
局
長
殿
「
図
説
横
浜
の
歴
史
」
一
冊

髄
奥
野
本
洋
殿
「
ク
リ
シ
ュ
ナ
」
一
冊

碗
山
梨
県
林
務
部
殿
「
や
ま
な
し
森
林
花
樹
木
」
二
冊

昭
尚
学
社
殿
「
全
訳
古
語
例
解
辞
典
」
他
二
冊

的
財
団
法
人
統
一
団
殿
「
日
什
大
正
師
の
略
歴
及
び
主
張
」
一
冊

”
溝
田
弘
利
殿
「
撫
育
草
」
三
冊

(〃2）



刑
沼
義
昭
殿
「
観
音
信
仰
研
究
」
一
冊

池
北
海
道
西
部
教
化
セ
ン
タ
ー
殿
「
日
蓮
宗
管
長
現
下
御
親
教
北
海

道
教
区
護
法
大
会
記
念
写
真
集
」
一
冊

殉
鶴
蒔
靖
夫
殿
「
危
棲
時
代
の
選
択
」
一
冊

測
町
田
是
正
殿
「
身
延
山
秘
話
外
史
」
三
冊

布
笹
川
平
和
財
団
殿
「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
シ
チ
ズ
ン
シ
ッ
プ
」
一
冊

お
宇
部
短
期
大
学
殿
「
宇
部
短
期
大
学
三
十
年
の
歩
承
」
一
冊

両
長
谷
川
寛
清
殿
「
法
華
経
音
義
」
五
冊

泥
山
下
清
一
殿
「
法
華
経
大
講
座
第
１
巻
」
他
一
百
二
冊

ね
坂
本
静
殿
「
梵
文
法
華
経
写
本
集
成
第
１
巻
」
他
三
千
二
百

八
十
七
点

帥
山
梨
県
県
民
生
活
局
環
境
衛
生
課
殿
「
や
ま
な
し
の
環
境
」
一
冊

副
山
梨
日
日
新
聞
社
殿
「
山
日
Ｙ
Ｂ
Ｓ
席
書
き
第
五
十
回
大
会
記

念
誌
」

艶
日
本
図
書
館
協
会
殿
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
直
感
」
一
冊

鯛
藤
井
教
正
殿
「
飯
高
檀
林
資
料
檀
林
録
上
・
下
」
他
三
冊

“
公
務
員
試
験
協
会
殿
「
公
務
員
試
験
合
格
科
目
別
シ
リ
ー
ズ

ー
」
他
三
冊

錨
師
親
会
殿
「
国
訳
大
蔵
経
第
１
巻
」
他
一
百
冊

髄
山
喜
房
仏
書
林
殿
「
本
覚
思
想
論
」
他
六
十
冊

（
自
平
成
二
年
二
月
一
日
ｌ
至
平
成
三
年
一
月
三
十
一
日
掲
峨

順
不
同
）
以
上

坂
本
文
庫
、
第
二
回
目
の
御
寄
贈
を
平
成
二
年
八
月
二
十
二
日
に
坂
本

静
様
よ
り
賜
わ
り
ま
し
た
。
館
員
の
池
上
要
靖
先
生
と
点
検
し
た
結
果
、

次
の
様
な
内
容
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
①
ノ
ー
ト
類
二
九
三
冊
。
②
雑
誌

．
人
一
冊
献
本
運
動
」
に
呼
応
下
さ
り
ま
し
た
方
々
の
中
で
、
年
度

毎
に
三
十
万
円
相
当
以
上
の
献
本
者
の
方
に
は
、
そ
の
功
級
に
感
謝
し
表

彰
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
平
成
二
年
度
の
功
労
者
は
次
の
方
々
で
あ
り
ま

す
の
で
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

１
、
谷
川
寛
俊
殿
富
山
県

２
、
山
下
清
一
殿
函
館
市

３
、
坂
本
静
殿
東
京
都

今
後
共
、
広
く
皆
々
様
方
の
．
人
一
冊
献
本
運
動
」
の
御
協
力
を
切
に

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
本
学
園
図
書
館
に
は
、
一
般
教
養
関
係
等
の
本

が
少
く
な
い
の
で
、
仏
教
書
以
外
の
本
も
多
い
に
歓
迎
し
て
お
り
ま
す
。

同
じ
本
が
数
冊
あ
っ
て
も
、
結
櫛
に
存
じ
ま
す
し
、
こ
ん
な
本
で
は
必
要

な
か
ろ
う
と
い
う
場
合
で
も
献
本
賜
わ
り
ま
す
れ
ば
幸
甚
に
存
じ
ま
す
。

図
書
館
で
は
、
同
窓
生
諸
兄
、
有
縁
関
係
者
、
図
書
館
建
設
資
金
御
寄

付
者
、
献
本
御
協
力
者
、
研
究
者
等
の
利
用
の
便
を
計
る
た
め
に
閲
覧
証

（
一
年
間
有
効
）
を
一
階
の
カ
ウ
ン
タ
ー
に
て
用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で

御
来
館
の
際
に
は
館
員
に
ど
う
か
お
尋
ね
下
さ
い
。

◇
図
書
館
だ
よ
り
ｌ
そ
の
三
１

◇
図
書
館
だ
よ
り
ｌ
そ
の
二
Ｉ

(〃3）



一
二
一
五
冊
。
③
書
籍
六
六
二
冊
。
④
新
聞
六
一
点
。
⑤
そ
の
他
（
資
料

コ
ピ
ー
・
写
真
・
原
稿
・
抜
刷
・
色
紙
・
・
ハ
ソ
フ
レ
ッ
ト
・
そ
の
他
）
九

九
四
点
。
⑥
軸
物
三
○
幅
。
⑦
書
画
等
三
二
点
。
合
計
、
三
二
八
七
点
に

及
ん
で
お
り
ま
す
。
前
回
の
和
番
・
洋
装
本
・
洋
書
・
雑
誌
等
の
約
一
万

冊
を
合
せ
ま
す
と
、
か
な
り
の
数
に
な
り
ま
す
。
い
づ
れ
目
録
を
完
成
さ

せ
利
用
の
便
を
計
り
た
く
存
じ
て
お
り
ま
す
。
現
在
、
洋
装
本
の
二
八
五

二
冊
と
洋
書
一
六
一
冊
の
作
業
が
完
了
し
閲
覧
可
能
で
す
。
段
重
点
の
作

業
は
和
本
四
九
三
五
冊
の
修
理
（
裏
打
）
、
峡
の
製
作
に
追
わ
れ
て
、
完

了
に
は
数
年
を
要
し
そ
う
で
あ
り
ま
す
が
、
コ
ッ
コ
ッ
と
進
ん
で
参
り
ま

す
の
で
宜
敷
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
（
桑
名
貫
正
）

研
究
活
動
報
告

①
日
本
印
度
学
仏
教
学
会

第
四
十
一
回
学
術
大
会
は
、
平
成
二
年
六
月
二
十
三
日
（
土
）
、
二
十

四
日
（
日
）
の
両
日
に
わ
た
り
、
当
番
校
東
北
大
学
（
仙
台
市
）
の
主
催

で
行
わ
れ
た
。
本
学
か
ら
の
発
表
者
と
テ
ー
マ
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

原
始
仏
教
に
お
け
る
冨
冒
に
つ
い
て
池
上
要
蛸

鈩
鼠
画
の
淳
塁
圏
耳
目
旨
‐
ぐ
鼠
吾
嵐
望
月
海
慧

⑥
日
本
宗
教
学
会

日
本
宗
教
学
会
第
四
十
九
回
学
術
大
会
は
、
九
月
二
十
八
日
（
金
）
三

十
日
（
日
）
・
に
か
け
て
、
大
谷
大
学
（
京
都
市
）
に
お
い
て
開
催
さ
れ

た
。
本
学
か
ら
の
発
表
者
と
テ
ー
マ
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

宗
教
と
教
育
ｌ
仏
教
に
お
け
る
教
育
思
想
ｌ
渡
辺
寛
勝

⑧
日
本
仏
教
学
会

平
成
二
年
度
学
術
大
会
は
「
仏
教
と
女
性
」
を
共
同
研
究
課
題
と
し
て

十
月
六
日
（
土
）
、
七
日
（
日
）
の
両
日
に
わ
た
り
、
花
園
大
学
（
京
都

市
）
を
会
場
に
し
て
開
催
さ
れ
た
。
本
学
か
ら
の
発
表
者
と
テ
ー
マ
は
次

の
通
り
で
あ
る
。

日
蓮
聖
人
の
女
性
観
桑
名
貫
正

側
日
蓮
宗
教
学
研
究
発
表
大
会

第
四
十
三
回
日
蓮
宗
教
学
研
究
発
表
大
会
は
、
日
蓮
宗
宗
務
院
講
堂
を

会
場
に
し
て
開
催
さ
れ
た
。
本
学
か
ら
の
発
表
者
と
テ
ー
マ
は
次
の
通
り

で
あ
る
。宗
祖
の
唱
題
観
上
田
本
昌

五
百
対
二
百
五
十
ヨ
ー
ジ
ャ
ナ
の
塔
高
橋
尭
昭

武
田
・
穴
山
両
氏
の
対
身
延
山
政
策
町
田
是
正

金
綱
集
の
検
討
中
條
暁
秀

量
目
画
旨
日
影
国
の
卑
昌
倒
忌
国
日
弄
幽
耳
号
旨
言
冨望
月
海
慧

⑥
仏
教
文
化
講
座

本
年
度
の
「
仏
教
文
化
講
座
」
（
公
開
）
は
、
一
月
二
十
六
日
（
午
前

九
時
’
十
時
三
十
分
）
開
催
さ
れ
た
。
講
師
は
中
央
大
学
名
誉
教
授
で
あ

る
佐
藤
智
雄
先
生
、
テ
ー
マ
は
「
信
仰
と
信
念
に
つ
い
て
１
日
蓮
聖
人
を

(〃4）



中
心
と
し
て
ｌ
」
で
あ
っ
た
。

⑥
学
内
研
究
会

本
年
度
の
学
内
研
究
会
の
発
表
者
と
テ
ー
マ
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

◇
六
月
二
十
八
日
（
木
）
午
後
三
時

カ
マ
ラ
シ
ー
ラ
の
般
若
心
経
注
釈
に
つ
い
て
望
月
海
慧

◇
九
月
二
十
七
日
（
木
）
午
後
三
時

日
蓮
聖
人
の
女
性
観
桑
名
貫
正

◇
一
月
十
七
日
（
木
）
午
後
三
時

数
珠
考
一
宮
嘉
孝

平
成
二
年
度
卒
業
論
文
一
覧

唱
題
成
仏
に
つ
い
て
考
察
す
る
田
中
文
耀

行
学
院
日
朝
上
人
ｌ
身
延
に
お
け
る
業
紙
に
つ
い
て
Ｉ

飯
盛
治
雄

日
蓮
聖
人
の
身
延
山
で
の
御
生
活
麻
生
文
雄

日
像
上
人
の
研
究
ｌ
帝
都
弘
通
に
つ
い
て
Ｉ
内
山
裕
明

日
蓮
聖
人
の
末
法
救
済
観
岡
田
亮
修

日
蓮
宗
に
お
け
る
守
護
神
の
一
考
察
ｌ
特
に
鬼
子
母
神
信
仰
に
つ
い
て
Ｉ

金
安
英
世

日
蓮
聖
人
の
上
行
自
覚
川
本
義
昭

法
華
経
・
日
蓮
聖
人
の
「
信
」
に
つ
い
て
橘
内
秀
徳

日
蓮
聖
人
の
法
難
に
つ
い
て
ｌ
龍
口
法
難
を
中
心
と
し
て
Ｉ

佐
灸
木
寛
明

『
立
正
安
国
論
』
の
一
考
察
ｌ
自
界
叛
逆
難
・
他
国
侵
遍
難
に
つ
い
て
ｌ

鈴
木
智
之

日
蓮
聖
人
の
国
家
論
高
橋
忍
静

天
台
止
観
に
お
け
る
覚
知
魔
事
に
つ
い
て
ｌ
『
天
台
小
止
観
』
第
八
章
を

中
心
と
し
て
Ｉ
戸
田
秀
明

末
法
総
鎮
守
七
面
大
名
神
に
つ
い
て
の
研
究
豊
田
通
則

久
遠
成
院
日
親
上
人
に
つ
い
て
ｌ
『
立
正
治
国
論
』
を
中
心
と
し
て
ｌ

根
師
哲
郎

日
什
門
流
の
成
立
と
展
開
畑
光

西
谷
檀
林
の
研
究
ｌ
紅
衣
騒
動
を
中
心
と
し
て
Ｉ
水
野
泰
経

上
総
七
里
法
華
に
つ
い
て
三
橋
潮
倖

日
像
上
人
の
帝
都
弘
通
の
経
練
と
軌
跡
に
つ
い
て
三
好
能
瑞

日
蓮
聖
人
の
衆
生
へ
の
教
化
に
つ
い
て
の
一
考
察
山
本
翠
ど
り

富
士
門
流
興
門
派
と
日
向
定
善
寺
日
叡
上
人
に
つ
い
て
Ｉ
日
興
上
人
滅
後

の
富
士
門
流
の
展
開
と
分
裂
Ｉ
吉
田
静
正

日
蓮
聖
人
の
「
師
」
の
自
覚
に
つ
い
て
松
村
文
潮

◇
同
窓
会
本
部
だ
よ
り
◇

身
延
山
短
期
大
学
学
園
同
窓
会
役
員
会
の
開
催

平
成
二
年
度
、
同
窓
会
役
員
会
が
平
成
二
年
十
月
三
十
日
（
火
）
、
身

延
山
短
期
大
学
学
園
を
会
場
と
し
て
左
記
の
式
次
第
に
て
成
会
裡
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

(〃5）



御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

役
員
会
議
事
録

司
会
桑
名
貧
正
先
生

⑪
開
会
の
辞
、
倒
玄
題
三
唱
（
大
石
要
英
副
会
長
）
、
側
会
長
挨
拶
（
小

崎
龍
雄
副
会
長
）
、
い
理
事
長
挨
拶
（
副
総
務
小
川
原
潮
栄
庶
務
部
長
）

⑤
宮
崎
英
修
学
長
挨
拶
、
側
議
事
、
㈹
議
長
選
出
、
小
崎
龍
雄
同
窓
会
副

会
長
が
選
出
さ
れ
る
。
㈲
本
部
庶
務
・
会
計
報
告
（
望
月
海
英
先
生
）
、

例
支
部
報
告
（
各
支
部
長
よ
り
現
況
報
告
が
な
さ
れ
た
）
、
㈲
そ
の
他
。

切
玄
題
三
唱
（
中
村
正
彦
副
会
長
）
、
側
閉
会
の
辞
。

尚
、
当
日
の
議
事
内
容
は
、
次
の
様
な
事
が
討
議
な
さ
れ
ま
し
た
の
で

１
、
表
彰
規
定
：
…
…
・
三
○
万
円
以
上
の
寄
付
者
。

２
、
同
窓
会
会
費
納
入
に
尽
力
。
各
支
部
長
さ
ん
に
お
願
い
し
て
、
各

県
（
所
属
）
の
実
際
上
の
会
員
を
把
握
し
て
、
新
た
な
会
員
名
簿
の

再
確
認
が
で
き
た
も
の
を
本
部
に
送
付
。

１
、
身
延
山
学
園
同
窓
会
役
員
・
支
部
長
会
議
は
毎
年
開
催
。

２
、
身
延
山
学
園
同
窓
会
総
会
は
三
年
毎
に
開
催
。

１
、
身
延
山
短
期
大
学
三
カ
年
を
卒
業
し
た
者
の
僧
階
は
大
講
師
な
の

で
、
卒
業
後
一
カ
年
間
の
特
別
教
育
機
関
を
つ
く
り
何
ら
か
の
研
修

を
行
い
、
梅
僧
都
を
取
得
で
き
る
よ
う
に
個
階
の
熟
の
恩
典
を
計
っ

て
欲
し
い
。

〔
決
定
事
項
〕

〔
要
望
事
項
〕

〔
確
認
事
項
〕

２
、
同
窓
会
名
簿
の
訂
正
。

３
、
同
窓
大
会
総
会
後
に
同
窓
会
の
懇
親
会
を
行
っ
て
欲
し
い
。

４
、
同
窓
会
支
部
会
饗
（
同
窓
会
本
部
会
則
第
７
条
、
会
員
一
人
、
年

会
費
一
○
○
○
円
を
同
窓
会
本
部
へ
納
む
）
を
本
部
の
方
か
ら
督
促

し
て
欲
し
い
。
以
上

（
文
責
桑
名
貫
正
）

(〃6）



ナサニエル・ホーソソについての一考察（大森）

ナサニエル・ホーソン(Nathaniel

Hawthorne)についての一考察
（主に故郷サレム・小説スカーレット ・レターズ・

パブリッシングについて）

孝大 森

はじめに

平成元年九月，図書館長職に就任し，館内の蔵書を調べる中で， 58年に富山

県魚津市の真成寺総代の金三津三郎氏御寄贈の300冊余の洋書が，書棚に並べ

られてあるのを見，然も此等の洋書は，金三津氏御令息故俊明氏が研究生活を
（1）

送る中で求められた貴重な書籍であり，叉，御令息は残念にも34才の若さで，

志半ばにして御他界の由， これ等の書籍を，真成寺の谷川寛徳，寛俊両上人の

御尽力により，当図雷館に寄贈された由， しかし， こうした貴重な洋書も，仏

教関係の書籍ではない故，広く読まれることも少ないと考え， ここに紹介を兼

ねて，研究書の大部分を占めるアメリカの作家ナサニエル・ホーソンについ

て，その一端を寄贈の文献を参照しながら述べて承る次第です。

ナサニエル， ホーソン(NathanielHawthorne)についての評伝は多く出
（2）

されているが，その中で世界的に非常な評価を得ているアメリカの作家ヘンリ

ージェームス(HenryJames)の論説を中心に参照しながら， ホーソンの人
（3）

間像の一端を考えてふたいと思う。先ずジェームスは，彼の経歴はシンプルな

ものであったと，次の様に述べている。

Hawthorne'scarrerwasprobablyastranquilanduneventfulone

asevertoldtoalotofamanofletters; itwasahnoststrikmgly

deficientinmcident,mwhatmaybecanedthedramaticquality.

（ 1 ）



ナサニエル・ホーソンについての一考察（大森）

FewmenofequalgeniOusandofequaleminencecouldhaveled, on

thewhole, asimplernfe.

即ち，和訳すると「ホーソンの経歴は，多くの文学者達に語られているよう

に，静かな波乱の少ないものであった。其れは，たとえ劇的な性質であると呼

ばれるもの等の中にも，非常にイベント的なものが欠けていた。同じ様な天才

的能力を持つ人をも， 全体として， 彼よりシンプルな生活を送る事は出来な

かったであろう。」以上の様に述べているが，では彼は，如何なる具合に成長

したのであろうか，ヘンリーは次の様に述べている。

Itwaspassed, forthemostpart, inasmallandhomogeneousso-

cietyinamovincial, ruralcommunity; ithasfewperceptiblepoints

ofcontactwithwhatiscalledtheworld, withthemannersofhis

timeevenwiththenfeofhisneighbours.

即ち， 「彼は地方の田舎の地域の小さい，同じ様な状態の社会で大部分を過

した。所謂’世間や，彼の時代の風習や，隣人達の生活とさえ接触した点は，

殆んどゑとめられなかった。」

ジェームスは以上の様に述べているが， しかし，ホーソンの作品に対しては

高い評価を表わしており，次の様に述べている。

WhatevermayhavebeenHawthorne'sprivatelot,hehasthe

importanceofbeingthemostbeautifulandmostemmentrepresent-

ativeofaliterature・Theimportanceoftheliteraturemaybeques-

tioned, butatanyrate,mthefieldoflet"rs.Hawthorneisthe

mostvaluableexampleoftheAmericangenius.Judgmgfrompresent

appearance,wewilllongoccupythishonorableposition.

即ち， 「ホーソンの個人的運命が何であっても，彼は文学の最も美しい，最

も際立った代表である事の重要さを持っている。文学の重要さについては問題

があるかも知れないが， とに角，学問の分野でホーソンは， アメリカ人の天才

（2）



ナサニエル・ホーソンについての一考察（大森）

の最も価値ある例である。現在の様子から判断して，彼は長く此の名誉ある地

位を占めるであろう。」

尚，彼の非常に控えめな，デリケートな性格は，大まかなアメリカの生活状

態と， 自己の作品との不調和感に苦しんだと考えられるが， この事について，

ジェームスは次の様に具体的に述べている。

Hawthorne, ontheoneside, issosubtleandslenderandunpre-

tending,andtheAmericanworld,ontheother,issovastandvarious

andsubstantial, thatoftheScarletletterandtheMossesfroman

oldManse, thatwerenderhimapoorsmvicemcontrastmghis

proportionswiththoseofagreatcivnization・ ButourauthormllSt

accepttheawkwardaswenasthegracefulsideofhisfame; fOrhe

hastheadvantageofpomtmgavaluablemoral.

即ち， 「ホーソンは一方では，非常に弱く， 頼り無く自信が無いようであ

る。他方， アメリカ社会は， 。スカーレット ・レター，や，オールドマンスフロ

ム・モーシズ，の世界の様に，非常に広大で，種々で，実質的であるので，我

盈は，彼の役割と威大な文明の役割とを比較して，彼の働きを低く考える。し

かし，我念の作家は，彼の名声の優美な面と同様に，控え目な面も受け入れね

ばならない。何故ならば，彼は貴重な教訓を示す利益を受けているからであ

る。」次に，此の教訓について，彼はアメリカ文明と結びつけて，次の様に述

べている。

Thismoralisthattheflowerofartbloomsonlywherethesoilis

deep, thatitneedsacomplexsocialmachmerytosetawriterm

motion・ Americancivinzationhashithertohadotherthingstodo

thantoproduceflowers, andbefOregivmgbirthtomitersithas

wiselyoccupieditselfwithprovidingsomethingforthemtowrite

about.

（3）



ナサニエル・ホーソンについての一考察（大森）

即ち， 「此の教訓は，人工の花は，土壌が深い場所だけに花を開くと云う事

であり，作家を活動させるのには，複雑な社会機構を必要とすると云う事であ

る。アメリカ文明は， これ迄に，花を作る事より以上に為すべき別の事柄を持

っている。そして，作家を誕生させる前に，文明自身が作家達に書くべき事柄

を旨く与えている。」

以上の様に述べているが，更に，彼が，故郷のニューイングランドから非常

な影響を受けていると，次の様に述べている。

OutofthesoilofNewEnglandhespranginacreviceofthatim-

mitigablegramtehesproutedandbloomed.Halfofmterestthathe

possessesfOranAmmicanreaderforanalysismustresidemhislatent

NewEnglandsavour，Thecold, brightairofNewEnglandseemsto

blowthroughhispages, andthese,mtheodnionofmanypeople,

arethemediuminwhichitismostagreeabletomaketheacquaint-

anceofthattonicatmosphere.

即ち， 「ニューイングランドの土壌の外に彼は飛び出し，堅い花崗岩の割れ

目の中で，彼は芽を吹き花開いたのである。彼が， アメリカの読者に対し抱い

ている興味を分析して承ると，其の半分は，彼の潜在的なニューイングランド

の持味の中にあったにちがいない。ニューイングランドの冷たい，明るい空気

は，彼の頁を通して吹いている様にふえる。そして， これ等は多くの人々の意

見の中で，あの元気一杯の雰囲気に会うのが，非常に愉快になる媒介物となる

のである。」

更に， ジェームスは， ホーソンの作品が， 如何に故郷の匂がするかについ

て，次の様に述べている。

Hawthorne'sworksavoursthroughlyofthelocalson-itisredolent

ofthesocialsystemmwhichhehadhisbeing.Hawthornesprang

fromtheprimitiveNewEnglandstock; hahadaverydefiniteand

（4）



ナサニエル・ホーソンについての一考察（大森）

conspicuouspedigree.

即ち， 「ホーソンの作品は，十分地方の土の匂がする。即ち，それは，彼が

生活して居た社会組織を思わせる。ホーソンは，初期のニューイングランドの

血統から出た。即ち，彼は非常にはっきりと，際立った血統であった。」

次に，彼の誕生について，具体的に考えてぷたい。先ず， ジェームスは次の

様に述ぺている。

HewasbornatSalem,Massachusetts,onthe4thofJuly,1804,

andhisbirthdaywasthegreatAmericanfestival, theanniversary

oftheDeclarationofNationallndependence.Hepassedthegreater

partofhisboyhoodthere, aswellasmanyyearsofhislaterlife.

Salemhasapsysiognomymwhichthepastplaysmoreimportant

partthanthemesent・IknownotofwhatpicturesquenessHawthorne

wasconsciousmhisrespectablebirthplace, wemusthavefeltat

leastthat, ofwhatever, theelmshadowedstreetsofsalemwerea

recogmzablememento.

即ち， 「彼は1804年7月4日にマサチューセッツのサレムに生れた。彼の誕

生日は，大きなアメリカの祭典，即ち，国家の独立宣言の記念日であった。彼

は其処で，少年時代の大部分を，晩年の多くの年と同じ程度に過した。サレム

は，過去が現在以上に重要な役割を演ずると云う特徴を有している。私は，ホ

ーソンが彼の尊敬する誕生地に， どんな絵の様な美しさを意識していたかは知

らない。我為は，少なくとも，何であれ，エルムの木が影を落とすサレムの街

は， 目につく記念物であると感じたにちがいない。」

彼がサレムで寂しい年月を過した事は考えられるが，更に， ジェームスは，

彼の其処での生活の中に優しさと僧しゑが混り合った感情があったと述べてお

り，その事は，彼の代表的作品の「スカーレット， レター（緋文字）」のイン

トロダクションの中に見られる， と云っている。次に，其のイントロダクショ
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ンの原文を記してみると，

'｡Mynativeplace,thoughlhavedweltmuchawayfromit,bothm

boyhoodandinmatureyears-possesses,ordidpossess,aholdonmy

affections,thefOrceofwhichlhaveneverrealizedduringmyseasons

ofactualresidencehere・ Indeed, sofarasthephysicalaspect is

concerned,withitsflat,unvariedsurface,coveredchieflywithwooden

houses,fewornoneofwhichpretendtoar℃hitectualbeauty; its

irregularity,whichisneitherpicturesquenorquaintbutonlytame;

itslongandlazystreet, loungingwearisomelythroughthewhole

extentofthepeninsula,withGallowsHinandNewGuineaatoneend,

andaviewoftheahnshouseattheother-suchbeingthefeaturesof

mynativetownitwouldbequiteasreasonabletofOrmasentimental

attachmentdisarrangedchequer-board''.

即ち， 「私は故郷から離れて住んでいたけれども，故郷は少年時代になって

も， 大人の時代になっても， 私の愛情の上に心の支えになるものであり， 即

ち，私が住承ついた幾シーズン中， 自分が今迄に気づかなかった影響力を持っ

ているし，叉，持っていたのである。実際，外形的面が考えられる限り，平面

的な変化の無い面を持ち，主に木製の家々で覆われており，その家をも殆んど

建築的美しさは見かけず，その不揃さも絵のように美しくもなければ，奇異で

もなく単調に過ぎない。その長い，けだるい様な街は，一方の端にガローズヒ

ルとニューギニア，他の端に養老院を眺めるから，半島全域を貫いて，疲れ，

もたれかかっているように延びている。私の故郷の町の特徴はこの様なので，

不揃いのチェッカー盤に心情的な執着心を抱く事は，全く理に合っているであ

ろう。」

以上の様に，ホーソンは故郷に対して，複雑な心情を抱いていたと考えられ

る。しかし， ジェームスは，現在の故郷サレムについて，次のように説明して
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いる◎

TheSalemofto-dayhas,asNewEnglandtownsgo,aphysiognomy

ofitsown, andmspiteofHawthorne'sanalogyofthedisarranged

draught-board,itisadecidedlyagreeableone・Salem,atthebegmnmg

ofthepresentcentury, playedagreatpartmtheEasterntrade; it

wastheresidenceofenterprismgShipownerswhodespatChedtheir

vesselstolndianandChineseseas. Itwasaplaceof largefOrtunes,

manyofwhichhaveremamed, thoughtheactivitythatproduced

themwaspassedaway.

即ち， 「今日のサレムは， ニューイングランドの町等の様に，其の町の顔つ

きを持っている。ホーソンの不揃のチェッカー盤の推論にもかかわらず，町は

大変心地よいものである。サレムは現世紀の初に，東方貿易に於て大きな役割

を演じた。其れは， インドシナ海に彼等の船舶を送った冒険的な船主の住む所

であった。其れは，財産を生み出した活動はなくなったけれども，多くの財産

が残されている場所であった。」

以上の様に述べているが，成功した貿易者達は，貴族階級と呼ばれ，町全体

が， ニューイングランドの他の町より豊かであった様である。ホーソンは其処

の小学校に通うのであるが9才の時，ポールを足に受けて怪我をし，治るのに

3年程かかったと云われている。尚，彼の通学した小学校について， ジェーム

スは次のように述べている。

Hisschool, it istobesupposed, wasthecommondayschoolof

NewEngland. -theprimaryfactorinthatextraordinarilypervasive

systemofmstructionmtheplainerbranchesoflearningwhichforms

oneoftheprincipalornamentofAmericanlife.

即ち， 「彼の学校は， ニューイングランドの普通の昼間学校であったと考え

られている。即ち， それは， アメリカ人の生活の主要な飾りの1つとなるよ
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り，明白な学問の分野に於ける教育の非常に普及した組織の中の重要な要素で

あったと考えられる。」

彼は1818年， 14才の時， メイン州の叔父の家で母と共に住む事になるのであ

るが，其処で，彼は非常な孤独感を味わうのであるが， しかし，彼は，孤独感

を特別の感慨を以って味わうのであり，その方法として，彼は自然に接するよ

うになるのであるが， この事について， ジェームスは， ホーソンの言葉を引用

しながら次の様に述べている。

Foraboywitharelishforsolitudethereweremanynaturalre-

sources,andwecanunderstandthatHawthorneshouldinafteryears

havespokenverytenderlyofepisode. ､,I livedinMainelikeabird

oftheair,soperfectwasthefreedomlenjoyed.''Duringthelong

summerdaysheroamed,guninhand,throughthegreatwoods.

即ち， 「孤独に対する味わいを持つ少年にとって， 多くの自然の富があっ

た。そして，我々は， ホーソンが後年，エピソードについて非常に優しく話し

たことを理解できる。即ち， ‘，自分は空の鳥のようにメインで暮した。私が楽

しんだ自由は， その様に完全であった"。長い夏の日中は大きな森の中を，彼

は手に銃を持って歩きまわった。」

尚，冬については， ジェームスは次の様に述べている。

Hewouldskateuntilmidnight, allalone, uponsebagoLake,with

thedeepshadowsoftheicyhillsoneitherhand.

即ち， 「彼は，交互に手の上に氷の岡の深い影を受けながら，セバゴ湖の上

を，ずうっと独りで夜中迄スケートをしたものです･O」

以上の様に，ホーソンの故郷サレム，及び，そこで過した彼の少年時代を，

主に，述べて来たのであるが，次に， ホーソンの代表的作品， スカーレットレ

ターに対しては， ジェームスは次の様に述べている。

ThescarletletterwasintheLimitedstatesaliteraryeventofthe

（8）



ナサニエル・ホーソソについての一考察（大森）

firstimportance・Thebookwasthefinestpieceofimagmativewriting

yetputforthmthecountry・TherewasaconsciousnessofthiSm

thewelcomethatwasgivenitasatisfactionintheideaofAmerica

havingproducedanovelthatbelongedtoliterature, andtothefOre-

frontofit・ SomethingmightatlastbesenttoEuropeasexquisi"

inqualityasanythingthathadbeenreceived,andthebestofitwas

thatthethingwasabsolutelyAmerican; itbelongedtothesoil, to

theair; itcameoutoftheveryheartofNewEngland・ Itisbeau-

tiful, admirable, extraordinary・ Ithasmthehighestdegreethat

mmitwhichlhavespokenofasthemarkofHawthorne'sbest

things-anindefmablepurityandlightnessofconception, aquanty

whichmaworkofartaffectsoneinthesamewayastheabsence

ofgrossnessdoesinahuman-being・ Hisfancy,asliustnowsaid,

hadevidentlybroodedoverthesubiectfOralongtime;thesituation

toberepresentedhaddiscloseditselftohiminallitsphases.When

Isayinall itsphases, thesentencedemandsmodification. Inthe

ScarletLetterthereisagreatdealofsymbolism,thereis,Ithink,

toomuch. Itisoverdoneattimes, andbecomesmeChanical; it

ceasestobeimpressive, andgrazestriviality.

即ち， 「スカーレット ・レターは，限られた州の中では，最初の重要な文学

上の出来事であった。その本は，想像的に醤かれたものの中で，最も立派な作

品であった。けれども，地方で発表された。其の作品が，歓迎された中に，文

学や，その最前線に属している小説を， アメリカが生んだと云う考えの中に，

一つの満足感が与えられたと云う意識があった。与えられていたものと，同じ

様に立派な質の良いものが，終にはヨーロッパに送られたかも知れない。その

作品の最も良いものは，其れが完全にアメリカ風であると云う事であった。其
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れは，土壌や空気に属していた。其れは， ニューイングランドの心そのものか

ら出て来た。其れは，美しく，尊敬すべきものであり，非凡なものであった。

其れは，最も高い程度に，私がホーソンの最も良いと考えるもの，即ち，定義

出来ない様な純粋さ，そして，思考の明るさ，叉，作品の中で下品さを表示し

ないのと同じ様な方法で，人に影響し，人間の存在を左右する性質， こうした

ものを目標として，私が話したあの秀れたものを持っている。

彼の思考は，私が今迄述べたように，明らかに長い間，その主題について考

えていた。表示されるべき状況は，凡ての面に於て，彼に対して閉じていた。

私が凡ての面について述べる時は，文は修飾語を必要とする。

スカーレットレターの中には，非常に多くの象徴主義がある。非常に多くあ

ると思う。其れは時を度を越す。そして，機械的になる。其れは印象的になる

事を止める。そして，平凡な事に触れる。」

以上の様に， ジェームスはスカーレット ・レターに対しての感想を述べてい

る。即ち，非常に秀れた立派な作品であるが，時だ，作者の考えが，十分に表

示出来ない面があると述べている。

次に， ランダル・スチュワーツ(RandallStewart)の説を参照しながら，
（4）

ホーソンについて考えてゑたい。

彼は，ホーソンが故郷サレムの生活について，友に書き送った手紙を，ホー

ソンの気持を表示したものであると，次の様に示している。

AstotheSalempeople,IreallythoughtthatIhadbeenexceed-

inglygood-naturedmmytreatmentofthem・Theycertainlydonot

deservegoodusageatmyhandsafterpermittingmetobedeliberate-

lylieddown-notmerelyonce, butattwoseveralattacks-ontwo

falseindictments-withhardlyavoicebeingraisedonmybelief;and

thensendingoneofthefalsewitnessestoCongress, otherstothe

Legislatureandchoosmganotherasthemayor.Ifeelanmfinite
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contemptforthem-andprobablyhaveexpressedmoreof itthanI

mtended, fOrmypreliminarychapterhascausedthegreatestuproar

thathashappenedheresincewitchtimes・ Iflescapefromtown

withoutbeingtarredandfeathered,Ishallconsideritgoodluck,I

wishtheywouldtarandfeatherme; itwouldbesuchanentirely

novelkmdofdistinctionforanteraryman・And,fromsuchjudges

asmyfellow-citizens,Ishonldlookuponitashigherhonorthana

12''relcrown.

即ち， 「サレムの人々に関しては，私は彼等に対する自分の態度は，非常に

親切であったと思った。彼等は，私をよく調べた後で，単に一度だけでなく，

二度に渡る数個の非難，即ち，二度の偽りの起訴や，私の支持の声は，殆んど

聞かれず，又，偽りの目撃者の一人を国会に送ったり，他の者達を州議会に送

ったり，市長として他の者を選んだり，確かに私の手元で役立つような事はな

い。私は彼等に対して，非常な軽べつを感ずる。そして多分，私が思っていた

以上の軽べつの感情を示している。なぜならば，私の序文が，魔女の時代（未

開時代）以来， この場所でひき起された最も大きい騒動をもたらしたからであ

る。もし私が，ひどく非難されずに町からのがれるならば，私は，それを運が

良いと思うだろう。私は，彼等が私を非難してくれたら良いと思う。非難され

ずに町を出る事は， 1人の作家に対して，全く変った種類の区別となるであろ

う。そして， この様な判断から，一市民として私は，その事を月桂樹の冠以上

に高い名誉と考えるべきであろう。」

以上の様にホーソンは述べて，サレムの人食から，ひどく非難されるのが当

然であるのに，比比較的良好な待遇を受けた事に対し，外見上は感謝している

のである。しかし，心の中では決っして愉快ではなかったようであり， この辺

の事情について，スチュワーツは，次の様に述べている。

Hawthonewasunderstandablyeagertogetoutofsalem.Hischange
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ofresidenceatthistmle,however,wasnotsomnchcausedashas-

tenedbytheunfriendlinessofhisneighbors, formthepreceding

autumnhehadengagedahouseatLenox,mtheBerkshires,for

occupancydurmgthecommgsummer.Pressedbytheuntowardde-
●

velopmentinsalem.hemovedhishouseholdpossessionsfroml4MaU

streetaboutthemiddleofAprilandinstalledhisfamnywithMrs.

Hawthorne'sparentsinBoston.

即ち， 「ホーソンがサレムから， しきりに脱出しようとしていた事はもっと

もであった。此の時，彼が住居を変える事は，彼の隣人達の冷たさによって急

がされると云う程ではなかった。なぜならば，前の秋に彼は，次の夏の間中住

む為に，バークシェアーのレノックスに家を予約していたからである。サレム

に於ける不適当な開発によって圧迫を受けて，彼は四月の中頃， 14モール・ス

トリートから家族の財産を移した。そして，ボストンに居るホーソン夫人の両

親と共に，彼の家族を落ち着かせた。」

更に，彼は5月に， レノックスの他の家に移るのであるが，彼は，そこでの

生活に満足していたようであり，その辺の事情について， スチュアートは次の

様に述べている。

LateinMaytheHawthornesmovedintotheLittleRedHouseat

T.enox・Thechangewasahappyone・Hawthornewasgladtoberid

ofponticsandponticalstrife. Forafewweeksperhaps, hefOught

theoldbattlesoveragain.HeaskedBurchmoretoferretoutasus-

pectedstratagemoftheenemy'swhichwasstmundisclosed.

即ち， 「5月の末に，ホーソンー家はレノックスのリツル・レッドハウスに

移った。その転居は楽しいものであった。ホーソンは政治や，政治的論争から

脱っすることを喜んだ。二，三週間は多分彼は何回も古い慣習と戦った。彼は

バークモアーに， 尚， 隠されている敵の疑わしい策略を探し出すように頼ん
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だ。」

彼はレノックスで上述の様な生活を送るのであるが，次第に彼の心境にも変

化を来たし， 自信ある作家として名声を得るようになるのであるが，その事情

について， スチュワーツは次の様に述べている。

Therancorgraduallydiedaway,andHawthornerecoveredhisself-

possession・ SituatedmthehnlsofBerkshire, hecouldoncemore

mockatfateandcar巳.Hisliteraryreputationwasatlastestablished

beyondancavil. Thoughhewasstillhardpressedformoney, his

newfamehadimprovedhisfmancialprospects・ Hecouldenjoythe

innersatisfactionofartisticachievement・ Hewasstinfreetogive

hisentireenergiestocreativework.

即ち， 「憎しみも次第に消えて，ホーソンは彼の落着きをとりもどした。バ

ークシィアーの岡に住んで，彼はもう一度，運命と気苦労をあざける事が出来

た。彼の文学的名声は，ついに，凡ての非難を越えてつくられた。彼は，尚，

金銭に対しては非常に苦しんでいたが，彼の新しい名声は，彼の財政的見通し

を良いものにした｡彼は芸術的功績について，内心の満足を楽しむ事が出来た。

彼は，尚，創造的仕事に対して，彼の全精力を十分に与える事が出来た。」

次に， スカーレット ・レター(TheSoarletLetter)については， スチュ

ワーツはどの様に考えていたかについて，述べてみたいと思う。先ず，彼はこ

の事を書き終った時のホーソンの様子について，次の様に述べている。

HawthornefinishedTheScarletLetteronFebruary3.1850．Onthe

eveningofthatdayhereadthelatterpartofthebooktohiswife

whoasalwayshadreligiouslyreframedfromanymquiryormeddling

duringtheprocessofcomposition. '､Itbrokeherheart,''Hawthorne

wrotetoBridge, '､andsenthertobedwithagrievousheadaChe,wh!ch

Ilookuponasatriumphantsuccess.''Ofhisownreactionsonthat
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memorableevening,Hawthornerecalledseveralyears later, f'my

emotionswhenIreadthelast sceneoftheScarletLettertomy

wife, justafterwritingit-triedtoreadit, rather, formyvoice

swelledandheaved,asiflweretossedupanddownonanocean,

asitsubsidesafterastorm.''

即ち， 「ホーソンは1850年2月3日にスカーレット・レターを書き終った。

其の日の夕方に， 彼はその本の後の部分を， 彼の妻に読んでやった。その妻

は，常に，彼が小説を執筆中には，誠実に，何かの質問や，干渉する等の事を

慎んでいた。ホーソンはブリッヂに次の様に手紙を書いた｡､其れは，彼女の心

にショックを与えた。そして，ひどい頭痛で床につかせた。そして，其の事を

自分はすばらしい成功と考える，｡ホーソンは数年後に，あの記念すべき夕方の

彼自身の反応を思い出した｡，私が書き終ってすぐ妻に対してスカーレット ・レ

ターの最後の光景を読んだ時の私の感情は，丁度， 自分が暴風雨の大海上で上

下に動揺されるように， 自分の声が高い調子で，捻るようであったので，むし

ろ，其れを努めて読もうとした，｡」

以上の様にホーソンは，妻に対して読んだ時の感情を述べているのである

が， スチュアーツは， この感情について次の様に付加している。

Theemotionatteststheauthor'ssincerity (ifattestationwere

needed), themoresobecauseHawthornewasnotmthehabitof

breakmgdown.

即ち， 「其の感情は， もし証明が必要とされるならば，著者の真面目さを証

明している。ホーソンは，落胆した習慣が無いので尚更である。」

スカーレット， レターは非常な名声を得て， 2年間に6000部売れたと云われ

ているが，反面， この本に対し，厳しい論評も見られるのであり， この点に関

し， スチュアーツは次の様に述べている。

Twoobjections,however,wererepeatedlyexpressed・Onewasthat
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thegloomoftheScarletLetterwasunrelieved・ hefeltthelmmiti-

gatedgloomofthetaletobebothanobstacletopopularityandan

artisticdefectaswen．Butifitwasadefect, itwasonewhichm

thisinstanceatleasthehadbeenpowerlesstocorrect.

即ち， 「けれども，二つの異議がくり返し示された。一つは， スカーレッ

ト， レターの陰気さは，救いようが無いと云う事であった。彼は，物語の重々

しい陰気さは，人気に対しての障害にも，同じ様に芸術的欠点にもなると感じ

た。しかし， もし其れが欠点であるとするならば，其れは此の場合，少なくと

も，彼が訂正するだけの力が足りなかったと云う欠点であった。」

以上の論評は，彼に対して好意的にとれる論評であるが，更に， もっと強い

論評を加えたものもあり， この事についてスチュアーツは，次の様に述べてい

る。

TheScarletLetterwasenjoymgsomethmgapproachmgasucmss

ofscandal.HawthornewasnotaboverenShingsuchattacksortaking

satisfactionmtheirvalueasadvertismg.Buthewasnotmsympathy

withthemascriticism,eventhoughthenovel'spositiononthemoral

questionmight,withsomeshowofjustice, becalledequivocal.

即ち， 「スカーレット ・レターは， スキャンダルの成功に近いものを楽しん

でいた。ホーソンはこの様な非難を楽しんでおり，又は，宣伝としての其等の

価値に満足を感じていた。しかし，彼は，道徳的問題上での小説家の地位が，

正義を示す点ではぼやけていると云われるとしても，批評としてのそれ等の事

に同情的ではなかった。」

尚， ホーソン自身は，友人のフィールドに対して，次の様に述べている。

TheScarletLetterisratheradelicatesubiecttowriteupon, but

inthewayinwhichlhavetreatedit,itappearstometherecanbe

noobiectiononthatscore.

（15）
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即ち， 「スカーレット ・ レターは，書き下すのにはかなり微妙な主題であ

る。しかし， 自分が其れを取り扱った方法の中で， 自分には其の点について

は，何等の異議もありえないように見える。」

以上， スカーレット・レターについての論評を種々述べて来たのであるが，

次に， スカーレット ・レターの要旨を世界文学大系を参照しながら述べて承た
（5）

い◎

彼の作品中最も高い地位を占めているが，一種の姦通小説と云えよう。人間

及びその精神や愛の尊厳を知らない科学者のチリングリース，長い間の夫の留

守中，学徳の誉れ高い牧師デイムス・テイールと不義に陥り女児パールを生

象，緋文字Aを胸につけ刑を受ける妻のへスター・プリン， これ等登場人物の

背景は， 17世紀，植民地時代のニューイングランドである。正しく餓悔してい

ないヘスターは，善行によって高められ,Aと云う緋文字はAdulter℃s(不義

の女）からAdmirable(賞賛すべき),又は,Angel(天使）の頭文字Aを思

わせるようになる。自分の罪を告白しない牧師も真実を求めて悩承，罪の意識

は深まってゆく。へスターは罪に耐えて性格を強めてゆくが，牧師は罪を秘し

ているが為に，次第に破壊されてゆく。へスターが本当に罪を悔いるのは，牧

師が群衆に罪を告白して死んでからである。しかし，最も赦し難いのはチリン

グリースの罪である。罪を犯した者の魂や，心理の反応を見ると云う行為が，

復讐の手段となる。その相手がなくなれば，彼の生命も枯れる。結局，罪を犯

したものが受ける報いは，魂への傷痕と社会からの疎外である。更に，作品中

で象徴が，それぞれ深い意味になるまで高められている。

以上，ホーソンの故郷サレム，及び，彼の代表的作品のスカーレット， レタ

ーについて，その一端を述べた次第である。

次にホーソソは一時期雑誌の出版に関係したのであるが， この事について少

し考えてゑたい。

彼は「ユースフル，エンターテニング， ノーレッヂ」誌の編集者になるので

（16）
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あるが， この辺の事情について， アーリン・ターナー(ArlinTurnm)の説
（6）

を参照しながら述べてゑたいと思う。

先ず， ターナーは次の様に述べている。

HawthornebecameeditoroftheAmericanMagazmeofUsefuland

EntertainmgknowledgewiththeissueofMaI℃h,1836,andwithsome

helpfromhissisterEnzabethpreparedthecontentsofsixnumbers.

Thoughtheeditorshipheldnogreatpromise,Pier℃e,Cilley,Bridge,

andothersofHawthorne'sfriendsweregratifiedtoseehimfind

profitableemploymentwithoutturnmghisbackonauthorShip.

即ち， 「ホーソンは1836年3月発行のユースフルアンドエンターティニング

ノーレ:沙ギマガジーンの編集者になった。そして，彼の姉のエリザベスのいく

らかの助力で， シックスナンバーの内容の準備をした。編集者の地位は特別有

望なものではなかったが， ピアースやシリイやブリッヂや，他のホーソンの友

人達は，編集者の地位を避けることもなく，利益のある仕事を彼が見つけたの

を象て満足した。」

しかし，此の出版の仕事も順調には行かず，種々苦労する事になるのである

が， この事について，次のようにターナーは続けている。

ButtheoptimismwasShort-lived・ Thenatureofthepublication

andtherestrictionsunderwhiChHawthornehadtoworkbeganto

gallhimearly;andfurther,hismeagersalaryof$500ayearimme-

diatlybecamedelinquent.SamnelG・GoodriCh,whohadsecuredthe

positionfOrhimthroughhisownconnectionwiththepubnshers,the

BewickCompanyofBoston,madepromisesmregardmthesalary

whiCh-soHawthornebecameconvincedevenbeforehisfirstissueof

themagazineappeared-hemadenoseriousefforttofulfill.

即ち， 「しかし，楽観主義は長く続かなかった。出版物の性質と，ホーソン

（17）
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がその下で働かねばならなかった制限は，彼を早期にいらいらさせ始めた。そ

してその上に，年500ドルの彼の乏しい給料は，直に遅れ始めた。ボストンの

出版社ピイックカンパニーとの関係を通して，ホーソンの為にその地位を確保

したサニエル， ジ， グッドリッチは，サラリーについて保証をした。そこで，

ホーソンは其のマガジンの最初の出版物が出る前からさえ確信するようにな

り，彼は大きな果すべき努力もしなかった。」

当時のホーソンのグッドリッチに対する感情を示すものとして，彼が姉のル

イサアに当てた次の様な手紙がある。

IcameheretrustingtoGoodriCh'spositivepromisetopayme45

dollarsassoonaslarrived,andhehaskeptpromismgfromoneday

toanother;tinldonotseethathemeanstopaymeatall・ Ihave

nowmokeoffaninter℃oursewithhim,andneverthinkofgoingnear

him・ Inthefirstplace,hehadnobusinessevertohavereceivedthe

rnoney・ IneverauthorizedBowentopayittohim; andhemust

havegotitbytellingsomelie.

MymindisprettymuchmadeupaboutthisGoodrich・Heisagood

naturedsortofmanenough; butratheranunscrupulousonein

moneymatters, andnotparticularlytrustworthymanything.

即ち， 「自分は到着するとすぐ， 自分に45ドル払うと云うグッドリッチの積

極的保証を信頼して此処に来た。彼が自分に全く給与を払う意思がないと自分

が分かる迄,ずうと彼は自分に保証を続けて来た。自分は今，彼との交際を中

止している。そして，彼の近くに行こうとは決っして考えない。彼は金を得る

ような仕事を持っていなかった。私はポーエンに，彼に対して金を払うように

と頼んでいなかった。そして，彼は何等かのうそを話す事によって金を得たに

ちがいない。私の心は， このグッドリッチについては，かなり心が定まってい

る。彼は十分善良な種類の人であるが， しかし，金の事については，かなり無

（18）



ナサニエル・ホーソソについての一考察（大森）

節操であり，何事にも特別に信頼の置ける人ではない。」以上の様に給与未払

いの事について， グッドリッチに対しての苦情を述べているのであるが， 更

に， 5月12日に別の姉のエリザベスに対して，次の様な手紙を書いている。

Ididnotreceiveacentofmoneyuntil lastsaturday, andthen

onlytwentydollars;and,asyoumaywellsuppose,Ihaveundergone

verygrievousvexations・UnlesstheypaymethewholeamountShort-

ly,Ishallreturntosalem,andstaytnltheydo.

即ち， 「私は先週土曜日迄， 1セントの金も受け取っていなかった。それか

ら， 20ドル丈け受け取った。そして当然，あなたが想像するように，私は非常

に物悲しい，腹立たしさを受けている。彼等が，私にすぐに全額を払うのでな

ければ，湛はサレムに帰り，そして，彼等が払う迄滞在するつもりです。」

しかし，会社は六月の初旬迄に債権者の要求に合うように，サミエルブレー

クに権利を分割し，ホーソンの立場は益々悪くなり，その位置に就いているの

が困難になってくるのである。しかし，彼は八月迄その位置に就いていようと

決心するのであるが， その辺の事情について， ターナーは次の様に述べてい

る◎

. HestayedtoseetheAugustnumberthroughthepressandthen

saidfarewen.TheChangeinhisattitudetowardthemagazinethat

hadcomeaboutduringhistermaseditorispointedlyevidentwhen

hisremarksonhispredecessor, Bradford, appendedtotheMarch

issuearesetbesidehisnoteofabdicationintheAugustnumber.

即ち， 「彼は出版物の八月号を見る為にとどまった。それから別れを告げ

た。彼の編集者としての期間中に出した雑誌に対しての彼の態度に於ける変化

は，三月号の出版物に付加された前任者プラッド， フォードについての彼の言

葉が，八月号で彼の退職の説明文の傍に訳されている時，際立って明らかであ

る｡」
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以上の様に述べているが，更に，彼の心境の変化についてターナーは次の様

に説明している。

AtfirsthehadanadundanceofpraiseforBradfOrdandthepolicies

ofthemagazine; sixmonthslaterhemadenttleattempttoveilhis

resentmentagamsttheBewickCompanyandexpressedthehope,

"ssiblynotaltogethersincere, thatthedifficultiesconfrontmgthe

publicationmightnotbeinsuperable.

即ち， 「初めは彼はブラッドフォードや，雑誌の方針に対して非常に賞賛し

ていた。其の6カ月後に，彼はピゥイックカンパニーに対しての彼の怒りをお

おい隠す事を殆んどしなかった。そして，必ずしも真剣と云う分けではないが

出版に対しての困難は，克服出来るかも知れないと云う希望を表わした。」

以上の様な決心をもって出版事業にたずさわったのであるが，其の仕事は決

っして楽なものではなく，凡ての点について相当の制限を受けていたようであ

る。この事について， ターナーは次の様に述べている。

Hawthornebynomeanshadafreereinaseditor・ Inthesome

eighteennumbersissuedbeforehetookcharge,aswenasmthree

distmcteditorialpmnouncementsmtheearmerpagesofthemagazine,

thenatureofthepublicationandalsothepoliciesandeditorialmeth-

odshadbeenestabnshed.

Furthermore, theengravingsfOreachissuewerechosenbythe

pubUshers.NotonlywasHawthornedemedtherighttoreiecteven

theworstoftheinustrations, forallofwhichhewasobligedto

supplyaccompanyingwrittenmatter, butitseemstohavebeenthe

habitofthepubnsherstogivehimfarfromadequatenoticeofwhat

embenishmentstheyplannedtousemeachissue.Thushewasat

timesforcedtoprovide,almostliterallyovernight,commentarieson

(20)
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topicsheknewnothingabout.

即ち， 「ホーソンは決っして編集者として， 自由な統御力を持っていなかっ

た。彼が受け持つ前に発刊された18号の中で，その雑誌の初めの頁の中の三つ

のはっきりした編集上の見解に於けると同様に，出版上の特徴や，編集方法等

が叉，建てられていた。その上に，それぞれの刊行物に対しての装飾が，出版

人達によって選ばれた。彼が強いて，付加的に書いた事柄の凡てに対しての挿

絵の最も悪い物を拒否する権利さえ否定されたの承ならず，彼等が， どんな装

飾をそれぞれの刊行物に任用するかについて，彼に強い注告を与える事が習慣

であった様に見える。この様にして，彼は時を，何も知らない様な話題につい

ての解説を，殆んど文字通り，徹夜で無理をして書いたのである。」

以上の様に，彼の編集者としての行動は，非常な制限を受けるのであり，つ

いに退く事になるのであるが，その辺の事情について， ターナーは，次の様に

述べている。

Littlewonderthenthat,whenHawthornecametotakehisfare-

wenofthemagazineinhisnoteattheendoftheAugustnumber,he

lamentedopenlythathehadnotbeenallowedfullcontroloverthe

contentsandcommentedinparticularthathehadnotbeenableto

vetoobrctionableembemshments.

Forthemostpart,Hawthorneseditorialdutiesentailedthemost

depressmghackwork・ Fonowingthepolicyalreadyestablishments,

hefilledeachissuewithquotationsfrombooksandperiodicals,para-

phrasesorsummariesofmaterialspubUshedelsewhere,withcombi-

nationsoffactsandstatisticsaccumulatedfromvarioussources,with

commentsonthemustrations,thequotations,ortheparaphrases;

butoccasionallyhesuppliedaccountsofhisownobservationsand

origmalessays.
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即ち， 「ホーソンは八月号の終りの彼の注釈の中で，其の雑誌から離れるよ

うになった時，彼が其の内容について，十分なコントロールを許されなかった

事を公けに嘆き，そして特に，彼が好ましくない飾りを拒否する事が出来なか

った事を述べた事は，当然だと思う。大部分ホーソンの編集の仕事は，最もや

る気をなくさせる，つまらぬ仕事を課した。既に作くられた方針に従って，彼

はそれぞれの刊行物を，本や定期刊行物からの引用や，他の所で出版された資

料の言い換えや，摘要や，種々の資料から集められた事実と統計との結合や，

イラストや引用や，言い換え等についての意見で満たした。しかし時々，彼は

彼自身の観察の記事や，独創的な論文を載せた。」

以上の様にターナーは述べているが，結局， ホーソンは相当の期待をもっ

て，出版の仕事に関係したのであるが，実際，従事して承ると，中々期待通り

に行かず，失意の中に離職する事になるのであるが， しかし，有能な作家とし

て世界的な評価を得ているホーソンに， こうした企業に関係した面もあった事

は，注目すべき事柄と云えよう。

むすび

180眸代に活躍した有名作家ホーソンについて，故金三津俊明氏御使用の

多くの参考雷の中，それらの一部を参照しながら，ホーソンの故郷サレム，小

説スカーレット・レターズ,叉，出版の仕事等について，それらの一端を述べた

次第です。最後に更めて，故金三津氏の御冥福を心より御祈り申し上げます。

（1990．Aug.）

駐〕

（1）故金三津俊明氏

昭和25年8月21日

〃 45年3月

〃 48年3月

慈光院俊明日英居士（昭58． 6． 23死去）

魚津市大町に誕生

富山県立上市高校卒業

立正大学文学部英文科卒業

（22）



ナサニエル・ホーソソについての一考察（大森）

昭和51年3月 同大学文学研究科博士課程修了

〃 49年4月 日本アメリカ文学会会員

〃 54年4月 拓殖大学，聖学院女子短期大学，城西大学，青山学院大学，

各校講師

〃 57年12月 日本ナサニエル・ホーソソ協会会員

ナサニエル・ホーソソ

1804年マサチューセッツ州セレムに生れる。一家はセレムに2”年近く住む。

1808年（4才）貿易船の船長の父が33才で病死，以後母エリザベスに育てられ

る◎

1躯1年（17才）ボストン大学入学，卒業時の成紙は中程度。ピアスやブリッヂ等

と友情を結ぶ。

1825年（21才）ボストン大学卒業，セレムに戻る。創作と読書に没頭する。実用

的職業に就かない事を罪悪視する清教徳的罪悪感に苦しむ。

1836年（32才）経済的理由から，ボストンの「アメリカン・マガジン」誌の編集

者となったが，半年程で辞職。

1837年（33才）大学以来の親友ブリッヂの尽力で， 「優しき少年」 「予言の肖像

画」等の短篇を出版， これはホーソン名で出した最初のものであ

るC

l838年（34才）ソフイア・ピーポデイと婚約。

1839年（35才）結婚の費用を得る為，ボストンの税関に勤務する。2年間の勤務

中は創作活動は不振。

1842年（38才）ソフイアと結婚。

1844年（40才）長女ユーナ出生。

1845年（41才）親友ブリッヂの友情に感謝， 「アメリカ巡航日誌」を出版。

1846年（42才）家計が苦しい為，再びセレム税関に勤める。短篇を出版，長男ジ

ュリアソ出生，彼は長じて小説家となり，両親の伝記を著した。

1849年（45才）税関を退職，母エリザベス（68才）を失う。最初の大作「緋文

字」の制作にとりかかる。

1850年（46才） 「緋文字」を出版，非常な好評を得て，第一級の作家としての名

声を確立した。

1851年（47才） 「七破風の屋敷」を出版，前作「緋文字」に劣らぬ好評を受け

る◎

1853年（49才）友人のピアスが大統領に当選し，彼の好意でホーソソはリバアプ

ールの領事に任命される。その間，各国を旅行し， 「我等の故郷」

「滞英日誌」を出版。

1857年（53才）八月ピアスの大統領辞任と共に，ホーソンも領事を辞した。

1860年（56才） 「大理石の牧羊神像」を上梓，人間の罪が却って心を高める事も

（232）
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ある， と云う問題を扱った。

1861年（57才）4月南北戦争が始まる。ホーソンは大きなショックを受ける。

1862年（58才） 「戦争見聞記」を上梓。戦争を醒めた眼で眺めている内容であ

る。

1866年（62才）旅行中に死去。

（3）ヘンリー・ジェームス

1843年ニューヨーク市に生れる。

1865年短篇「ある年の物語」を発表。

1871年長篇「後見人と被後見人」を発表。

1876年長筋「アメリカ人」をアトラソティック・マソスリー誌に発表。

1878年 「フランスの詩人と小説家」 「デイジーミラー」を出版。ジェームスの

名声を高める。

1879年ナサニエル・ホーソソの評伝を刊行。

1904年20年ぶりにアメリカへ帰国。 「黄金の盃「を出版。

1905年イギリスに戻る。 「イギリス紀行」を出版。

1911年ハーバード大学より名誉学位を受ける。

1912年オックスフォード大学より文学博士の名誉学位を受ける。

1914年第一次世界大戦勃発，戦争に協力する。故国アメリカに対する失望か

ら，英国に帰化することを決意し， イギリス国籍を得る。

1916年死去， 72才，遺骨は夫人の手で，アメリカに運ばれ，マサチューセッツ

州のジェイムス家の墓地に納められた。

（4）ラソダル・スチュワーツ(RandalStewalt) ブラウン大学教授（アメリカ）

（5）世界文学大系（81） 筑摩窃房東京， 1938

（6）アーリソ・ターナ(ArlinTurner) アメリカ，ルイジアナ州立大学教授

参考瞥目
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世界文学全集（57） 集英社東京1936
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大学における保健体育の

実技に関する研究

向 井 皐 士

（山梨大学名誉教授）

筆者は，大学における保健体育の講義での冒頭において，先ず健康の意味に

ついて述べているが，その中でも特に取り上げ強調するのが『長寿』 ・ 「精神

の安定（身体の健康と共に。精神的健康・社会的健康）」 ・ 「生活行動の能率

向上」であり，人間社会の健康性におけるその内容や実践との関係についての

理解である。この中でも『長寿』の問題は，人間がただ単に生き長らえている

と言うだけでなく，社会にも貢献でき，生きることの喜びにも通ずる具体的な

人間健康の基底としても，必要且つ欠くことのできない事象である。

ここに大森孝教授の『古稀』を祝福すると共に，前述の広き健康性の意

味の上にたち，更に『喜寿』 『米寿』悴寿』 『白寿』へと，先生の今後の御

活躍を祈念し，以下，健康と密接な関係を持たなければならない「大学におけ

る体育実技に関する研究」の一端拙文を略記する。なお，運動と血液像・尿・

脳波・心電図，学生の体力推移，各検査測定項目の再現性，開脚度，体育実技

の身体に及ぼす影響等については，体育学研究や日本体育学会各大会号及び山

梨大学教育学部研究報告1952～1990に論文として，その内容は報告してあるこ

とを附記する。

大学に於ける正課体育は，学生の健康保持増進・実践的行動的態度の育成・

社会的道義的精神の酒養等を目標とし，学生生活を豊かにすると共に，社会生

活を価値あらしめるところの基礎をつくることを使命としている。このうちの

一つの，大学体育の根幹とも云うべき「健康の保持増進」は，大学当局が運営
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施行する学生の健康管理とあいまって，学生の健康状態や体力の現状把握を基

とした積極的な体力増強を主眼とする，体育の合理的な指導運営によって始め

て成し遂げられるものである。

しかし乍ら，今日の如き貧困なる体育の諸設備や組織のもとに多数の学生を

一度に参加受講させねばならぬと云った不適正な環境下で，複雑なる日常生活

がからまった体育実技による学生個々の身体的影響を一つ一つ見極め， これを

合理的に指導運営して行くことは中々難かしぐ，現在なおこれが解明に困難な

問題を数多く残している。従って,大学に於ける正課体育実技の現状は,いきお

い,漠然たる基礎の上に立って,しかもその影響の判定が困難である人間集団に

向い，主観的習慣的にその運営がなされていると云っても過言ではなかろう。

かかる状況に鑑永，如何に困難なる諸要因がそこに存在すると錐も，大学に

於いて正課体育実技を担当する我々は，判定が難かしいとは云え，総体的な体

育実技の効果究明を常に心掛けることは勿論のこと， これに参加する学生個を

の体力及び体育実技による学生個灸の身体的影響を具体的に見極めることが必

要であり， その影響に対する考慮点と個念の指導方法を把握することによっ

て， 「学生の健康保持増進」と云う所期の目標達成に努力しなければならない

のである。

本研究はただ単に，筆者担当の正課体育実技について， これが運営法改善の

為の資料を得ようとするばかりでなく，更に進んで広く大学体育の正しい在り

方確立への誘導素因をも見い出す事を意図しているものである。

そこで本稿は，先ずこれへの第一段階として，極く一部分の調査・測定では

あるが，筆者の担当している体育実技が，その受講学生の身体に如何なる影響

を与えているかを調べた， ここ数年に於ける二三の結果の一端を， ここに紹介

しようとするものである。

なお，本学に於ける正課体育実技の概況は，毎年4～5月に教室で実施する

健康の調査（家族歴・既往症・運動歴・現在の健康状況）及び体力測定（健康
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診断・形態・生理機能・運動適性・臨床検査）で異状を認めなかった学生につ

き，毎週1回2時間の体育実技を1 ．2年次学生に通年（1単位）で課してお

り，教室で用意した8つの運動種目中より，通年1種目を選択させ，教官及び

学生助手の指導により，準備運動（含CircuitTraining) ・各運動種目別の基

本練習及び練習試合・整理運動等の手順で，正課体育実技を実施している。

本研究に於ける調査・測定の対象は，毎週筆者が用意した内容により，体育

実技を受講した本学1 ．2年次学生（18～20才）であり，彼等は平常の生活過

程，即ち，大部分の学生が午前中約4時間の教室に於ける講義を受講した後，

昼食を終え約40分位の休憩をして，筆者担当の体育実技に参加してきた学生等

である。

I 体育実技による身体的自覚症

10月に実施した体育実技直後及びその翌日に調査した体育実技による疲労感

の結果は，第1表の如くである。

第1表 体育実技の疲労感

（調査人員……男子46名，女子47名）

（1）体育実技直後 男子 女子

|護藤三三三暑諭"尋鯛”
（2）体育実技以後

|議菱畷謝 ，！
学生各自の生活過程と運動実施の程度や熟練度及び身体的鍛練の個人差， ま

たは運動種目の違い等により， この調査結果を同一視することは危険である

が’体育実技は途中で適宜休息もでき，そう激しい労働の継続とも思われない
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のに，学生等は男子46名・女子47名中，男子57％・女子89％が第1表に示すよ

うな内分けで， 2時間の体育実技による疲労感を，体育実技直後の調査で訴え

ている。また翌日の調査でも，中には「翌朝迄疲れが残った」 「体が痛い」等

と答えた者が僅かではあるが見られ，特に「ねむくて夜何も出来なかった」と

の訴えが女子に多かったことが注目される。

Ⅱ体育実技前後に於ける体重．握力・

Tapping・血液・尿の変化

各運動種目毎，男女各5～6名を抽出して実施した，体育実技の前後に於け

る体重・握力・Tapping及び白・赤血球数と全員（男子46名・女子43名）の

ズルプォサリチル酸試薬による尿（蛋白）検査等の各測定成績は，第2表に示

す如くである。

前述1の疲労感調査の結果に見た如く，学生等は体育実技による疲労感をそ

の直後に相当訴えていたのであるが，第1表に見るが如く，体育実技前後に実

施した体重・握力（右左) ･Tapping(右左）の結果には，男女共各項目に，

それ程大した変化を見せていない。

第2表 体育実技前後の測定成績及びその差

差本実刑|停笑後1 体育実技、

添醒

ｔ
｜
癖3 1－0．3士0－11－1－0～ 伯

哩
捧
一
理
賑
一
蝉
確
一
割

ロ坐［

左42

::;'9霊'16盟君:51謡
、 ’ 161出現蕊
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また，運動をすることによって著しい変動を見せる白血球数及び尿（蛋白）

に於いても，大きな変動を男女共に示していない。即ち，体育実技の前後に於

ける白血球数の変動は，男子が平均1644．女子が平均1375の増加であり， これ

を増加率で見れば，男子19％・女子18％と，筆者が以前に報告した体育専攻学

生の「各種運動による白血球数の変動」成績, 50汎疾走程度の増加率(21%)

に相当する。この男子19％・女子18％の白血球数増加率を，体育専攻学生50汎

疾走の21％と比較推察し， 日差をも考慮に入れれば，体育実技後に示したこの

程度の白血球数増加は，大きな変動と認め得ず，白血球数の変動だけから見る

と，総体的に体育実技の運動量が過度のものとは考えられない。

更にまた，食事との関係追究が不充分ではあるが，体育実技による全員の尿

蛋白陽性出現率も，男子35％・女子14％であり，男子柔道種目の高出現率88％

を除けば，尿に於いても大した変動は見られず，白血球数の場合と同じ事が云

える。

しかし， このうち少数例ではあるが，運動種目別に白血球数の変動を見る

と， この体育実技種目中，比較的変動の著明であったのは，第3表に見るが如

く，男子では柔道の平均3200(44%) ,女子では庭球の平均2183(33%)の増

加であり，運動の種目によっては多少の相違が見られている。
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第3表 体育実技に於ける運動種目別の白血球数（／城）変動
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第4表 体育実技前後の尿（蛋白）成績
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なおこの事は，第4表にも見られる如く，男子の尿にも同じ傾向が現われて

おり，柔道に於いて，体育実技後， 8名中7名迄が尿中に蛋白の陽性を示して

いるo

以上は紙数の都合で，体育実技が学生の身体に及ぼす影響を，主として白血

球数及び尿蛋白検査の面より考察したのであるが， これらからは，全体的に見

て，その前後に大した変動がないとは云え，同じ2時間の体育実技でも，個々

に見れば， これが学生等に与える身体的影響は，善悪は別として，同一視して

はならない事を物語っていると云えよう。またそこには，体育実技中の健康管

理と併せて，学生等の希望の象による体育実技の運動種目選択にまかせず，体

力に相当した適正なる運動種目選択の指導が肝要だとも思われる。

mCircuitTrainingを入れた体育実技前後（含C.T.

前後）に於けるFlicker値と尿検査成績

最近各方面で着目実施し始めた体力育成のためのqrcuitTrainmg(以下

C,T、とする）を正課体育実技に取り入れた場合，その体育実技が学生の身体

に如何なる影響を及ぼすかを調べた，高木式Flicker計によるチラツキ値と，

ズルフォサリチル酸試薬による尿蛋白（男子の象）の検査結果は，第6表に示

す通りである。

なお，本研究に於いては，筆者担当の正課体育実技を男女共それぞれC､T.

実施群と非実施群に分け,C､T.実施群の象は，準備運動と種目別運動との間

に，約7～10分間のC.T､7種目(1,椅子の登りおり 2,懸垂屈腕3,

バーピー 4， ダソペルを持っての膝屈伸5， しゃが染とび6，腕立伏臥

腕屈伸7， ダンベルの横あげ）を， 自己最高記録の昔負荷量でスリーサーキ

ット実施させた。

第6表に見る如く, C､T,実施群学生の体育実技前とC.T.直後に於ける両

検査の成績には，殆どその前後に差異を認めないが，約2時間後の体育実技終
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第5表 体育実技実施内容

驚理運＃C.T. 集 合 サーキット。 選 択準備運動
実施群 点 呼 トレーニング 運動種目

器具返納

非実施群｜ 全 上 ｜ 全 王~「函~現~葱~詞~扇~同一区一正
壁一一鯛1 Ⅲ0分 |『~'0分 | 70rn!0分

第6表 CircuitTraining実施学生と非実施学生の体育

実技前後におけるFlicker値及び尿成績

｜対 象
体実前|cg･|体実後｜ 体育実技前後の差
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８
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子
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39．2 39．3 38．2 －1．0士0．8－4～1 1．2

40．5 40．7 －0．2士0.2I-2～11 1．0

(備考F値の差は危険率5％で有意性なし）

了時になると, Flicker値では，平均で男子1.9．女子1.0と僅か乍らもその値

に低下を示し，尿に於いては， 82％もの著しい蛋白の陽性出現率を見ている。

この現象は,C､T.非実施群学生の体育実技後に於ける同じ検査結果から見

て，明らかにC､T・による影響と解すべきであろうoC.T.を実施した体育実

技に於ける82％もの尿蛋白陽性の出現率（柔道種目選択学生を含まず）は，前

Ⅱ項で示した柔道選択学生の出現率88％に匹敵するものであり， また筆者が過

去に測定した各種運動による運動性蛋白尿の成績（100m疾走70％・柔道試合

76％・フェンシング試合67％等々）やAmelor&Solomonのボクシング選手

68％及びSelman&Guolunoのフットボール選手92%の蛋白陽性出現率の成

縦と比較しても， これは強い運動の部類に入るものである。尿検査のみの成績

からとは云え， これらの考察結果からも，更にまた， ‐3-負荷量程度の軽いスリ
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－サーキット実施の際に，男女学生が訴える「きつい」等の言葉や，筆者の観

察等からも， このC､T.を加えた体育実技には，普通の体育実技に較べて相当

の強い運動量のある事が窺われる。

Nett-Jonathは「C､T・が青少年等に疲労させ過ぎると云うことはない」と

報告し,Morganは体力育成に際してはC､T・の効果を力説している。しかし

本項で見たようなかかる現象が,C､T.実施の正課体育実技を受講する数多く

の一般学生一人をなの身体にとり，それが適度なものか否かについて，更には

これらと体力育成への効果との関係について，今一層の追究確認をして見る必

要がある。

Ⅳ大学入学時と1年後に於けるC.T・実施群と

非実施群学生の体力成績比較

筆者担当の正課体育実技を受講したこれら本学学生の入学時と1年後とに計

測したC.T.実施群と非実施群男女同一対象学生の身体構造（身長・体重．胸

囲）と生理的器管能力（肺活量・握力・背筋力・ハーバードステップテスト）

及び運動適性検査（片足立ち・サイドステップ・垂直跳・長坐体前屈・懸垂）

の測定成績は，第7表（1） （2）に示す通りである。

第7表CircuitTraining実施学生と非実施学生の1ケ年間各成綴比較

（1）男子(C､T.実施群14名，非実施群14名）
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（2）女子(C､T・実施群12名，非実施群13名）
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先ず，両群の全被検者一人々をについて見るに，男女共多数の学生が1年後

には，一・二の項目を除き，各測定値に，増加・発達の傾向を示している。ま

た全体的にこれを各項目の平均値で見ると，有意の増加を示したのは，男女の

身長・胸囲・ハーバードステップテスト ・片足立ち・サイドステップと男子の

体重・肺活量・垂直跳である。

次に，入学後1年間に於ける学生等のこれら測定値の増加傾向を,C､T・実

施群と非実施群学生との比較に於いて増加率より見ると，男子の体重と女子の

身長を除き，各項目ともC､T・実施群学生の方が，第7表（1） （2）に見る

如く， 非実施群学生より， 統計的にも， その増加率は優れている。 この事実

と,C､T・の効果判定に利用する，両群学生のハーバードステップテストや握

力及び懸垂等の増加率とを考え併せると, C､T.実施群学生の各測定値に於け

るこれら増加には，多分にC.T・がこれに影響したものと解すべきであろう。

しかし乍ら，少数例によるただ1回の本実験の結果の象では,CircuitTrain-

mgの効果を云々することは早計であり， ましてや，大学に於ける正課体育実

技の方向を， これによって規制することは，未だ困難である。

結 び

（1）学生等は，体育実技による疲労感を或る程度持っており，中には，そ

（35）
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の当夜や翌日迄も，身体的にまた生活的にも支障を訴えている。

（2） これら学生等の訴え程には，総体的に見て，体育実技後，体重・握力

．Tapping・血液・尿に，大きな変化を認めない。

（3） しかし，運動種目別に見ると，白血球数に於いては男子の柔道・女子

の庭球が他種目に較べ変動著しく，尿に於いては特に男子の柔道に著しい蛋白

陽性の出現率を認めている。

（4） これらの事より，体育実技が学生等に与える身体的影響を同一視する

ことは問題であり，学生を一斉に取り扱っている体育実技の運営には，健康管

理と併せて種目その他に，充分な配慮が肝要である。

(5) CircuitTrainingを取り入れた体育実技には， 普通の体育実技に較

べ，相当強い運動量があり， これの取り扱いには細心の注意を必要とする。

(6) CircuitTraming実施群と非実施群学生との体力は, 1年後に於い

て，差異を認める。

（7） しかし乍ら，学生の一人々殉に与える身体的影響を見極めずして，最

近流行化しているCircuitTramingを正課体育実技にすぐさま取り入れ活用

する事は疑問である。即ちMorganやAdamsonの云うが如く，外国に於い

てCircuitTraimngの効果を認めたにしても， これを実施する日本の一般学

生一人々々については， これに適したαrcuit種目やその櫛成及びテスト項目

等に未だ研究の余地があり， これが効果究明とも併せ，体育実技に採用する

CircuitTrainmgの研究は，今後に残された1つの課題でもあろう。

以上は，毎週々々の体育実技に於いて， これに参加する学生一人々との身体

につき，それが及ぼす影響を具体的に見極め，その影響に対する考慮点を明確

に把握し，以て正課体育実技の適正なる管理運営の方法を見い出そうとする研

究過程の一報告である。

（36）
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『般若灯論』第14章試訳

Bhavaviveka'sPrainapradrpaChapterXW

望 月 海 慧

＜0＞第14章の目的(P,190b2,D.153bl,AP､345al,AD､297bl,T.92a22)

今度は，同じ様に，空性に対立する主張の特徴を明らかにすることにより，
（2）

結合は無自性たることを示す目的により第,4畿著される。

＜1＞結合の否定

＜1.1＞結合による自性の否定

（4）

＜1.1.1＞ある仏教学派による結合の存在論証(P.190b3,D.153b2,AP､345

",AD298a3,T.92a23)

ここに言う。汝が，穂などは自性が存在しないものである， と説くことは，

世尊の教説の理趣と矛盾する。 「色・識・眼の三つが結合することが触であ
（5）

る」とでているので，それ故，汝による許容には過失が成立する。勝義として

諸事物は自性が存在すると知るべきである。何故ならば，それらによってから

結合を示すから。およそこの世に存在しないものに対しては，師はそれによっ

てから結合することを説かれない。例えば，亀の毛の如し。世尊の教説に「貧
（6）

・瞑・嬢の集まったものにより結合する」とあるので，それ故，理由概念をそ

の様に説く効力により諸事物は自性がまさしく存在するものである。

（39）
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＜1.1.2>Bhavavivekaの批判(P､190b6,D.153b5,AP.346a7,AD､298b

3,T､92b2)

ここに答える。

見られるものと見る働きと見る者のそれら三つは，二つずつでも全体
（7）

としても，それぞれ結合することはない。－1

見られるものと見る働きと見る者のそれらは二つずつでも全体としても，それ
（8）

ぞれに結合することはない， という語義である。

＜1.1.3＞結合の非存在の類推適用(P.190b8,D.153b6,AP､356bl,AD､29

8b4,T.92b6)

同じ様に，貧と負している者と貧されるものと，残りの諸煩悩と残り
（9）

の諸処も三種により見られる。－2

同じ様に貧と貧している者と貧されるものと，貢を示す以外の残りの煩悩であ

る膜なども，膜と膜している者と膜されるものなどを仮設してから，二つずつ

でも全体の三種によっても，それぞれに結合することはない， という否定が述
（10）

くられている。貧は大貫の特徴である。煩悩は諸衆生の相続が汚されることで

ある。処を示すことによってから， まだ示されていない残りの「聞・嗅・舌・

身・意」というものにも，聞かれるものと聞くことと聞く者や，同じ様に嗅が

れるものと嗅ぐことと嗅ぐ者なども，二つずつでも全体の三種によっても，そ
（11）

れぞれに結合することはない， という否定も述べられている。

（40）
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＜1.2＞結合が存在することの否定

＜1.2.1>Bhavavivekaによる結合の非存在論証(P.191a6,D.154a3,AP､3

47a2,AD､299a5,T､92bl6)

（12）

今度は，結合は存在しない， と示すために適合を説明する。

他のものが他のものと結合するならば見られるものなどにはその他の
（13）

ものが存在しないので，それ故，結合しないだろう。－3

（14〕

結合は合の同義語である。それも他が存在するならば，他と結合するであろう

が，見られるものと見ることと見る者や，貧と貸している者と貧されるものな

どにも，その他が存在しないので結合しないだろう， という論結の語である。
（15）

次のものにより，異類例より異なる(vipakgadvyavrtti)ので主張命題の

属性(pakea-dharma)を示す。例えば，常性(mtyatva)と非作性(akrta-
（16）

katva)とにおけるその関係も，声には存在しない作性が存在する如し。

ここに推論式は，勝義としては，見る者は見られるものや見ることと結合し

ない。何故ならばそれと異ならないから。何であれ何等かのものより異なるも

のは，それと結合しない。例えば， 自らの自体の如し。

（17）

＜1.2.2＞他の注釈者による解釈(P.191b2,D.154a6,AP､347b2,AD.299b

3,T､92b22)

他のものが他のものと結合するならば－[3a]

というこれに対して，他の者が， 「貧などに結合は存在しない。何故ならば，

（41）
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境と相続が異なって存続するから。結合は，境が異ならないものと相続が異な

らないものとに直接に存続するものである」と言う。

＜1.2.3>Bhavavivekaによる批判(P.191b3,D.154a7,AP.347b7,AD.2

99b7,T.92b25)

（18）

それに対して， ここにある者が，見られるものなどは境が異ならないし，貧

なども境に無いので， 「何故ならば，境と相続が異なって存続するから」とい

う理由概念の意味は成立しないものであり，随半関係がない(ananvaya)の

で，それは不適当なものに等しい， と言う。

次にでている理趣により

ただ見られる者などに他なるものが存在しないだけでなく，いかな

るものも，いかなるものとのあいだに，他なるものとしては成立しな
（19）

い◎－－－4

聞かれるものと聞くことと聞く者などや，膜と膜する者と膜されるものなど，

という語義である。それ故，それらに結合は存在しない。

＜2＞他なるものの解釈をめぐる議論

＜2.1＞他による関係性の問題

＜2.1.1＞対論者による批判(P､191b6,D.154b3,AP､348a8,AD.300a7,T.

92c2)

（42）
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ここに言う◎見られるものと見ることと見る者などは，異ならないものとし
（20）

ては成立しないので，理由概念の意味が成立しないという過失にならないであ
（21）

ろうか。

<2.1.2>Bhavavivekaの反論(P.191b7,D.154b3,AP.348b4,AD､300b2,

T.92c3)

（22）

解釈ではない。どの様にか， と言えば，

他なるものは他なるものにより異なるのであって，他なるものがなけ
（28）

れぱ他なるものより異ならない。－5ab

「他なるものは他なるものによってから他なるものとなる」と言うならば，他

なるものは存在しないので，それ故「他なるものによって他なるものになる」
（24)

というのも認められない。では，何かと言えば， 「他なるものは他なるものに

よって他なるものとなる」と言う言説は仮設である， という語義である。
（25）

これにより，論証される属性(sadhyadhaxma)は，言説を本質とする所依
（26）

性に依存するものである， と示す｡

何等かのものによってそれであるものは，それより異なるものとして

は成立しない。－5cd

とは，主張を施設するものである。ここに，推論式は，勝義としては，見るこ

とは見られるものと異ならない。何故ならば，言説を本質とする所依性に依存
（27）

するものだから。見られるものの自体の如し， というこれにより， （前の）論
（28）

証の理由概念も理由概念となるから，意味が成立しないものとはならず， 「言

（43）
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説を本質とする所依性に依存する」という理由概念の意味も成立しないもので

はない。何故ならば存在しないものは成立しないから。どのようにか， と言う

と、

もし他なるものが他なるものと異なるのならば，他なるものが存在し
（29）

なくても成立するであろうo-6ab

もし「他なるもの」というものが自性により他なるものと異なるのならば，そ

の場合， 他なるものが存在しなくても他なるものとなってしまう。何故なら

ば，その自性であるから。例えば，世俗において認められる火は他なるものに
（30）

よらなくても熱いという性質のものになる如し。

他なるものと異なる他なるものが存在しなければ存在しないので，そ
（29）

れ故存在しないo-6cd

（31） （32）

「他性」というそれが，である。それは認められない。見る者と聞く者などに

よらないで他なるものとはならない。貧している者なども貧などによらないで

他なるものにはならない。例えば，世俗においても，火は涼しさによらないで
〔33）

自らの性質により熱いものとならない如し。

＜2.2＞別異性により他となることの問題

＜2.2.1＞対論者による主張(P､192a8,D.155a3,AP､350a7,AD､301b7,T.

92cl7)

しからぱ，見る者は見ることなどによらなくても他なるものである。何故な

（44）
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らぱ，特徴が種なであるから。馬と牛の如し。特徴が種々であることは次のよ

うに存在する。見る者は境に現れる識の特徴やそれをともなう行の集まりであ

る。見ることは境たる色彩(varpa)や清色が眼識にあることである。色(rn-
（34）

pa)は色に適する特徴が色彩や形の自体となることである。それ故，理由概念

はその如く説く効力により，見る者は見ることなどより異なるものなので，後
（35）

の論理と自立論証とにより過失がある， と言うならば，

＜2.2.2>Bhavavivekaによる批判(P.192b3,D.155a3,AP､350b7,AD.3

02a6,T､92c22)

それは正しくない。それ自身により馬と牛とは，他なるものとして成立しな
（36）

いから。以下のように， 「名称が種,姥であるから」とか「因果が種々だから」

などという理由概念による解答もなされる。

（37）

＜2.3>VaiSelika批判

＜2.3.1>Bhavavivekaによる論証式をめぐって

＜2.3.1.1>VaiSegikaによる批判(P.192b4,D.155a6,AP､351a8,AD.302

",T.92c24)

（38）

Kapadaの者により説かれる。見られるものには他性が確かにあるので，そ

れ故「言説を本質とする所依性に依存するものだから」という理由概念の意味

は成立しないものである。

＜2.3.1.2>Bhavavivekaの反論(P､192b5,D.155a7,AP.351b6,AD.303

（45）
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a3,T､92c25)

そのような場合も， 「他性」という主語(dharmin)は，他性によることを

ともなっており，主張命題の主語は一般を述べているので，理由概念の意味は

成立しないものではない。

さらにまた，他性をともなっているから他なるものと主張するならば，二つ

（の存在）がなくても自らより異なるものとなる。何故ならば，その自体であ

るから。例えば，火が涼しさなどによらなくても自分の自体により熱いものと

なるごとし。

二つ無い他の事物によらない主体を他性と考察するならば，考察しただけで

ある。他の事物によるものは，他性の知覚の原因ではない。何故ならば，他性
（39）

がその知覚の原因であるから。他と非他とは他性をともなうと考えても，意味

がないことだし，否定は矛盾するものとなる。

事物で所言説ではないものは，後時に，他性をともなうと考えても，事物は

他性をともなってはいない。何故ならば，事物であるから。例えば，その不可

言説の刹那の如くなので， 自立論証に過失がある。

＜2.3.1.3>VaiSegikaによる再批判(P.193a3,D.155b3,AP､353a7,AD､3

04b7,T.-)

他のVaiSeSikaの者が言う。 「勝義として，見ることは見られるものと異な

らない」というその主張の意味は何なのか。もし他性がそれに働かない， と言
（40）

うのならば，理由概念は不確定なものである。何故ならば，矛盾する主張にお

いても依存をともなうものに働くから。もし他性は実の自性ではない， と言う
（41）

のならば，成立しているものを論証している。何故ならば，他性はその自性で

あるから。

（46）
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<2.3.1.4>Bhavavivekaの反論(P.193a5,D.155b5,AP.354a4,AD,305

a3,T・一）

（42）

そのうち， ここに，先の考察に対しても，その様に示す理趣により，他性は

否定されるので，矛盾する主張はないので不確定なものではない。二つ目の考

察に対しても， 「勝義としては，見ることは見られるものと異ならない」と言

う場合，我殉は「それには他性の知覚と音声の行境の属性はない」と示すの

で，対論者におけるそのような論証はないから，成立しているものを論証する

ものでもない。

＜2.3.1.5>Bhavavivekaによる他性の非存在論証(P.193a7,D.155b6,A

P､354b5,AD.305b2,T､92c29)

勝義として，他性に他性の自性はない。何故ならば,一般概念(samanya)

と個別概念(viSega)をともなっているから。例えば，色性のごとし。また，

勝義として，他性は他性の知覚と音声が生じる原因ではない。何故ならば，知

覚と音声を本質とするものの原因であるから。例えば，色性のごとし。また，

勝義としては，他性の知覚は他性をともなう見られるものなどの境たる存在を

ともなってはいない。何故ならば，他性の知覚であるから。例えば，他性の知

覚は他性を境とするものではないように。詳しくは前の通りである。

（43）

＜2.3.2>Bhavavivekaによる他性の否定

＜2.3.2.1>BhavavivekaによるVaiSeSika批判(P､193bl,D.156al,AP.

355U7,AD.306a7,T､93a3)

（47）
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さらにまた， ここに， 「他性」というそれは，他なるものに存在するか，そ

れとも他でないものに存在するのか。そのことにより，何になろう。もし他な

るものに存在する， というのならば，

（44）

他性は，他なるものには存在しない－7a

それが働くことは，意味のないこととなるからであり，他なるものは他性を離
（45）

れている， という対論者の主張においても成立するからである。

もし他ではないものに存在する， というのならば，

（44）

他でないものにも存在しない－7b

自らと異なるものになるのならば，成立しないから。

さらにまた，他性をともなうものは，それをともなうだけであって，その自

性となることは成立しない。牛を連れている人は，牛をともなっているだけで

あって，牛性となることは有り得ないように。

＜2．3．2．2>VaiSegikaによる反論(P､193b5,D.156a3,AP､356b4,AD.307

a3,T,-)

（46）

他の者が言う。それをともなっているので， その自体とはならないとして

も，その知覚と音声の原因たるものである。

＜2.3.2.3>Bhavavivekaによる再批判(P.193b5,D.156a4,AP.357al,A

D307a6,T.-)

（48）
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それは，否定をすでに説いているので，反論たり得ない。

＜2.3.2.4>VaiSeSikaによる再々反論(P､193b6,D.156a4,AP､357a2,AD.

307a7,T,-)

もし他性により「この他なるものが他である」と明らかにされるので，その

自性でもないし，それをともなうことも意味のないことにはならない， という

のならば，

＜2.3.2.5>Bhavavivekaによる再々批判(P,193b6,D.156a4,AP､357a7,

AD.307b3,T.一）

それは正しくはない。明らかにすることにより明らかにされる対象は，明ら
（47）

かにするものの自性において明らかにされるので，他性により「この他なるも

のが他である」と明らかにされることによりそれが明らかにされることは意味

のないこととなるからであり，他性でないものにより「これは他なるものであ

る」と明らかにすることは有り得ないからである。

＜2.3.3>VaiSeSika批判の総括(P､193b8,D.156a5,AP､357b8,AD.308a

3,T・一）

（48〕

これは主張だけを示している。以下のものにより，一般概念と個別概念と有
（49）（50）

性と量なども否定される。それ故，以上のように他性は成立しないので，理由

概念をそのように説くことによる不成立は存在しない。

＜2.4>Naiyayika批判

（49）
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＜2.4.1>Naiyayikaによる批判(P.194a1,D.156a6,,AP､359a5,AD,309a

4,T.93all)

（51）

他の者が説く。他性の極と非他性の極とは二極である。それに対し， もし汝

の「他性の極は存在しない」と否定を述べるので，非他性の極が摂受されるか

ら，それ故，主張に過失が成り立つ。

<2.4.2>Bhavavivekaによる反論(P.194a3D.156a7,AP.359a8,AD.309

a6,T､93al3)

ここに答える。そのように示す理趣により， まず他性は存在しない， という

そのことを示したので，

（52）

他性が存在しなければ’他なるものや， 同一のものは存在しない。

-7cd

他なるものによるから，或いは，それを否定することにより非他性が成立する
（認）

ことによるので言説であるからであり，他性が成立しないことにより非他性も
（54）

存在しないから， という意味である。どのようにそれを否定するかといえば，

勝義として，見る者は見られるものでも非他性でもない。何故ならば，言説を

本質とする所依性に依存するものであるから。例えば，見られるもの自身の自
（55）

体のごとし。同じ様に「有性，因性，果性，時々の智で錯誤や疑惑をともなう

ものの境性，因縁の区別による多様性であるから」などという理由概念によっ

ても，推論式が広く示される。それ故，以上のように，非他性も否定されるの

で，主張に過失は成り立たない。何故ならば，その様に，一性などは成立しな

いので，

（50）
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それはそれと結合しないので，他なるものも他なるものと結合しない

-8ab

と章に示す中にでているものによる結論である。

＜3＞論理学者批判

＜3.1＞論理学者による前主張(P,194bl,D.156b4,AP.360a6,AD､310a2,

T､93a23)

何に対してであり，その如く，貧と貧するものとの結合は存在するものであ

る。何故ならば，結合しつつあるものは存在するから。乳と水のごとし。

また，結合は，それをともなう結合が存在することである。何故ならば，依

存の語を述べるから。例えば，足珈などにより縛られるごとくなので，結合は

結合したものをともなう依存の語を述べる， というそれも存在する。

同じ様に，勝義として，結合する者はそれをともなう結合が存在することで

ある。何故ならば，言説を本質とする所言説であるから。例えば，食物と結合

することによる言説を本質とする分による食べる者のごとくなので，結合する

者は言説を本質とするものによる所言説たるその結合する者も存在するので，

それ故，結合は存在するものである， という。

<3.2>Bhavavivekaによる反論(P194b4,D.156b7,AP."al,AD､310b3,

T､93a25)

それ故，解釈する。

（51）
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結合しつつあるものと，すでに結合したものと結合する者とは存在し
（56）

ない－－-8cd

論証をその通りに示すことにより，他性は成り立たない， という意味である。

＜4＞論結(P.194b5,D.156b7,AP､361a3,AD,310b4,T､93a28)

以上で， ここに章の目的は，対論者が章の最初に論証を説いたものの過失を

述べることにより，結合は自性のないものであると示したものである。

＜5＞教証(P.194b5,D.157al,AP､361a8,AD､310b7,T､93bl)

それ故「善勇猛よ'色には結合や離は存在しない。同じように，受・想・行

・識にも結合や離は存在しない。色・受・想・行・識に結合や離が存在しない
（58）

そのことが知恵の完成である」などと説くこれらが証明されるのである。

師Bhavavivekaにより著された『根本中』の注『般若灯論』より「結合を

考察する」という第14章

〔註〕

（1）本繍は，拙稿「『般若灯論』第11章試訳」 （『棲神』第61号， 1989,以下「拙稲

〈1)」） ， 「『同』第12章試訳」（『同』第62号， 1990） ， 「『同』第13章試訳」（『立

正大学大学院年報』第7号, 1990)に続くものである。テクストに関しては， 「拙

稿(1)」の註(1)を参照のこと。

また，江島恵教氏の「Bhavaviveka/Bhavya/Bhaviveka｣(『印度学仏教学研

究』第38巻第2号， 1990）によると，拙調1)以来用いてきた､Bhavaviveka'とい

う呼称を改めるべきであろう。しかし，現時点においては判断停止をし，本稿にお

いては，まだ､Bhavaviveka'としておく。

（52）
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(2)Pに従うのならば， 「空性の特徴たる結合が無自性たること」となるが, PPT

はDの通りに語義親釈をおこなっている。

（3）木章のタイトルは, ｢samsarga;phradpa;合」を考察すると，いうものであ

る。

(4)PPTは, ''phaskyirgolbadag''とするが，次のような仏典の引用を考慮に

いれ， この様にした。

（5）この引用は,BuddhapalitaのMnlamadhyamakavrtti (p・ed. ,249a4-5) ,

Sthiramatiの『大乗中観釈論』（以下『釈論』，高麗大蔵経第41巻,p､136a6-7),

Prasannapada(ed・parL.V・Poussin,p.250,11.4=6)にも見られる。本多恵

氏（『チャンドラキールティ中論註和訳』国書刊行会, 1988,p.249)によると，

Samyutta-Nikaya,I,72,W,33,68,86;Majjima-Nikaya,I, Ⅱが指摘

されている。該当文章を示しておくと， 、｡cakkhumcapaticcarnpecauppajj-

atiCakkhuvi逓諏amll ti"amsahgatiphassollphassapaccayavedanail'.

(SN,ed.,byM.L6onFeer,reprint,London,1970andl973)

（6）現時点では，出典は未確認。教証として引用されることから，一般的な表現と思

われる。

（7） 「拙稿(1)」同様， 『中頌』に関しては,Prasannapadaからのサンスクリット，

並びに,Poussin氏による校訂本のページ数を記しておく。

drag!avyamdarSanamdraS!atriPyetanidviSodviSahl

sarvagaScanasamsargamanyonyenavrajantyutall [250.9-10]

（8）この解釈は，チベット訳のでは，偶とほとんど同じ文章である。異なる点として

は, 0dah'を付すこと, 0gsurn'を書くこと, ｡yodmayin'をcmeddo'とする程

度であり, Pandeya氏(TheMadhyamakaSastramofNagariuna,1988,

Delhi,以下Pan.）による還元梵文も， これにしたがったものである。

(9)evamragaScaraktaScarahjanIyamcadrSyataml [251-2]

traidhenaSegahkle鍾さcaSesapyayatananicall [251-5]

(10)tib． : lhagparchagspa,Pan.: rakta.

(11）以上のような「眼」や「間」への適用に対する説明は,Buddhapalitaの注釈や，

Prasannapadaにも承られる。

(12)tib.: 'thad,Pan.: upapatti.

(13)anyenanyasyasamsargastaccanyatvamnavidyatel

drag!avyaprabhrtInamyannasamsargarpvrajantyatahll [251.9-10]

(14)tib． : sbyor．Pan.は， この語に当たる文字を還元しておらず, 'samsargasya

pariyayas'としている。

(15)S.Watanabe,GlossaryofTattvasangrahapaiijik豆一Tibetan-San"rit-Ja
panesepartl,Actalndologicavol.5,1985,によるoPan． : viruddhpak¥a-

viparyayat.

（53）
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(16)PPTによると「結合は存在しないと論証する属性は，非他性であることを示し

ている。例えば，無常を論証する属性は，作性であるごとし」と説明される。この

様な議論はDignggaのPramapasamuccayaなどにも孝られ，そこからの影響と

思われる。 cf・北川秀則『インド古典論理学の研究』複製，臨川書店, 1985,pp.

185-, 204-226,同「中期大乗仏教の論理学」 『識座仏教思想第二巻認識論。

,論理学』理想社, 1974, pp,205-206,桂紹隆「因明正理門論研究〔三〕」 『広島

大学文学部研究紀要』第39号， 1979．

(17)PPTによると「『何故ならばそれと異ならないから』という(Bhavavivekaに

よる）理由概念に対して，他のある注釈者が」となる。漢訳は「有人言」とする。

(18)PPTによると,O 'grelpabyedpahidkyi5とし，漢訳も「論者言」とする。

(19)nacakevalamanyatvamdraS!avyadernavidyatel

kasyacitkenacitsardharPnanyatvamupapadyatell [252.1-2]

(20]PPTによると，前の中観による「何故ならばそれと異ならないから」という理

由概念である。

(21)tib. :gtantshigskyidonmagrubpahidkyiskyondu 'gyurpama

yinnam.

(22)tib． : bgadpamayinte． 「論者」の主張を示す場合は, 'bSadpayin'とさ

れているので， 「論者」ではないとも考えられるが, PPTと漢訳とにより， この

様に判断した。

(23)anyadanyatpratityanyannanyadanyadrte'nyatahl

yatpratityacayattasmattadanyannopapadyatell [252.6-7]

本多氏の指摘によると（前掲書, P.249,注(7)) ,参考として,Nyayas面tra, H.

2.31(anyad-anyasmad-ananyatvad-ityanyata'bhavah)を掲げている。この

5abを敵者の主張とするのならば,NS,I.2.32(tad-abhavenaasty-ananya-

tStayor-itaretarapekge-siddheh)の方が近いのではないだろうか。cf・宮坂宥

勝『ニヤーヤ・バーシュヤの論理学一印度古典論理学』山喜房仏書林， 1955,

p.163-164,中村元「『ニヤーヤ・スートラ』邦訳（上）」 『三康文化研究所年

報』第14号, 1981, p､138.

(24)ppTによると, 'rigspa'ibstanbcos(Nyaya息邑stra)'に「いかなる理由概

念も正当なものとしては成立しないし，疑惑があるものは別の論証によってなされ

る」という引用がある。出典は未確認。

(25)PPTによると，偶の前半部分(5ab)である。

(26）以上の説明は，漢訳では「以種為縁起者。待此種子故。名芽為異。」とするだけ

である。

(27)tib. :brjodpakhyadparcanstenpahidlaltospadahbcaspafiid

yinpa' iphyir,Pan． : vacanaviSe¥aSrayapesapeksatvasyasadbhavat,漢

訳： 「差別語有観故」．
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(28)PPTによると， 「他なるものより異ならないから」というものである。

(29)yadyanyadanyadanyasmadanyasmadapyrtebhavetl

tatanyadanyasmadrtenasticanastyatahll [253.1-2]

漢訳は本偶を欠いている。また, Prasannapad量のチペット訳とは，意味が同じ
ものの，表現が多少異なっている。 cf.三枝充感編『中論偶頌総覧』第三文明社，
1985,p､395.ただし,PPTによるとpadaabは「隙間のある語(savakaSava-
khya)」としてBhavavivekaにより否定され, padacdにより「論議の問題
(prakrtarthatva)」を示している。

(30）同様の解釈は『釈論』 (p.136bl8-20)にも見られる。

(31)PPT:「存在しない」とおぎなわれる。

(32)PPTによると， 「前の隙間のある語が」となる。

(33)PPTはここで第5偶padacdを引用し，「その主張命題を仮設したものは，旨
く説明しているので，依存がないものは成立しないし，依存を伴うものは成立す
る」と示している。

(34)Abhidharmakogakairika, I.9,

rripampaiicendriyanyarthahpaiicaviihaptirevacal

tadvijhanaSrayarnpaprasadaScakguradayahll

cf.AbhidharmakogabhaSya,ed.,P,Pradhan,Patna,1967,p､5,桜部建『倶

舎論の研究界・根品』法蔵館, 1969, pp､149-150.

(35）以上の主張は,PPTによると，五支作法によりなされている。

(36)PPTによると「何故ならば，牛の特徴である喉下の肉なども馬の特徴によって
から異なるものとなり，馬の特徴である後ろ足の蹴り上げ(rdogmiug)なども
牛の特犠によってから異なるものとなるが，それらが相互に依存しなければ異なる
ものとして成立しないので，世俗においても依存がなければ特徴は成り立たないの
で，対論者による論証の嚥例は不完全であるという過失があり，勝義としては牛と
馬は生じないので嚥例の主語も成立しないので対論者の論証は成立しない」とな
る｡

(37） 『釈論』 (p.136b22)でも，ほぼ同じ位侭において，同様のVaideSika批判が
展開される。また,VaiSeSikasntra(以下,VS)では「結合(samyoga)」を六
句装(padartha)の徳性(guna)の中に入れているが，本テクストにおけるもの

（対象・感覚器官・知覚者）とは概念が異なっており，それらに対する批判は見ら
れない。cf.VS,1.1.6．

(38)PPTは「六句義のなかにその『他性(prthaktva)』というものが確かに存在
するから」とする。すなわち，六句義の徳性のなかに示される他性を指している。
cf.VaiSe5ikas面tra,1.1.6.なお,VaiSegikasntraに関しては，中村元「ヴァイ

シエーシカ学派の原典」 『三康文化研究所年報』第10．11号， 1977-8,金倉固照

『インドの自然哲学』平楽寺書店， 1971，金岡秀友「『ヴァイシェーシカ・スート
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ラ』試訳」 『東洋大学文学部紀要』第33号， 1980,などの和訳があり，前二者に

PraSastapadaのPadarthadharmasamgraha(以下PADS.なお宮坂宥勝氏筒よ

ると,BhavavivekaはPragastapada批判を前提としている。 cf． 「バーヴァヴ

ィヴェーカ所引のヴァイシェーシカ哲学説の断片」『インド古典論』下，筑摩書房，

1984）の和訳も含んでいることを記しておく。テクストとしては,M.S・ Jambu-

vijayaji,VaiSegikas面traofKaﾘｮdawiththeCommentaryofCandranan-

da,を用いた。

(39)PPTによると「先の事物と異なるものは『他性』という語義を伴っていると考

えるのならば」という仮説と「非他であるものが「他性」という語義を伴っている

と考えるのならば」という仮説があげられ, Bhavavivekaによる二つの解答に対

応している。

(40)PPTによると「言説を本質とする所依性に依存するものだから」という理由概

念により， 「見られるものの自体のように，その見ることに『他性』というその語

義は働かない」となるのか， 「対立概念の他性を見ることにも『他性』という語義

が働くのか」が不確定となる。

(41） 「他性」という語義の自性である。

(42)PPTは第5偶padacdを引用する。

(43）すでに「他性」に対する批判は行われているが，以下に他性が存在することの否

定が論証される。なお， 「他性」に関しては, PADS(中村元前掲論文, pp.219-

220)参。

(44)nanyasminvidyate'nyatvamananyasminnavidyatel [254.9]

(45)PPTは「VaiSe.ikaの主張にも，属性(gupa)は実体(dravya)に作用する

が，属性たるもの(gunatva)には作用しないので，他性の属性は他性を離れてい

ると知られているから」とする。cf.PADS(中村元前掲論文, pp.303-305.

(46)PPTは「VaiSeSikaの者」とする。

(47)PPTの職をまとめると， 「灯などにより明らかにされる瓶などは，根の知覚な

どを明らかにする自性において明らかにされる」というものである。

(48)VSによると，一般概念も個別概念も「六句義」の中の一つであり，それらに対

しても同様の否定がなされる。cf.VS.,1.2.3. ,1.2.20.,8.1.5.

(49)skt. : satta,VS.,1.2.7-8.PPTではこれらの偶と同様の趣旨を述べ， 「実

体・徳性・運動」との結合を否定している。

(50)skt.:parinama.他性と同様に，徳性のなかの一つである。VS. ,4.1.11.PPT

では「事物の自性には，長・短などの量がなくても， 「量」という語義を伴ってい

るので，長・短などの知覚が生じる」と述べられ， 同様の主張はPADS(中村元

前掲論文, pp、 216-218)にも見られる。

(51)PPTによると「Naiyayikaの罠(sgyuthabs)により」とする。論点として

は他性を否定することにより，対立概念である非他性を成立させることになってし
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まう， というものである。

(52)avidyamanecanyatvenastyanyadvatadevavall [255.5]

(53)PPTは「例えば，短により長を仮設する言説であるごとく」という職例をあげ

ている。

(54)PPTは「バラモン（階級）が成立しなければバラモン以外のものも成立しない

ごとし」とする。

(55)tib.:lan'ga'Sespalogpa'am/thetshomcangyiyulhid,Pan． :ka-

dacitkaminanammithyasarpSayikaj"naviWayatva.

(56)natenatasyasamsargonanyenanyasyayujyatel [255.12]

samsrjyamanamsarps"tamsamsra与鱒canavidyatell C56.10]

(57)PFI､によると「論理学者(rtoggeba; tarkika)が，現に結合しつつあるも

のとすでに結合したものとこれから結合するものとは存在する， という観点より，

結合は存在すると論証することを(Bhavavivekaが）否定する」とされる。この

事は，第8偶のpadacdに対応する。

(58)Suvikrantavikramipariprcchapraj"paramitasntra(textに関しては拙稿(1)

註“に従う) , skt. : p.29,11.20-24,戸崎宏正氏和訳:P.132,11.9-11.

【付論1】本稿は『印度学仏教学』第39巻第2号掲戦の「AtIgaのPrainahr-

dayavyakhy豆について」に対する注である。スペースの都合上，本編におい

て論じきれなかったこともあるので， この場を用いて記すことにする。なお，

前記の拙稿を著す際, D．S・ Lopez,Jr. ,TheHeartSntraExplained:

IndianandTibetanCommentaries,Albany, 1988, を参照することがで

きなかった。本番は， タイトルに示されるように， 『般若心経』の諸注釈を英

訳し，パラレルに並べていることから，それぞれの比較を容易にしている。し

かしながら， ここでは，拙稿の本文との関係もあるので，注を記すに当たって

も本書への言及は控えることにする。

1)@Vimalamitra,Prainaparamitahrdaya!ika,P.

3818,@Jhanamitra,-vyakhya,P.ed.,No.5218,

ap量早i,-1ikaarthapradIpa-nama,P.ed.,No.5219,
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astrasena,-!ika,P,ed.,No.5220,D.ed. ,No.3821,@KamalaSIla,-nama-
pka, P.ed. ,No.5221,D.ed.,欠，⑥DIpamkaraSrljiana,Prajhahrdayav-
yakhya,P.ed､ ,No.5222, D.ed. ,No.3823,⑦srIMahgjana,-arthaparijh
ana,P・ed.,No.5223D.ed.,No.3822. この他, Vairocana(5riSimha)に
よるMantravivrta-prainahrdaya-vrtti,P.ed.,No.5840,D. ed.,No． 4353,
がある。 このうちKamalaSilaのものを除いたものが，榛葉元水氏（『西蔵文般若
心繕注釈全集』相模書房， 1938）により，デルケ版の謄写版として出版されている。
なお⑤に対しては，芳村修基氏による和訳（『インド大乗仏教思想研究カマラシー
ラの思想』百華苑, 1974,pp.168-173)がある。 cf.E.Conze,ThePrajfiapa-
ramitaLiterature,seconded. ,Tokyo,1978pp.71-74.

2）テクストに関しては，前駐を参照のこと。翻訳者は，著者自身とTshulkhrims
rgyalbaとである。注釈の方法としては, PPHの文句を各を注釈していくという
形態ではなく，経典の構造を解釈するものである。

3）この'bdaggyis'を誰と解釈するのか,問題となるoA.Chattopadhyaya氏(At-
IAaandTibet,repr.,Delhi,1981,p､452)は, 'byme'とするだけで，確定を
していないが,E.Conze氏（前掲書,p､71)は，本テクストの著者を'Dipamkara-
鍼jaanaandLegspa'iSesrab'とし，従って， このQbdaggyis'をLegspa'i
§esrabと判断したのであろう。

4）同書によると「この後，彼にお願いされ,Tarkajvalaを翻訳し，その注釈として
大小二つのMadhyamakopadegaを著した」とある。 cf. 『青史』四川省, 1984,
p､316,羽田野伯猷「カーダム派史」 『チベット・インド学集成』第一巻チベット篇
I,法蔵館, 1987,pp.85-86,G.N.Roerich,TheBlueAnnals, repr. ,De-
lhi,1979,pp､258-259.

5)tib.:mdorgyas'bringsum.すなわち， 『十万頌』 ・ 『二万五千頌』 ・ 『八千
頚』の『般若経』がこれに相当する。cf・張恰主編『蔵漢大辞典』上,p､559．なお，
このような表現は,KT,さらには, HaribadraのAbhisamayalamkaropadeSa-
"stravrttiにも承られることから， この時点に置いて定型句となっていたというこ
とがうかがえる。cf.真野龍海『現観荘厳論の研究』山喜房仏雷林, 1972, pp.9P
98，天野宏英「現観荘厳論釈の梵文写本（6）」 『島根大学教育学部紀要（人文・社
会科学）』第23巻第1号, 1989, pp.4-5.

6) IgleislofibadafiSkabSdahni llbsanpargtogspa'duspadahl
Iglengfidrisdafi lanbtabpalldenirnampabcugcigdahll
Imthun'gyurriessuyirafidafill rnampabrgyaddubsduspayinl
ldela'khorgyisbskulbadafillyafidagparsdudparbyedpasl
この前の偶は，九音節からなるものであり，帰敬偶に相当するものである。また，本
偶は,VTの総論を示すものであり， これにより論が展開していく。
7)VTに「Qevarnpなどとでている最初の三語により 『導入』がなされる」とあり，
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この解釈に従ったといえる。これに似た表現はKamalaSIlaのVajracchedikapra-

jhaparamita-!ikaにも見られる。そこでは経典の略義を五分し，その中に qgleh

gfi'と。glenbslahba'とを入れているのだが， そのタームの意味するところは，

この場合とは異なっている。cf.東武「カマラシーラ造『金剛般若経広註』の研究一

(1)」 『高野山大学論叢』第12号, 1977,p.139.

8)SraddhavatampravrttyafigamSastaparSaccasakgiml

deSakalaucanirdiS!ausvapl･amapyaprasiddhayell3 11

sahgItikartabkehideSakabpalakSitaml

sasakgikarpvadanvaktapramapyamadhigacchati ll4 11

E・Frauwallner,Dignaga,seinWerkundseineEntwicklung,WZKSO3,1

959,p､140,G．Tucci,MinorSanskritTextsonthePrajhaparamita,1.The

Prajha-paramita-pin"rthaofDinnaga, JournaloftheRoyalAsiaticSoci-

ety, 1947,p.56,59,68,服部正明「ディグナーガの般若経解釈」 『大阪府立大学紀

要』第9巻, 1961, p.122.

9)rahtshadmargrubparbyaba'iphyiryuldahdusdah'khordbahdu

byedcihdbandahbcasparsmrasnalsmrabapotshadmayinparkhoh

duchudpar'gyurrofeschebagahdagsmrabadeni bdaggiskhohdu

machuddel (VT,P・ ed.,287b2-3)

10）本テクストに関しては，平成二年度第一回身延山短期大学学内研究会において， 口

頭発表を行ったが，特筆する程でもないと思えたので，別稿を記すつもりはない。そ

れ故この稲をかりて，若干のコメントを付すことにする。まず最初に, prajhapara-

mitaを説く対象を, 1)菩薩, 2)欲・色・界の天衆, 3)仏国の天衆， とし，八

種の義が説かれた， とする。 この八種の義とはAAの章に従ったものであり， それ

を， 1）一切相智， 2）道智と一切智， 3）一切相等覚から法身現等覚間で， と分け

ている。また他の注釈には見られないものとして， 「正しい認識根拠(pramana)は

二つである」とし，直接知覚(pratyakSa)と推論(anum"a)とに関連づけた解釈

も見られる。なお本テクストには，芳村修基氏による和訳が存在する。前注1）参・

11)KTの区分は前注参。PHVの区分に関しては，以下の拙稲の分類がそのまま当て

はまる。従って,KTは，八義とするものの，それによるPPHの分割は行っておら

ず, PHVとの対応は不可能となる。

12）本テクストは, PPHの文句に対する注釈であるが，その構造解釈としては七義を

あげて↓､る。すなわち， 1）因縁， 2）知に入ること， 3）空性の特徴， 4）知の行

境， 5）知の性， 6）知の果， 7）知の摂受， とである。また，その中には五道のタ

ームは見られない。

13）すなわち， 1－2）､pamcaskamdhastamScasvabhava§pnyan'から 'vij頭一

nanicasnnyata'までが「資糧道」と「加行道」であり, 3) 'evamSariputra'か

ら。aSamp面rpah'までが「見道」であり, 4) 'tasmattarhiSariputra'からqna-
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praptih'までが「修道」であり, 5) 'tasmacchariputra'から0aSrityざまでが

「無学道」である， としている。

14）はっきりした引用ではないので，出典の確定はできていない。恐らく『大乗阿毘達

磨集論』決択分中諦品（大正新脩大蔵経，第31巻, p､682bl8-)が相当するであろ

う。cf.N・Tatia,Abhidharmasamuccayabhagyam,Patna,1976,p.76-,W.

Rahula,LeCompendiumdelaSuper-doctorined'Asanga,Paris,1971,p､1

04－．

15)tib.: lhagmthohthabpasnirnamparrtogpadahbcaspa'igzugs

brhangyidmigsparnampaghisthabpayinnoll deltarnamthohba'i

lambtabpasdhospo'imtha'idmigspathabpayinte l dgospayohssu

grubpa'idmigspa｡ahthabstel (ed.parE.Lamotte,Paris,1935,pp.115

-116） ． cf・菩提流支訳『深解脱経』大正，第16巻, p､679a5-14,玄訳『解深密

経』同,p､7"b6-26,野沢静証『大乗仏教聡伽行の研究』法蔵館, pp､372-378.

16)cittatulananidhyananyabhik5ﾘambhavanaphathahl

nirvedhahgheSudrnmargebhavanamargaevacall

ed・ byTh・ StcherbatSkyandE.Obermiller,Abhisamayalamkara-prajhap-

aramitaupadesa-§astra,BibliothecaBuddhicaXXm,repr.,Tokyo,1977,

p.25,45, cf.真野龍海前掲書, p. 190.また,VTでもAA(W,6-7)が引用されて

いるo

l7）ただし, SNSでは「過去に止と観とを得ることにより有分別と無分別の影像の所

縁が得られる。現在に見道を得ることにより事物の辺際の所縁が得られる。後盈に修

道に入って， これら三つの所縁を作意すれば………」というもので, PHVのコンテ

クストにおける用法とは異なっている。

18)VTでは'samanupaSyati'の解説部分において引用される。P.ed. ,291b2-5.

19)VT,P.ed. ,295b6-8.

20)Jhanamitraも同様に読んでいる。 P・ed. ,305b8.

21） 「是諸法究相。不生不滅。不垢不浄不増不滅」とされている。

22）すべての翻訳を調べてはいないが，中村元氏（『般若心経・金剛般若経』岩波文

庫， 1960） ，平川彰氏（中村元編『大乗仏典』筑摩書房， 1974） ，金岡秀友氏（『般

若心経』講談社文庫， 1973）といった代表的なものは，漢訳と同じ読承方をしてい

る。

23）如真性智は， 1）所縁の対象， 2）その随念の因， 3）その果， とをえることが無

上である， というこの三つにより示されている。

24)VTでは，その他, Vairocanabhisambodhi, SamadhirajasIitraが数度引用さ

れ, agama以外では, NagarjunaのYuktiga"ika,1,12,19,DharmakIrtiの

Pramapavarttika,I． 1蛇が引用される。

25)VT.P・ed. ,294a5, 294b2,において「勝義／世俗」のタームを用いた解釈が見ら
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れる。

26） 「三昧は心一境性の特徴である」(P.ed.,288a6)というもので，同じ表現はSth-

iramatiのTrimsikaviinaptibhaSyaにも承られる。S.Levi,Vijnaptimatrasi-

ddhi,Paris,1925,p.26,1.5,荒牧典俊訳「唯識三十論」 『大乗仏典15世親論集』中

央公論社， 1976. p.91.

27)P.ed. ,293a5.「色即是空。空即是色」を三性説により説明している。ここでは，

依他起性における分別の色と，円成実性による空性の色との同一性を示している。こ

れと同様の文章はVaSubandhUのMadhyantavibhagabh"yaの第16偶後半の解釈

部分に見られる。cf.長尾雅人訳「中辺分別論」『大乗仏典15』同上, p.284,G.M.

Nagao,ed. ,Madhyantavibhaga-bha9ya,Tokyo,1966,p.44,山口益編『漢蔵対

照弁中辺論』再版，鈴木学術財団, 1966,p.44,同『中辺分別論釈疏』同上, P.219,

same,Madhyantavibhaga!ika,same,p.138-139.

28）彼を，中観派，唯識派， と確定すること自体に無理があるのだろうが，本テクスト

に限って言えば，職伽行派文献への依存度が大きいことから， このように判断でき

る。

【付論2】本稿は第43回日蓮教学研究発表大会（平成2年11月15日）において

口頭発表した原稿をまとめたものである。掲載スペースがないために, さら

に， この場を用いて記すことにする。｢付論1」に示した論文と関連するもので

あり，多少重複する論証もあるが，そのまま記す。なお，文献上の論拠など，

前注により補えるので， ここでは発表原稿の形態をそのまま残して表わす。

VimalamitraのPrajhaparamitahrdaya!ika

まず，本テクストの概観を述べておく。インドにおける『般若心経』の注釈

書としては最も長い物であり，注釈の方法としては『般若心経』の一々の文句

を引き，それに対して他の経典を引用しながら注釈するというものである。引

用される経典はというと，最も多いのは, Vairocanabhisambodhaであり，

4回引用される。あとは, SamdhinirmocanasUtraが三回, Samadhiraiasn-

traが三回である。 『般若経』では， 『二万五千頌』が二回， 『八千頌』が一
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回である。その他， 『十地経』など十程の経典・タントラが引用される。論書

では,MaitreyaのAbhisamayalamkaraW､6-7,NagarjunaのYuktis-

aS!!ka,1,12,19,DharmakirtiのPramanavarttika,I,192,そして，

出典の確認はできていないが, PancavimSatisahasrikaprajnaparamitopade-

Sabhisamayalamkara,が引用される。以上のことから，本テクストの特徴を

挙げるのならば，他の注釈書にくらべると，経典並びに論書の引用が多く，中

でもVairocanabhisambodhaが最も多い上，他にもタントラの引用が目につ

く。

では， テクストの内容に関する考察を述べることにする。まず，その導入部

であるが， ここにDignaga批判と思われる文章がある。Vimalamitraは初め

の偏に示すように， 『般若心経』を八分割する。その要素には， 「導入・時・

衆会・因縁」が上げられている。それらに対して説明する上で， 「自らが正し

い認識根拠であると成り立たせるために，場所と時と衆会を示し伴っていれば

（経典を）説く者のは正しい認識根拠であると領受される， と過度に説くそれ

らは，私によっては領受されない」と述べているoAtISaは彼の『般若経』の

注釈において， この文章を引用し， この批判対象はDignagaであるとした上

で，彼の『八千頌般若』の注釈であるAglasahasrikapipjarthaの第3, 4E

を引用する。この偶は，先程のVim212mitraによる批判内容と全く同一内容

である。したがって， このコンテクストにおいて彼がDignagaを想定してい

たかどうかということの判断に関しては,Ati6aの補足説明に従い, Dignaga

批判を根底に置いていたこと言うことができる。

次に， 「三味に入る(samadhimsamapannah)」を解釈する際,Naggrju･-

naのYuktiSa"ika第1偶を引用するのだが， その直後に「三昧は，心一境

性(cittasyaikagrata)の特徴である。」と述べている。これと全く同じ表現

はSthi'･amatiによるTrimSikavijhaptibhagyaにも承られ，そこからの引用

とも考えられる。この事から,Vimalamitraは，唯識学派・中観学派を特に
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区別すること無く，それぞれを文脈に応じて引用していたことがうかがえる。

このような事は，他所にも象られ，全く同一のケースとして「色は空より異な

らず，空は色より異ならない(rapamnaprthakSdnyata§nnyatayana

prthagrnpam)」を解釈する際，やはりYuktigaS!ikaの第19, 12偶を引用

する直後に， 「異門も，分別の色は依他起の特徴である。妄分別性たる能執・

所執の二つの特徴による分別が永遠に離れるような空が法性の色であり，円成

実の特徴である。依他起と円成実のどちらも空性が色である， というこれによ

り一性にkatva)を示している。空性たる円成実と依他起の特徴が同一のもの

として把握されるので，空性は色である， と言う事が説かれている」と述べて

いる。これに関しては，名称の指摘がないことから，はっきりした引用である

のかは確定できないのだが,VasubandhuによるMadhyantabhivangabha-

Syaの第3章第16偶後半の注釈の部分にほぼ同様の文章が見られる。ほかのテ

クストからの引用という可能性も残るが，唯識学派の文献であることには違い

ないであろう。以上の二点の例のように，中観・唯識の両学派を区別すること

無く並列に並べた上で，それぞれを都合のいいように解釈して引用していると

いえる。

次に， これは畷若心経』の漢訳とも関連する問題がある。それは漢訳の

堤諸法空相。不生不滅。不垢不浄。不増不減。」 ， サンスクリットでは

「SarVadharma§nnyatalakSapaanutpannaaniruddhaamalavimalaan-

nnaasamparnah」の解釈にあたる部分である。この「釦nyatalakgana」の

コンパウソドの解釈を， チベット訳(Vimalamitra,Rinchensde, Nam

mkha')と漢訳（鳩摩羅什，玄奨，法月重，般若共利言等，智恵輪，施護訳。

ただし，敦埋の法成の象，チベット訳と同様である）とは異なった読象方をし

ている。まず，漢訳の解釈から染てみると， このコンバウンドを「sarvadha-

rmaSnnyata-lakgapa」すなわち， 「諸法は空性を特徴とする」と読桑，その

特徴が六種あげられている。一方，チベット訳の方は, ｢sarvadharmaSUn-
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yata-alakSa輻」すなわち，諸法は空たるものであり，無相（特徴のないも

の）であり， 」と，諸法の在り方として，八種類をあげている。チベット訳の

翻訳者の一人にも入れられているヴィマラミ トラは， この解釈をどのように述

べているのかというと，それぞれの項を説明してから， 「般若波羅蜜の勝れた

意味は，空性などの三解脱門である。それは，それらの八つの在り方によりま

とめられている。それら八つの在り方は，次の順序通りである。すなわち，空

たることと特徴のないこととの二つによるものは空性の三昧である。中間に

は，生・減・雑染・清浄を否定することによる無相の三昧である。あとの二つ

によるものは，無願の三昧である。」と述べている。この様に，明確に八つの

項目に分類し，しかもそのうちの一項目として， 「特徴の無いこと(alaksapa)」

をあげている。AtiSaはこのコンテクストにおいて，彼の名前を引用し，述べ

ているのだが， この八支への分割は，彼独特のものではない。 というのは，

KaTnnl2"laやJ"namitraの注釈においても， このコンパウンドを同様に読

んでいる。これらほかの注釈書が,Vimalamitra以降に著され， そこからの

適用解釈である， という可能性も存在するが,AtiSa以外の者には，積極的根

拠はない。また，年代的には，漢訳のほうが古いと言う事もあり， どちらの読

承方が正しかったのかという判断は下せないが， インドにおける後期の仏教に

おいては「siinyataalaksa輯」という読み方が一般的であったということが

うかがえる。

以上，ほんの数点ではあるが, Vimalamitraの注釈より，彼独特の解釈を

上げた。他の論者の批判は,Dignagaに対するものだけで，その他の論者の引

用は経証としてのものだけである。また，他の『般若心経釈』への言及は無い

ものの，後代にAtISaにより引用されるなど，それなりに認められていたもの

であるといえる。また, Vimalamitraの思想的背景を考えるのならば，中観

派・職伽行派の文献を都合のいいように取り上げているものの， この文献の承

からは，積極的に中観思想を取り上げることはできなかった。どちらかという
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のならば，琉伽行派の文献などが目につき， その流れの中に入れたい気もす

る。ただし，最初の述べた「頓門派」の思想を含めた上で，彼の立場を考える

必要があり， このテクストの承では，判断できないので，保留せざるをえな

いo

【付記】本誌前号に掲載の「『般若灯論』第12章試訳」のP､16の「＜1.3.3.

4.1＞外道の主張」並びに同注（46）に関して，東京大学の江島恵教先生より

miganbhara,ジャイナ教徒」と御教示いただいた。従って, ｢<1.3.3.4>」

はmiganbhara批判」と直される。また， 大阪教育大学の古坂紘一先生に

は， 『般若灯論広注』における諸テクストの引用などの御教示を， さらには，

五島清隆氏には『般若灯論』に引用される『梵天所間経』に関する御教示を

いただき， この場をかりてお礼申し上げる。本試訳も本章以降は，梶山雄一先

生等の和訳研究が章によっては存在する。今は, JamesJoyceがFinnegans

Wakeの最後の､､Awayalonealastalovedalongthe''と記したよう

な状況である。
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